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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　巻ノ零ぜろ　倭わ寇こう







　丹たん後ご──京の裏手に位置するこの国の海岸に、海の向こうから倭寇たちが船団を率いて現れたのは、織お田だ信のぶ奈なを支持する「西軍」と反織田家連合軍「東軍」とが日ひノ本もとの天下を賭かけた決戦をはじめようとしていたまさにその時だった。

　彼らは、白い霧きりの中から、丹後の海上にまるで幽ゆう霊れいのように静かに現れていた。

　総勢五百人ほどからなる倭寇たちの頭領は、大おお柄がらな男だった。顔のあちこちに傷きず痕あとがある。幾いくたびも強敵を相手に真しん剣けんで立ち合い、そして生き延びてきた剣けん鬼きだった。その名は、足あし利かが義よし輝てる。今の足利将軍・足利義よし昭あきの兄で、先の将軍だった男だ。畿き内ないを舞ぶ台たいに、政権を牛ぎゆう耳じっていた三み好よし一党との激しい抗こう争そうを戦い、二に条じよう御ご所しよを襲しゆう撃げきされた折に明みんへと亡命していたはずの、「剣けん豪ごう将軍」だった。

　そして、仁に王おう像のような異形と巨きよ体たいを誇ほこる義輝の隣となりには、少女と見まがうばかりの華きや奢しやな若武者が寄り添そっていた。幼い頃ころから行動を共にしてきたこの若武者が男だということを義輝は知っているが、時折忘れそうになることもある。

　そのあまりに対照的な二人の主従の姿はまるで、武蔵むさし坊ぼうと義よし経つねだった。しかし、武蔵坊のほうが主であり、義経のほうが従なのである。

　武蔵坊に寄り添う、義経を思わせるその美び貌ぼうの若武者は、微び笑しようを浮うかべている──。その胸の内に去来する思いを読み取れる者はいない。

「殿との。われらは日ノ本へ戻もどって参りました。毛もう利り軍が大おお坂さかに、徳とく川がわを降くだした武たけ田だが尾お張わりに。いよいよ、機は熟しました」

　足利義輝が、「熟したか」とぶっきらぼうに、答えていた。

「われらが明へ亡命してからここまで、ほとんどがお前が予言した通りとなったな、細ほそ川かわ藤ふじ孝たかよ。相良さがら良よし晴はるという未来人が『歴史』を改かい竄ざんし続けてきたはずなのに、なぜ、かくもお前の予想が適中する？　松まつ平だいら元もと康やすが徳川家いえ康やすと改名し、織田と手切れして武田に降るとは。お前の予言を耳にしていても、とても信じられなかったぞ。妙みようなものだ」

　細川藤孝と呼ばれた義輝の副将は、「ええ。徳川家を強ごう引いんに東軍へ奔はしらせるために、少々遠回りではありますが『手』を打っておきましたから。相良良晴の手から『実』をもぎ取る時が来たのです」と義輝に返答し、そして、またしても微笑ほほえんでいた。




「さあ、はじめましょう。『運命』に抗あらがい、『未来』を奪うばい合う戦いを──」







　　　巻ノ一　大おお垣がき城の夜







　日ひノ本もと全土の戦国武将が、旧足あし利かが将軍家の「足利義よし昭あき」を奉ほうじる「東軍」と、下げ克こく上じようの風雲児・織お田だ信のぶ奈なが担かつぐ「今いま川がわ義よし元もと」を奉じる「西軍」に分かれて、日ノ本史上最大の決戦に突とつ入にゆうしようとしていたその日の夜。

　九州から本州へと帰き還かんを果たし、近江おうみ長なが浜はま軍を率いて間かん一いつ髪ぱつで信奈を救きゆう援えんした相良さがら良よし晴はるは、信奈率いる旗本近この衛え兵（織田信奈本軍）とともに西美み濃のの大垣城へと入城した。ほぼ同時に、丹たん波ばで明あけ智ち光みつ秀ひでを救援し京へ入っていた相良義よし陽ひと山やま中なか鹿しか之の助すけの両名も、相良軍に合流するために大垣城へと到とう着ちやくしていた。

　織田信奈、滝たき川がわ一かず益ます、島しま津づ家いえ久ひさ、相良義陽、そして相良良晴の五人による軍議を前に、相良良晴と相良妹軍団との間で良晴の帰還を祝して小規模なお茶会が行われていた──。

　相良妹軍団の長ちよう姉し・相良ねねが、幼いお茶頭としてせっせとお茶を配っている。

「兄さま！　このねねが、相良妹軍団の長妹として近江長浜城よりやって参りましたぞ！　敵方の忍しのびの者が大垣城の信奈さまと兄さまのもとへ潜せん入にゆうせぬよう、今宵こよいは不ふ眠みん不ふ休きゆうで守るですぞ。よいですな、相良妹軍団のおのおのがた！　おにぎりに炊たき出し、お茶汲くみ係はこのねねにお任せくだされ！」

「お、おい、ねね。幼いお前は戦場に出ちゃダメだってあれほど言ってきたのに。家を守るのがお前の役割だろう？」

「いーや。こたびの戦いくさに敗れれば織田家も相良家も崩ほう壊かい。近江長浜城も即そく座ざに落城しますぞ！　ですから、どこへいても危険ならば、ねねは兄さまとともにおります！」

　ちっちゃなねねを合戦に巻き込みたくはない。ねねを長浜城から出してはならないと良晴は厳命していたが、相良妹軍団はこの幼いねねに頭があがらない。ついに、大垣城までやってきてしまった。ねねは相良良晴の「最初の妹」として、織田家がまだ弱小だった頃から相良家を切り盛りしているのだ。良晴が記き憶おく喪そう失しつになって毛もう利り家に仕官していた時も、良晴が九州遠えん征せいへ出で払はらっていた時も、ずっと長浜城を支えてきた、お利口さんである。

「しょうがねえなあ……今から空き城同然になっている長浜城へ追い返すのは、かえって危険だしな。よし来い。抱だっこしてやるか」

「久々の抱き枕まくら係ですな！　兄さまは、ねねがいないとダメダメですな！」

　ねねを戦場に連れ出したくない良晴は、もう気が気でない。

　そんな良晴の不安を一いつ掃そうするべく、やる気満々の相良妹軍団がいっせいに「ご安心あれ！　ねね姉はわたしたちが守ります！」と叫さけんでいた。

「兄上？　妹にするなら、石いし田だ佐さ吉きち！　相良妹軍団一の美少女・石田佐吉にお任せあれ。佐吉は兄上の九州遠征中に、ねね姉から教わった算術をもとにした兵ひよう糧ろう・補給・兵へい站たんの計算と軍団活動の企き画かく立案を身につけたのよ。それに、そろそろ兄上のお子さま……相良家のお世よ継つぎを生む『子産み係』に就任してもいい頃合いだわ。ぽっ」

「ちょ、ちょっと待って佐吉。義理の妹とはいえ、良晴兄貴の赤ちゃんを産むのはまずいんじゃないかなあ」

　頰ほおを赤らめながら「九州で戦歴を重ねてきていよいよ英えい雄ゆうになった兄上はかっこよくなっちゃった。佐吉、恥はずかしくて兄上のお顔を見ることができない……ぽっ」と舞まい上がっている石田佐吉に、同じ相良妹軍団でも「尾お張わり妹組」に属する男装の姫ひめ武将・加か藤とう虎とら之の助すけが思わず突つっ込みを入れたが、佐吉は聞いていない。

「九州で兄上と夜を過ごした虎之助は、絶対にもう仕込まれているわよね！　悔くやしい！　あなたのその年ねん齢れいを無視したおっぱいは、兄上を誘ゆう惑わくするために育てたものに違ちがいないのよ！」

「うう、困ったなあ。兄貴はおっぱい星人とやらを自じ称しようしているけれど、妹に手を出したりはしないよ佐吉。胸元に少々サルっぽいエロ視線を感じることはあるけれど、基本的には真ま面じ目めな人だよ。前から思ってたんだけど、佐吉の『妹道』はどこかズレてると思う」

「未来にはこんな格言があるのよ？　『妹だけど愛さえあれば問題ないのよね？』──『うちの妹がこんなにかわいいわけがないので交際します』──『この中に妹が十一人いる！』──『さすがですお兄さま！　結けつ婚こんしましょう！』──兄上の未来世界では、生しよう涯がい未婚率が上じよう昇しようして人口が激減しているんだって！　だから、兄と妹が交際するのはごく当然の常識にして、正義！　戦国の世の連中が間違っているんだから！」

「さささ佐吉、それは違うんだ！　それは全部、未来で流は行やっているアニメのタイトルで、現実世界の話じゃないから！　『この物語はあくまでも作り話です』ってやつだよ！　生涯未婚率の上昇はほんとうだけど、兄妹きようだい交際は未来でも禁止だから！」

「……そんな……兄上は、佐吉を……愛していないの……？　うっ、お腹なかが……」

「しっかり、佐吉ちゃん！　あうあう。佐吉ちゃんは態度は尊大だけれども心は豆とう腐ふだから。あっ！　そうだ、兄くん、自分は『呪じゆ殺さつ』という特技を磨みがいておいたから」

　佐吉と同じ「近江妹組」で佐吉の盟友。白い行人包みで顔を覆おおった大おお谷たに紀き之の介すけが、「お腹痛い」と顔をしかめる佐吉のお腹をさすりながら、

「兄くん。佐吉ちゃんが立ち直れなくなるから、優やさしい言葉をかけてあげて。そうでないとこの紀之介が、三年のうちに兄くんに祟たたりをなさん」

　と聞き捨てならないことを言いだしたので、良晴は、「どんな特技なんだよ、それは。まったく佐吉は手がかかるなあ」とぼやきながら佐吉の頭をそっと撫なでていた。

「も、もちろん俺は佐吉を愛しているさ！　『妹』として！　子作りはなしだ！」

「がーん！　女未満と書いて、妹と読むのよ、兄上？　兄上は佐吉を女としては愛していないのねーっ！　佐吉の胸が薄うすいからって！　酷ひどいわ！」

「佐吉お前、しばらく会わないうちにやけに面めん倒どう臭くさくなってないかっ!?」

「それは兄上が佐吉を放置して、虎之助と小こ西にし弥や九く郎ろうの二人だけを九州に呼び出していちゃいちゃ子作りしていたからよ！」

　なぜか徹てつ底てい的てきに気が合わない加藤虎之助とケンカしながら沖おき田た畷なわてに駆かり出されていた小西弥九郎は、今、「堺さかいでも会え合ごう衆しゆうが集まって東軍・西軍どちらにお味方するか会議を開くさかい」と堺へと舞い戻っている。弥九郎は東軍方の毛利家に従属する宇う喜き多た直なお家いえに仕えているが、本家の小西家は武家ではなく堺商人なのだ。

「だから、してないって！　虎之助、お前は妹組最年長だろう？　佐吉と仲良くしてくれ。たぶん佐吉がこうなっている原因はお前のその年齢に似合わない胸だ。巨乳が佐吉の疑ぎ心しん暗あん鬼きを駆り立てているんだよ、うん」

「そ、そんなこと言われても、兄貴。虎だって、槍やりを振ふるうのに邪じや魔まになって困っているのに。サラシを巻いて押し潰つぶしても、かえって日に日に膨ふくらむ一方で……とにかく虎は戦国一の名将を目指して、男装を続けるから！　兄貴とは清い関係だからっ！」

　虎之助が「重い胸のせいで肩かたが凝こるんだよね兄貴。戦場で不覚を取らなければいいけど」とため息をつき、良晴が「そうか、それはまずいな。俺は肩かた揉もみは上う手まいぜ。母さんにさんざんやらされてきたから」と虎之助の肩に手を掛かけると、佐吉はいよいよ「むきぃ」と錯さく乱らんした。

「兄上！　佐吉も、虎之助の膨らんだ胸を見ていると嫉しつ妬とと羨せん望ぼうに襲おそわれてお腹が痛むの！　お腹をさすってよ～！」

「お、お腹をさするだけでは済まなそうだから、遠えん慮りよする」

「ひいきだわ！」

「ったく、細かいことにうっせーんだよ佐吉はよう。お兄ちゃん、市いち松まつも肩が凝ったな～っと！　なにしろ、あっしは軍団一の戦せん闘とう狂きよう！　武力全振りの福ふく島しま市松だからぁ！　にょほほ～！」

「尾張妹組」所属で、虎之助の妹分。童女のようなおかっぱ髪がみと赤い振り袖そで姿が愛らしい福島市松が良晴の背中におぶさって甘えはじめたので、佐吉の胃痛はさらに重じゆう症しよう化した。良晴も、ねねを抱っこしながら背中に市松を乗せては、耐たい荷か重じゆうオーバーである。

「い、市松。なぜお前が肩こりに悩なやむんだ？　お前は虎之助と違って胸ないだろ！　背も低いし胸もちっちゃいだろ！」

「左様ですぞ！　市松のおっぱいは、ねねや半はん兵べ衛えどのと同等ですぞ！」

「でもでも、ねね姉。日本号って重いんすよ！」

　こいつらの相手をしていると、いつまでたっても軍議に向かえない。困ったな、と良晴が冷や汗あせを垂らしていると、山中鹿之助が室内へと駆け込んできて、そして良晴の手を引っ張って無理矢理に廊ろう下かへと連れ出していた。佐吉が「なにするのよ！」と騒さわぎ、紀之介が「七難八苦を祟らん」と呪のろいの言葉をかけてきたが、鹿之助は「それはありがとうございます！　もっともっと祟っていただきたい！」と上気する始末で、効いていない。

「信奈さまたちがお待ちです、すぐに軍議の席へお移りいただきます、殿！」

　鹿之助と会うのはほんとうに久しぶりだなあ、と良晴は目を細めた。どこか鹿之助の表情に自信と充じゆう実じつ感かんがみなぎっている。

「義陽姉さんとともに丹波で十じゆう兵べ衛えちゃんを救援してくれたんだって？　ありがとう、鹿之助。鹿之助が山やま名な軍を味方につけていなければ、十兵衛ちゃんの救援は失敗していた、と義陽姉さんが言っていたぜ。山名軍の将から足軽に至るまで、みな、鹿之助を討うち取ろうとした山名豊とよ国くにに反対したと。これは鹿之助の大功だ！」

「ありがとうございます！　一時は七難八苦のあまり人間を信じられなくなってやさぐれていたこの鹿之助ですが、尼あま子こ再興の戦いは無む駄だではありませんでした。殿と出会えたおかげで、この鹿之助は報むくわれました！　もう、死ぬために戦おう、などとは考えません。生きて生きて生きまくります！」

「そっか、よかったな。これで、七難八苦を求めずにはいられないＭっ気も直っただろう。これからは、その美貌に釣つり合った正統派美少女姫武将として──幸せになるんだぞ」

「いいえ、殿！　生きたいという欲よくが出たばかりに、鹿之助の悩みはさらに深まってしまったのです。殿とのと再会すれば、殿は私にこんどこそ肉奴ど隷れい役を申しつけてくれると信じていましたのに。それなのに殿は妹ぎみたちといちゃいちゃして私を放置し続けて、ちっともいじめてくれません！　はっ？　もしかして放置することこそが最大のご褒ほう美び……？」

「ぜんぜん直ってねーじゃねーか！」

「くっ。私をこれほど放置し続けて悶もだえさせておきながら、九州で年上のお姉さんと年下の露ロ璃リ妹、二人も現地妻を作って戻もどってくるとは、さすがは殿！　まさに外げ道どう！　はうう。このままでは私は殿以外の男に寝ね取とられてしまう悲劇の運命に……！」

　鹿之助は、だんだん自分で自分の言葉に酔よいはじめたらしい。息を荒あららげ、これ以上の放置は堪かん忍にんしてください！　なにとぞ鹿之助を殿のはぁれむの末席にお加えください！　と土下座して懇こん願がんしてきた。

「違うんだ鹿之助！　落ち着け！　義陽姉さんと家久ははぁれむ要員じゃない！　信奈が切れるから、やめてくれ！」

　良晴は廊下を逃にげながら、人間の癖くせってなかなか改まらないものなんだなあ、と思った。




「悪い、信奈！　ちょっとばかり遅おくれた！　もう全員集まっているか？」

　良晴はかろうじて鹿之助を振り切って、軍議が開かれている広間へ飛び込んでいた。

「……デ、アルカ……」

　信奈は、軍議に遅ち刻こくしてきた良晴を前にこめかみを引きつらせながら、「妹特権」で良晴に甘えまくりの相良妹軍団、そしてまたしても廊下で肉奴隷がどうとかわけのわからない言葉を口走っていた山中鹿之助を手打ちにしたいという誘惑と闘たたかっていたが、今は軍議を進めねばならない。かろうじて怒いかりの感情を抑おさえ込んで、口を開いていた。

「これで五人が勢せい揃ぞろいしたわね。すぐに軍議をはじめるわ。でも、九州から来た相良義陽と本州勢の二人とは、実質的に初対面よね。左さ近こん、家久、相良義陽は一応、自己紹しよう介かいを」

　島津家久は以前上じよう洛らくして信奈や光秀と茶会などに興じ、伊い勢せ参まいりの折には滝川一益とケンカしているが、明智光秀を救きゆう援えんして大垣城へと合流した相良義陽は、完全に新顔である。

「のぶなちゃんが相良妹軍団のご当地人気に便乗して結成した『織田家七福妹まい』の一人。滝川一益こと左近なのじゃ。織田家四天王の一人でもあるぞ。織田家四天王とは、次の四人。京・近江坂さか本もと・丹波・摂せつ津つ・大和やまとあたりを統とう括かつする近きん畿き管かん領れいの明智光秀。越えち前ぜんを統治し上うえ杉すぎ謙けん信しんと睨にらみ合っている柴しば田た勝かつ家いえ。若わか狭さ国主で、近江安あ土づち城を建築した丹に羽わ長なが秀ひで。そして、伊勢神じん宮ぐうの巫み女ことして伊勢を支配していたこの一益ちゃんじゃ。じゃが、その伊勢は設楽したらが原はら遠征中に武たけ田だ信のぶ虎とらに奪うばわれてしもうた……みっちーと姫、どこで差がついた。慢まん心しん、領国の違い……姫はいまや落ち目なのじゃ。よよよ」

　伊勢失しつ陥かんという凶きよう報ほうを聞いて弱っている異色の巫女武将・滝川一益は、自己紹介しているうちに落ち込んできたらしく、「ま、まあ国持ちでのうても、茶器さえもらえればよいのじゃ」と自分にけんめいに言い聞かせている。が、松まつ平だいら元もと康やすが徳とく川がわ家いえ康やすと改名して武田家に降くだり、遠江とおとうみ・三み河かわ・尾張・伊勢の「東海道筋」がことごとく武田信しん玄げんのものになったことは、さすがの一益をもってしても笑えない。

「だいじょうぶよ左近。武田軍を破れば、すぐに伊勢も奪だつ回かいできるわ。で。相良良晴の姉を名乗る熊くま襲その姫が、あんた？　良晴に似てないわねえ。色白だし。瘦やせてるし。お上品だし。サルのご先祖にはとうてい見えないわね。名前はなんだったかしら？」

　信奈が、九州からやってきた相良義陽を、「ギンッ」と睨みつけた。唇くちびるを嚙かみ、（姑しゆうとめ面づらなんてさせないんだから。最初にわたしにはかなわないとへこませておかなきゃ）と殺意を込めた凄すさまじい視線で義陽を威い嚇かくし続ける。

　だが、九州での修しゆ羅らたちの戦いを生き抜ぬいてきた義陽は、「ぺこり」と爽さわやかにお辞じ儀ぎをして信奈の視線から逃のがれ、先制攻こう撃げきを軽く躱かわした。

　今、二人の姫武将の間には、嫁よめ姑関係特有の恐おそろしい緊きん張ちよう感かんが漂ただよっている。良晴と一益は抱だき合って（ひい）と小便を漏もらしそうになっていた。

「織田信奈どの。そして皆みな様さま方。私は、先代の肥ひ後ご相良家当主で、南肥後・球く磨まの領主を務めていた相良義陽と申します。こたび、家か督とくを妹の徳とく千ち代よに譲ゆずり、相良家の子孫にしてわが弟の相良良晴のもとで相良家の副将を務めることとなりました」

　信奈は、「妹が増ぞう殖しよくしただけでもあれなのに、姉とか……しかも、なによこの美人は……良晴と血が繫つながっているはずがない！　従って姉とは口実で、つまり良晴が九州で囲っていた現地妻！　はぁれむ要員なんだわ！　本州まで乗り込んでくるだなんて！　はっ？　まさかすでにお腹に良晴の子が？」と焦あせっていた。

「おいは島津四姉妹しまいの末妹、島津家久ぞ。一度上洛した経験があり、織田信奈や滝川一益とは旧知の仲じゃが、よろしくお願いしもす。薩さつ摩ま弁は本州人にはまったく通じんので、なるべく日ノ本語を喋しやべるように頑がん張ばっとう。ちなみに、薩摩人でも女の子は『～でごわす』とは言わん」

　島津家久のツインテールをまじまじと見ながら、信奈は「以前会った時と髪型が違ちがう！　かわいいわね！　わたしも真ま似ねしたい！」と家久のツインテールをひっつかんだ。

　しかし、家久が、

「こ、これは相良さぁが手ずから結んでくれた未来の髪型じゃ。かわいか？」

　と照れたので、信奈は思わずイラッと来てツインテールを引っこ抜きたくなった。まずい！　良晴はすばやく信奈と家久の間に割って入り、これまでの経験上容易に予測される「未来」を回かい避ひした。

「い、家久。沖田畷の合戦も終わったし、そろそろ解ほどいてやるよ！」

「んにゃ。相良さぁから授かったついんてえるぞ。本州での決戦が終わるまでは、解かん。このままでも綺き麗れいに髪ば洗える、心配なか。ふふ」

「ま、まあ、かわいいから、いいか……洗えるのならば」

「沖田畷で間かん一いつ髪ぱつ首ば取られんかったのも、このついんてえるのおかげじゃ。さしもの修羅でも、おいのかわいい髪型を目にすると、首ば奪うことを一いつ瞬しゆん躊躇ためらうようじゃ。相良さぁはまこと策士じゃな！」

　信奈が「……なに、その髪型……露ロ璃リ魂コンなのね。やっぱり良晴って露璃魂だったのね……おっぱい星人で露璃魂とか、人間失格よね……サルよ。やっぱりサルなんだわ」と歯ぎしりする中。

「さて。織田信奈どのとお会いしたからには、この話を切り出しておかねばな、良晴。お前は伝統ある肥後相良家の分家を近江長浜に開いたのだ。世よ継つぎ作りはお家の当主にとっては重大な仕事だぞ。私は姉として、お前がこれより開く『はぁれむ』の管理役を担当してやろう」

　と義陽が信奈をさらに切れさせることを言いだしたので、良晴は顔面蒼そう白はくに。

「よよよ義陽姉さん!?　そんなもの管理しなくていいからっ！」

「んにゃ。関白近衛さまは、島津家の四姉妹のうちから相良さぁの嫁を取ると言うちょったぞ！　義よし弘ひろねえも相良さぁに惚ほれちょるが、一人だけとなれば当然末っ子のおいじゃな！　義弘ねぇは、おいがおねだりすればイヤとは言えん。えへ♪」

「……なんですって？　あのお歯黒……なにしに九州に行ってたのよ。許せないわ……！」

「家久！　信奈と近衛のおっさんの関係がまた崩ほう壊かいするから、やめてくれ！」

　一益がうるうると目を潤うるませながら、良晴に「どうやら今宵こよいでお別れじゃの」と餞せん別べつのあんこ餅もちを手て渡わたしていた。

「よっしー……『姉妹はぁれむ』とはよく考えた抜け道じゃの。しかし、本州でわれらが苦く闘とうを続けている間、のぶなちゃんの目が届かぬ九州でせっせとはぁれむを築いていたこと、実にまずいのじゃ。のぶなちゃんを本気で怒おこらせてしもうたの。もはや弁護の余地はない。ううっ……さらばじゃ」

「いや、だから！　そうじゃないんだって！　九州はガチで修羅の国だったんだぜ!?　いったい俺が何度死にかけたか！　こら信奈！　なんで脇わき差ざしを抜いてぶつぶつ呟つぶやいているんだよっ？」

「ねえ良晴？　そこ、どいてくれる？　熊襲娘むすめどもを殺せないから。特にその、相良義陽とかいう女。良晴のはぁれむ管理役なんて、ぜーったいに認めないんだから！」

「義陽姉さんはちょっとばかり家族愛に篤あつすぎるだけで、決して悪気はないんだ！　よよよ嫁姑の関係がはじまったその日の夜に即そくギレしてるようじゃ、この先持たないぜ!?」

「なにが『姉さん』よーっ！　こ、こ、こんな、ちょっと黒くろ髪かみで色白の和風美人を九州で引っかけたからって、相良家の姉と称しようして囲い込んで本州へ連れ帰ってくるだなんて！　その上！　あんたに懐なついてくっついてきた家久の『ついんてえる』、これはいったいなに？　あんたってばやっぱり露璃魂？　露璃魂なの？　姉も好きで露璃も好きで妹も好きなの？　もはや人間の女の子であればなんでもいいわけ？　ま、まさか、今川義元が騒さわいでいる『安土城を良晴のはぁれむにする計画』とやらに、本気で乗り出すつもりなのっ？」

「あーもう信奈。そーやって過去をほじくり返して爆ばく弾だんを連れん鎖ささせるようにどんどん怒りだすのやめろよ～。家久は童顔だから、ツインテールが似合うかなあって思っただけで」

「過去じゃないっ！　すべての浮うわ気きが、現在進行形なのよ！　サルっ！　今日という今日はあんたに愛あい想そが尽つきたわ！」

「こら待て、俺を脇差しで斬きり捨てようとするなっ！」

「なんか文句ある？　今宵あんたをブッタ斬る刀が明日の堺では、名刀『圧へし切り相良』として高値で売れるようになるわけよ！　きっと五百貫かんくらいにはなるわね！　あんたの命はたったの五百貫よ！」

「家康は子供の頃ころ、織田家に五貫で売られたらしいから、まだマシだな」

「なに余よ裕ゆうこいてるのよ～！　じゃ、じゃあ、『圧し切り相良』は五貫で叩たたき売ってやるんだから！」

「へへーん。今さらこの俺にそんなブラフは通じないぜ！　ケチで守しゆ銭せん奴どのお前に、そんな投げ売りができるわけがないっ！」

「うぐぐ！　た、たしかに、百分の一の捨て値で投げ売りだなんて、もったいない……わたしには、できないわ……だって、銭ぜには命よりも惜おしいのよ～！」

「……やれやれ。『夫婦ゲンカは犬も食わぬ』というが、生まれてはじめて正しよう真しん正しよう銘めいのほんものを見せつけられましたな。ごちそうさま。だが残念だが今は、そんなことをしている場合ではありません信奈どの。そろそろ軍議に入らねば」

　義陽がやんわりと突つっ込み、ようやく良晴と信奈の久方ぶりの夫婦ゲンカは水入りとなった。

「ともかく、自己紹介はここまでだ！　俺が帰ってきたからには、岐ぎ阜ふ城を盾たてにして時間を稼かせぎ、関せきヶが原はらに入るという基本戦略を変へん更こうするぜ！　そうさ、岐阜城で籠ろう城じようしている信のぶ澄すみを救うんだ！　軍議に入るぞ、軍議に！」

　嫉しつ妬とで身み悶もだえしていた信奈も、たった一人の弟の名を聞くや否いなや、ぴん、と背筋を伸のばし、一瞬にして恋こいする乙女おとめの顔から天てん下か布ふ武ぶを邁まい進しんする戦国姫ひめ武将の顔へと変わっていた。

　良晴が憧あこがれてやまない、日ノ本の歴史が誇ほこる英えい雄ゆう・織田信奈の毅き然ぜんとした表情に。

「……うまく誤ご魔ま化かされた気もするけれど、そうよね。良晴が戻ってきて、丹波で孤こ立りつしていた十兵衛も無事に京に帰き還かんした今、岐阜城の勘かん十じゆう郎ろうを救い出すことが可能になったんだわ！　本来は関ヶ原の地に毛利と武田・徳川を呼び寄せて野戦決戦に挑いどむ予定だったけれど……良晴と十兵衛が久しぶりに勢揃いしてくれた今ならば！」

「そうだ、信奈。大おお坂さか城に入った毛利軍を牽けん制せいしつつ、岐阜城の信澄を救い出そう。俺が戻ってきたからには、二つの実を拾うぜ！」

「デアルカ！　その『二つの実を拾う』って言葉、すっごく懐かしい！　でも、どうやって？」

「ああ、いや。それは俺にも、わからん」

「……火あぶりがいい？　大おお釜がまで煮にられるのがいい？　それとものこぎり引き？」

「待て、待て待て！　相良軍が誇る二大軍師が不在なんだから、しょうがねえだろう！　半兵衛は北陸の勝家のもとにいて、官かん兵べ衛えは山陽道を行軍中なんだ！　考えてもみろ！　俺のサル知ぢ恵えが小こ早ばや川かわさんの知ち謀ぼうを上回れるわけがない！」

「良晴！　あんたそもそも、小早川に甘いんじゃない？　摂津を守っていた勝かつ三さぶ郎ろう（池いけ田だ恒つね興おき）の部隊は吉きつ川かわ元もと春はる軍に敗れて四散しちゃったのよ？　あいつらは本気で天下分け目の決戦をはじめるつもりよ。日ノ本の東西を分かつ境界線となっている関ヶ原で！　だから京を取ると見せて大坂城に入り、長期戦・短期戦のいずれにも対応できる態勢を整えているんだわ！　考えなしに大垣城からわたしたちが岐阜城へ後ご詰づめに出れば、関ヶ原の要地を毛利に奪われちゃうわよ！」

「こ、ここは、軍略家の家久の出番だ！　戦略を組み立て直してくれ！　頼たのむ！」

　おう、と島津家久が笑え顔がおで胸を叩いていた。

「前回の上洛旅行の際に、畿内近辺の要所の地理はすべて見聞した。おいに任せてくれれば、よか！」

　家久が、「策」の具申を開始した。

　山やま本もと勘かん助すけと太たい原げん雪せつ斎さい亡なき今、軍師と言えば「天下の両兵衛」黒くろ田だ官兵衛と竹たけ中なか半兵衛が天下一を争っている。だが、戦国九州に、もう一人の天才軍略家が、いたのだ。本来ならば、本州での大合戦に参加することなく短い生しよう涯がいを終えるはずだった、島津家久が。

「まず越前の竹中半兵衛と柴田勝家は、動かさぬほうがよか。越前より兵を割さけば、対上杉謙信防衛線が決けつ壊かいする恐れがある。おいたち大垣城の織田信奈・相良良晴軍団と、京の明智光秀軍団のみで、対毛利戦と岐阜城の救きゆう援えんとに注力すべし」

「そうだな家久。勝家の武勇と半兵衛の知謀をもってしても、謙信の侵しん攻こうを食い止めるのは至難の業わざだ。越前は今、一兵たりとも割けない情勢だ。となると俺たちにできることは、京の明智軍をどう動かすかだな」

「んにゃ。すぐさま織田信奈の花か押おうを入れた命令書を京の明智光秀に届け、明智軍を京よりただちに出立させ、進軍させるど」

「虎とらの子の明智軍を動かすのね。でも、どこへ向かわせるの？　大垣城の後詰め？」

　信奈の問いに、家久が答える。

「んにゃ。明智軍は大垣城の西、美濃と近江の国くに境ざかい──関ヶ原へと向かわせる。これまでの毛利軍の動きを見るに、毛利家は目の前の土地や城を捨てて『天下分け目の決戦』を起こすためのみに動いちょる。ならば、大垣城のわれらが岐阜城へ向かおうとも、毛利はあくまでも当初の予定通りに決戦の地・関ヶ原へと入るはずぞ」

「それは、そうだけれど。十割確実と言いきれる？　もしまた裏を搔かかれれば……」

「関ヶ原は、日ノ本を貫く東山道、北国街かい道どう、伊勢街道が交差する交通の要地。かつ周囲を山に囲まれた狭きよう隘あいな平地で、大きな川もなく、大軍の進退が自在。天下分け目の決戦を行うために準備されたような『場』ぞ。いにしえの壬じん申しんの乱でも、不ふ破わの関せき、つまり関ヶ原を巡めぐる攻こう防ぼうが鍵かぎとなったが、偶ぐう然ぜんではなか。『場』には、人々の『歴史』と『運命』に干かん渉しようする力がある──おいは陰おん陽みよう道どうは知らんが、陰陽道の理り屈くつを用いなくとも、『場』の力が合戦の勝敗に、ひいては戦場で戦うわれらの『運命』に関かかわっていることは疑いなか。桶おけ狭はざ間まや沖田畷がそうであったように、有利な『場』を先んじて奪うばいとったもののほうに、『運命』は微笑ほほえむ」

「竹中半兵衛も、決戦の地は大垣近辺、と言っていたわ。わたし自身も、以前からそう考えていた。今わたしたちが関ヶ原を捨てて東の岐阜城へ向かえば、毛利を利するばかりということね……」

　毛利というか、小早川さんだな、と良晴が苦い表情でうなずいた。信奈にとっては、小早川隆たか景かげは恋こい敵がたきでもあり、戦術面では常に一手先を奪ってくる厄やつ介かいな智ち将しようでもある。今回も、毛利軍が京を無視して大坂を奪うとは、信奈にとっては完全に想定外だった。本ほん猫びよう寺じ教団が大坂を退去した折に、焼き払はらわずあの大だい要よう塞さいをそのまま残しておいたのは、いずれ信奈自身が海に通じる大坂に本ほん拠きよを移すためだったのだが、小早川隆景は京という「名」に釣つられることなく大坂という「実」を先に奪ってしまったのだ。

「んにゃ。そこで、こたびは『先の先』を取って京の明智軍団に関ヶ原一番乗りを果たさせる」

　十兵衛ならばやり遂とげてくれるはずよ、と希望が見えてきた信奈が目を輝かがやかせ、相良義陽が「近江以東を指揮する織田信奈どのと、京以西を統とう括かつする惟これ任とう日向ひゆうがどのこと明智光秀どの。織田家の強さは、天下人の実力を持っている二人の姫武将が息を合わせて東西で同時に戦えることにある、と常々伺うかがっていた。惟任どのはわが弟にやけにこだわる少々妙みような御ご仁じんだが、噂うわさ以上に才さい気き溢あふれる姫武将で、信奈どのとは文字通り一心同体。全ぜん幅ぷくの信しん頼らいを置けましょう」とうなずく。

「関ヶ原には戦術的要地が二つある。東山道の近江側の入り口にあたる松まつ尾お山やまと、美濃側の入り口にあたる南なん宮ぐう山さんぞ。この二つの要地のいずれかを、明智軍の兵力を用いて毛利より先に奪い取る」

「えっ。でも十兵衛が関ヶ原に向かったと小早川隆景が知ったら、さすがにこんどこそ空き家同然の京を奪うんじゃないかしら？」

「小早川隆景は、京が空き家となっても関ヶ原への一番乗りを最優先する。京については、姫ひ巫み女こさまを押さえられる機会があれば押さえるが、京という『場』の奪だつ取しゆは後回しにするという方針を採っている。京は守るに難かたく攻せめるに易やすい死地なれば、入京は関ヶ原で織田軍を破り敗走させてから、と考えているはずぞ。黒田官兵衛率いる大おお友とも軍が京を目指して山陽道を駆かけている以上、毛利軍としては、京に迂う闊かつに入れば戦局次第では大友軍と織田軍・明智軍に挟きよう撃げきされ、かえって不利となるかもしれん。小早川隆景はそう考える。つまり京は、今のところ捨て置いてもまず問題なか。万が一の時には姫巫女さまにしばし叡えい山ざんへお移りいただければ、島津家同様に尊皇を主義とする毛利家は叡山までは踏ふみ込めん。これで大垣城の織田信奈本軍と近江長浜相良軍は、全軍で岐阜城へと後詰めに向かえる」

「でも松尾山と南宮山に明智軍を割るのは危険よ？」

「おう。明智軍には西から進軍してくる官兵衛率いる大友軍を迎むかえるために、松尾山を優先して奪うばわせる」

「……家久。あなたは幼いのに、天才軍師ね。軍師というよりも、軍略家だわ」

「いや、竹中半兵衛も黒田官兵衛も幼か。いちど上じよう洛らくして明智さぁや相良さぁに京や近江を案内してもらった経験が活いかせそうじゃ。あの上洛旅行で、畿内近辺の主要な土地の地形や街道はすべて把は握あくし、覚えた」

　家久にとっては、地図は必要ないらしい。ひとたび訪おとずれた土地の地形も天候もなにもかもを、頭の中に記き憶おくしているのだ。

「岐阜城で御おん曹ぞう司しを救出すれば、ただちにわれらも当初の予定通り、関ヶ原へ入り明智軍と合流じゃ。織田信奈、おんしが武田騎き馬ば隊を討うち取るために準備している切り札は大量の『種たね子が島しま』と桁けた外はずれの規模を誇る『野戦陣じん』じゃ。平地ではいかん。なんとしても高地を、山を盗とらねばならん。戦術的見地から見ても、最終決戦場は、やはり関ヶ原ぞ」

「どうしてその秘密を知っているの？　設楽原でも徹てつ底ていして隠かくし通したわ。徳川軍にもついに漏もれなかった。いまだに、わたしと左近しか知らないことなのに」と信奈が驚おどろき、家久が「日ノ本で種子島を最初に量産した武家は、九州のわが島津家ぞ」と笑ってみせた。

　岐阜城下の平野では騎馬隊が圧あつ倒とう的てきに有利。武田軍との最終決戦は難しい。岐阜城の陥かん落らくを防いだ後、「釣り野の伏ぶせ」戦術を用いて関ヶ原へと武田騎馬隊を釣り出せばよか、そこで武田騎馬隊をことごとく仕留める、と家久は信奈が設楽原以来長らく構想していた「対武田決戦」の戦術をもすでに読み切り完かん璧ぺきに理解した上で、信奈が内心抱いだいていた（決戦場が平野では、わたしが考案した対武田戦術はうまくいかない。主戦場を大垣・関ヶ原から岐阜へ押し上げれば、失敗してしまうかも……）という懸け念ねんをも払ふつ拭しよくしていた。

「良晴！　この戦いくさ、もしも勝つことができれば勲くん功こう一等は家久ね！　織田軍、反はん撃げき開始よ！　岐阜城の後詰めへ！　武田軍の総そう攻ぜめを阻そ止しして、勘十郎を救うわよ！」

　信奈は、生気に満ちあふれた表情を取り戻もどして立ち上がっていた。

「みんな！　関ヶ原の守りを十兵衛に委ゆだね、播はり磨ま（官兵衛）が来てくれるまで岐阜城を支えて耐たえ抜ぬけば、きっと勝機は開けるわ！」

　やはり、設楽原で信奈は「三段撃うち」の戦術を準備していたのか。その「三段撃ち」を、関ヶ原で使うことになるのか……と思うと、武田信玄や武田四天王とも親しくしてきた良晴は胸が痛んだ。もしも設楽原の合戦同様に武田騎馬隊が信奈の本ほん陣じんへ突とつ撃げきをかけてくれば、武田四天王が次々と討ち死にするのではないか、と。良晴が知っている設楽原の合戦では、山やま県がた昌まさ景かげ、馬ば場ば信のぶ春はる、内ない藤とう昌まさ豊とよの三将が死ぬのだ。

　だが、今はなによりも信澄を救わねばならない。

　それに、設楽原と関ヶ原とは、違ちがう。運命も、異なる。そのはずだった。

「よし！　すぐに十兵衛ちゃんを動かそう、信奈！」

「んにゃ。ちと待った相良さぁ。一刻だけ、時間が要いる。京の明智光秀に送る書状を……作戦指示書を作らねばならん。大垣と京の部隊の動きに齟そ齬ごがでんよう、細かく地図を描かき起こさねば、しくじる」

「ほう、さすがは家久だな。資料は必要か？　すぐに準備させよう」

　と義陽が家久に申し出たが、家久は首を横に振ふった。

「んにゃ。不要じゃ義陽ねえ。すべて、この頭の中に入っちょる」

「よ、義陽ねえ？　私が？」

「おう。おいが相良さぁの嫁よめになるか、相良妹軍団入りしたら、義陽ねえじゃ！」

「いや、私が島津の三姉妹しまいに恨うらまれるので、その件、勝手には承知できぬな。義弘が『妹を帰せ！』と私を殺しに来たらどうするのだ。あれは心は乙女だが、ほんものの鬼おにだぞ……義弘を中央政権が擁ようすれば、日ノ本どころか世界征せい服ふくすら可能なのではないか」

「んにゃんにゃ。人がいると声が気になるので、部屋に籠こもって京へ送る書状ば書いてくる！　一刻だけ待ってくれればよか！」




　家久が退室するや否いなや、信奈は「島津家久。幼いあの子が、これほどの軍略家だったなんて」と目を見開いていた。

「良晴！　あんた、ただの露璃魂じゃなかったのね！　よくぞ家久を連れてきてくれたわ！　畿内では、家久の軍略家としての実力はほとんど知られていなかったというのに！　わざわざ聖地巡じゆん礼れいのために上洛してきた『源げん氏じ物もの語がたり』愛好家の幼い姫ひめ、それが家久の都での評判だったのよ？」

「いやまあ、だって、俺、未来を知ってるし……家久が高たか城の合戦や沖田畷の合戦で活かつ躍やくして天才軍略家として天下に名を轟とどろかせることを、俺だけは最初から知っていたわけでさ。別に、褒ほめられるほどのことでは」

「ううん！　いちいち不要なほどに仲良くなってきて次々とはぁれむ要員にしちゃうのは腹が立つけれども、良晴の人たらし・女たらしの能力は天下一品だわ！　わたしは気が短くてすぐに人とケンカしちゃうけれど、良晴がいてくれるから人材が全国から続々と集まってくるのよ。徳川家康と改名しちゃった竹たけ千ち代よだって、良晴が説得してくれればきっとわたしのもとに戻ってきてくれるわ！」

「……家康の同盟解消は、俺が知っている歴史にはなかったことなんだよな……調べてみないと、理由がわからないな」

「そうなの？　それじゃあ、本来の歴史と食い違っているの？　でも、だいじょうぶよ！　本猫寺で一いつ緒しよに南なん蛮ばん蹴け鞠まりをした仲じゃないの！　竹千代は金かねヶが崎さきでも良晴を救出するために敵地へ舞まい戻ってくれた律りち儀ぎな子だし、きっと唐とう突とつな同盟解消にはなにか理由があるはずよ！」

「そうだな。やむにやまれぬ理由があるはずだ。その理由を知ることができれば、解決できるかもしれない」

「お願いね、良晴！」

　伊勢のあんこ餅もちをいただきながら茶を喫きつしていた義陽と一益が、顔を見合わせた。

「ふむ。ということは……わが弟の『相良はぁれむ』設立を内ない諾だくしていただけるのですな、織田信奈どの？　いやさすがは天下人、器うつわがでかい。嫉しつ妬と深ぶかい並の女とは肝きもっ玉が違う、人間力が違う。これで相良家も安あん泰たいです。はぁれむの管理役は、良晴の姉である私が」

「待ちなさいよ相良義陽！　あんた、内心わたしを小こ馬ば鹿かにしてんでしょ！　いちいち慇いん懃ぎん無礼なのよ！」

「そういうことじゃな、のぶなちゃん。天てん下か布ふ武ぶのために、よっしーのもてもてはぁれむを公認するのじゃな。三河のたぬきも、よっしーはぁれむに入れて再び取り込もうと。姫も今後の暮らしが安泰になるならば、入れてもらおうかの。安土城内の綺き麗れいな茶室をもらえるしの。伊勢取られたし……よよよ」

「さ、左近まで？　ちちち違うわよ！　良晴のはぁれむを公認なんて、死んでもしないからーっ！　それってあのお気楽極ごく楽らくな今川義元が安土城で贅ぜい沢たくに遊び暮らすために勝手に言いだしたことでしょっ！　安土城はそんなんじゃないからっ！　安土城は、わたしのわたしによるわたしのための城なのよ!?」

「のう、よっしー。姫は今はつるぺたのお子さまじゃが、年とし頃ごろになればおっぱいが大きくなって超ちよう美人になることはすでに確定しておる。どうじゃ、先物買いをせぬか？　茶器を毎年貢みついでくれるなら、はぁれむ入りしてやってもよいぞ」

「ちょ。一益ちゃん？　どうしたんだよ、結けつ婚こんして永久就職するつもりになったのか？　枯かれるには幼すぎるだろ！　武将の仕事はどーしたっ？」

「姫はもう切った張ったの出入りに疲つかれたのじゃ。城なんぞ、あっさり盗られるはかないものじゃ。姫武将仕事より、よっしーのはぁれむ要員のほうが人生楽そうなのじゃー！」

「待ちなさいよ左近！　あんたはこの合戦に勝って、伊勢を取り戻しなさいよーっ！　種子島に熟達していて対武田戦術を実際に指揮できる武将は、織田家には左近と十兵衛しかいないのよ!?」

「むー。のぶなちゃんがケチで茶器をくれないのが悪いのじゃ！　茶器をよこさぬから、姫はもう忠誠度もやる気もガタ落ちなのじゃ～」

「だからあ、左近から恩賞としてねだられるたびに出し惜おしみすればするほど、茶器の価格は高こう騰とうするのっ！　そういうからくりで茶器の市場価格を操作してるわけなのっ！」

「それでは姫は永遠に茶器をもらえぬではないかっ！」

　そうか。やはり織田信奈どのは名うてのケチなのか……噂には聞いていたが、織田政権の命取りにならねばよいが、と義陽がため息をついていた。

「そうだ、良晴。信奈どのの吝りん嗇しよくが原因かどうかはわからぬが、惟任どのは心身ともに相当に疲ひ弊へいしておられた。八や上かみ城を開城させた折に、陽気に騒さわいではいたが、なにか全身から発する『気』が萎しおれていたような……」

「十兵衛ちゃんが？　やっぱり、お母さんを人質に取られた件が応こたえているのかな。俺が同じ立場だったら、とても正気を保てなかった」

　わたしだってそうだわ、十兵衛はほんとうによく耐えてくれたわ、ほんとうは休ませてあげたいのだけれどこの戦せん況きようでは、と信奈も肩かたを落としている。

「良晴。京への使者役は、お前が務めてやれ。お前に会いたがっていたぞ。私がお前の代理として来たこと、惟任どのにとっては心外だったのかもしれない。私はあくまでも主従の立場に鑑かんがみて、お前を織田信奈どのの救きゆう援えんへと向かわせ、私が惟任どのの救援へ向かうという選せん択たく肢しを採ったのだが、どうも逆のほうがよかったような気がしている。うまく言えないが、なにか、こう、少しずつ惟任どのと信奈どのとの関係が……」

　良晴は、義陽という自分の「分身」役を務めてくれる存在を九州で得た。もしも義陽がいなければ、信奈と光秀を同時に救援することはほとんど不可能だったと言っていい。

　しかし、光秀にとってみれば、義陽はあくまでも義陽であって、良晴ではないのだ。

　理り屈くつでは義陽の選せん択たくが正しいことは、光秀もわかってくれるだろう。しかし、感情は別だ。良晴が自分よりも信奈の救援を重く見た、信奈を優先した、と光秀は実は内心傷ついているのかもしれない。良晴は、京へ出立することを決めていた。

「わかった、義陽姉さん。京への使者役、俺が務めてくる！」

「そうしてくれるとありがたい。近江長浜城より大垣へ率いてきた相良軍のほうは、外のことは私が、内々のことはねねどのが万事処理するので、気き兼がねするな。とはいえ、われらが岐阜城へ出立するまでには必ず馬を飛ばして急いで戻ってこい。やはり総大将がいるのといないのとでは、将兵の士気がまるで違う」

「わかった。信奈、半日ほどお別れだ。京の十兵衛ちゃんときちんと再会を果たして、俺自身と、そして信奈からのねぎらいの言葉を直接伝えてくる。それで、きっと元気を取り戻してくれるはずだ」

「……そうね。良晴が本州に帰き還かんしたというのに、わたしが良晴をずっと独どく占せんしていたら、十兵衛はいよいよ落ち込んじゃうかも。あ、でも、十兵衛への書状が完成するまで、まだ一刻あるのよね？」

「え？　そ、そうだな、一刻ある。寝ねるには半はん端ぱだし、家久が書いている書状をただ待っているのも時間が惜しいな……でも、軍議はもう終しゆう了りようしているし……」

「デアルカ。良晴。ちょっと別室に」

「あ、ああ……わかった」

　一益と義陽が「ぬな？　もしかして」「良晴の姑しゆうとめとして同行する」とついてこようとしたが、信奈は二人を「ちょっと!?　察しているなら、ついてこないでっ！　勝手に部屋に入ってきたら、たとえ誰だれであろうが斬きるわよ！」と追い払はらって、良晴だけを隠し部屋へと誘さそった──今の織田家は、武田・徳川・毛利に包囲されて苦戦また苦戦を続けている。信奈と良晴は再会して以来、まだ二人きりになっていないのだ。ここに奇き跡せきのように生まれた「一刻」は、信澄が与あたえてくれたものだと二人は直感していた。岐阜城に決死の籠ろう城じよう兵を率いて入城した勘十郎こと津つ田だ信澄は、信奈と良晴に「今宵こよいただちに祝しゆう言げんをあげてほしい」という旨むねの「遺ゆい言ごん」を伝えていたのだ。




　岐阜城で籠城する信澄のこと。同盟を離り脱だつし武田に降くだった家康のこと。

　良晴と信奈の前には多くの試練と難関が立ちはだかっているが、信澄がお市いちと三人の娘むすめを残し、自らの命を捨ててでも二人に与えようと願った「祝言の夜」。わずか一刻にすぎない短い時間だったが、奇跡のようにその時間を二人は与えられた。

　もう言葉は要らなかった。

　言葉を交かわす時間すら惜しかった。

　少人数での茶会用に設けられた、中二階に位置する隠かくし部屋のような四畳じようの小部屋──その隠し部屋で、良晴と信奈はお互たがいの身体からだを強く抱だきしめあって、そして接せつ吻ぷんを交わしていた。

　熱い。信奈の身体は炎ほのおのように熱い。信奈が逃にげてしまわないように腕うでの中に抱き留とめているだけで、その炎に焼かれてしまうかのような錯さつ覚かくを、良晴は感じていた。小ぶりな唇くちびるも、熱かった。信奈と自分の唇を重ね合わせると、まるで口の中が炎を注がれているかのように燃えたぎった。

「……良晴……もうどこにも行かせないわ。大友家との交こう渉しようを二週間で片付けて九州から戻もどれって命令したのに、噓うそつき。家久や義陽まで連れて帰ってきて。あなたは、わたしのものよ。わたしの旦だん那な様になる人なんだから。どこにも行っちゃダメよ」

　信奈の身体は龍りゆうのように熱いのに、細くて柔やわらかくて、そしてなにかにたとえることのできない懐なつかしい……信奈の匂においがする。

　だが、信奈の吐と息いきや視線、そして身体の熱から伝わってくるものは、それだけではなかった。

（まるで子供に戻ってしまったかのように、怯おびえている。ただ一人の実の弟と、幼かった頃ころからの妹分とが、互いの命を賭かけて戦おうとしているんだ。信奈……）

　そう。

「……幼なじみだった竹千代が、わたしのもとを去ってしまった。良晴も、九州へ行ったきりなかなか帰ってきてくれなかった。ほんとうはね、わたし、すごく不安なの。良晴は、どこへも行かないわよね？　わたしの夢が叶かなうまで、わたしとずっと一緒にいてくれるのよね？　良晴が来てくれたのだから、わたしは岐阜城で勘十郎を失ったりしないわよね？　竹千代に続いて勘十郎まで失ったら、わたし、もう……！」

　信奈は、怯えていた。下天での人間の営みはなにもかもが不確かで、いつ何時誰を失うかもわからない。乱世に姫大名として生きねばならない信奈は、天上の世界に君臨する救い主──無む償しようの愛と救いを与えてくれる「神」にすがるか、愛も情も捨てて心を完全に閉ざして魔ま王おうになることで心を傷つけられ続けないように自分を守るか、しかない。だが、良晴が第三の道を信奈に教えた。良晴という一人の人間が、一人の少年が、信奈の心を守る「盾たて」として生きる、だから、魔王にならなくてもいい、人間の少女として生きていい、という道を。だが、信奈がいるからこそ、信奈を守りたいという「意志」の力に導かれてきたからこそ、俺はこの戦国時代を生きてこられたんだ、と良晴は思った。

「毛利家で……九州で……わたし以外の女の子と浮うわ気きした？　赤ちゃん作った？」

「いや、作ってない」

「京で。十兵衛と浮気したりしない？」

「しないよ。お前が俺のはじめてだ。そして、最後だ。二人目は、いない」

「わたしもよ。承しよう禎ていに襲おそわれた時はもうダメかと思った。ほんとうならば、勘十郎を救い出してから、が順番なんだけれど。でも、こんな一刻を不意に与えられて、もう耐たえられない。今夜こそ、絶対に」

「絶対に？」

「わたしを孕はらませて。良晴の子供が欲しい。天下布武も勘十郎の命も、そして良晴の赤ちゃんも、なにもかもあきらめたくない」

　良晴は信奈の胸元を握にぎりしめていた。和服の上からでも、信奈の心臓の高鳴りがはっきり伝わってくる。うつけ姿の時に着用している「見せブラ」はつけていなかった。

「……なんか以前より膨ふくらんだような……？」

「馬ば鹿かね。良晴と接吻して興奮しているからよ」

「え？　そ、そういうものなのか？」

「そういうものよ。くす。九州からずいぶん大人っぽくなって帰ってきたから、ちょっぴり疑っていたけれど、やっぱりいつもの良晴だわ。浮気してなかったわね」

　俺は帰ってきたんだな、と良晴は思った。

「良晴。時間がない。祝言の儀ぎ式しきを行う暇ひまはないわ。だから……だから今すぐに、わたしを」

　良晴は「わかっている」と言葉で告げる代わりに、信奈の華きや奢しやな身体を畳たたみの上に仰あお向むけに押し倒たおしていた。大垣城に入城した折に、二人ともすでに甲かつ冑ちゆうは脱ぬいでいる。湯浴みも終えている。良晴も信奈も、もうこれ以上の準備を重ねる必要はなかった。接吻を交わしただけで、十分だった。

　後は信奈の和服を脱がすだけだった。

「……あ、あれ？　わ、悪い。その……帯の脱がし方がよくわからない！」

「ええ？　浮気してこなかったのは嬉うれしいけれど、しょうがないわね。こ、今夜は、し、下着を穿はいていないから、裾すそを捲まくってくれればそれでひとつになれるわ」

　わかった、と答えようとしたが、声にならなかった。頭の中が真っ白で、なにも考えられない。合戦よりもはるかに緊きん張ちようする。

（今まで何度も土ど壇たん場ばで誰かに乱入されてきたが、五ご右衛え門もんも妹軍団も十兵衛ちゃんも、これほどに深刻な新しん婚こん初夜の空気を無視して乱入してくるわけがない。ついに俺と信奈は結ばれる時が来たんだ──信奈。不思議だ。心臓が破は裂れつ寸前で、頰ほおも真っ赤になって身体は興奮しているのに、心はこんなにも温かく満たされている……ほんとうに好きな相手と結ばれる時の気持ちって、こういうものだったのか……）

　畳にどんっと手をついて、良晴は信奈の身体の上に自分の身体を重ねようと──。

　だが、その時。




　ちゅどっ！




　二人の身体は、突とつ然ぜん室内に投げ込まれて炸さく裂れつした煙えん幕まく弾だんによって吹ふっ飛ばされていた。




「う、噓だろおおおおお！　なんで煙幕弾が炸裂するんだよおおおお！」

「良晴っ!?　まさかあんた、こういう趣しゆ味みっ？　けほけほけほ！　目が、鼻が、喉のどが……！　お、お、女の子を、け、煙けむりで、い、いぢめる癖くせがあっただなんて、最低！」

「俺の趣味なんかじゃねえよ！　俺は！　おっぱいが好きなだけの！　きわめて平均的な健康優良日本男児だ！」

「花はな嫁よめを抱だく寸前に景気づけに煙幕張るのが九州風なの？　噂うわさの『肝きも練ねり』？　それとも小早川隆景の趣味!?」

「そんなわけあるか！」

「ちょっと待って!?　きゃあああっ！　手が、足が、動かない……け、煙の中で、全身を、し、縛しばられている!?　良晴、あんた、こういう変態趣味が……!?」

「違ちがう、俺じゃない！　俺も手足を縛られて動けない！　だっ、誰だああああっ！　信奈に妙みような真ま似ねしやがったら、生かしちゃおかねえぞっ！　姿を見せろっ！」




　白い煙幕がうっすらと晴れていく中、縄なわで縛いましめられて畳の上に転がされた良晴の前に、小こ柄がらな一人の少女がすっ……と音もなく姿を現していた。




「にんにん。丹波石いし川かわ流忍にん術じゆつの基本中の基本──『縛ばく術じゆつ』でござる。ちゃがらうぢは『達磨だるま転がし』で手足を封ふうじて畳の上に。おだうぢはさらに念入りに縛って天てん井じようから釣つり下げたでござりゅ」




　その小柄な忍しのびの赤い瞳ひとみとそして嚙かみ嚙みな声に、二人は見覚えがあり聞き覚えがあった。




「ご、五右衛門じゃねーか！　な～にやってんだ、お前は！　俺と信奈の新婚初夜が台無しじゃねーか！」

「うぎぎぎ！　よくもやったわね、嚙み嚙み忍者！　わたしの一世一代の初夜を……夢が叶かなう瞬しゆん間かんを……こんな漫まん才ざいみたいなオチでぶち壊こわすなんて。あんたなんて、油の煮にえたぎった大おお釜がまで煮てやるんだから！　処しよ刑けいよ！」

「それがち、五右衛門ではなく、丹波のにゅけにんでごじゃる。人違いでごじゃる。それがち、わが仇敵をおびきよちぇるために、ここへちのびいり」

「ちょっと聞いた、良晴？　焦あせれば焦るほど、嚙み嚙みだわ！」

「やっぱ五右衛門じゃねーかよ！　どういうつもりだお前～！　長年連れ添そってきた相方なのに。俺は悲しいぜ！」

「いや、だから、違うでごじゃる」

「わかったわ！　五右衛門ってば、実は良晴に惚ほれていて、邪じや魔ましに」

「ええっ？　五右衛門が、俺に!?　つるぺた幼女の頃からのつきあいだから、女の子のうちに数えてなかった！　いつの間にそんなお年とし頃ごろに。どうすれば、いいんだ……！　まずいぜ、俺は川かわ並なみ衆しゆうに殺される！」

「否いな！　それがちの名は、いちかわかずむね！　五右衛門はそれがちのきゅ～てきにちて、それがちとの勝負を避さけ続けるひれつなおにゃご！　ちかしこうして相良氏うじと織田氏をとらえげごうもんちゅれば、きゃつをおびきよちぇることができる！　フハハ！」

「おいこら！　なにを別人のふりをしてごちゃごちゃ言っているんだ、五右衛門～っ！　お前以外に嚙み嚙みで紅あか瞳めの少女忍者なんかいるかっ！」

　良晴は「達磨転がし」なる奇き妙みような縛術で手足を完全に封じられてしまったが、それでもただ畳の上に転がされているだけだ。

　胴どう体たいをがんじがらめにされて天井から吊つるされてしまった信奈こそ、深刻な危機に陥おちいっていた。「抜ぬけてやる！」と暴れれば暴れるほど、いよいよ縄が食い込んでくるのだ。

「痛い痛い痛い！　ううっ、なんなのよこの縄。どこ縛ってるのよ!?　よ、良晴、こっちを見ないでよ！」

「ご、ごめん！　こ、この素す敵てきな、いや、艶なまめかしい縛られ方は、ど、どこかで見たことがあるような……まさか。まさか五右衛門？　も、もしかしてその……俺に、サービスしてるつもりなのか？　だとしたら、嬉しいけれども、悪いが有あり難がた迷めい惑わくというやつだぜ!?」

　だから、五右衛門ではない！　と子供忍しのびが地じ団だん駄だを踏ふんだ。

「くっ、あくまでも五右衛門扱あつかい……もういいでござる！　これぞ女によ人にんを辱はずかしめるいたぶりの縛術、『亀きつ甲こう縛り』──相良氏は畳の上で泣きながら、愛いとしい織田氏がそれがちに責められて『墜おちる』さまを眺ながめているがよいでござる。これで二人の恋こいも終わりでござる」

　新婚初夜に寝ね取とられプレイだとっ？　五右衛門、お前いつからそんな悪い子に……うっ。俺の監かん督とく不行き届きだった、保護者としての責任をまっとうできなかった俺が悪いんだ、五右衛門がこんなにグレてしまったと川並衆に知られたら俺は殺されると良晴は悔くいた。
















「いやあああ！　冗じよう談だんでしょっ？　そんな恥ずかしい姿を良晴に見られるくらいならば、死んだほうがましだわ！　くっ、殺しなさいよ！」

「……まだ縛られただけなのに、ずいぶんと心が折れるのが早い姫ひめでござるにゃ。だが断るでござる。殺してしまっては、きゃつを呼び寄せる餌えさにはならぬ」

「なあ、五右衛門？　もう目の保養は十分だから、このあたりでお開きにしようぜ？」

「うるしゃい！　『亀甲縛り』からの、拷ごう問もん責め。実じつ践せんするのは初めてでござるが、それがちもおにゃごゆえ、だいたいはわかるでござる。織田氏と相良氏が妙な癖に目覚めるまでに、ほんものの五右衛門が来てくれればよいでちゅな。まずは和服を切り裂さいて肌はだを露ろ出しゆつしていくでござる。ふ、ふ、ふ……」

「いやあああ！　折せつ檻かんするのは好きだけど、折檻されるのはいやあああ！　しかも良晴の目の前でだなんて、最悪！　もう生きていられない！　くっ殺ころ！」

「……ちょ。まだなにもしていないのに、もう心が折れているでござる!?　もう少し抵てい抗こうしてくれねば、意味がないでござりゅ。ちぇっかく、いろいろと邪じや悪あくな小道具を準備ちてきたのに。たとえば、仙せん台だい名物のこの『相良こけし』──」

「い、いやああああああ！　良晴！　目を閉じて耳を塞ふさいで！」

「くそっ！　俺は球避よけはうまいが、縄抜ぬけスキルはないんだ！　いくら暴れても手首の縛めが解けねえ！　頼たのむ、五右衛門！　どうせ信奈の着物を切るなら、おっぱいが見えるように……じゃなかった！　信奈の代わりにこの俺を吊して責めてくれ！」

「……うにゅっ？　と、殿との方がたを責める方法にゃど、それがちは知らぬでごじゃる！　お、乙女おとめに向かってなんというおぞましい提案を……！」

「ちょっと良晴！　あんた、わたしの想像の斜ななめ上を行く変態だったのね！　恋人が縛られて責められる姿を眺めるよりも、自分が幼女に責められるほうが好きだったなんて！」

「ちちち違う！　お前が五右衛門に辱められるさまを見せつけられて寝取られ属性を刻印されるくらいなら、俺が生け贄にえになったほうがまだマシなんだよ！　鹿之助を見ろ！　どれほど人として更こう生せいしても、厠かわ潜やもぐりで染みついた七難八苦癖が改まらない！　人間の性せい癖へきってのはなかなか矯きよう正せいできねえんだぜ!?」

「とか言いながら、さっきからわたしの胸や太ふと股ももに食い込む縄を血走った目で凝ぎよう視ししてるのはなぜなのよっ？　最低～!!　サル！　エロザル！」

「だだだだからそれは理性ではどうしようもない男の悲しい本能なんだ！」

「きちゃまら！　愛し合っているのにゃらば、互たがいに庇かばい合い、嘆なげき悲しみ、さっさと助けを呼ぶでごじゃる！　なぜそれがちを差し置いて、醜みにくく口げんかするでござるか！」

「「う・る・さ・い!!」」

「……う、うにゅう？」




「いい加減にするでござる、長なが松まつ！　拙せつ者しやが緊きん縛ばく癖へきの持ち主だと相良氏と信奈姫ひめに誤解されては、こまるでごじゃる！」




　ちゅどっ！




　さらなる新たな煙幕弾が炸裂して、室内へともう一人の忍びが飛び込んできた。

　石川一かず宗むねと同じ紅瞳の少女忍びだが、後から出てきたこちらのほうが、正しよう真しん正しよう銘めい、蜂はち須す賀か五右衛門である。

「な、なんだってー？　五右衛門が二人だとっ？」

「どっちも嚙んでいるわ!?」

「拙者、緊縛癖などござらん！　この者は丹波忍びの石川一宗！　拙者の妹でござる！」

「ええっ!?　妹……って!?　どういうこと？」

「そうか、わかった！　石川一宗ちゃんは、生き別れになっていた五右衛門の妹なんだな！　道理で似ていると思った！」

「嚙み嚙み忍者が二人もこの世にいるはずがないと思い込んでいたけれど、二人が嚙み嚙みなのはつまり、未来語によるところの家系による遺伝だったのね？」

　ようやく良晴と信奈は、なにが起きているのかを理解した。

「だからそれがちは、最初から五右衛門ではないと言っている！　なぜ信じぬ！」

「二人ともボケが長すぎるでござるよ！　結局拙者が突つっ込みを入れねばならぬ羽目に！」

「ともあれ、ようやく来たな姉者！　さっさと勝負をしていれば、今宵こよいこの二人を邪魔するひつよーはにゃかったのだ。姉者が弱虫だった故ゆえに、それがち、この二人の恋こい路じを邪魔してやったでごじゃる！　フハハ！」

「デ、アルカ！　五右衛門じゃないのなら、容よう赦しやしないでいいわね！」

　魔ま王おうの形相と化した信奈が、天井から吊つられたままの自分の身体からだを揺ゆらして「ぐいん」と反動をつけ、振ふり子の原理で加速し、「ごんっ」と石川一宗の後頭部に頭ず突つきを食くらわせていた──石川一宗はついに対戦の場に引きずり出せた目の前の強敵・五右衛門に全神経を集中させていたので、背後からの信奈の怒いかりの一いち撃げきをまともに食らった。

　ぐわっ！　天井から吊されていながら攻こう撃げきしてくるとは恐おそるべき獰どう猛もうな闘とう争そう心……不覚……と石川一宗が倒たおれて、五右衛門と一宗の姉妹しまい忍び対決は水入りとなった。

　石川一宗が目覚めた時には、一宗自身が五右衛門の「縛術」にかかって吊されていた。

「長松。正しい『亀甲縛り』は、こう縛るのでござるよ。長松の不器用な縛り方では、ほどきにくいでござる」

「うにゅうっ!?　く、屈くつ辱じよく！　それがちが逆に縛られるとはっ？」

　ひとまず天井から降ろされた信奈と、ようやく縛めを解かれた良晴は、お互いに「ななな縄が食い込んでいる股こ間かんを覗のぞいたでしょ！　手打ちよ！」「角度的にお尻しりの側は見えなかった！」「見えたら見たんでしょ！」「どうせ見るところだったんだから、仮に見えても一いつ緒しよだろ！」「一緒なわけないでしょっ！」と激しく罵ののしり合っていた。良晴の縄は簡単に切れたが、信奈を縛めている縄はそう簡単には切れないらしく、まだ胴体を和服ごと縛られたままなので、信奈はいよいよいらいらしているらしい。

「相良氏。信奈姫。拙者と長松とには、丹波にてちと因いん縁ねんがあり……って、いつまでケンカしてるでござるかっ!?　ちゅうげんはどうなちゃれるのでちゅかっ!?」

「姉者にまたもや不覚を取るとは……それがちの元丹波忍び大おお頭がしらという矜きよう持じは、もはや粉々に砕くだかれた……くっ、殺せ！」

　信奈が「仕返しよ！」とばかりに吊された石川一宗に「相良こけし」を突きつけて脅おどしあげようとするので、良晴は「ダメダメ！　五右衛門の妹なんだから丁重に扱わないと！」と信奈を止めなければならなかった。

「なあ。妹さんとはどういう関係なんだ、五右衛門？　ずいぶんと不仲なようだが」

「……父上が拙者を連れて丹波を抜けた折、大頭のもとに人質として入っていたいもうとを、おきすてにせねばならなかったのでござる」

「姉者に敗れるならばともかく、丹波一の忍びのそれがちが、縛しばられて天井から吊された姫武将などに倒されるとは無念。もはやそれがちに生きる値打ちなし。くっ。殺せ」

「信奈姫。相良氏。長松をなにとぞご容赦。拙者が妹の挑ちよう発はつに乗らず、おーがきまでかけてきたのがそもそものげんいんでごじゃる。もうちわけないでござる」

　五右衛門に縛られた石川一宗が「くっ殺」を連発する隣となりで、五右衛門は嚙みながら必死に妹の弁明・助命を続けた。

　姉妹揃そろって嚙みすぎるので実に聞き取りづらかったが、良晴と信奈が理解した大筋は、こういう経けい緯いらしい。




　丹波の下げ忍にんだった石川一家は、大頭のもとで使い捨てにされる「運命」を変えるために、丹波を抜けて遠く美濃・尾張まで逃とう走そう。蜂須賀村に居場所を見み出いだし、土地の川かわ賊ぞくたち・川並衆を従えて独立。蜂須賀氏を名乗ることになった。父である頭領の没ぼつ後ごは、幼い五右衛門が川並衆を率いることに。しかし妹の長松こと一宗だけは丹波の大頭のもとにいたために奪だつ回かいできず、一宗は長じて実力で大頭の位に就任した。

　五右衛門は丹波で光秀の母を救きゆう援えんする際、予想通りに一宗と戦場で再会し、互いの命を賭かけた忍術対決となった──敗れた一宗はやむを得ず丹波を抜け、五右衛門との最後の対決を求めて姉を追いかけてきた。

　だが、妹を殺すにしのびない五右衛門はその勝負を受けず、良晴の警護役に戻もどるべく大垣城へ駆かけた。一宗はその五右衛門を追って大垣城へ潜せん入にゆうし、信奈と良晴のいる隠かくし部屋に煙えん幕まく弾だんを投げ込んで二人を縛りあげ、五右衛門を釣つりだした。一宗は、一流の忍しのびで泥どろ棒ぼうの達人だが、外げ道どうの術である拷問は術としては覚えてはいても実践したことはなく、実際に信奈を拷問するつもりはなかった。五右衛門はそれを知っていたので、一宗が二人を縛っても敢あえて捨て置いていた。しかし、ここまでして五右衛門がなおも現れないならば、泥棒の達人である一宗は信奈と良晴を攫さらって敵陣じん営えいに渡わたしてしまうかもしれない。なにぶん天下分け目の決戦の最中である。伊い賀が甲こう賀が服部はつとり党と、大勢の忍者が入り乱れて暗あん躍やくしているのだ。

　それに、なによりも信奈と良晴が奇き跡せき的に手に入れた祝しゆう言げんのための貴重な「一刻」が失われてしまう。

　ついに五右衛門は一宗を捕とらえるべく飛びだしていた──。




「二つの実を同時には拾えない」という五右衛門の口くち癖ぐせは、丹波を抜ける折に泣く泣く一宗を置き捨てにせざるを得なかった親おや父じさんから教わった言葉だったのか、と良晴はようやく理解した。もしも一宗を奪回してから全員で丹波を抜けるという道を選んでいれば、石川家は全ぜん滅めつしていただろう。また、一宗と五右衛門が忍びとして独り立ちしてからは、互いにできる限り出会うことを避さけねばならなかった──織田家と丹波の波は多た野の家ら国こく人じん衆しゆうは、信奈が上じよう洛らくしてまもなく、合戦状態となっていたからだ。会えば、姉妹は互いの任務を遂すい行こうすべく殺しあうことになる。

「こたびは妹を殺さずに明智氏の母者を奪回するという強ごう欲よくな道を選んで、ぎりぎりせいこういたちまちた。これも、さがらうぢのくんとうのたまもの」

「それがちは実家にも捨てられ、丹波に帰る場所もない。くっ、殺せ！」

　まーた忍者に邪じや魔まされるなんて。もうこんな機会はないかもしれないのにぃ、勘十郎に申し訳が立たないわ……と信奈は「結局、相良こけしってなにに使うのかしら」と頰ほおを赤らめながら唇くちびるを尖とがらせているが、良晴は「そっか。五右衛門にもやっと、俺流の厚かましさが伝わったか！　織田家は悲報敗報続きだったが、風が吹ふいてきた気がするぜ！」と膝ひざを打っていた。

「石川一宗ちゃんだっけ？　五右衛門とともに、相良家が召めし抱かかえよう！　五右衛門は、俺の一の相棒だ。その妹さんを下忍なんかにゃしねえ、一族郎ろう党とう待たい遇ぐうだ！　俸ほう禄ろくは好きなだけ出す！　なあに。織田家がこの合戦に負けたら俸禄も零ぜろだからな、大おお盤ばん振ぶる舞まいだ！」

　姉者。自分を攫いに来た忍者をその場で言い値で雇やとうとは、相良良晴はもしかして馬ば鹿かなのか？　と一宗が眉まゆをひそめ、五右衛門が、大馬鹿でござるよと微笑ほほえんでいた。

「だが断る！　それがちにも丹波一の忍びとしての誇ほこりがある。姉者に命を救われての縁えん故こ採用などわが誇りを穢けがすのみ！　くっ、殺せ」

「……そう簡単には折れないみたいな口ぶりだけれど、こういう女に限ってあっさり堕おちるのよね。拷ごう問もんしてみましょうよ、良晴。あんたってエロザルだからこの手のことには詳くわしいでしょ？　二人の初夜を邪魔した罰ばつよ！」

「どの口で『こういう女に限ってあっさり堕ちるのよね』とか言えるんだ、信奈……」

「え？　なんのこと？」

「まったく自覚がないでござる。信奈姫はやっぱり最強でござるな」

「……どうしても姉者が出てこぬ時はおだうぢを攫って人質として武田徳川に売りわたち、そのまま東軍側のちのびとして働くつもりだったでごじゃるが、もはや再仕官の道も断たれた。くっ、殺せ」

　五右衛門との確かく執しつが深い一宗は、容易には相良家には靡なびかないらしい。

　しかしこの時──「人質として武田徳川に売り渡し」という一宗の言葉を耳にした相良良晴は、電でん撃げき的に「もしかして」と閃ひらめいていた。

「信奈！　五右衛門！　徳川家康が同盟を離り脱だつして武田に降くだった件の謎なぞ、もしかしたら忍びの働きで解けるかもしれねえぜ！」

「デアルカ！　でも、どういうこと？」

「にん。もしかして相良氏うじ。徳川家は人質を取られている、というのでごじゃるな？」

「そうだ五右衛門。伊賀甲賀服部党と、戦線のあちこちで大勢の忍びが暗躍していると言ったよな？　俺と信奈も、大垣城へ向かう途と中ちゆうで六ろつ角かく承禎率いる伊賀甲賀忍しのびたちと遭そう遇ぐうして交戦した。武田軍には有名な真さな田だ忍にん群ぐんも控ひかえている」

　真田忍群はほとんど姿を見せておりませぬが、東軍方に加わっている伊賀甲賀者が近江や京、尾張、伊勢の各地で盛さかんに動いているのは事実でござる、と五右衛門がうなずいた。

「竹千代は律りち儀ぎな子だから、たいせつな人を人質に奪うばわれては逆らえないわね、良晴！　あ、でも……その筋は考えにくいわ。だって、竹千代は忍者を使うのが趣しゆ味みみたいなところがあるもの。以前から竹千代のもとでは服部半はん蔵ぞうが服部党を率いているでしょう？　半蔵自身が伊賀者で、伊賀甲賀から選よりすぐりの腕うで利ききを集めているのよ。半蔵の結界をかいくぐって竹千代のたいせつなご家族を攫うのは至難の業わざだわ。それに、竹千代は日ひ頃ごろは大人しいけれど、そんな仕打ちを受けたらかえって逆上する性格だもの」

　服部半蔵率いる服部党か……桶狭間の時には半蔵に世話になったな、金ヶ崎でも……と良晴は遠い目で過ぎ去った過去を回想していた。あの半蔵と家康が、信奈と手切れする事態など、良晴は想像もしていなかった。

「……設楽原での合戦の折に、なにか徳川陣営に妙みようなことはなかったでござるか、のぶなひめ？」

「合戦中だというのに、松平元康と名乗っていた竹千代がいきなり徳川家康と改名したことが、いちばん奇き妙みようだったけれど。でも、竹千代はもともと松平姓せいを名乗ることに限界を感じていたから、それほど不自然ではなかったわ。話せば長くなるのだけれど、三河松平家はそもそも上野こうずけあたりから流れてきた願人坊ぼう主ずの徳とく阿あ弥みという男を先祖に持つので、分家の酒さか井い家をはじめとする三河土着の国人たちの力には逆らえない弱い立場だったの。竹千代のお父さまもお爺じいさまも、家臣であるはずの三河の国人に暗殺されちゃったくらいだから……それで、松平の分家とは違ちがう、自分こそは本家だ、と三河の国人衆を抑おさえるために、東国の源氏の支流である徳川姓を名乗ろうとしていたの。竹千代が三河で独立してからも、三河では二度も本猫寺一いつ揆きが起きて、家臣団の多くが本猫寺側に付いて松平家を離脱しているしね。そもそも、正式に三河守かみの位を御ご所しよからいただくためには、松平では家格が低すぎるから、源氏の血筋を自じ称しようしたかったみたい。近衛前さき久ひさに『おじゃーっ！　松平なんぞ、三河でたぬきを拝む得体の知れぬ山の民たみでごじゃる！　三河守はれっきとした源氏でなければなれぬでおじゃる！』と手厳しく拒きよ絶ぜつされたらしいの」

「ほんとうに苦労人だなあ。でも、元康を家康と改名した理由は？」

　良晴がたずね、信奈が「それは」と答えた。

「『元康』という名のうち、『康』はお爺さまの松平清きよ康やすから取ったものよ。でも、『元』はかつての主君だった『今川義元』から一字拝領したものでしょ？　『元』という名を捨てないと、竹千代は今川家から正式に独立したと思えなかったんじゃない？」

「そっか。『家』という字を選んだのはなぜだ？」

「……お父さまもお爺さまも暗殺されてしまって松平家そのものがバラバラになっちゃったからじゃないかしら。竹千代自身も、今川へ人質に送られる際に子供攫いに攫われて織田家に売り飛ばされるという経験をしているのだし……桶狭間の合戦のどさくさで岡おか崎ざき城に帰るまでは、竹千代は帰る家を持たない子だったの。だからこそ、誰だれよりも『家』というものにこだわりがあるのかも」

　そうだよな。聞けば聞くほど、思いだせば思いだすほど、あの家康が姉貴分の信奈と容易に手切れするとは思えない、と良晴は首を捻ひねった。が、同時に、未来で覚えた「戦国知識」を不意に思いだして、

「そうか。秘密を握にぎっている者は──本ほん多だ正まさ信のぶだ！」

　と叫さけんでいた。

「え……本多正信!?　弥や八はち郎ろうのこと？　面識があるの、良晴？」

「面識はないと思う。なぜなら、本多正信は本猫寺一揆に参戦して松平家を出しゆつ奔ぽんし、長らく放ほう浪ろうしていたはずだから。俺が知っている歴史では、徳川家康はその前半生ではとことん同盟相手の織田家に尽つくし続けた戦国でも希まれな律りち儀ぎ者もの。だが後半生は、まるで人が違ったように腹黒いたぬきのような謀ぼう略りやく家に変へん貌ぼうするんだ」

「……そうなの？　竹千代が？　信じられないんだけど。たしかに、たぬきを氏神として拝んではいるけれど、あれは三河の土つち臭くさい田舎いなか侍ざむらいたちの伝統であって、別にたぬきが人を化かす腹黒さを崇すう拝はいしているわけでは」

「だから本多正信なんだよ。家康の前半生には、本多正信はいなかった。二人は幼なじみだったけれど、本猫寺一揆の折に信しん仰こう心が深かった正信は泣く泣く主君の家康を裏切って一揆に加わり、そのまま出奔して長らく流る浪ろうしていたはずなんだ。家康はああいう鷹おう揚ような性格だから正信を許したんだが、正信自身が戻ってこなかったんだな。ところが、この本多正信がいつの頃ころからか家康のもとに帰参したんだ。その時期には諸説あるが、少なくとも家康が律儀者から腹黒いたぬきに変貌したきっかけは、本多正信が軍師として帰参したことだと言われている。本多忠ただ勝かつをはじめ、三河侍にはいわゆる脳筋武将が多い。腹黒い策さく謀ぼうを企たくらめる知謀の主は、長らく三河には不在だった。その軍師役に、三河屈くつ指しの智ち者しやである本多正信が就任したんだ。そこから、徳川家は劇的にその性格を変えた」

「デ、アルカ！　そうだわ。設楽原の竹千代の陣じんには、たしかに本多正信がいたわ！　あの二人はそれほどに仲がいいの？　わたしと竹千代よりも？」

「信奈とは姉・妹の関係だが、家康と本多正信は終生、互たがいを『友』と呼んでいた。家康は寝室で正信と二人きりでよく話し込んでいたそうだ」

「あの竹千代が家臣を寝室に呼んで二人きりで過ごすって、よっぽどのことよ！　あの子は二代にわたって家臣に暗殺された家の当主だから、家臣に対しては鷹揚ではあるけれどもとても用心深いはずなのに？」

「二人は言葉をろくに介かいさずとも互いに意い思し疎そ通つうできるほどに、肝かん胆たん相照らす関係だったとか。本多正信が今現在の戦国日ノ本で名を知られていないのは、ひとつには長らく三河を離はなれていたから。もうひとつには、武辺者ではなく常に陣の奥で黙だまって策を練っているからだ。本多正信は山本勘助や官兵衛と違って、主君を裏切り出奔したという薄うす暗ぐらい過去があるから、生しよう涯がい決して表おもて舞ぶ台たいには出なかったという。しかし、高い知謀の持ち主だ。しかも合戦で戦術を練る軍師というよりも、謀略を重ねて高度な戦略を積み上げて勝ちを収めていく策略家だ。そして、家康への友情と忠誠心は絶対だ。家康のためならば、どんな汚きたない真ま似ねでもやってのける。正信は三河出奔以来、信仰心と友情との間で長年苦しんだ果てに、ついに友情を選んだのだと思う」

「……竹千代にそんな幼なじみがいたなんて。妬やけちゃうわね。それじゃあ、本多正信が竹千代を説得して、織田家から武田家へと寝ね返がえらせたのかしら？　でも、やっぱりどうしても信じられないわ。竹千代は律儀で、そして良くも悪くも意固地だもの」

「家康がどうしても織田家から離り反はんしなければならない状じよう況きようを、本多正信が作ったのかもしれないな」

「手切れしなければ織田家とともに徳川家も滅ほろびる、という証しよう拠こでも突つきつけたのかしら？　だとしても竹千代ならば、わたしとともに潔く滅びる、と言い張るはずよ」

「設楽原で、俺が本多正信と面通しできていればな。なにか手がかりが摑つかめたかもしれなかったんだが」

　拙せつ者しや、本多正信なる者と合戦の折にすれ違ったことがあるでござる、と意外な発言をした者がいた。

　五右衛門だった。

「ええっ？」

「五右衛門、お前が？　いったいどこで？　藤とう吉きち郎ろうのおっさんと一いつ緒しよに活動していた頃の話か？　少なくとも俺の相棒になってからのことじゃないよな？」

「うにゅう。相良氏の相方になった後の話でござる。実は──」




　それは、松まつ永なが弾だん正じよう久ひさ秀ひでが大和で織田信奈に謀む反ほんを起こすという「大おお芝しば居い」を打って、東とう大だい寺じ正しよう倉そう院いんに秘蔵されているやまと御所の宝物「蘭らん奢じや待たい」を五右衛門に盗ぬすみ出させた時のことだった。

　東大寺正倉院にはシルクロードから伝わってきた羅馬ローマ帝てい国こくの宝物をはじめとする歴史的価値の高い逸いつ品ぴんが大量に収められていた。体内の「気」を練ることのできる陰おん陽みよう師じや術士が服用すれば寿じゆ命みようを延長できるという貴重な香こう木ぼく・蘭奢待もそのひとつである。

　五右衛門は松永久秀と示し合わせて、蘭奢待を盗み出して竹中半兵衛を救うために芝居を打った。信奈に反乱を起こした松永軍が東大寺の敷しき地ち内に乱入して大暴れし、正倉院の警備が手て薄うすとなった隙すきに五右衛門が忍しのんで蘭奢待を拝借する、という計画であった。

　この「半兵衛救出計画」は見事に成功したわけだが、五右衛門は正倉院で蘭奢待を必死で探していたその時に、鼻と口を黒い覆ふく面めんで覆おおった小こ柄がらな姫ひめ武将とその正倉院の室内で遭遇したのである。

　その者こそが、本多正信だった。




「どういうこと、五右衛門？　ぜんぜんわからないわ!?　本多正信は竹千代のもとを出奔して本猫寺一揆に加わっていたんじゃなかったの？」

「松永氏が多た聞もん山やま城で自じ爆ばくする際に家臣団に暇ひまを出すまで、あの者、短期間にゃれどまつながうぢに仕官していたのでござる」

「俺も、聞いたことがある！　三河を飛びだした正信は各地の本猫寺一揆を転戦したが、一時期、松永弾正に仕えていたと！」




　五右衛門は松永弾正と「打ち合わせ」をする際、弾正に侍はべっていた影かげの薄うすい本多正信の顔と名を覚えていた。もっとも鼻と口は見えなかったが、闇やみのように薄暗くしかし静かに燃えているかのような目つきに特とく徴ちようがあり、言葉こそ交かわさなかったが忘れることはなかった。

　その本多正信が、五右衛門とほぼ同時に正倉院に忍び込んでいたのだ。

　だが、五右衛門に対する殺気などはなかった。もしも殺気を放っていたら、五右衛門は反射的に本多正信を斬きっていたはずだ。

「やや。本多氏うじでござったな。松永氏の命令で蘭奢待を探しているでござるか？　にゃらば、せっしゃとともにてわけちて」

「……いいえ。松永家からは暇を出されまして。大和を去るにあたって、ちょっとばかり、『未来』を覗のぞこうかと」

「うにゅう。『未来』!?」

「はぁい。それがし、畿内を転々としながら聖しよう徳とく太たい子しが書いたと伝えられる予言書『未み来らい記き』の断片を探し回っているのですよ。でも、確実にあると言われていた天てん王のう寺じにも現存していなくて。時代は乱世。紙に書かれた写本は、ことごとくが焼失してしまったのです。しかし誰も立ち入れぬこの正倉院にならば、もしかしてと」

「うにゅう。聖徳太子の予言書など、迷めい信しん深い人々の作り話でござるよ。『未来』は確定などしておりまちぇぬぞ」

「松永弾正さまもそう仰おつしやって、『未来』を探さぐることを禁じておられました。『未来』が見たいのであれば、自分自身が長く長く生命を保てばよいのだ、『未来』に心奪うばわれた者は『未来』に縛しばられ、今現在を生きることを忘れてしまうと。ですが、それがしはどうしてもこの戦国乱世の『結末』を知りたいのですよ」

「左様でござるか……おっ、そうでござった。拙者は急いで蘭奢待を探さねばならぬので、これにてごめん。そうそうにせんじょうからにげられよ」

「はぁい。頑がん張ばってください、忍にん者じやさん。それがしには、お構いなく」

　それ以上本多正信と話し込む時間は五右衛門にはなかった。ただちに正倉院の天てん井じようへと張り付き、蘭奢待が収納されているであろう「箱」を探し回った。急がなければ、合戦が終わってしまう。

「み、見つけた！　これでござるな！」

　五右衛門がついに蘭奢待が収納された箱を手にしたその時、はるか奥のほうから本多正信の声が鳴り響ひびいていた。小声でしか話さないはずの物静かな正信が、興奮していた。

「これだわ！　都で摑んだ噂うわさは、ほんとうだった！　紙に書かれた写本はみな、燃えてしまった。でも、『梵ぼん鐘しよう』ならば容易には朽くちない。重いから盗むこともできない！　これが……日ノ本に唯ゆい一いつ現存する『未来記』。その、『最後の一文』！」

　五右衛門が布でくるんだ蘭奢待を抱かかえて正倉院を脱だつ出しゆつする折、一いつ瞬しゆんだけ本多正信の姿を再び見かけた。

　正倉院になぜそのようなものがあるのか理解しがたかった。

　すでに錆さびかけている巨きよ大だいな「梵鐘」を前に、本多正信は「これが。これがあるべき本来の『未来』……見つけたわ、ついに」と打ち震ふるえ、そして、ひれ伏ふしていた。




　良晴の「通訳」を通して五右衛門の話を聞き終えた信奈が、首を傾かしげた。

「デアルカ。聖徳太子の『未来記』ってよく聞く伝説の予言書だけれど、迷信でしょう？　その梵鐘には、なにが書かれていたのかしら？」

「わからぬでござる。正倉院に再び忍ぶのは困難でござる」

「勝手に入ったら朝敵になっちゃうわね」

「なにしろ蘭奢待持ち出し事件があったからなあ。思いきり蘭奢待を切り取ったし、そう容易には入れなくなっちまった」

「聖徳太子は、『日に本ほん書しよ紀き』にも『兼知かねてゆくさきの未然ことをしろしめす』つまり未来予知者だと書かれてはいるけど」

「信奈。そう言えば、あの楠くすの木き正まさ成しげが鎌かま倉くら幕府を倒たおすと決意したのも、『未来記』に倒とう幕ばくの『未来』が書かれていて、それを読んだからだそうだ。正信の話と似ている気がする」

　それって楠木正成が『未来記』の偽ぎ書しよを摑まされて、倒幕を計画していた公く家げに操られただけじゃないの？　と予言書の類たぐいを信じない信奈が疑った。

「とはいえ、あの正倉院に偽にせの『未来記』を、しかも巨大な『梵鐘』を入れるなんて真似は今の公家にはできそうにないわね……」

「ともかく本多正信は正倉院でなにかを『見た』んだ。そしてその後、家康のもとに帰参した。やはり、本多正信が徳川家の唐とう突とつな同盟離り脱だつの秘密を握っていると考えていいだろう。五右衛門！　そして石川一宗ちゃん！　相手は服部党だ。危険な仕事だが……正信と家康の周辺を探ってくれないか!?」

　拙者は承知したでござる、相良氏と信奈姫ひめにとっての最後の正念場。とくがわいえやちゅをよびもどちぇれば、おみかたのしょうりはまちがいなちでごじゃる、と嚙かみまくりながら五右衛門がうなずいた。

　しかし、亀きつ甲こう縛しばりを食くらって天井から吊つるされて「くっ殺せ！」と騒さわいでいたはずの石川一宗の姿は──三人が本多正信について話し込んでいる隙に、忽こつ然ぜんと室内から消えていた。

　一宗の代わりに、亀甲縛りの辱はずかしめを受けて宙づりにされた猪いのししが「ぶもー、ぶもー！」と叫さけんでいた。

「なにこれ。ぼたん鍋なべの具……!?」

「ぶ……ぶもおおおおおおお！」

「しまったでござる！　これは丹波忍法『どうぶつ変わり身の術』！　『ぶもーぶもー』を『くっ殺せ』と空耳させて、われらをあじゃむき」

「日本屈指の秘境・丹波篠ささ山やま、恐るべしだな」

　もう一宗ちゃんはいないのかな？　と口走った良晴のその首筋に、縄なわ抜ぬけを果たした一宗がすっ……とクナイの刃はを押し当てていた。

「うわああああっ？　いつの間にっ!?」

「うにゅう。腕うでをあげたでござるな。だが、相良氏を殺あやめるのは許さぬでござる、長松！」

「ふんっ。相良氏を殺しはせぬ。先ほどは織田氏の奇き襲しゆうに不覚を取ったが、あれは油断。真の実力を披ひ露ろうしてみせただけでごじゃる」

「いいから、素す直なおに良晴に雇やとわれなさいよ！」

「ふん。織田氏やちゃがらうぢに雇われなどちぇぬが、本多正信と『未来記』の件、おもちろそうでござる。この一宗、必ずや服部党の結界をとっぱちて徳川の秘密を摑み、姉者よりゆうちゅうな忍びだと証明してみせるでござる。仕事料は法外に高いでござるぞ、一万石は欲しいでちゅな。ふふふ」

「うにゅう。長松！　一人では無理でござるよ！　拙者も行くでござる！」

「あ、姉者がついてきたら、それがちの実力を証明できぬ！　来るなっ！」

「来るなと言われても行くでござるよ。成果があがりしだい、もどりまする！　相良氏、のぶにゃひめ、ごめん！」

「おう。無理するなよ、五右衛門！　服部党は強敵だ、任務よりも命を優先してくれ！」

「そうよ。姉妹しまい二人で、必ず生きて戻もどって来て！」

「承知！」

「ええい、来るなと言っている！」




「「ちゅどっ！」」




　石川一宗と五右衛門が同時に煙えん幕まく弾だんを炸さく裂れつさせて、猪とともに忽然と消え去った後。

　けほけほと咳せき込みながら、信奈がもういちど良晴の背中に手を回して、

「……よ、良晴。い、急ぎましょう。まだ時間はあるはずよ」

　と震える声で接せつ吻ぷんをねだってきた。

「い、いつもなら途と中ちゆうで忍者が邪じや魔まに入ったら興を削そがれちゃうんだけれど、妙みような縛られ方をして良晴にじろじろ見られているうちに、な、なんだか、わ、わたし、変な気分に……わ、わたし、おかしなこと言ってる？」

「じ、実は、お、俺も、に、似たような気分だから、ぜ、ぜんぜん問題ないぜ。むしろもういちど互たがいの気分を盛り上げ直すための時間が省けたんだから、運がいいと考えよう。信奈。今夜こそ、俺たちは……！」

「う、うん。でも。わ、わたし、まだ、か、身体からだを、し、縛られたままね。で、でももう、このがんじがらめの縄を解く時間はないわ。こ、このままで……」

「お、おう。そ、それじゃあ、このままで。あ、でも、ほんとうにいいのか信奈？」

「い、イヤに決まってるでしょう！　ででででも、あああ相手が良晴ならば、こ、こういうのも、い、いいかも」

　一宗ちゃんが乱入してきた時には「またしても『運命』は俺たちの逢おう瀬せを邪魔するのか」と絶望しかけたが、ついにこの瞬間が──！　信奈と俺が妙な趣しゆ味みに目覚めかけている気もするが、亀甲縛り、ありがとう！

　心の中でそう叫んでいた良晴と、苦しそうに息を荒あららげている信奈とが、「や、やばい。しょ、初夜でいきなり緊きん縛ばくは、やっぱりやばいって。も、もしも癖くせになったら」「わ、わたしも、な、なんだか」とお互いに恥はじらいながらついに結ばれようとしていたその時。

（五右衛門と一宗ちゃんは徳川の陣じんへと向かった。もう、ちゅどっと煙幕弾を投げてくる忍しのびはいない。大垣城の城門はねねたちが固めている。ということは、今度という今度こそ、ついに俺と信奈が結ばれる時が来たんだ！　ああ、心臓が破は裂れつ寸前で、頰ほおも真っ赤になって身体は興奮しているのに、心は……い、いや、待てよ。なんだか、さっきと違ちがって妙に荒々しい気分なんだぜ？　こ、このままじゃ、信奈を滅め茶ちや苦く茶ちやにしてしまいそうな……信奈の身体を縛っている縄のせいか!?　い、いいんだ！　お互いの心に愛があれば縄もまた風流なもの！　だ、だいじょうぶ！　く、癖になったところで、愛さえあれば問題は）

　少々良晴の述じゆつ懐かいが先ほどと一部異なっているが、ともかく様々な試練を突とつ破ぱして二人が結ばれようとしたその時。

　無情にも「がらり」と襖ふすまが開いて、そして。




「さて。『一刻』は過ぎた。良晴、さっさと京へ書状を届けに行け。今すぐにだ。まったく……ちゅどちゅどと煙幕弾を爆ばく破はしたり、ぶもぶもと猪を吠ほえさせたりと、いったいなんなのだ、そなたたちの祝しゆう言げん初夜は？　恋こいする男女とは、煙幕弾の爆ばく発はつ音や猪の鳴き声で盛り上がるものなのか？　未来人の趣味か？　私には、わけがわからぬ……で？　どうして良晴は、信奈どのの身体を服の上から荒縄でぎちぎちに縛っているのだ？　そんなおかしな初夜があるか。弟の変態ぶりは、姉として矯きよう正せいせねばなるまい。もっとも、そういうのが信奈どのの趣味だというのならば、もはやなにも言わぬが……」




　家久が書き終えた書状を手にした相良義陽が、抱だき合ったまま固まっている信奈と良晴を呆あきれかえった視線で睨にらみながら、仁に王おう立ちしていた。

　信奈は「うわあああ！　わたしってばいったいなにを……ごめんなさい勘十郎！　くっ、殺して！」と羞しゆう恥ちと絶望に満ちた悲鳴をあげ、良晴は手放すとなにをやらかすかわからない信奈を必死で抱きしめながら「終わった……」と呻うめき、そして半ば失神していた。

　この時、信奈も良晴も、そして義陽さえもまだ知らなかった。

　京で、明智光秀が絶体絶命の危機を迎むかえていたことを──。

　「運命」の歯車が、動きはじめていた。







　　　巻ノ二　近きん畿き管かん領れい細ほそ川かわガラシャ







　清きよ洲す城・開城。徳とく川がわ家を帰順させた武たけ田だ軍が尾お張わりを併へい吞どんし、かたや毛もう利り軍が播はり磨まの姫ひめ路じ城と摂せつ津つの大おお坂さか本ほん猫びよう寺じ改め大坂城を陥かん落らくさせたことが京の町衆たちに知れ渡わたるや否いなや、京は文字通りのパニックと化していた。毛利軍が、あるいは武田軍が京の都を襲しゆう撃げきしてくるかもしれないのである。上京も下京も焼け野原と化すだろう。織お田だ信のぶ奈なが上じよう洛らくして今いま川がわ義よし元もと将軍を立てて以来、平へい穏おんを保ち続けて復興してきた京は、突とつ如じよとして再び応おう仁にんの乱のような戦せん渦かに巻き込まれつつあった。

　丹たん波ば平定の大功を達成して京へ帰き還かんしていた明あけ智ち光みつ秀ひでは、大坂城に入城した毛利軍の動きを探さぐりつつ、岐ぎ阜ふ城から大おお垣がき城へと転進していた信奈からの下知を待っていた。

　しかし、本ほん能のう寺じに宿を取って丹波明智軍の再編制を行っていた光秀の表情は意外にも浮うかなかった。心ここにあらず、と言うべきだろうか。

　九州から帰還を果たした相良さがら良よし晴はるが、丹波の光秀ではなく美み濃のの信奈を「選せん択たく」して救きゆう援えんに向かったことで、光秀は（相良先せん輩ぱいのお心はやはり信奈さまお一人に。では、十じゆう兵べ衛えは……）と心の底で衝しよう撃げきを受けていたのだ。

　もちろん良晴は、光秀を見捨てたわけではない。自分の分身というべき姉の義よし陽ひに「光秀救援」という大任を委ゆだねて、信奈と光秀を同時に救援するという良晴らしい厚かましい選択をした。そして、その賭かけに成功したのだ。だが、良晴は「軍事戦略的」には見事に二つの実をともに拾ってみせたわけだが、「恋」の道では──光秀は、「丹波を平定すれば先輩との祝言が待っている」という自分の夢が思い込みにすぎなかったことをついに認めねばならなかった。

（戦国時代に一人きりで流れてきた先輩の心を癒いやす「母親役」さえ、もはや十兵衛ではなく、先輩のご先祖にあたる相良義陽どののものになってしまったのですね……）

　たとえ夫婦として結ばれなくても、先輩をご母堂の代わりにお支えできればそれで十兵衛は満足ですという光秀の淡あわい願いすら、「運命」は奪うばい取ろうとしている。良晴が海路で遭そう難なんして本来出会うはずのなかった義陽と出会ったことじたいが、「運命」としか言いようがなかった。

（……先輩にとって、十兵衛は最後までついに後輩の「十兵衛ちゃん」だったのですね。幼い半はん兵べ衛えどのですら、いつか先輩から一人の女性と認められて「半兵衛」と呼ばれるようになっていたのに。十兵衛はもう、潔く先輩との祝言をあきらめるべきなのです。でも……でも、あきらめられるはずが……）

　本能寺の茶室で、脇わき腹ばらと胸がえぐられるような痛みに耐たえながら指令書を次々と書き込み続けている光秀は、頭が燃えるように熱いことに気づいた。心だけではなく、身体もまた悲鳴をあげそうになっている。風か邪ぜなのか、それとも丹波攻こう略りやく戦での疲ひ労ろうが京に入ってどっと出てきたのか。

　だが、京へ入ると見せていた毛利軍が光秀の虚きよを衝ついて摂津の大坂城を奪ったことは、看過できる事態ではない。小こ早ばや川かわ隆たか景かげと吉きつ川かわ元もと春はるの毛利両りよう川せんはこれより京へ進軍するのか、あるいは大垣城を目指して関せきヶが原はらを通過するのか、それとも関ヶ原に布ふ陣じんして大垣城の信奈と京の光秀を分断するのか。今の混乱し疲ひ弊へいした光秀には、小早川隆景の「次の一手」は容易に読み切れなかった。毛利両川が双ふた子ご一体ならば、織田家は信奈と光秀の二人が対ついとなって動くことで強さを発揮してきたのだ。

「先輩が帰還し、丹波平定が成った以上、信奈さまは岐阜城を捨て駒ごまとして時間を稼かせぎ東軍西軍の軍勢を関ヶ原に集結させるという戦略を変へん更こうして、岐阜城に籠ろう城じようする津つ田だ信のぶ澄すみどのをお救いするという戦略に切り替かえられるはずですが……いずれにせよ独断で軍を動かせる時ではないです」

　丹波から京へ入って以来、気力だけで激務に耐えていた光秀のもとに、光秀を熱ねつ烈れつに崇すう拝はいする副将の斎さい藤とう利とし三みつが「姫ひめえええ！　たいへんなことになってしまいました、申し訳ありません！　利三は切腹いたします！」と涙なみだを浮かべながら飛び込んできた。

「どうしました利三？　切腹とか、柴しば田た勝かつ家いえどのじゃあるまいし、みだりに口にしてはならないですぅ」

「そそそそれが！　いいいいろいろありすぎて、どういう順番でご報告すればいいのか！　まるで、天が姫を滅ほろぼそうとしているかのような……！」

　斎藤利三は、もともとは美濃の斎藤家に仕えていた「西美濃三人衆」、稲いな葉ば一いつ鉄てつ・氏うじ家いえ卜ぼく全ぜん・安あん藤どう伊い賀がの守かみのうち、もっとも頑がん固こな親おや父じである稲葉一鉄に仕えていた若い姫武将だった。知ち謀ぼうも武辺もあり、気が利きき、稲葉一鉄にも気に入られていたが、利三は斎藤道どう三さんの小こ姓しようを務めていた光秀を「このお方こそ、乱世に平安をもたらす天下人」と熱烈に崇あがめていたのだ。

　なので、斎藤道三の尾張亡命以来長らく美濃を追われて放ほう浪ろうしていた憧あこがれの光秀が織田家に仕えた際に、ついに利三は耐えきれなくなり「明智家は人材が不足しておりましょう！　どうか利三を姫の家臣にお加えください！　犬馬の労を尽つくします！」と光秀のもとへ押しかけてそのまま居座ってしまったのだった。

　しかし、新たに美濃を手に入れた織田家に帰順することになった稲葉一鉄としては、稲葉家を支えていた切れ者の姫武将を手放しては困る。信奈が姫武将を好んで重用することも知っていたし、それ以上に文武に秀ひいでた利三が欠けることが稲葉家にとっては大だい打だ撃げきなのである。

　頑がん固こ一いつ徹てつという言葉の語源になったと言われるほどに頑固者の稲葉一鉄は、一鉄の反対を押し切って明智家に移い籍せきした利三に「ばっかも～ん！」と大だい激げき怒どしたが、効果はない。

　とうとう、憤ふん慨がいした稲葉一鉄が織田信奈のもとへと押しかけて「利三を帰していただく！」と直じか談だん判ぱんするという大問題となった。

　信奈が強国・美濃を平定できた最大の要因は、西美濃三人衆が斎藤義よし龍たつを見限って信奈方に投降したことにある。つまり西美濃三人衆は織田家にとっては功労者で、美濃の支配のためには三人を重用せねばならなかった。

　が、光秀への忠誠心が高まりすぎて思い詰つめている利三は「姫と引き離はなされるくらいなら切腹します！」と信奈の「稲葉家に戻もどりなさいよ」という勧かん告こくをも蹴けってきた。光秀も「信奈さまの言うことを聞かないと切腹させられるですぅ」と利三を説得したが、「姫はこの利三を見捨てるというのですか！　絶望しました、ならば切腹します！」と、やはりダメである。

　信奈も光秀もこれには困ってしまって、結局、激おこの稲葉一鉄に対してあの気位の高い信奈が「ごめんなさい！　利三のことはもう、あきらめて！」とぺこぺこ頭を下げるという恐おそろしい形で「手打ち」となったのだった。いくら頑固者の稲葉一鉄とはいえ、主君に、しかも「第六天魔ま王おう」とその短気ぶりを恐れられる信奈に頭を下げられては、もうそれ以上騒さわぐことはできなかった。信奈の面子めんつを潰つぶすわけにはいかなかったのだ。

　利三はその後、光秀が良晴に恋していることを本人よりも早く察知すると、「うちの姫と相良良晴どのをくっつけて祝言をあげる会」的な謎なぞの団体を明智家中に発足させ、明智家臣団を続々と会員にしてしまった。ついには明智家の将兵たちが一丸となって光秀の恋を背後から応おう援えんし続けることとなり、信奈は「うぎぎ。なんなのあの女！　一鉄にかこつけて切腹させておけばよかった！　あいつが十兵衛と祝言あげればいいじゃん！」と後こう悔かいすることになったのだが、後の祭りだった。

　が、斎藤利三がいちど滅めつ亡ぼうしたために一族郎ろう党とうが少ない光秀の軍団長としての活かつ躍やくを支えてきた明智家最大の功労者だということも、疑いない。利三がいなければ、光秀の破格の出世もありえなかった。

　その、光秀が好きすぎる姫武将・斎藤利三は今、目に涙を浮かべぶるぶると震ふるえながら光秀に辛つらい報告をせねばならなかった。

「ひ、ひ、姫。ひ、ひ、悲報が三つございます。よいほうから伝えますか、悪いほうから伝えますか？」

「利三、なにを言っているですか。悲報によいも悪いもないですぅ」

「ひ、ひ、比ひ較かく的てきましなものと、最悪なものがあるのです！」

「では、ましなほうから。手短にですよ」

「はいいっ！　まずは、相良良晴どのに所属する相良軍の半数で姫路城を守っていた播磨姫路軍のその後の動向なのですが……」

「東播磨の三み木き城へ撤てつ退たいしたですよね。ですが毛利は三木城を無視して、大坂城を取ってしまったです。姫路軍は今いま頃ごろはこの京を目指して行軍し、十兵衛と合流し、信奈さまの下知に従って行軍する予定でしたが」

「そ、そ、それが、その京へ向かっていた姫路軍が、大坂から強攻してきた吉川元春軍の奇き襲しゆうを受け、一万を超こえる兵が四散してしまいました！　大将の黒くろ田だ職もと隆たか宗そう円えんどの、副将格の尤もつとも道どう理り之の介すけどの、前まえ野の某なにがしどのは、みな行ゆく方え知れずに！」

　げっ!?　と光秀は思わず手にしていた筆を落としていた。

「摂津の池いけ田だ恒つね興おき軍に続いて、姫路軍まで吉川に撃げき破はされ、四散!?　黒田官兵衛どのはまだ畿内には……それでは西からのこれ以上の援えん兵ぺいはもう望めないのですか!?」

「御ぎよ意いです！　いいい池田恒興どのもいまだ、生死不明！　摂津ではなおもいくつかの織田方の武将が城に籠こもってはおりますが、毛利と戦える兵力を有する者は残っておりません！」

「吉川元春はそれではいよいよ京に？　ならば天てん王のう山ざんで迎え撃うつです！」

「いえ！　姫路軍を蹴け散ちらしたあと、四散する敗軍の兵を追つい撃げきすることなく、さっと大坂城へと引き返していったそうです！」

「……小早川隆景……もぐら叩たたきのように、織田方の部隊を各個撃破し、信奈さまが決戦で率いられる戦力を削けずっていくつもりですか。厄やつ介かいな奴やつですね」

　それが「ましな悲報」ということは、残りふたつはもっと酷ひどいということですね利三、と光秀はため息をついた。

「ふたつめは、この斎藤利三が援えん軍ぐんを要よう請せいしていた土と佐さの長ちよう宗そ我か部べ元もと親ちか軍についてです！」

「畿き内ないは土佐から遠すぎると、援軍を断られたですか？」

「いえ、もっと酷いです！　なにしろ土佐は四国の裏側に位置する『鬼おに国ぐに』！　そのため長宗我部どのは本州に土と地ち勘かんがなく、畿内の情勢にも疎うといため、大坂本猫寺本山つまり大坂城を毛利軍が奪ってしまったことに気づかずに……織田軍に合流するつもりで、船団を率いて大坂入りしてしまいました！　そこを小早川隆景にとっ捕つかまって、その場で東軍入りさせられてしまったのです！　その兵数、およそ六千！」

「な、なんですと？　それでは一万を超える姫路軍が消しよう滅めつし、長宗我部の六千が東軍側に!?　それにしても長宗我部元親……！　そんな適当な身の振ふり方があるですか!?　蝙こう蝠もりにも程ほどがあるですぅ！」

　光秀は、信奈が「土佐の出来人」と称されている四国はじまって以来の英えい雄ゆう姫ひめ武将・長宗我部元親を「鳥なき島の蝙蝠」と呼んでいたことを思いだした。元親はいったんやる気を出すと謀ぼう略りやくも武辺も次々と繰くり出してくるしたたかな武将なのだが、やる気をなくすと「土佐人は、自由じゃき」と言いだして船に乗って旅に出てしまう。土佐は日ひノ本もとの中央どころか四国の阿あ波わ・讃さぬ岐きからも隔かく絶ぜつしており、ほとんど独立国と言っていい。長宗我部元親という奇き人じんとも言える姫武将が登場するまでは、土佐の外に出ることすらなかったのだ。どうやら、土佐人はそもそも独立独歩、自由を尊ぶ気質かたぎらしい。

「申し訳ございませえええええん！　すべては利三の責任です！　長宗我部家が畿内に不案内なことは最初からわかっていたこと！　援軍を要請する際に妥だ当とうな道案内役をつけていれば、こんなことには！」

「……過ぎてしまったことですぅ。しかし利三。それが二番目の悲報ということは……さ、最悪の悲報とはいったい!?」

　利三の報告は、光秀の想定をはるかに超えるものだった。

「……ひ、姫の本城である近江おうみ坂さか本もと城を、六ろつ角かく承しよう禎てい率いる伊賀甲こう賀が忍しのびどもに奪い取られました……き、京から坂本城へと避ひ難なんいただいていたご母堂は、ま、またしても人質に」

　そう。丹波で奇き跡せき的に救出されたはずだった光秀の母・お牧まきの方かたが、坂本城ごとまたしても東軍方に奪われてしまったのである。

　これで京の光秀は、西の大坂城に入った毛利軍と、東の近江坂本城に入った六角承禎とに挟はさまれる形となっていた。

　だが、城などは取り戻せる。たとえ燃やされてしまっても、また再建すればよいのだ。しかしお牧の方を二度までも人質にされてしまったことが、光秀を絶句させていた。光秀自身が縄なわ張ばりを施ほどこした坂本城は、そう容易に落ちる城ではないはずだった。京よりはずっと安全なはずだった。そう信じて、光秀はお牧の方を坂本城へと移したのだが──。

「最さい新しん鋭えいの石いし垣がきを採用した坂本城は、力攻ぜめに対しては強い耐たい久きゆう力を誇ほこる城でしたが、忍び対策に欠けていたようです。伊賀甲賀忍びの潜せん入にゆうを許し、内側から門を開かれてしまったのです。丹波に続き坂本城でまたしてもご母堂を捕とらわれたこと、すべてはこの利三の責任です！　切腹いたします！」

　切腹はなりません、と光秀はかろうじて声を振り絞しぼっていた。だが、（もしも六角承禎が母上に『光秀に東軍へ寝ね返がえるよう説得せよ』と強要したら……こんどこそ母上は、この十兵衛を主君を捨てた不忠者・裏切り者にするまいとご覚かく悟ごし、自害されてしまいます）という予感が、光秀の表情を凍こおりつかせていた。

　坂本城を包囲するか？　いや、毛利が京へ押し寄せてきたら……それに、迂う闊かつに坂本城を攻めればお牧の方の命が……どうすればいいのだろう？

「坂本城に、お牧の方の返へん還かんを要求する使者を派は遣けんいたしましょう。成功する確率は低いですが、それしかありません。この利三が参ります！」

「ですが、副将のお前を軍から切り離すわけにはいきませんし」

　坂本城への使者を務める適任者が、今の京の都にいるだろうか？

　一人だけ、いた。その者は、光秀の苦境を聞きつけて、自ら名乗り出てきた。




「おーほほほほ！　あり得ないくらいにご運が悪いようですわね、光秀さん？　ですが、安心なさい。京にはわらわがおりますわよ。征せい・夷い・大たい・将しよう・軍ぐんの、今・川・義・元が！」




　西軍が担かつぐ征夷大将軍・今川義元だった。今となっては、東軍が担ぐこども将軍・足あし利かが義よし昭あきのほうがほんものっぽくなっていて、もともと織田政権のお飾かざり将軍にすぎない義元はいよいよ偽にせ将軍臭しゆうが漂ただよっているが、当人はいっこうに気にしていない。京の軍権は光秀が握にぎっているわけで、光秀としては軍議に義元を呼ぶ必要もなく放置していたのだが、義元のほうから勝手に押しかけてきたのだった。「京でのうのうと遊んでいるだけあって、血色がいいですね……」といよいよ熱が高くなってきた光秀はぼそりと恨うらみ言をつぶやいた。

　今川義元はしかし、珍めずらしく真しん剣けんな表情で、優ゆう雅がに華か麗れいに光秀の手を握りしめていた。

「わらわが、坂本城へ交こう渉しよう役として参りますわ。六角家と今川家とは、ともに足利幕府成立以来の名家同士。太たい原げん雪せつ斎さいさんとともにわらわが上じよう洛らくした際には、駿すん府ぷから京への通り道となる近江の六角家が今川家を支し援えんし、ともに手を携たずさえて幕府を運営するという約束になっておりましたのよ。必ずや光秀さんのご母堂を返還させてみせますわ！　それどころか、わらわの威い光こうをもってすれば気位の高い六角さんを西軍陣じん営えいに引き込むことも可能ですわよ！」

　光秀は（自信満々ですが、だいじょうぶなのでしょうか）と心配になったが、義元はほんとうにやる気らしい。いつもの昼ひる行灯あんどんぶりとはまるで違ちがう。

「かつて清きよ水みず寺でらでわらわを守り抜ぬいてくださった光秀さんに、今こそ恩返しをする時が来たのですわ。お牧の方さまは、わらわと引き替かえにしてでも必ずや光秀さんのもとにお帰しいたしますわ」

「母上と引き替えに、とは？」

「お牧の方さまを解き放っていただく代わりに、わらわが坂本城に留とどまってもよい、ということですわ。人質の交こう換かんというやつですわね」

「危険ですぅ！　そもそも、名目上とはいえ、西軍の総大将を人質にされてしまうなど」

「それは最悪の場合のお話。わらわは戦いくさは苦手ですが、貴人として外交交渉を行う術すべには長たけておりますのよ。やまと御ご所しよの姫ひ巫み女こさまから信奈さんと叡えい山ざん勢の停戦の御ご綸りん旨じをいただいたのも、このわらわ。本猫寺との南なん蛮ばん蹴け鞠まり大会でも起死回生の一いち撃げきを放って織田家と本猫寺の開戦を防ぎましたし、松まつ永なが弾だん正じようさんの謀む反ほんの折に信奈さんを立ち直らせたのも実はわらわですのよ。あの時は心が痛みましたが、敢あえて心が折れかけていた信奈さんの頰ほおを叩かせていただきましたわ。ですがまだ、光秀さんには恩を返しておりませんもの」

　そうだった。義元は日ひ頃ごろ、信奈の「天てん下か布ふ武ぶ」事業にいっさい口を挟まずに昼行灯将軍として振る舞まっているし、合戦に関してはまるで役に立たないことは間違いないが、ひとたび織田政権が危機に陥おちいるや「本気」を出して何度も信奈たちを救ってきた。そしてその義元が今回は、光秀とその母のためにこの危険な任務をやり遂とげてみせる、と名乗り出てくれたのだ。追い詰つめられていた今の光秀には、涙なみだが出るほどにありがたかった。

「承知しました。ではせめて、五百ほどの兵を引き連れて身をお守りくださいです」

「あらあらお疲つかれのようですわね、光秀さん？　兵を連れていけばむしろ戦になってしまいますわ。お供は二人で十分ですのよ。竜たつ子こさーん！　お通つうさーん！　出番ですわよ～！」

　光秀は（おかしいです。陽気に振る舞ってはいるものの、今までの今川義元どのとはどこか違うような……）と不安に駆かられたが、母上を救ってくれるのはこのお方しかいない、と藁わらにもすがる気持ちで義元を使者に任命し、「交渉が決けつ裂れつし捕らわれそうになりましたら、ただちにお逃にげください。西軍の総大将が人質になったり、討うたれたりしてはなりませんです。なにとぞご無事で」と何度も念を押しながら、義元を送り出した。




　　　　※




　かくして本能寺を出立した今川義元の外交使節団は、夜を徹てつして近江坂本城へとまっしぐらに進んでいた。

「……寝ねかせてほしい……騒さわがしい今川の侍じ女じよ役をやらされるだけでも疲れるのに、なぜ竜子が坂本城に行かねばならない……今川め……人質使いが荒あらいぞ……」

　松まつ平だいら元もと康やすが三み河かわで独立して以後、二に条じよう城で義元の侍女をやらされている京きよう極ごく竜子が、目をこすりながらぼやいた。優雅で気品のある顔立ちは、さすが近江の名門・京極家の姫らしいが、その京極家は家臣筋の浅あざ井い家の下げ克こく上じようによってすでに大名家としては滅ほろび、上洛してきた織田家に臣従。以来、嫡ちやく子しの竜子は、信奈に人質として預けられていた。

　乱世慣れした竜子は外界でなにが起きてもあまり動じない性格なので、織田家という謎なぞの成り上がり家の人質になることは構わなかった。「……これも京極家存続のため。わかった」と恬てん淡たんと信奈のもとへ向かったのである。

　竜子は一種の書しよ痴ちで、それも、読むことよりも「書写して製本する」という本作りの作業が好きだった。京の都に住まえば、古書を書写し放題、堺さかいから渡わたってきたという南なん蛮ばんの活版印刷機にも触ふれられるかも、あれがあれば本をたくさん刷れるらしい、とむしろ人質暮らしに期待していた。

　……と、そこまではよかったのだが、その京でばったり出くわした今川義元に「まあまあ。京極家といえば六角家と並ぶ近江の名家！　征夷大将軍であるわらわの侍女にふさわしいお方ですわ！　竜子さん！　わらわの身の回りのお世話をすること、許可してさしあげますわよ。光栄に思いなさい、おーほほほ！」と気に入られてしまったことから、竜子は義元の侍女にされてしまい、そして今に至る。

　今回、竜子が義元に召しよう集しゆうされたのは、竜子が祖国・近江の街かい道どうに詳くわしいからである。いわば、坂本城までの道案内役だ。

「元康さんという便利な奴ど隷れい……いえ、相棒が武田信しん玄げんさんを前に恐きよう怖ふでお漏もらしなされて心ならずもわらわのもとを離り脱だつした今こそ、竜子さんの出番ですわ！　京極家ここにあり、と天下に知らしめる時ですわよ！　目をお開きなさい！」

「……南蛮眼鏡めがねがないと夜道ははっきり見えない……」

「んもう、やる気を見せていただきたいですわねぇ。さて、お通さん！　修しゆ羅ら場ばを何度も潜くぐってきたあなたには、坂本城までの護衛役、期待しておりますわよ！」

「どうして、わたしが今川義元の侍女にされているのよ!?　わたしに命令をしていい人間はこの世に半兵衛ちゃんただ一人なのよー！　明日、鞍くら馬ま山やまで開く予定だった『源げん氏じ物もの語がたり』講義はどうなるの？　半兵衛ちゃん、半兵衛ちゃーん！」

　織田家きっての「文学少女」、小お野のお通が金切り声をあげていた。

　お通は、かつては茶器専門の盗とう賊ぞくで、当時は「朧おぼろ月づき夜よ」と名乗っていた。しかし、お通には秘密があった。彼女はこの「真の世界」とも言うべき実体を持つ「陽よう世せ」の裏に幻まぼろしのように存在する「陰いん世せ」なるもうひとつの世界の住人で、しかも平安時代を生きていた陰おん陽みよう師じだったのである。

「陰世」の側ですでに平安時代を生きていたお通は、この世界の誰だれよりも「源氏物語」に詳しい少女で、関白近この衛え前さき久ひさや三さん条じよう西にし大だい納な言ごんら、並み居るやまと御所の貴族たちをその博識で虜とりこにしていた。関白も大納言も、こぞってお通の弟で子しとなり、自ら執しつ筆ぴつしている「源氏物語」の注ちゆう釈しやく書を添てん削さくしてもらっているほどだ。

　だが、当人は女の子同士なのに竹たけ中なか半兵衛に熱ねつ烈れつな愛情を抱いだいていて、半兵衛以外の人間の言うことはろくに聞かない。

「ああっ、上うえ杉すぎ謙けん信しんみたいな軍神と戦うだなんて、あなたには似合わないわ半兵衛ちゃ～ん！　どうせ旅に出すなら、半兵衛ちゃんがいる越えち前ぜんへ行かせてよ！」

　ともあれ、近江の地理に詳しい竜子と、かつて盗賊として京と畿内を荒あらし回ったお通の二人の力ちから添ぞえで、義元は予定よりも早く近江坂本へと到とう達たつできたのである。懸け念ねんされた夜よ盗とうはお通の姿を見ると逃げ散ったし、竜子が安全なルートを選せん択たくしたことも大きかった。




「着きましたわ、近江坂本城ですわ！　竜子さんもお通さんもご覧なさいまし、あの琵び琶わ湖こ畔はんに浮うかび上がる和わ洋よう折せつ衷ちゆうの『天主』を。安あ土づち城にも匹ひつ敵てきする豪ごう華かなお城ですわねえ～」

「……今川は戦に敗れて織田信奈の人質になっていながら、楽観的すぎる。きっとわれらは変態と名高い六角承禎に捕らわれて裸はだかに剝むかれて拷ごう問もん陵りよう辱じよくを受ける。そうなるに違いない。引き返そう……」

「陵辱ううう？　いやあっ！　半兵衛ちゃんと二度と顔を合わせられなくなるわ！」

　坂本城へ到とう着ちやくした京極竜子と小野お通はこの時、明智光秀には隠かくし通してきた義元の秘めた真意をはじめて打ち明けられることとなった。

「ふふ。竜子さん。お通さん。道中の警護役、大儀であった、ですわ。光秀さんには少々楽観的な話を吹ふき込みましたが、あれはそうでも言わないと京からの出立を認めてもらえなかったからですわ。六角承禎さんは、代だい償しようもなしにお牧の方さまを解き放ちはしませんわよ。ここから先は、わらわ一人で参ります」

「お牧の方さまと交換で、自ら人質となるつもりか。だが、認められねば、どうする」

「その時は舌先三寸で承禎さんを挑ちよう発はつして、激昂させてみせますわ。わらわは人を怒おこらせるのがなぜか上手ですもの。あなた方は、京へお戻もどりなさいまし。お飾りの将軍さまに殉じゆん死しする必要は、ありませんわよ」

「……なんだって？　じゃあ……今川お前まさか、交渉が決裂した折には自ら斬きられる覚悟で坂本城へ？」

「なにそれっ？　たしかに、偽将軍とはいえもしも六角承禎が将軍を殺せば、東軍は『将軍殺し』の汚お名めいを被かぶり、天下を争う大義を喪そう失しつするわ。下克上の乱世とはいえ、将軍殺しはそれほどの大罪よ。でも、わざわざそこまでしなくてもいいじゃない！」

「将軍だからこそ、ですわよお通さん。これぞ、信奈さんたち西軍の危機を打開する窮きゆう余よの一策というやつですわ。兵も領国も失ったわらわですが、まだ『今川将軍』という名だけは使えますもの。光秀さんへのご恩をお返しする時が、来たのですわ……そうなった場合、お牧の方さまを巻き込まぬよう、うまく立ち回る必要はありますけれども。わらわの真の悲願でした『相良良晴はぁれむ』設立の夢は泡あわと消えそうですわねぇ」

「今川。お前、自分を打ち倒たおした織田信奈の天下盗とりを支えるために、そこまで」

「そうだったの！　昼行灯を演じていたけれど、ほんとうは半兵衛ちゃんに勝まさるとも劣おとらない気高い精神の持ち主だったのね！　まあ、昼行灯のほうが本ほん性しようだと思うけれども」

「おーほほほ。おわかりいただけましたら、早々にお戻りなさい」

　だが、竜子もお通も、今川義元を見捨てて逃げる道を選ぶことを躊躇ためらった。

　その躊ちゆう躇ちよが、二人が離脱するための残り時間を、失わせていた。

　突とつ如じよ城門が開かれ、いっせいに殺気立った黒装束の忍しのびたちが飛びだしてきたのだ。

「「「うぬらが明智光秀からの使者か！　飛んで火に入るとはこのこと、交渉の余地はない！　引っ捕とらえろ！」」」

　今川義元は「これでは三人とも捕らわれてしまいますわね」と冷や汗あせを流しながらも、

「まあまあ。さっそくのお迎むかえご苦労様、ですわ。扇子せんすが欲しい？　それともわらわの花か押おうが欲しい？」

　と、精せい一いつ杯ぱいの虚きよ勢せいを張って得意の「高笑い声」を放ち、忍びたちを自分のもとへ集めようと挑発した。だがしかし、伊賀甲賀の忍びたちは非情だった。

「お迎えではない！　われらは六角承禎に雇やとわれし伊賀甲賀忍び！　貴様ら全員を捕らえると言っている！　縄なわにつけ、抵てい抗こうしても無む駄だだ！」




　今川義元、京極竜子、小野お通の三人はこうして、坂本城に設置されている姫ひめ武将専用の牢ろうへと閉じ込められることになった。地下牢ではなく、琵琶湖畔を格こう子し窓の奥から覗のぞき込むことができる。それだけが救いだった。お牧の方も同様の部屋に入っているという。光秀らしい人質への気配り設計が、お牧の方と三人にとっては幸いとなったのだ。

　だが、事態は明らかに悪化の一いつ途とを辿たどっている。

　もう終わりだ、城門前でばっさり斬られなかったということはわれらは六角と外道忍びどもに陵辱拷問されるんだ、と竜子が牢内で騒ぎ立てるので、「ええい。陵辱も拷問もないから騒ぐな面めん倒どう臭くさい！」と見張り役の忍びたちが困こん惑わくしたように叫さけんだ。

「あら。それは存外によいお話ですわね。では、承禎さんは改心なさいましたの？　はっ？　まさか、わらわの気高さに心を打たれて？　またしてもわらわは人助けをしてしまいましたのね？　わらわのこの高貴さ、優ゆう雅がさ、心根の美しさが我われながら恐おそろしいですわ！」

　今川はどこまで真しん剣けんでどこまでふざけているのかさっぱりわからん、と竜子がこぼした。

　見張り役の忍びたちも、義元に付き合わされているうちに思わず口が軽くなる。

「黙だまれ、勝手に自分の手て柄がらにするな！　六角承禎は、大垣でやらかした。織田信奈を捕らえる絶好の機会を得ながら、例の悪あく趣しゆ味みに走って大魚を逸いつしてしまったのだ」

「この失態を耳にした大坂城の小早川隆景と吉川元春は、大だい激げき怒どした。小早川隆景は、次に姫武将に対して士道に反する仕打ちをすれば、六角家を『無む縁えんの者』とみなし六角の一族をことごとく問答無用で殲せん滅めつする、承禎に従う伊賀甲賀の里も焼き払はらう、とわれらを凄すさまじい勢いで𠮟しつ責せき」

「……小早川隆景は滅めつ多たに怒らないが、いちど怒ったらそのやりようはむしろ織田信奈よりも容よう赦しやないという。われら伊賀甲賀の忍びは『山の民たみ』として隠れ里を織田信奈の侵しん略りやくから守りたいだけで、六角家の家臣ではない。承禎に暴走はさせぬ」

「……そうでしたの。それでは、お牧の方さまはご無事ですのね？」

「無事だ。あのお方は、自ら『これ以上十兵衛の足かせにはならぬ』と自決しようとしたので、われらがお止めし、安全のために監かん視ししている。姫武将のご母堂を人質に取ったあげく死なせてしまっては、東軍の正義が揺ゆらぎ、とりわけ義将・上杉謙信の戦意を削そいでしまう。小早川隆景は、坂本城をわれら伊賀甲賀者に奪うばわせた際に偶ぐう然ぜん居合わせたあのお方を人質として手に入れてしまったことで、かえって明智光秀に東軍への寝ね返がえりを誘さそうことができなくなってしまったと嘆なげいている。承禎がお牧の方を捕らえたことは、実は小早川隆景にとっても想定外だったのだ」

「まあまあ。幸運と不運とは糾あざなえる縄の如ごとしですわねえ。人質というものは、むやみに取れば良いというものでもないのですねえ」

　お牧の方の無事を確かく認にんした義元の表情が、精せい悍かんなものに変へん貌ぼうしていた。人質交こう換かんの件を切りだすつもりだ、と気づいた竜子とお通は緊きん張ちようして生なま唾つばを飲み込んでいた。

「忍びさんたち？　それでは、承禎さんに取り次いでいただけます？　征せい夷い大たい将しよう軍ぐんのわらわと引き替かえに、お牧の方さまと竜子さん、お通さんのお三方を解放してくださいまし。それが征夷大将軍であるわらわの要求ですわ。承禎さんとわらわとの二人きりで、直接交こう渉しようを行う茶会を開いてくださいな。わらわは、そのために坂本城に来たのですわ」

「それは少々難しい要求だな。ひとたび捕らえてしまった以上、人質は坂本城に留とどめておかねばならぬ。情に流されて馴なれ合いの戦になってしまえば、東軍の結束はやはり崩くずれ去ってしまう。とりわけ武田信玄が納なつ得とくするまい」

「小早川隆景さんに𠮟しかられ、謙信さんの顔を立て、信玄さんの顔色を窺うかがい……東軍側の事情もたいへんですのね。ですが、仮にも西軍の総大将であり、征夷大将軍であるわらわとの交渉を拒きよ否ひして牢に幽ゆう閉へいしたままでほんとうによろしいの？　この無法を小早川隆景さんに知られれば、そのような非礼があるか、とさらにお𠮟りを受けるのではなくて？」

「……くっ。それはそうだな。六角承禎など、どうなっても自じ業ごう自じ得とくだが、われらが巻き添ぞえを食うのは割に合わん」

「わかった。しばし、この牢で沙さ汰たを待て。六角承禎にわれら伊賀甲賀の忍び一同で交渉してみよう。だが、脱だつ走そうしようとすれば斬るぞ。決して動くな」

　おお、押し通した？　今川は押し出しだけは天下一だな……と京極竜子が感かん嘆たんした。

　お牧の方が決して斬られることはないということを確認し終えた義元は、六角承禎と二人になった席で人質交換の要求を吞のませるために弁べん舌ぜつを振ふるうつもりだった。ただ、交渉が決けつ裂れつした時にわざと承禎を激昂させ、自分を斬らせるという「奥の手」は、「人質を丁重に扱あつかえ」と承禎に厳命した小早川隆景によってすでに封ふうじられている。

　ならば絶対に人質交換を認めさせねばなりませんわね、と義元は思案に暮れながらしばらく牢の中で待たされたが、しかし、想定外の事態が待っていた。

『姫武将は腹の底でなにを考えているかわからぬ。恐ろしい。信じられぬ。交渉は拒否する』。それが、忍びが持ち帰ってきた承禎からの「返事」だったのだ。

「ええ？　なんですのそれは？　六角承禎さんは、いったいいつから姫武将恐きよう怖ふ症しように？」

　いやまあだいぶ以前からだが、小早川に𠮟責されたのが決定的だったと忍びが漏もらした。

　竜子とお通は、義元が六角承禎に斬られることは当面なさそうだと安あん堵どしたが、しかし義元の交渉がこれで「手て詰づまり」になったこともまた事実だった。

「……やれやれ。普ふ通つう、形ばかりでも交渉くらいするだろうに。結局、われらは三人とも捕らえられ、お牧の方さまも解放してもらえなかった。これからどうする。まあ、どうしようもないが」

「まずいわよ竜子ちゃん。もしも明智光秀が激怒して坂本城に押し寄せても、力押しではこの城は容易には落ちないわ。ここで明智軍が足止めを食くらったら、その隙すきに毛利軍は京を奪うかもしれないし、織田信奈軍を武田徳川と挟きよう撃げきするために東へ進むかもしれない。いずれにしても、大垣城と岐阜城まで押し切られている東部戦線までもが完全に崩ほう壊かいするわよ」

「……将しよう棋ぎで言えば、ほぼ『詰み』だな。小早川隆景名人に、打たれてはならない手を次々と打たれてしまっている。捕らわれたお牧の方さまが自害に成功するか、あるいは六角が今川に乗せられてこの偽にせ将軍をばっさり斬ってしまえば、『東軍は血も涙なみだもない。人質となった女によ人にんに手をかけた』と世論が沸ふつ騰とうして戦いくさの流れも変わったのだが、六角が小早川を異常に恐れているからにはどちらの可能性もなさそうだ。もう、終わりだ……」

「小早川隆景はどこまでも大局を見通して動いてくるのだから、ほんとうに厄やつ介かいだわ。制せい御ぎよできないはずの六角承禎を『飼い馴らして』いる。さすがは織田信奈を合戦で二度までも追い詰めた『冷血の智ち将しよう』ね」

「明智が坂本城に釣つり出されたら、その時点で小早川の勝ちが確定するぞ。明智はなんか具合悪そうだったし、やらかすかもしれない……」

　京極竜子と小野お通が、顔を見合わせていた。

　しかし、今川義元はいささかも動じていない。義元は自分が考えた戦略にまったく頓とん着ちやくしない。融ゆう通ずう無む碍げである（適当とも言うが）。そして、信奈たちの志のために「死」を覚かく悟ごすることはできるが、それはあくまで「最終手段」。決して、生きることに絶望しない。

　この八はつ方ぽう塞ふさがりの状じよう況きよう下かで、新たな打開策を義元は見み出いだしていた。

「むしろこれは西軍にとっては『幸運』ではありませんこと？　『お牧の方さまもわらわたち三人も無事ですわ、決して命を奪われたり脅おびやかされたりはしませんわ、それが東軍の正義にこだわる小早川隆景さんの方針ですのよ』と光秀さんと信奈さんに伝えることができれば、お二人は自由に軍を進退させられますわ。戦局は、一気に好転いたしますわよ」

　義元は優雅に微笑ほほえみながら、「ああ、わかりましたわ。わらわはたぶん、こういう時のためにお通さんをお供に選んでいたのですわ。自分でも気づかないうちに素す晴ばらしい知ち恵えを働かせていた自分の優ゆう秀しゆうさが怖こわい！　お通さん？　背中の翼つばさ、剝はがさせていただきますわね」とお通が背負っている黒い鞄かばんのようなものを引っぺがしていた。

　お通の「使い魔ま」、三本足の烏からす──ヤタガラスが、翼を閉じて鞄に擬ぎ態たいし、お通におぶさっていたのだ。

「ちょっと!?　きっちり張り付いてるんだから、無理に剝がさないで！　着物が破れちゃったじゃない！」

「クワーッ!?」

「あと、あなたが飼っている猫ねこの幽ゆう霊れいさんがいるでしょう？　あれもお借りしますわよ、お通さん」

「まったく、式神使いの荒あらい女ね！　ねこたま、起きなさい」

　むーん。久しぶりに目を覚ましましたぞ、と猫の地縛霊「ねこたま」がお通の胸むな元もとから「ぽん」と飛びだしてきた。

　ヤタガラスはお通が「陰いん世せ」で陰おん陽みよう師じとして活動していた頃ころから使し役えきしていた「お通の相棒」とも言うべき式神で、畿内に天あま津つ神かみの東とう征せい軍が入ってくる以前から存在していた古い地主神の末まつ裔えいらしい。

　ねこたまは、もともとは強大な猫の地縛霊だったものを、お通の親友だったとある女の子が調ちよう伏ぶくして飼い馴らした。紆う余よ曲きよく折せつがあって、今はお通の使い魔としてヤタガラスとコンビを組んでいる。ただし、かつてねこたまが所持していた膨ぼう大だいな霊力は「陰世」から「陽よう世せ」へとお通を転送する折にほとんど使い果たしてしまったらしく、基本的に無む駄だ飯めし食らいである。

「ヤタガラスさんはわらわの書状を足に巻いて、京・本能寺の光秀さんのもとへ。ねこたまさんは大垣城の織田信奈さんのもとへ。ねこたまさんは人語を話せますから書状は要いりませんわね！」

「クワ、クワ～ッ！」

「むーん！　これは身み震ぶるいするほどの大任ですな！　それがしにお任せあれ！　このねこたま、たとえ死しても使命を果たしてみせまするぞ！」

「ねこたま。あなたもう死んでいるでしょう？」

　窓のある部屋だったことが、幸いした。

　小こ柄がらなヤタガラスとねこたまは、ともに格こう子し窓の隙すき間まをすり抜ぬけて、大空へと飛び立っていった──。

　これで坂本城を「囮おとり」として光秀さんの動きを封じ、明智・織田両軍を分断させるという小早川さんの策は破れましたわ！　と今川義元が扇子を広げて微笑んでいた。

「ああ。お通さんをこの時のために召しよう集しゆうしていた自分の知ち謀ぼうが恐ろしい！」

　竜子が「噓うそをつけ。そいつは護衛役だろ。なにもかも、ただの偶然じゃないか」とぼやくが、すでに坂本城で大功を挙げたと信じる義元は「この世に偶然などはありませんのよ、竜子さん？」と得意満面で、聞いていない。

　だがその直後、義元との交渉を拒否したはずの老人が、牢ろうの前へと姿を現していた。




「……わしが六角承禎である。大垣での会戦の折に鎧よろい越ごしとはいえ島しま津づ家いえ久ひさに狙そ撃げきされ、もはや自ら弓をひいて軍を率いることはできぬ……これまで、家臣の娘むすめを奪い取ろうとしたり、人質にした娘を襲おそおうとしたり、わしはいくつもの女人絡がらみの悪行を重ねてきた。自業自得とはいえ六角家の名声はこの近江でもすでに地に落ちており、息子むすこもまたわしと同様に頼たよりない。伊賀甲賀忍しのびの働きで坂本城を奪ったはいいが、六角の名では兵が集まらぬし、伝書烏を飛ばされたとあらば明智光秀の足止めにすらなるまい。そこで、じゃ」




　先の良晴たちとの戦いで負傷したため、輿こしに乗せられて伊賀甲賀忍びたちの手で運ばれてきた六角承禎が、京極竜子を指さして告げてきたのだった。




「京極竜子よ。そなたは、六角家と並ぶ近江きっての名門の当主。浅井家や織田家なぞが台頭する以前は、北近江を京極が、南近江を六角が分け持ちして治めておった。京極家はこれより東軍につき、坂本城に京極家を慕したう旧臣や農民、国人たちを集めるべし。そなたが、この坂本城の総大将となるのじゃ。それで千から二千ほどの兵が集まろう。さすれば坂本城は見事に『囮』として機能するわ。否いなとは言わせぬ」




　京極竜子は、（承知すれば竜子は西軍から東軍へ寝返ったことになる。これはまずいぞ。っていうか京極家の復興とかどうでもいい）と冷や汗あせを流しながらも、鬼き気き迫せまる表情を浮うかべている六角承禎の要求に対して、

「……仕方ないな。お牧の方さまたち三人の身の安全を保障しろ。それが条件だ」

　と承しよう諾だくするしかなかった。

　そして今川義元はこの時、自分自身に言い聞かせるかのようにそっとつぶやいていた。

「『運命』の歯車が回りはじめているのかもしれませんわね。相良良晴さんが津田信澄さんとわらわの命を救ったことから大きく流れが変わっていたはずの『歴史』が、揺り戻もどされようとしているのかもしれませんわね。ならば、わらわにできることは──」




　　　　※




　ヤタガラスの飛行速度は、速い。

　本能寺でヤタガラスから『お牧の方さまたち四人の人質は全員、無事ですわ。小早川隆景さんの厳命があり、決して危害を加えることはないですわ。坂本城は隆景さんが準備した『囮』であり、罠わな。信奈さんに無断で攻せめ寄せてはなりませんわよ』との義元の書状を受け取り、「は、母上も解放されず、今川義元どのまで捕とらわれるとは!?　い、一生の不覚！　こ、この十兵衛の判断が、あ、甘かったです！　ダメです。こんなはずでは。母上の身を案ずるあまり、心の目が曇くもってしまっているとしか。なにをやっても後手後手に……うう……母上……義元どの……申し訳ございません……！」と光秀が歯ぎしりしているところへ、斎藤利三がまたしても顔面蒼そう白はくとなって駆かけつけていた。

「こ、こんどはなんですか、利三？　もう、これ以上の凶きよう報ほうはないはずですが……」

「それが……その……信じがたい凶報です」

「……いったい、なにが」

　斎藤利三いわく、丹たん後ごに約五百の日ノ本人傭よう兵へい団から成る海かい賊ぞく「倭わ寇こう」が上陸し、東軍への参入と西軍への宣戦を布告。旧幕府の丹後守護所を奪うばい取り、これを「田た辺なべ城」と改名して籠ろう城じようをはじめたという。

　その「倭寇」の大将と副将は──。

　明智光秀の旧主・元「剣けん豪ごう将軍」の足利義よし輝てると、義輝の異母弟ていにして足利幕府の大立て者・細川藤ふじ孝たかだという。

「ほほほ細川藤孝どのが、義輝さまのお隣となりについておられるのですか？　なななならば、明みんで修行を完成させた義輝さまが故国日ノ本で剣豪として大暴れするために戻って来たのではないですぅ！　東軍の小早川隆景と示し合わせて、西軍を葬ほうむり去るための策を持ってやってきたに違ちがいないですぅ！」

　足利義輝の名を聞いた時よりも、細川藤孝の名を聞いた時のほうが、はるかに光秀は狼ろう狽ばいしていた。斎藤利三は「剣豪将軍」よりも、その弟の細川藤孝が現れたことにこれほど光秀がうろたえていることを意外に思った。

「姫ひめ？　細川藤孝とは、いったい何者なのです？」

「ととと利三は、十兵衛が京で藤孝どのとともに義輝さまにお仕えしていた頃、まだ美濃で稲葉一鉄どのに仕えていましたから、知らないのです！　見た目は牛うし若わか丸まるかそれとも女の子かというたおやかな殿との方がたなのですが、とてつもなく頭の切れる策略家なのですぅ！」




　織田家に仕官する以前の光秀は、わずかな期間ではあるが「朝あさ倉くら家の客将」として京の足利幕府に仕えていた。義輝から見れば形式上は「陪ばい臣しん」ではあったが、幕府直参同然の待たい遇ぐうを受けていたのだ。そして、浪ろう人にんして窮きゆう乏ぼうしていた光秀を見出して朝倉家と足利家を繫つなぐ取り次ぎ役として登用してくれた恩人こそが、細川藤孝なのだった。

　信奈上じよう洛らく以前の京の都では、足利幕府復興を目指す剣豪将軍・足利義輝と、畿内を実力支配する三み好よし家を牛ぎゆう耳じっていた松永久ひさ秀ひで・三好三人衆の両陣じん営えいが、激しく争っていた。義輝は近江六角家や越前朝倉家ら親幕府派の諸大名とともに三好に対たい抗こうし、「義将」長なが尾お景かげ虎とらこと上杉謙信を越えち後ごから召しよう喚かんして三好勢を一いつ掃そうさせようとしたこともある。

　最終的には松永久秀にそそのかされた三好三人衆が二条御所を襲しゆう撃げきし、義輝は燃える炎ほのおの中で数々の名刀とともに斬きり死にして果てるはずだった。しかも不幸体質の光秀はこの時、義輝と朝倉義よし景かげとの交こう渉しよう役として義輝のもとにいた。義輝はうら若い姫武将である光秀を逃にがそうとしたが、光秀は肯がえんじなかった。いずれ京で名を揚あげてひとかどの姫武将となった暁あかつきには師である斎藤道三の志を継ついだ織田信奈に仕えるという夢はあったが、悲劇の将軍に最後まで殉じゆんじようとしたのだ。

　そんな義輝と光秀の「運命」を変えた男が、管かん領れい細川家の一族として生まれ、しかも足利将軍家の落とし胤だねでもあり、幼少時から流る浪ろうの将軍義輝を補ほ佐さし続けてきた細川藤孝だった。

　外見はまるで華きや奢しやな女にしか見えない藤孝だが、彼は武術の達人であり、素手で牛を投げ飛ばす「技」すら持っている。藤孝は騒そう然ぜんとなっていた二条御所へ、薄うす笑わらいを浮かべながら悠ゆう々ゆうと乗り込んできた。

　しかも藤孝は知略にも長たけていた。二条御所からの逃とう亡ぼうをよしとしない義輝を説得するために、藤孝は敢あえて義輝の幼い妹・義昭を二条御所へと連れてきていたのだ。さらに藤孝は義輝にただ京から逃げよと告げるだけでなく、なんと「明への亡命」を勧すすめた。




「尾張の織田信奈、今川義元を桶おけ狭はざ間まで撃げき破は。ここまではわたくしの予想通りの展開でしたが、どういうわけか織田家は義元を殺さずに捕ほ虜りよとして留め置いております──この異様な事態の持つ意味、今後予想される歴史の展開。十兵衛ならわかりますね」




　義輝には、藤孝の意図はよくわからなかった。だが、利発な光秀は藤孝が「足利兄妹きようだいを明へと亡命させる」と告げた時に、「足利兄妹が不在となった今、織田信奈さまを上洛させ天下に号令を下させるために、信奈さまが人質として捕らえている足利の分家である今川義元を新将軍として担かつぐべし」と閃ひらめいたのだった。

　明へ向かう際、藤孝は、光秀にこう言い残して行った──。




「都での将軍襲撃など、前代未聞です。これ以上日ノ本がもたない時が来ています。今、将軍候補は一人でいい。両りよう雄ゆう並び立たず、と言います。二人の将軍が並べば天下はいよいよ大乱となり取り返しがつかなくなるでしょう。だから今はお互たがいにお互いの将軍候補を掲かかげて、乱世の統一のために己おのれの道を進めばよいのです。遠回りに見えてもそれが近道なのです。いずれそれぞれの将軍を補佐する立場で再会し、戦うこともありましょう。その戦いくさこそが、天下統一のための最後の決戦です。わたくしと、あなたとで、です」




　信奈と光秀が上洛を果たした後、まず足利義昭が「足利正統将軍」として日ノ本に帰国し、毛利家に住み着いて反織田家連合軍の旗はた頭がしらとなった。

　そして今、足利義昭の上洛に呼応して、ついに足利義輝と細川藤孝が明から日ノ本へと舞まい戻ってきたのだ。




「姫！　たしかに藤孝どのは智ち将しようのようです。このまま田辺城に剣豪将軍を放置しておけば、丹後、若わか狭さ、越前の国人たちは剣豪将軍の武名に靡なびいて続々と東軍側についてしまいます！　もはや越前から半兵衛どのが兵を割さいて田辺城を攻め落とさねば、この流れは止められません！　しかし越前の兵を割けば、加か賀がで半兵衛どのと睨にらみ合っている上杉謙信が一気に北陸道を押し通るべく南下を開始します！　もはや西軍は『詰つみ』ました！」

「しかし、利三。いくらなんでもこんな時に偶ぐう然ぜん明から義輝さまたちが帰国するはずがないですぅ！　まさか……細川藤孝どのは、この十兵衛と『天下統一のための最後の決戦』を行うために戻って来たですか？」

　おそらくは以前よりひそかに毛利側が担ぐこども将軍と連れん携けいを取り、隠お岐きの島しまあたりで機会を窺うかがっていたのでしょう、と斎藤利三が衝しよう撃げきで倒たおれそうになっている光秀の肩かたを支えながら呻うめいていた。

「姫、無念です。せめて長宗我部軍さえ、予定通り西軍入りしていれば……残る手段は、この京から田辺城へと兵を割いて送るのみです。むろん、長宗我部を取り込んで大軍となっている毛利と坂本城とに挟はさまれた状態で兵力を分断するなど、下策中の下策ですが」

「よ、よ、義輝さまはわが旧主、藤孝どのは十兵衛を将軍家と朝倉家に紹しよう介かいしてくださった上に、命まで救っていただいた大恩人です！　攻めることなどできません！　ですが、今の十兵衛はすでに信奈さまにお仕えしてその志に生しよう涯がいを捧ささげた身！　それに姫路軍が消散し、長宗我部元親を奪われ、坂本城に今川義元どのと母上を捕らわれているこの状じよう況きようで、田辺城へ兵を送ってはそれこそ小早川隆景の思う壺つぼです。いったい、どうすれば」

「……ここに、その細川藤孝どのより、姫への書状が」

「えっ？　信奈さまにではなく、十兵衛に、ですか!?　宣戦布告でしょうか、それとも十兵衛を調略するおつもりでしょうか？」

「わかりません。まだ封ふうを開いておりません。姫に、最初に読んでいただかねば」

　光秀は、（大量に茶を飲みましたのに、目がかすんできたです……うう……）と自分の頰ほおを叩たたきながら細川藤孝からの文ふみを開き、そして大急ぎで目を通した。その内容がまさかこのような文であるとは、光秀はまったく予想していなかった。




『お久しぶりです、十兵衛。いえ、今は〝惟これ任とう日向ひゆうがの守かみ〟でしたね。将軍職を退いたわが主・足利義輝さまには天下を奪う野心はございません。ですが、義輝さまは妹ぎみの義昭さまと旧友の上杉謙信に義理立てし、東軍の一武将として最後の一兵となるまで戦い、斬り死にする覚かく悟ごでおられます。本来ならば二条御所で滅ほろびるべき〝運命〟だった余が日ノ本に舞い戻って滅びる、当然のことだと、義輝さまは言われるのです。わたくしは、どうにかして義輝さまを、そして窮きゆう地ちに陥おちいっているあなたを救いたいのです。ぜひともあなたを介かいして織田家と和わ睦ぼくを結びたいのです──義輝さまと織田家とが和睦すれば、義輝さまが東軍が担ぐ足利義昭さまと西軍との仲ちゆう介かい役を務めることも可能となりましょう。無論、ここで両者が和睦を結べば、いずれは分家の今川将軍を担いでいる織田家は本家である足利家に押されることとなり、最終的には足利家が天下を盗とることになりましょう。が、それでも義輝さまとあなたと、そして織田信奈の命を救うことはできます。ただし──』




　光秀は、彼女が決して乗る可能性のない露ろ骨こつな東軍への寝ね返がえりの誘さそいではなく、「和睦」という名の事実上の降こう伏ふく勧かん告こくを持ち出してきたことに、智将・細川藤孝の凄すごみを感じていた。藤孝は明へ去って世を捨てたのではなく、ひたすらにずっとこの「時」を待ち続けていたのだ、自分が「歴史」の表おもて舞ぶ台たいに立つ出番を恐おそるべき忍にん耐たい力をもって無言で待っていたのだ、と知った。しかも、今川義元が坂本城に捕らわれたという事実は、田辺城と坂本城の距きよ離りの遠さを考えれば、細川藤孝といえども知り得ぬままにこの書状を書いたはずだ。

　もしもこの世界に「運命」の流れのようなものがあるとすれば、すべては「東軍」に、あるいは「足利」へと、一気に傾かたむいているとしか思えなかった。

（「玉」である今川義元どのを捕らわれた時点で、この「合戦」はすでに西軍圧あつ倒とう的てき不利に。ですがいったん和睦し、「政争」へと戦いの舞台を移せば、万が一にでも巻き返せるかもしれないです。「天下分け目の決戦」というひとつの戦いで天てん下か布ふ武ぶを達成し戦国の世を終わらせる、これこそがもっとも人間が死なず時間が浪ろう費ひされない天下平定の手段だという信念を持って戦われてこられた信奈さまはお認めにならないでしょうが、十兵衛が今すぐに藤孝どのと和睦すれば、あるいは）

　震ふるえながら書状を読み終えた光秀の心は、激しく揺ゆらいだ。なぜならば、細川藤孝が最後に書き記していた「和睦条件」が、光秀に即そつ決けつを許さない衝撃的なものだったからだ。

（え、えええええっ？　ま、まさか!?　ふ、藤孝どのは本気なのですか？）

　想定外の「条件」を突つきつけられた光秀は、完全に、窮きゆうした。吞のめるはずがない。こんな条件は。だが、吞まなければ、信奈も、良晴も、急激に膨ぼう張ちようしつつある東軍勢に撃うち破られてしまう──。

　光秀は、目に見えないなにかが……敢えて言えば「運命」が織田信奈と、そして光秀自身とを破は滅めつへの道に引き寄せようとしている、そう思わざるを得なかった。そして、その「運命」に、怯おびえた。




　この「足利義輝と細川藤孝が丹後の田辺城で籠城を開始」という情報は、光秀のもとに届くとほぼ同時に、九州から京に戻もどってきたばかりの関白・近衛前久のもとにも伝わった。

　本能寺に、挨あい拶さつもなしに近衛が血相を変えて……といっても白粉おしろいで顔を塗ぬっているので、顔色はわからないのだが……飛び込んできた。

「おじゃああああっ！　あああ明智光秀どの！　なにとぞ、なにとぞ田辺城を攻こう撃げきすることだけは思いとどまっていただきたいでおじゃるーっ！」

　藤孝から示された唐とう突とつな「和睦条件」を吞むべきか否いなかと混乱していた光秀は、近衛がなぜこれほどに慌あわてているのか、すぐには理解できなかった。

「……え……関白さま？　どうしたですか、突とつ然ぜん？」

「惟任日向守明智光秀ともあろう者が、そちらこそどうしたでおじゃるか？　まず、この麻ま呂ろと足利義輝とは義兄弟の仲！　かつてはやまと御所と足利幕府の復興のために、ともに互いに背中を預けて三好一党と戦ってきた者同士でおじゃる！　最終的には畿内に上杉謙信の越軍を呼び寄せて三好との決戦をもくろんだ義輝と、上杉謙信を関東管領に就任させて東国に親足利勢力を築くという野望を抱いだいた麻呂とで意見が対立し、袂たもとを分かったでおじゃるが、義輝はすでに将軍位を退いた身。二条御所から生きて明まで亡命した己を恥はじ、西軍を相手に斬り死にするために戻って来たとしか思えぬでおじゃる！」

「そ、それはそうかもしれませんが……」

「もうひとつ。実はこちらのほうが、さらに重大な問題なのでおじゃる。義輝の忠実な家臣にして、異母弟ていでもある細川藤孝は、そちも知っておる通り、やまと御所の三条西大納言より一子相伝の秘伝『古こ今きん伝でん授じゆ』を伝授されている男でおじゃる！　あれは、日ノ本の歴史を覆くつがえすほどの強大な『言こと霊だま』が書き記されている重大な書物！　藤孝とともに『古今伝授』が焼失してしまえば、御所の権けん威いは凋ちよう落らくしてしまうでおじゃる！」

　そもそも、やまと御所がその焼失を恐れなければならない一子相伝の秘伝「古今伝授」とは、なにか？　教養人の明智光秀と近衛前久は無論知っているが、美濃侍ざむらいである斎藤利三にはいまいち伝わらない。

　光秀は、震える声で利三に「古今伝授」の簡単なあらましを教えた。

「古今伝授」は、表向きには、六百年以上の歴史を誇ほこるやまと御所伝来の勅ちよく撰せん和歌集「古こ今きん和わ歌か集しゆう」を読み解くことができる「解かい釈しやく書」だと伝えられている。

　しかし、その実体は日ノ本の言語とは異なる言葉で書き記されている「暗号書」であり、その内容が漏もれれば日ノ本の歴史そのものが一変してしまうほどの重大な秘密が隠かくされていると言われている。そのため、藤ふじ原わら氏の一族である三条西家が一子相伝としてこの秘書を守り続けてきたのだ。三条西家から漏れたとおぼしき「古今伝授」の一部を断片的に伝承したと称しようする書もいくつか存在するが、それらはすでに原本の形を留とどめておらず、ほんものの「暗号書」として現存する「古今伝授」は三条西家伝承の一冊しかないという。

　かつて三条西大納言は京の戦火から逃のがれるために、甲か斐い武田家や駿する河が今川家などを転々とする「都落ち」の日々を過ごしていた。この間、京に保存されていた貴重な歴史的書物の多くが、応おう仁にんの乱以来の度たび重なる京での合戦によって焼失し、失われてしまった。たとえば、奈な良らに都があった時代の伝説上の人物とも言える予言者・聖しよう徳とく太たい子しこと廏うまや戸どの皇おう子じが書き残したという「未み来らい記き」には、近年までいくつかの写本が存在していたが、それらのすべてが戦災や原因不明の出火によって焼失してしまったのだ。

　三条西はいつ何時、「古今伝授」が自分の代で断絶するかわからぬ前半生を送ることを余よ儀ぎなくされたのである。しかも嫡ちやく子しが幼かったため、窮した三条西はやむを得ず、足利義輝の実弟であり幕府はじまって以来の文武の秀しゆう才さいと評判だった細川藤孝に、一代限りの約束で「古今伝授」を伝えたのだ。三条西家の嫡子が無事に成長した暁あかつきには、細川藤孝から「古今伝授」を三条西家へ戻すという約束とともに。

　つまり「古今伝授」は、なにかとてつもない秘密を記した暗号書なのだ──斎藤利三は、固かた唾ずを吞んで光秀と近衛の逼ひつ迫ぱくしたやりとりを凝ぎよう視ししていた。

「関白さま。そもそも『古今和歌集』は、いにしえの和歌を集めている本です。『古今伝授』が和歌の注ちゆう釈しやく書でないならば、ほんとうはなにが書かれているですか？」

「細川藤孝に『古今伝授』を伝授した三条西大納言も、肝かん心じんの『古今伝授』を『読めなかった』のでおじゃる。つまり代々の伝承者は、かの暗号書を意味がわからぬままに書写して次の代へ託たくし続けてきたのでおじゃる」

「日ノ本の言葉とは違ちがう文字……漢字、かたかな、ひらがな以外にも、日ノ本には文字があるですか？　『古今和歌集』だって、かな書きと漢文体の二つの文章から成立しているです。暗号のようなものが隠されているようには思えませんですが、しかし……」

　光秀は味み噌そ臭くさい尾張織田家に仕える主力武将の中では例外的な教養人で、「古今和歌集」はほとんど暗唱できる。編者である紀きの貫つら之ゆきが書き残したかな書きの序文には、かねて感かん銘めいを受けていた。

「……紀貫之の序文に曰いわく、『力をも入れずして天地あめつちを動かし、目に見えぬ鬼おに神がみをもあはれと思はせ、男女の仲をも和やわらげ、猛たけき武士もののふの心をも慰なぐさむるは歌なり』……和歌という文化が、いにしえの平安王朝の時代には『言霊』としての力を持っていたことは明らかですが、今の戦国の世では和歌にはもう天地を動かし鬼神や武士の荒あらぶる心を鎮しずめるような力は失われているはずです。今の流は行やりは和歌ではなく、『連歌』ですし」

　近衛前久は「文学論を戦わせている時ではないでおじゃる」と冷や汗あせを流しながら説いた。

「たとえ読めずとも、細川藤孝が持っている『古今伝授』の写本は『三種の神器』と並ぶやまと御所の権威の象しよう徴ちようでおじゃる！　合戦で焼けてしまっては、三条西家、ひいては麻呂を頂点とする藤原氏一門が責任を問われ失しつ脚きやくするは必定。のみならず、御所と姫巫女さまの権威そのものが危あやうくなるでおじゃる。すでに『三種の神器』を織田信奈が用いてみせたことで、姫巫女さまの権威は大きく損なわれているでおじゃる。この上、『古今伝授』まで失われてしまっては……これは、やまと御所存亡の危機！　なにとぞ、田辺城攻ぜめは思いとどまっていただきたいでおじゃる！」

　このまま田辺城を放置していては、越前から若狭、丹後にかけての日本海側諸国の国こく人じん衆しゆうが次々に東軍に靡なびき、すでに西は大坂、東は尾張清洲城までを東軍に奪うばわれている西軍は完全に息の根を止められる。藤孝はともかく、「足利義輝」の存在はあまりにも大きい。

　しかし、関白から「古今伝授」を守れ、田辺城を攻めるべからずと命じられれば、やまと御所を尊重する光秀としては逆らうことはできない。

「本来、武家である細川藤孝が三条西家一子相伝の『古今伝授』を伝承したことじたい、妙みようだったでおじゃる。細川藤孝は来たるべき『天下分け目の決戦』の時のために三条西を言葉巧たくみに口説いて『古今伝授』を手に入れ、その時が来たとばかりに『武器』として用いてきたとしか思えぬでおじゃる！」

　この時光秀は、ふと、かつて藤孝と交かわした会話を思いだしていた。

　信奈に仕えるようになって以来、足利幕府のために奔ほん走そうしていた日々はもうまるで遠い過去だ。だがたしかに、藤孝は「古今伝授」について光秀に語ったことがあった。

「そういえば……あれは足利義輝さまと義昭さまをお連れして船で明へ去る際だったでしょうか。藤孝どのが仰おつしやっていました。日ノ本の歴史の根幹にかかわる一子相伝の秘事、門外不出の『古今伝授』を、いずれこの十兵衛に伝授すると」

「はて。それは妙な話でおじゃる。細川家への伝授は、あくまでも戦乱の世から『古今伝授』を守り抜ぬいてくれるであろう藤孝一代限り。藤孝よりいずれ三条西大納言のご子息へと『古今伝授』をお返しするという約束のはず」

　近衛前久から「田辺城攻めはまかりならぬ」と念押しされ、そしてその田辺城に籠こもる細川藤孝からは容易には承知できない厳しい「和睦条件」を突きつけられている。

「いったいどうすればいいですか」と迷う光秀と、そして「なにとぞ『古今伝授』だけは守っていただきたいでおじゃる」と執しつ拗ように懇こん願がんする近衛のもとに、さらに意外な人物が現れていた。

　その男は、一いつ切さいの武具を身にまとわず、清せい楚そな修道士としての正装姿で本能寺を訪おとずれていた。光秀と近衛が詰つめている部屋の入り口に立っていた斎藤利三が「今は重大な協議中だ。無断で入ってはならない！」とその男を制止しようとしたが、彼が微び笑しようを湛たたえながら「すっ……」と右手を掲かかげた瞬しゆん間かんに、斎藤利三の身体からだはどさりと崩くずれ落ちていた。

「きっ……貴様はああああっ!?　なぜこの本能寺に貴様がいるでおじゃるかああ！　麻呂を暗殺するつもりでおじゃるかあ！」と近衛前久が悲鳴のような声を上げて、室内にゆっくりと姿を現したその男を指さしていた。

「貴様、斎藤利三になにをしたでおじゃるかーっ！　さては南なん蛮ばんの妖よう術じゆつを用いて」

「ジパング風に言えば、私にも身を守る『影かげ』がおりましてね。少々急いでおりますので、しばし眠ねむっていただいたのです。非礼は詫わびますが、怪け我がはさせておりません」

　明智光秀が（利三ほどの使い手を一瞬で？　何者ですか？）と困こん惑わくしていると。




「明智光秀さま、『はじめまして』。私は、ドミヌス会に所属する宣教師。ジパングにおけるキリシタンの布教活動のいっさいを委ゆだねられているガスパールと申します」




　その男・ガスパールは、光秀に対して優ゆう雅がな「日本式」の礼をしてみせていた。

　明智光秀はキリシタンではないが、南蛮人と南蛮文明には信奈同様に寛かん容ようで、種たね子が島しまの売買を通じて南蛮商人たちとも親しい。しかし、長らく九州の大おお友とも宗そう麟りんのもとで活動していたガスパールとは初対面である。整った顔立ちを誇る、気品があり静かな男性だった。しかし、今まで会ってきた南蛮人とはなにか違うです、と背筋が凍こおりつく思いがした。

「ドミヌス会の日ノ本における最高責任者は、フロイスどのではなかったのですか？」

「はい。カトリックは聖母マリアを崇すう拝はいする宗教組織ではありますが、フロイスはあの胸故ゆえに魔ま女じよの疑いを掛かけられがちな修道女ですから、そう容易には頂点には立てません。フランシスコ・ザビエルさま以来のジパングにおける布教活動の大業を引き継ついだ者は、この私です。どうかお見知りおきを──」

「それでは、フロイスどのは？　京から去ったですか？」

「いえ。本能寺の庭先に待たせてあります。近ちか頃ごろ、彼女はこの東洋の黄金の国ジパングの魅み力りよくに取りつかれたらしく、ジパングの『歴史』を書き記す作業に没ぼつ頭とうしていまして、『日に本ほん史し』なる書物を完成させると気合いを入れている様子。九州で宗麟さまが憑つかれておられた『宇う佐さ八はち幡まんの神しん託たく』が、まるでオリンポスの巫み女この預言のようだ、ジパングとヨーロッパにはなにか文化的な連続性・関連性があるのではないか、と言いだしておりまして。しかし残念ながら私にはそのような過去の歴史の謎なぞ解ときに没頭する時間はありませんので、今後はしばらく分業体制で行こうと思います」

　分業とはなんでおじゃるかーっ！　フロイスが「日本史」を書くのは構わぬでおじゃる！　しかしそちゃ、南蛮人でありながら都でのまつりごとに口を挟はさむつもりでおじゃるか！　と、近衛前久が吼ほえた。

「なにをしに来たでおじゃる！　まさかこんどは、明智光秀どのをたぶらかして織田家の兵権を乗っ取るつもりでおじゃるか!?　相良良晴が奮ふん闘とうせねば、大友宗麟は今いま頃ごろうぬの傀かい儡らいにされたまま、日向にキリシタン王国を建造していたでおじゃる！　そちの所行、九州ですら許し難がたいのに、都に乗り込んでくるとは。許さぬでおじゃる！」

「……いえ。そのようなことは決して。私はジパングには存在しない『観測術プレビシオン』なる未来予知の術を身につけております。今、織田家を中ちゆう核かくとする西軍陣じん営えいは、崩ほう壊かいの危機を迎むかえております。私が見るところ、遠からず織田信奈さまの本城であり天てん下か布ふ武ぶの象徴である安土城の天主が焼け落ちます。織田信奈さまに、滅ほろびが迫せまっているのです──私はこの『未来』の成じよう就じゆを防ぎ止めるために、西軍にささやかながら協力したいのです」

　ええっ!?　「安土城炎えん上じようの未来」とは、いったいなんのことですかっ？　ご協力、感謝いたします！　是ぜ非ひともお願いしますです！　とお人ひと好よしの光秀がぐらつき、近衛がそのおでこをぴしりと叩たたいた。

「ふぎっ。痛いです！」

「光秀どのは、人が好すぎるでおじゃる！　たぶらかされやすいのでおじゃる！　この者は都を奪い取りに来たのでおじゃる！　かぶき者で南蛮びいきの織田信奈が滅び、旧体制側である東軍が勝利すれば、キリシタンはもはや思うように布教できなくなるでおじゃるからな！　しかし、それは身から出た錆さび、自じ業ごう自じ得とくでおじゃる！　牟む志し賀かなどというキリシタン王国を日向に作ろうとしたそちの野望、決して許さぬ！」

「……近衛さま。開国路線を採りながらキリシタンを弾だん圧あつしようなどとは、土台無理な話なのです。あなたはいずれ、織田信奈さまを裏切られるお方のようです」

「おじゃーっ！　盗人ぬすつと猛たけ々だけしい！　そちこそ、織田信奈を宗麟のように傀儡にするつもりでおじゃろう！」

「宗麟さまを傀儡にしようとしたことはございません。それは見解の相そう違いです」

「ぐぬぬ！　奸かん賊ぞく！　薩さつ摩まより島津義よし弘ひろを呼び寄せて天てん誅ちゆうを食くらわせるでおじゃる！」

「あわわ。内ない憂ゆう外がい患かんとはこのことですぅ！　いったいどうすれば!?　もう十兵衛には、どうしていいのか……！」

　あのう……近衛さま。この南蛮人のパードレさまが「未来予知」の術を持っているのでしたら、今はぜひともお力ちから添ぞえをいただいたほうがいいと思います、とおずおずと声を上げた幼い巫女がいた。

　近衛前久の家け礼らいを務めている、吉よし田だ神社の巫女、吉田兼かね見み。

　彼女は、光秀の友人でもあった。不幸体質の光秀には神社参りの趣しゆ味みがあり、愛あた宕ご山やまとともに吉田神社にも暇ひまを見ては通っていたのだ。

「兼見ちゃん？　来ていたですか？　お久しぶりですぅ！」

「う、うん。みっちゃん、お久しぶり」

「その『みっちゃん』はやめるです！　滝たき川がわ一かず益ますを思いだすです！」

　その吉田兼見が今、近衛前久も明智光秀も、そしてガスパールも知らない「古今伝授」と細川藤孝の秘密を明かそうとしていた。

「これっ吉田兼見よ！　勝手に部屋に入ってはならぬでおじゃる！　そちゃ、吉田神社の巫女ではないか！　それがなんたる言いぐさでおじゃる、南蛮人の手を借りよとは！」

「冷静にお聞きください、近衛さま。実は細川藤孝さまは『未来』を知っているのです。おそらく、パードレさまよりも詳しよう細さいに。相良良晴さんに匹ひつ敵てきするほどに」

「「「未来を!?」」」

　冷静沈ちん着ちやくなはずのガスパールが、「馬ば鹿かな。未来人の相良良晴と、そして『観測術』を習得したこの私よりも『未来』に詳くわしい人間など、この戦国時代のジパングにいるはずがない。時間の壁かべは、誰だれもが突とつ破ぱできるようなものではない。そう。この世界に『未来人』は『ただ一人しかいない』はずだ！」と戸と惑まどっていた。

　まさか藤孝どのも未来人なのですか？　と光秀が慌あわてて兼見の肩かたをつかんでいた。

「い、いえ。未来人ではないの。あのお方は、れっきとしたこの時代の人間よ」

「と、いうことは……ああっ？　『古今伝授』に日ノ本の『未来』が書かれているということですね！　藤孝どのは『古今伝授』の暗号を解読して、この国の『未来』を知ったと？」

「みっちゃん、そうなの。『古今伝授』の真の正体は、日ノ本の『未来』を記した予言の書なの。藤孝さまは、『未来』を知った上で、一連の行動を」

　なんとな？　その話は納なつ得とくいかぬでおじゃる！　と近衛がうろたえて吼えた。

「三条西家の誰もが読み解けなかったあの暗号書を、どうやって藤孝はあの若さで解読したでおじゃるかーっ！　藤孝が暗号を解読したというならば、その経けい緯いを説明せよ！」

「はい。順を追ってご説明いたします。まずはじめに、藤孝さまは紛まぎれもなく、足利義輝さまの異母弟てい。生まれも育ちも確かなお方です。藤孝さまの実のお父上が、他ほかならぬ剣けん豪ごう将軍・足利義輝さまのお父上であり、そのために藤孝さまが義輝さまに家臣兼けん弟として尽つくしてきたことは周知の事実ですが、藤孝さまのお母上については意外と知られておりません。むろん、近衛さまはご存じですが」

「……藤孝のお母上、じゃと？　誰であったかのう？　おお、そうであった。たしか国学、儒じゆ学がく、歴史、神しん道とうその他あらゆる学問に精通した大学者・清きよ原はら宣のぶ賢かたの娘むすめであったでおじゃる！　清原宣賢もまた、京の戦乱を避さけて越前朝倉家のもとへ落ち延び、一いち乗じよう谷だにで亡なくなったのであったのう……それがいかがいたしたのじゃ、吉田よ？」

「はい。細川藤孝さまは、父方は足利将軍家ですが、母方の血筋を辿たどれば清原宣賢さまのお孫さまにあたるお方です。その清原宣賢さまは──実は、私が継いでいる吉田神社の直系。吉田家の人間なのです。つまり、私と細川藤孝さまとは、従い兄と妹この関係にあたるのです」

「……ほう。言われてみれば……そうでおじゃったな!?」

「藤孝どのが、兼見ちゃんの従兄いとこ、ですと!?　しかしそれが、藤孝どのが『古今伝授』を解読したという話とどう繫つながるですか？」

「みっちゃん。吉田家が興おこした『吉田神道』は、大学者だった清原宣賢さまの学識があってこそ、新しい戦国の世に対応できる神道としての独自の体系を作ることができたの。清原宣賢さまは、漢字ともかなとも異なる古代日ノ本独自の言葉、『神代文字』について調べておられたの。あちこちの神社や遺い跡せきに、それらの神代文字が遺のこされている。清原さまは『日本書紀』の研究書『日本書紀抄しよう』の中に、こう書き残されているわ。『神代ノ文字ハ秘事ニシテ流布セズ──其字形、声しよう明みようノハカセニ似タリ』と」

「ほほほほんとうにそんな奇きっ怪かいな文字が、日ノ本にあるですか？」

「うん。あるんだよ、みっちゃん。たとえば伊い勢せ神じん宮ぐうにも神代文字の一種である『阿あ比ひ留る草そう文も字じ』が書かれた書物が残っている。でも、まるで暗号のようで誰にも読めなかった。大学者の清原さまはこの阿比留草文字の解読に成功したの。そしてその秘事は、吉田神社を経由して、清原さまの孫である細川藤孝さまに密ひそかに伝承された──吉田家の人々は、戦乱の中で神代文字を解読する秘術が失われることを恐おそれて、武家であった藤孝さまに門外不出の約束で──」

　おじゃっ!?　三条西家の「古今伝授」を藤孝が継いだ時の逸いつ話わと、まるで同じでおじゃる！　と近衛前久が腑ふに落ちたかのように膝ひざを打っていた。

「兼見ちゃん!?　つまり藤孝どのは、『神代文字』の解読方法を吉田神社から伝承させ、同様に『古今伝授』の一子相伝の書を三条西大納言さまから伝承させたのですね！　わかったです！　『古今伝授』は、漢文でもかな書きでもなく、『神代文字』で記されていたのですね！　しかし吉田神社も清原さまも、三条西家が守る『古今伝授』を目にすることはできなかった。両方を手に入れた藤孝どのだけが、解読に成功したですぅ！」

　力をも入れずして天地あめつちを動かし、目に見えぬ鬼おに神がみをもあはれと思はせ、男女の仲をも和やわらげ、猛たけき武士もののふの心をも慰なぐさむるは歌なり……光秀は再び紀貫之のその序文を口にしていた。

「三好三人衆が二条御所の足利義輝さまを襲しゆう撃げきした際、藤孝どのがそれを察知して義輝さまを見事に救出したのも、『古今伝授』を解読することで義輝さまが二条御所で斬きり死にするという『未来』を知っていたから、だったのですね!?」

　光秀はついに、藤孝の目もく論ろ見みを察した。

　お互たがいがそれぞれの将軍を担かつぎ天下を争うことになる、だが今は片方が退ひくべき時、未み曾ぞ有うの大乱となってしまう……と藤孝が足利兄妹を連れて明へと亡命した理由も、それでわかった。光秀がいずれ織田信奈に仕えて上じよう洛らくし、織田家による「天下布武」事業をはじめることを、藤孝は知っていたのだ！　本来ならば足利義輝が二条御所で討うち死にすることで、信奈は義輝の妹・足利義昭を将軍候補として擁よう立りつして上洛するはずだった。が、藤孝は兄・義輝を救うためにその「歴史」を書き換かえてしまった。義輝が生きて日ノ本に将軍として留とどまっていては、信奈の上洛とその後の「天下布武」事業の展開は不可能になる。上杉謙信が上洛した時にそう振ふる舞まったように、信奈もまた「義輝の近この衛え兵」という立場でしか活動できなくなる。それでは、「天下布武」事業への着手はできず、天下は大乱のままとなる。最終的に足利義輝・義昭を「天下人」にする、それが藤孝の野望であり志であることは間ま違ちがいない。だが、「歴史」をねじ曲げて織田信奈と明智光秀を尾張美濃の地方大名の立場のままに留めてしまえば、「天下布武」は遅ち々ちとして進まなくなる。

　だからこそ、藤孝は本来の「歴史」の流れから外れてしまった足利義輝と義昭をいったん「歴史」から退場させ、光秀と信奈にしばし「歴史」を託たくし、今川義元を足利将軍の「代役」として立てさせたのだ。

「……藤孝どのは、十兵衛と信奈さまに敢あえて今川義元どのを担がせて上洛させ、天下の半ばを平定するところまでは敢えて黙もく視ししていたというわけですね!?　そして……今回の『天下分け目の決戦』において、最後の勝者を決める勝負を挑いどんできた……機が熟した。天下を盗とる時が来た。そう判断した。そういうことだったですか！」

　理り屈くつは合っています、とガスパールもまた戸惑いながら光秀に同意していた。

「藤孝さまがジパングの『未来』を知っていて、その上で本来は二条御所で命運が尽きるはずだった足利家に天下を盗らせようとしていると仮定すれば、本来の『未来』への『道程』を決定的に狂くるわせることなく、なるべく最小限の変へん更こうを加えるに留めながら最後の決定的な段階で自ら『歴史』の表おもて舞ぶ台たいに立ち、すべてを覆くつがえしてしまおうとするはずです。『未来』へと連なる道程の最初の一歩で道を大きく逸それてしまえば、人じん為いによる軌き道どう修正は困難になり、せっかく手に入れた『未来』知識もすべて無効になってしまいかねません。ですから、彼自身が動くのはジパングの戦国時代に終しゆう焉えんをもたらす最終決戦がはじまった最後の最後の瞬しゆん間かん、すなわち今でなければならなかったのです。もしも『古今伝授』がほんとうにジパングの『未来』を記した書ならば、藤孝さまは相良良晴にも匹敵するか、下手をすれば彼以上の未来知識を得ており、しかもその頭脳の切れ味と知ち謀ぼうの高さは言うまでもなく相良良晴などとは比べものにならない！」

　それになによりも、とガスパールは光秀と近衛に告げていた。

「相良良晴は織田信奈さまの『未来』をよき方向へ導くために動いている。むろん、『恋れん愛あい』が信奈さまの孤こ独どくな魂たましいに幸福と救いをもたらすと信じている彼と、あくまでも『恋愛』を捨てて『神』として世界に君臨する以外に信奈さまが生き延びる方法はないと信じている私とでは、目指している結末が違う。二人は決して逃のがれられない敵対関係にあるが、敵対しているとは言え、織田信奈さまを守るという『目的』だけは、同じなのです」

　信奈さまを「神」に？　この南なん蛮ばん人じんどのは、なぜそのような奇怪な考えを抱いだいているのですか？　キリシタンではないのですか？　と光秀はガスパールの言葉に得体の知れない違い和わ感かんを覚えた。が、今はとにかく細川藤孝への対策を優先しなければならなかった。

「私と相良良晴の行動のすべては、信奈さまのために。信奈さまの『運命』を変えるために。しかし、藤孝さまは逆です。足利家を最後の勝者とするために、織田信奈さまを『歴史』から『消す』ために動いている……！　私にとっても、織田信奈さまにとっても、そして相良良晴にとっても完全に想定外の存在であり、最強の敵です」

「が、ガスパールどの。『観測術』で藤孝どのの行動もお見通し、ではないのですか？」

「藤孝さまは私の『観測術』の網あみからすり抜ぬけています。私の術で得られる『未来』は、断片的な映像だけで、完全ではないのです。まもなく安土城が炎えん上じようすることは間違いありません。それは私が所持するプラトン立体がはっきりと示しています。ですが、安土城炎上に至る経緯の詳細まではわからないのです。まして細川藤孝という男がプラトン立体に浮うかび上がってきたことは、今までなかったのです」

「ぷ、プラトン立体ですと？　なんですかそれは？　聞いたこともないですぅ!?」

「やはり、そちゃ怪あやしいでおじゃる！　未来の日ノ本から来た女好きの相良良晴ならばともかく、なぜ南蛮人が織田信奈にそこまで固こ執しゆうするでおじゃるかーっ!?　恋こいでもしておるでおじゃるかっ？」

「……相良良晴が信奈さまとの道ならぬ恋に突つき進んだことから、信奈さまが御所簒さん奪だつの疑ぎ惑わくを持たれ、織田家の覇は業ぎように破は滅めつ的な危機が訪おとずれたことを近衛さまもご存じでしょう。恋は……信奈さまを滅ほろぼす元げん凶きようなのです……」

　ガスパールは、（この南蛮人はいったい何者なのですか？　なぜ信奈さまにそこまで思い入れを……）と自分の正体を疑いはじめた光秀に向き直って、

「そんなことよりも明智さま。あなたはすでに藤孝さまから、揺ゆさぶりをかけられているはずです！　彼からあなた宛あてに書状が届いてはいませんか？」

　と、詰つめ寄っていた。虚きよを衝つかれた光秀は、

「ふ、藤孝どのは、十兵衛がある条件を吞のめば、田辺城は西軍との和わ睦ぼくに応じる、と……」

　と、思わず漏もらしていた。

　一同は、「げっ!?　しまったです」と青ざめた光秀に「書状を見せてください」と迫せまり、細川藤孝から光秀に届けられた書状の最後に記された「和睦条件」を自らの目で確かめた。

　その書状には、当代きっての天才文化人である藤孝自身の流りゆう麗れいな筆ひつ致ちで、たしかにこう書かれていた。




『十兵衛。織田家の事実上の宰さい相しようの地位にあるあなたと、わたくし細川藤孝とが祝しゆう言げんをあげ、夫婦めおととなる。それが唯ゆい一いつの和睦条件です。十兵衛。あなたがご自分の〝運命〟から逃れるには、他に選せん択たく肢しはありません』




「なんとな？　絶好の機会でおじゃる！　明智どの、今すぐ受けるでおじゃる！　それで『古今伝授』も足利義輝の命も守られるでおじゃる！　西軍が立たされているこの絶望的な戦せん況きようを脱だつして、奇き跡せき的に東西両軍の水入りに持ち込めるでおじゃるぞ！　これで織田信奈も滅びを免まぬかれるでおじゃる！」

「……『合戦』から『政治』へと決戦の舞台を移せば、正統な将軍である足利将軍を擁ようする藤孝さまが最後にはお勝ちになり、信奈さまのお立場は危あやうくなります。ですが、このままでは田辺城を攻せめることもできず、東軍の軍勢はいよいよ盛さかんに。日本海側の諸国が東軍に靡なびけば、西軍はもはや戦線を維い持じできますまい。信奈さまは滅びましょう。私がプラトン立体を通して見た『安土城炎上の未来』が、成じよう就じゆするでしょう。藤孝さまは、どちらへ『歴史』が進もうとも構わないはずです。むしろここで信奈さまが早々に消えてしまったほうが彼にとっては好都合。明智さま。これは東軍が戦う大義名分を奪うばう最初で最後の機会です。藤孝さまの思う壺つぼとなりますが、それでもこの政略結けつ婚こん、受けるべきです。あなたが、信奈さまを真に想おもうのであれば」

　右に、やまと御所の頂点に立つ関白近衛前久。

　左に、南なん蛮ばん宣教師の頂点に立つガスパール。

　この両者から「藤孝どのと今すぐ祝言を」と同時に迫られた光秀は、いよいよ窮きゆうした。

　すでに、二度までも母を人質に取られてしまい、さらに今川義元まで奪われた時点で、光秀は心身ともに疲ひ弊へいしきり、高熱も出ていた。

　身も世もないほどに、光秀は混乱した。

　部屋の片かた隅すみに、見えるはずのない幻げん覚かくが見えるほどに──。




『この窮地を切り抜ける道は、たったひとつ！　ただちに十兵衛と細川藤孝の祝言をあげるしかないでしょ！　そうよ、十兵衛を細川夫人にしちゃえばいいのよ！　これで剣けん豪ごう将軍とは和睦成立！　足利義昭の戦意も東軍の大義も半減よ、毛利の怒ど濤とうの進しん撃げきは大坂城で止まるわ！　十兵衛、ありがとう、ありがとう……！　あんたの忠義は生しよう涯がい、わたし、忘れないわ！　お礼に、出雲いずもと石いわ見みの二国を新たに引き出物としてあてがってあげる！　ただし、毛利から自力で切り取ってね？　あっ、丹波はもう要いらないでしょうから没ぼつ収しゆうね♪』




　これは熱に浮かされた十兵衛が見ている幻覚ですぅ。ほんものの信奈さまはたしかにどケチで横暴な独裁君主ですが、いくらなんでもこんなこと言うわけないですぅ、と光秀の理性が囁ささやくが、感情のほうがもう耐たえきれなかった。

「高貴な血筋を持つ美男美女の夫婦の誕生でおじゃる、これにて『古今伝授』の焼失も免れ、一件落着でおじゃるな、ほっほっほ！　ただちに二人の祝言を成立させ、大坂城に籠こもる毛利を足止めするでおじゃる！　畏おそれ多くもかしこくもこの麻ま呂ろが、媒ばい酌しやく人にんを務めてやるでおじゃる！　おじゃーほほほほほ！」

　近衛の、空気を読まないこの高笑いが、決定打となった。

　だーっ！　イヤですうううううう！　と光秀は叫さけんでいた。

「藤孝どのは旧恩あるお方ですし、文武両道の秀しゆう才さい武将として尊敬していますが、十兵衛が恋する殿との方がたは相良良晴先せん輩ぱいただお一人なのですぅ！　十兵衛は信奈さまのためならなんでもやりますが、政略結婚の犠ぎ牲せいになるのだけはいやですう、いやですう！」

　光秀は、「これっ！　『古今伝授』を守るでおじゃるう！　どこへ行くでおじゃるかあ！」とお歯黒を剝むきだして追ってくる近衛から逃にげるように、庭園へと飛びだしていた。

　そして、狩かりをする鷹たかのように素す早ばやくフロイスを見つけていた。

「あら、アケチさま？　なにやら、ご様子が……どうなされました？」

「フロイスどの！　十兵衛はたった今この場で出家するです！　できれば仏式がよかったのですが、正しよう覚かく院いん豪ごう盛せいがいねーのでカトリックで我が慢まんするですう！　さくっと、洗礼を！　お願いですぅ、十兵衛を助けると思って！」

　とフロイスの胸にすがりついていた。

　困っている人間を見ると捨て置けないのがフロイスの性しよう分ぶん。真っ青になってがくがくと震ふるえている光秀を見るなり「まあ。よほど恐おそろしい目に……おかわいそうに、アケチさま」と子細を聞くこともなく、

「わかりました！　わたしがアケチさまをお救いできるのでしたら、喜んで！」

　とうなずいた。

「助かりますぅ！　十兵衛は、望まぬ祝言をあげたくないのですうぅ！　ですが政略結婚を拒きよ否ひすれば各方面に角が立ちすぎます！　ですから、出家したので祝言は無理になった、と言い訳するしかないのですぅ！」

「でも、カトリックと申しましても在家信者さんは結婚自在ですよ。離り婚こんはカトリックでは禁止されていますが……ただ、わたしと同じ修道女になれば、結婚は禁止となります」

「では十兵衛を修道女に！　武将の仕事は続けられますかっ？」

「ええ。ジョバンナさんが所属していらっしゃる修道騎き士し団というものがありますので、そちらにご紹しよう介かいいたしましょう」

　フロイスは、いつ何時でも洗礼希望者に洗礼できるよう、洗礼セットを持ち歩いている。さくっと光秀に洗礼を施ほどこした。

「やったですうううう！　これで十兵衛もキリシタンの修道女ですぅ！　天あつ晴ぱれ、水みず際ぎわで処女を守れたですうう！　しかも武将職も続けられるとは、キリシタンは最高ですね！」

「お、おめでとうございます。洗礼名は『ガラシャ』でいかがでしょう？　意味は『神の恩おん寵ちよう』です。苦労多きアケチさまに、幸が訪れますように」

「ほほう。ガラシャですか、いいですね！　これで祝言はご破算ですぅ！」

　しかし、なにやら妙みようなことになりましたねと、爽さわやかな笑え顔がおで新品のロザリオを手にしていた光秀にフロイスが不思議そうに問いかけていた。

「アケチさまは、ヨシハルさんと婚約なさっていたのでは？　たしか丹波を平定したら祝言をあげるはずだったと伺うかがっていますが……どういう風の吹ふき回しで、ヨシハルさんを捨てて修道女になられ、生涯を処女で過ごすと心変わりなさったのですか？」

「……えっ？」

「ですから、なぜヨシハルさんとの婚約を自ら破は棄きされたのでしょう？　はっ？　もしかしてノブナさまのために身をひいて……？　うっ……なんてけなげな……アケチさまに、神の恩寵があらんことを、祈いのります」

「………………ぎゃ───────!?　ああ、あああああああ～!?　ちちち違うですぅ！　十兵衛はただ、細川藤孝どのからの求婚をひとまず回かい避ひしようと……」

「え、えええっ？　そうなんですか？　も、もう、修道女になっちゃいましたよアケチさまは？　正式に抜けるためには羅馬ローマのバチカンへ出向いてかなり面めん倒どうな手続きをしないと……どっ、どうなさるんです!?」

「……終わった……自ら先輩との婚約を破棄してしまうとは……なにもかも、終わったです……」

　ばたっ。

　ついに限界を超こえた光秀は目を回して、倒たおれてしまった。

　フロイスが慌あわてて光秀を抱だき起こすと、おでこから激しい熱が出ている。

「あ、熱い！　たいへんな高熱に浮かされていらっしゃったのですね。それで意識がもうろうとなって、突とつ発ぱつ的に洗礼を受けるとうわごとのように叫ばれて……！　どなたか！　医者をお呼びください！」

「み、みっちゃ～ん！　しっかりして！　すぐに曲ま直な瀬せベルショール先生をお呼びするからね！　寝ね込こんでいる隙すきに勝手に祝言をあげさせないよう、私が近衛さまを見張るから！」

　涙なみだ目で光秀を追いかけてきた吉田兼見が、「明智どの、立つでおじゃる！　誇ほこり高き土と岐き氏ならば根性で立ち上がるでおじゃる！」と庭園へ出てきて騒さわぐ近衛前久を「しっしっ！」と箒ほうきで追い払はらっていた。




「私の『観測術』をすり抜ける者が、相良良晴以外にもいたとは。これは、まずい……」

　この世界には、未来人は「ただ一人しかいない」。相良良晴と織田信奈の恋を阻そ止しすれば、信奈の「運命」は変えられるはず。たとえば今は亡なき宿すく曜よう道どうの使い手・山やま本もと勘かん助すけや、タロットカードを駆く使しする黒田官かん兵べ衛えのように、人間の「運命」のおおざっぱな流れを多少読むことができる術者はいるとしても、「未来」そのものを直接に知り得る同時代人などは存在しない。

　そのような大前提のもとにこれまで動いていたガスパールは、まったく予期せぬところから登場した細川藤孝という想定外の強敵に困こん惑わくし、そして同時に、明智光秀が相良良晴に寄せるただならぬ恋こい心ごころにも不ふ吉きつなものを感じ取っていた。

「……まるで、織田信奈を滅ほろびへと導く要因をひとつ排はい除じよすれば、また次の要因が発生してくるかのようだ。織田信奈の『運命』を覆くつがえすという『使命』の遂すい行こうは、私が想像していたよりもはるかに困難なのかもしれない」







　　　巻ノ三　「古こ今きん伝でん授じゆ」







　丹たん後ご。

　足あし利かが義よし輝てると、「問題の男」細ほそ川かわ藤ふじ孝たかは、明みんから出しゆつ帆ぱんして隠お岐きに潜ひそんでいたが、毛もう利り軍の姫ひめ路じ城陥かん落らくを知ると同時に丹後へ押し出して田た辺なべ城へ入り、籠ろう城じようを開始していた。

　明の海域で雇やとった倭わ寇こうの連中も、「久々の日ひノ本もとはやっぱりいいねえ」「酒も水も魚も美う味まい！」「俺ら、日ノ本から追われた海かい賊ぞくが剣豪将軍とともに天下の決戦に挑いどめるたぁ」「海賊冥みよう利りに尽つきらあ！」と盛り上がっていた。傭よう兵へいたちとはいえ、戦意は、高い。そして、戦いくさ慣れしている。なにしろ日ノ本の外の異国で戦い抜ぬき、生き抜いてきた連中なのだ。

　流る浪ろうの剣豪将軍・足利義輝は、将軍位を妹の義よし昭あきに譲ゆずったあと、一人の剣けん客きやくとして天下一の剣けん鬼きになるべく明で数々の武芸者を相手に武者修行に明け暮れてきた。今の余ならば上うえ杉すぎ謙けん信しんも斬きれる、すなわち「天下無む双そう」に成長した、と信じている。顔にも腕うでにも、無数の向こう傷。もともと逞たくましかった肉体はさらに二回りほど大きくなっていた。

「余は、ただ妹を助けたいという情に動かされて日ノ本へ舞まい戻もどるほど甘くはないぞ、藤孝よ。これは義昭自身の戦いなのだ。足利将軍たるもの、己おのれ自身の力で勝利を摑つかまねば足利幕府復興など夢のまた夢。余は本来、将軍護衛の用心棒を務めるのが相応の男よ。だが、加か賀がの手て取どり川がわで織お田だ軍を破ったあと、上杉謙信が動かぬことが気がかりだ。それ故ゆえに藤孝、敢あえてお前の説得に折れたのだ」

「ふふ。上杉謙信のために、ですか」

「そうだ。かつてわが義ぎ弟てい・近この衛え前さき久ひさが『関白自らが関東公く方ぼうに就任し、そなたが関東管かん領れいとなり、公武を一体となし、武家の国・関東をもって都の御ご所しよと幕府を守護する』という夢物語を謙信に持ちかけた時、頼たのまれれば断れぬ謙信は愚ぐ直ちよくにも近衛の志を遂とげると誓ちかってあれを関東へ連れて行ってしまった。もしも余計な近衛が謙信の隣となりにおらねば、関東遠えん征せいは成功し、謙信は関東管領家復興の悲願を達成できていたはずだ！　いや、謙信が関東ではなく、京の都で余とともに三み好よし松まつ永ながと戦ってくれていれば……余は、力ずくでも近衛と謙信を止めるべきであった！　謙信の心を慮おもんぱかると、慚ざん愧きに堪たえぬ。余は己自身を『囮おとり』としてでも、謙信をみたび上じよう洛らくさせてやりたいのだ──余や近衛に振ふり回されるためではなく、謙信自身の『義』をこんどこそ京の都で花開かせてやりたいのだ」

「近衛さまは、頭で考えるよりも先に口と足が動くお方ですからね。しかし田辺城にわずか五百の兵で籠城することで、謙信を助けることになりますか？」

「なる！　先の将軍である余が『東軍』の第二の御み旗はたとしてこの田辺城で粘ねばれば、丹後、若わか狭さ、越えち前ぜんの国こく人じん衆しゆうが次々と東軍に靡なびく。毛利家の居候いそうろう状態になっている幼い義昭を将軍とは認めぬ者も、余の軍旗を見れば真の足利将軍が日ノ本に戻って来た、とはせ参じざるを得まい！　一日粘れば粘るだけ兵は増える。だが、越前の竹たけ中なか半はん兵べ衛え、京の明あけ智ち光みつ秀ひで、いずれかが田辺城にすかさず大軍を向けてくれば、われらは討うち死にすることになるだろうがな」

「ふふ。義ぎ理り堅がたい十じゆう兵べ衛えは、旧主である殿とのを攻せめることはできますまい。おそらくは越前の竹中半兵衛が、田辺城に兵を向けるでしょう。その数は一万か、一万五千か……」

「そうだ！　だが、それでよい！　謙信の上洛路を塞ふさいでいる越前織田軍の戦力は、半減する！　余はこの田辺城で粘れるだけ粘る。討ち死にするまで剣鬼として戦う。二に条じよう御所から撤てつ退たいした恥ち辱じよくを、今こそ晴らす時なのだ。これで謙信は動けるぞ！」

　われらは蟻ありのように踏ふみつぶされるかもしれぬ、悪いが藤孝、一日でも籠城戦を長引かせる策を出せ、お前が誘さそった戦だ──と義輝が豪ごう快かいに笑った。

「策はすでに打っております。お忘れですか、殿？　わたくしは日ノ本にただ一人、三さん条じよう西にし家秘蔵の『古今伝授』伝承者なのですよ。その『古今伝授』の秘伝書は、今、わたくしの懐ふところにございます」

「『古今伝授』か。しかし戦の場で、書物などをどうやって役立てる？」

「やまと御所の公家たちは、一子相伝の『古今伝授』を失うことを恐れます。近衛さまなどは、天地がひっくり返ったような衝しよう撃げきを受けているでしょう。必ずや、織田軍の田辺城攻こう撃げきを差し止めようと動きます。今回は、あのお方の迂う闊かつさを利用させていただきます。それで、われらは時間が稼かせげます」

「なるほど。たしかに『古今伝授』は『戦』を止める役には立つな。だが、『戦』そのものに役立てることができるのか？」

「ふふ。すでに役立てておりましたよ。二条御所で殿が三好三人衆に襲しゆう撃げきされる『未来』をわたくしが知り得たのは、『古今伝授』に二条御所襲しゆう撃げきの件について書かれていたからです。幸運にもわたくしは、殿が三好三人衆に襲おそわれるよりも早くあの書を解読することに成功いたしましたので、間に合ったのです」

「なんだと？　『古今伝授』は、『未来』を予言した書だというのか？」

「ええ。三条西家の誰だれも、神代文字で書かれたあの書を解読できませんでしたが、母方の吉よし田だ家より神代文字の解読法を伝授されたわたくしには読めるのです。『力をも入れずして天地あめつちを動かし、目に見えぬ鬼おに神がみをもあはれと思はせ、男女の仲をも和やわらげ、猛たけき武士もののふの心をも慰なぐさむるは歌なり』──」

「……そうだったのか。『古今伝授』が、お前の『武器』だったのか。まったく、お前は姫ひめ武将のような顔をして、底知れぬ男だな……だがもう『歴史』はお前が二条御所で余を救った時から改かい竄ざんされているのではないのか？　本来ならば余はあそこで死んでいたはずだった。その余を、お前は生かした。ならばもう、あの時点で『未来』は大きく変わってしまったはずだ。もはや『古今伝授』の予言は当たらぬのではないか？」

　ふふ。話せば長くなりますが、大きな「歴史」の流れを決定的に改竄してしまわぬよう、これまでわたくしたちは明に身を潜めて日ノ本の「歴史」から退場していたわけです。そして今、日ノ本が織田派の西軍と反織田派の東軍とに二分されたこの最終局面に乗り込んで最後の「一手」を打つことで、本来は摑み損ねるはずだった「歴史」の流れをわれらの手に摑むことができます。戦国時代最後の勝者は東軍の総大将・足利義昭さまとなります、足利幕府は復興いたしましょう、と藤孝は少女のような笑みを浮うかべながら兄であり主君である義輝に答えていた。

「陰おん陽みよう道どうの奥おう義ぎにいわく。この世界は、言こと霊だまと実体から成る、実の世界。これを『陽よう世せ』と申します。たとえばわたくしという存在は、肉体を持つ一人の人間が『細川藤孝』という名、すなわち言霊を与あたえられて生じたもの。殿もまた、一人の人間である殿ご自身が『足利義輝』という言霊を与えられることによってこの世に存在しております。しかし、この世界の裏側には──実体なき言霊だけの世界、虚きよの世界、『陰いん世せ』なる世界があると言います。光の裏に影かげがある如ごとく、世界にも表と裏があり、陽と陰がある。それ故に、この表裏一体のふたつの世界の関かかわりを見定める術を、陰陽道と呼ぶのです」

「……なんだ、それは。よくわからんな？　日ノ本の神話に出てくる『現世』と『常とこ世よ』のようなものか？　この地上の世界とは異なるどこかに、もうひとつの世界、『常世』があると言われるが」

「ええ。ただし、『陰世』はこの世から去っていった死者が集つどう世界ではなく、われわれの世界の『鏡』なのです。ふたつの世界は、相似形を成しているのです。陰世にも細川藤孝の『影』に該がい当とうする人間が生きており、足利義輝の『影』に該当する人間が生きておりましょう。ただし、陰世に存在するすべてのものは、実体を持たないのです。彼らを構成しているものは言霊のみです」

　細川藤孝いわく。「陽世」が「実質」とすれば、「陰世」は陽世の「影」である。「陽世」には実体があるが、「陰世」には言霊しかない。だが、影が動けば実体が動き、実体が動けば影も動くかの如く、ふたつの重なり合っていない世界は鏡の表裏のように相似していて、しかも互たがいに見えない「力」を及およぼし合っているという。それ故にふたつの世界には相似する「人間」が生きていて、彼ら個々が背負う「運命」も、人々が織りなす「歴史」もまた、合わせ鏡のように似た経けい緯いを辿たどる。

「いにしえの平安の時代、陰陽師が人間やあやかしの『名』を唱えるだけで鬼神を操る力を発揮することができたのも、陰陽ふたつの世界が『言霊』の力によって繫つながっているからです。われわれの世界では、人間の数が増す毎ごとに実体つまり物質の力が強まり続けています。故に、すでに陰陽道はその力を失いました。ですが、『古今伝授』に記された予言の言霊は今なお正確にして強力です。『古今伝授』の真の著者は、太だ宰ざい府ふに左さ遷せんされて怨おん霊りよう化し、やまと御所が『古こ今きん和わ歌か集しゆう』を編へん纂さんすることでその言霊の力で祟たたりを鎮しずめようとした日ノ本史上最高の天才学者・菅すが原わらの道みち真ざね公なのです。おそらく道真公は、『陰世』を直接覗のぞいたのでしょう。陰と陽とは見えない力で繫がっております。『陰世』で起きたことは、『陽世』でも起きるのです」

　そうか。時の姫ひ巫み女こさまが「古今和歌集」を編纂させたのは、御所から排除されて太宰府で客死した菅原道真が怨霊と化してやまと御所に祟りを為なしていたからであったのか、確かに言われてみれば時期的にはその通りだ、あの歌集の編纂を命じた姫巫女さまは、藤ふじ原わら氏の圧力に屈くつして道真を太宰府へ左遷した姫巫女さまでもあった、と義輝は呻うめいた。

「『古今和歌集』の序文にて、紀きの貫つら之ゆきは『力をも入れずして天地を動かし、目に見えぬ鬼神をもあはれと思はせ、男女の仲をも和らげ、猛き武士の心をも慰むるは歌なり』と言霊に絶大な力があることを唱えましたが、この『鬼神』とはつまり、菅原道真公のことだったのです。その菅原道真公が太宰府に流されていた晩年に、『陰世』を覗いて日ノ本の『未来』を書き残していった予言書こそが、『古今伝授』です。なぜ書き残したのかは、わかりませんが……あるいは道真公は『未来』を見通す力を持っていたために藤原氏に排除されたのかもしれません。『古今伝授』は、藤原氏の没ぼつ落らくと武士の台頭、戦国時代の到とう来らいとその終しゆう焉えんを予言しているのですから──藤原氏にとっては忌いまわしい予言です。この書には、『応おう仁にんの乱』も、『二条御所の変』も、そして『本ほん能のう寺じの変』も、『関せきヶが原はらの合戦』も、すべてが、予言されております。仮に藤原氏の氏うじの長ちよう者じやである近衛前久さまがこの書の内容を知れば、驚きよう愕がくして焼き払はらってしまいましょう。そのため、この書は神代文字を用いた暗号書として書かれたのです。しかも皮肉にも、知ち恵え深き道真公がわざとその『書名』に『古今』と書き記したため、この書は道真公を調ちよう伏ぶくするために編纂された『古今和歌集』の解説書と誤解され、よりによって藤原氏の一族である三条西家のもとで生き延びてきたわけです」

　本能寺？　関ヶ原？　なんだそれは？　と義輝は首を捻ひねった。予言書や陰陽道などに、「武」の力、つまりは肉体の力のみを信じる義輝は興味はない。

「要は、われらが生きるこの世界こそが唯ゆい一いつの現世であり、鏡の外側に実在する世界。『陰世』とは鏡に映った幻まぼろしの世界ということだな、藤孝。余が鏡を覗けば、そこには余を反転させた余の幻が映る。その者こそが、『陰世』に存在する余の影ということか。だが、鏡に映った幻の世界が、われらの『運命』に強い力など与えられるだろうか？　逆ではないのか？　実体を持つわれらの世界がなければ、鏡の中の虚の世界は存在しえない。われらが虚の世界に影えい響きよう力を与えることはあっても、その逆はあり得ないのではないか？　鏡に映った余の影が、余を操ることなど、ないはずだ。あるとしても、わずかな力だろう」

「ええ。殿の仰おつしやる通り、『陰世』がわれらに及ぼす力そのものは、ごく小さなものです。故に、われらの『運命』は、容易ではないですがわれわれ自身の意志で乗り越こえることが可能なのです──現に、わたくしは殿を二条御所で救うことができました。ですが、十兵衛を待っている彼女の『運命』は、まだ回かい避ひされてはおりません。わたくしは殿と足利家の『未来』を、そして、十兵衛の『未来』を変えたいのです」

「明智光秀の、『運命』を……？　あの娘むすめに惚ほれていたか、藤孝。お前はたしかに、あの流浪の姫武将を『天下人の器うつわあり』と最大限に評価していたが……」

「さあ。そうでないかもしれませんし、もしかしたらそうかもしれませんね」

「そうでなければ、彼女の『運命』を変へん更こうするために必要な手立てとはいえ、求きゆう婚こんなどせぬだろう、お前ほどの男が」

「ふふ。どうでしょう。わたくしは、ちまたでは実は女だと言われていますよ」

「……やめよ、気色悪い。お前が男だということは、兄である余がいちばんよく知っておるわ。もっとも、余とお前が並べば、まるで武蔵むさし坊ぼう弁べん慶けいと義よし経つね。まったく似ておらんがな」

「ええ。わたくしは、母親似ですからね」

　だが藤孝よ、このままでは明智光秀は滅ほろぶというのか？　と義輝が尋たずね、そして、藤孝は物もの憂うげに答えていた。

「織田信のぶ奈なの『運命』を変えるために未来から来た、相良さがら良よし晴はる。あの少年があくまでも織田信奈を救おうとする限り、彼がそう望まずとも、十兵衛の『運命』はいよいよ回避できないものになりましょう。故にわたくしは、相良良晴を消し去る策についてもいろいろと考えました。ですが、わたくしが策を弄ろうして相良良晴を消したとしても、彼の役割を受うけ継つぐ第二の者が現れます。いや、すでに現れております。おそらくは、あの南なん蛮ばん人じん宣教師のガスパールがそうではないかと。彼は、キリシタンが邪じや教きようと忌み嫌きらう異教の秘術を身につけている。ほんもののガスパールとどこかで『すり替かわった』偽にせ者ものでしょう」

「未来人に南蛮人か。織田信奈はまさに破格の者だな。いちど京で面通しした際にはまだ、あどけないうつけ姫であったが……しかし、凄すさまじい眼光の持ち主だった。またたく間に日ノ本の半ばを平定したのも、強運のおかげなどではあるまい。あの者自身の、実力だ」

「はい。織田信奈には、わたくしにも説明しがたい強きよう烈れつな力があるようです。彼女の『運命』を変えるためならば己おのれの生死をも厭いとわぬ者を、彼方かなたから呼び寄せる力が。敢あえて名付けるならば、意志の力、でしょうか。まもなく十兵衛は織田信奈の『影』として歴史の闇やみに飲み込まれます。織田信奈が日輪なら、十兵衛は月……日ノ本の『歴史』の中心で激しく輝かがやく織田信奈を消し去る以外に、十兵衛を救う手立てはないのです」

　もちろん織田信奈が存在する限り、足利幕府の復興など夢のまた夢です、と藤孝は付け加えていた。

「……やはり足利幕府復興のためには、あの不世出の英えい雄ゆう・織田信奈を倒たおさねばならぬのか。果たして、日ノ本の歴史にとってほんとうにそれがよきことなのか、武辺者の余には判断がつかぬ。だが、明智光秀を救いたいという藤孝の気持ちはわかった」

「ふふ。そのような気持ちを殿とのに打ち明けた覚えは、ございませんが」

「『古今伝授』をもってすれば織田信奈に勝てるか、藤孝。その書を解読して『未来』を先読みするお前の力は、未来人の相良良晴を凌りよう駕ができるか」

「さあ。東軍の諸将──武たけ田だ信しん玄げん。毛利両りよう川せん。上杉謙信。彼女たちは、『運命』に操られる木で偶く人形ではございません。西軍の諸将もまた。誰もが、己の『運命』と戦っております。『陰世』の影響力、すなわち『歴史の強制力』は絶対的なものではありません。人間の意志と、『歴史の強制力』とは、常に激しくせめぎ合っております。故ゆえに『未来』は常に流動的であり、なにも確定はしていません。わたくしもまた、わたくし自身が正しいと信じる『未来』をこの手に摑つかみ取るために、最善を尽つくすのみです。ただし」

「ただし？」

「この合戦中、不ふ慮りよの討うち死にや暗殺を別とすれば、名のある武将のうち、最初に命が尽きる者は……東軍の事実上の総そう帥すいである武田信玄でしょう」

「武田信玄だと？　そのことも、『古今伝授』に書かれてあるのか？」

「はい、残念ながら。それが彼女の『運命』です。つまりこの戦いくさ、戦術的には西軍が追い詰つめられているかのように見えますが、実のところ東軍が不利なのです。武田信玄には、残された『時間』がないのです」

　義輝は、しばし言葉を失い、青空を見上げていた。不如帰ほととぎすの鳴き声が、聞こえてくる。

「……そうか。国を追われ老いた武田信のぶ虎とらがあれほどに上じよう洛らくさせようと奔ほん走そうしてきた、あの姫武将が……信玄は、いちども上洛を果たしたことがなかったのだったな……天下にもっとも近いと畏い怖ふされ続けた戦国最強の姫武将でありながら……『運命』、か……理り不ふ尽じん、だな。抗あらがいたくなるものだな。変えたくなるものだな。藤孝よ」

「決戦を迎むかえる前に武田信玄が死ねば東軍は柱石を失い、瓦が解かいします。われらは、急がねばなりません。ですが、十兵衛がわたくしとの祝しゆう言げんを承しよう諾だくして西軍が織田派と十兵衛派とに内部分ぶん裂れつする可能性は薄うすい。あの相良良晴が阻そ止しするでしょう。そこで、『古今伝授』から得た未来知識を利用して、二つの『未来』を重ね合わせることで、いずれ訪おとずれる織田信奈の滅びの『運命』を大おお幅はばに前まえ倒だおしして発生させるのです。『場』の力を、用います」

　西軍に勝つ「策」はすでに練ってあったのだな、と義輝がうなずく。

　はい。すでに「実行」に移しております、と藤孝が微笑ほほえんでいた。

「『場』とは、力です。天上の星の動きから人間の『運命』を読む占せん星せい術じゆつや宿すく曜よう道どうの根本原理とは、星が天空に占しめる『場』と人間が立つ『場』とを鏡の表裏の如き相似関係と見て、人間が『場』から受ける力を読み、その『運命』を読む、これに尽きます。人間の『運命』はそれほどに『場』の力に左右されるのです。わたくしは、西軍が敗れるという『運命』を引き寄せるべく日ノ本の各地に『場』の結界を構築し、そして最終的には織田信奈を『死地』となる『場』へと引き込みます」

　待て、藤孝。なにを言っているのかさっぱりわからん。やはりお前の考えていることは余には理解しきれぬ、と義輝は苦笑していた。

「まあいい。余は、こんどこそわが命尽きるまで剣けんを振ふるい、戦うまでだ──『五月雨さみだれは、露つゆか涙なみだか、時鳥ほととぎす。我が名をあげよ、雲の上まで』。二条御所で遺のこし損ねた、余の辞世の句だ」

「ふふ。その辞世の句も、『古今伝授』に記されております。申し訳ありませんが、征せい夷い大たい将しよう軍ぐんの辞世の句としては目を覆おおいたくなるほどに下手ですよ」

「ふん。言うわ。その通り、余はただの剣けん術じゆつ屋やよ。余ではなく、文武の傑けつ物ぶつたるそなたが足利家の嫡ちやく子しに生まれていればな。『歴史』はまるで違ちがうものとなっていたろうに。まさに、『運命』か──」

　細川藤孝は、少女のような微笑を浮うかべながら丹後の海を眺ながめていた。




　　　　※




「十兵衛ちゃん！　信奈からの書状を持ってきた！　岐ぎ阜ふ城に籠ろう城じようする信のぶ澄すみを救きゆう援えんするため、一部戦略を変更する！　って……あれ、いない？　十兵衛ちゃんはどこだ？」

　大おお垣がき城から書状を届けるために京の本能寺へと馬で駆かけてきた相良良晴は、その本能寺の広間に光秀も副将の斎さい藤とう利とし三みつも不在だと知り、「おかしいな。どこへ行ったんだ？　三み木き城から撤てつ退たいしてきたはずの姫路軍の面々も見当たらない？」と首を傾かしげるばかりだった。

　迂う闊かつ者だが旺おう盛せいな行動力だけは公く家げ離ばなれしている関白・近衛前久はこの時すでに、「古今伝授」の焼失を阻止するために丹後の田辺城へと向かった後である。まさか、「古今伝授」が他ほかならぬ藤原氏の世の終焉を予言している書物だとは、露とも気づいていない。

　みんなどこへ消えたんだ？　と焦あせる良晴を出で迎むかえた者は、意外な人物だった。

「もう少し早く来ると思っていたよ、相良良晴くん。明智光秀は今、過労で倒れており、出張先の尾張から呼び戻された曲ま直な瀬せベルショールの診しん察さつを受けている」

「……ガスパール!?　てめえ！　いつの間に十兵衛ちゃんの陣じん営えいに加わっているんだ!?　宗そう麟りんをあきらめて、こんどは十兵衛ちゃんの軍権を乗っ取るつもりか！　十兵衛ちゃんに、なにしやがった！」

　もしもこいつが十兵衛ちゃんに毒を盛って「本能寺の変」を回避しようとしているのならば、たとえこいつの正体が「二周目の俺」であっても絶対に許さねえ！　俺は人の命を奪うばうことが嫌いだ！　中でも暗殺は絶対にやらねえ主義だが！　もしもこいつがほんとうに「俺」ならば、こいつは別だ……！

　場所は、本能寺。明智光秀は、倒れている。そして、「安あ土づち城炎えん上じよう」の「未来」を知っているガスパール。良晴は、ガスパールが光秀を消そうとしていると思い、とっさにガスパールの腕うでを取ってねじ上げようとした。

　だが、ガスパールの腕関節を、良晴は極きめられなかった。極めようとした瞬しゆん間かんに、ぐにゃり、とガスパールの肘ひじがあらぬ方向に曲がったからである。折れたわけではない。良晴が力をかける前に肘が曲がってしまっていたのだ。

「えっ!?　な、なんだこれ？　る、ルーズジョイントってやつか!?」

「……早とちりをするな相良良晴。私ときみとが話し合わねばならない事態になったのだ」

「俺とお前との間で、今さらなんの話し合いが必要だってんだよ？　お前が俺じゃなかったという証しよう拠こでも見つかったのならば、聞く耳は持つぜ！」

「丹後の田辺城に入り足利義輝さまとともに籠城を開始した細川藤孝が、明智光秀に求婚してきた。足利義輝さまと西軍とが和わ睦ぼくする条件として、彼自身と明智光秀の祝言を要求する、と──」

「細川、藤孝……丹後で籠城……!?　十兵衛ちゃんに、求婚!?」

「彼は『古今伝授』なる未来予言書を持っている。あの書はやまと御所にとっては三種の神器に匹ひつ敵てきする宝物。光秀どのは田辺城を攻せめるに攻められない。危機的な事態だ」




　余人に「未来」を漏もらしてはまずい。

　ガスパールと二人きりで別室に籠こもった良晴は、ガスパールから「三木城から京へ向かっていた姫路軍は吉きつ川かわ元もと春はる軍の奇き襲しゆう攻こう撃げきを受けて京へ到とう着ちやくする前に四散し、消しよう滅めつ」「大おお坂さかに迷い込んだ長ちよう宗そ我か部べ元もと親ちか、東軍陣営入り」「明智光秀の本城・坂さか本もと城、六ろつ角かく承しよう禎ていと伊い賀が甲こう賀が忍しのびの侵しん入にゆうを許し失しつ陥かん」「お牧まきの方かたに続き、使者として坂本城へ向かった今いま川がわ義よし元もとまでもが捕ほ虜りよに。坂本城の主将は、京きよう極ごく家の姫ひめ・京極竜たつ子こに交代」「丹後の田辺城に明へ亡命していた足利義輝と細川藤孝が出現」「足利義輝との唯一の和睦条件は藤孝と光秀の祝言」「体調不良だった光秀は混乱して、フロイスに洗礼を受けガラシャという洗礼名をもらって祝言を回避しようとしたが、相良良晴との婚こん約やくも解消になるとフロイスに告げられ、倒れてしまった」といった一連の事態を次々と伝えられた。

「なんてことだ。十兵衛ちゃん……わずか一日足らずの間に、これほどのことが次々と起こるものなのか。官かん兵べ衛えはまだなのか？」

「ドン・シメオン率いる大おお友とも軍は、小こ早ばや川かわ隆たか景かげが山陽道に仕し掛かけた罠わなの数々に遭そう遇ぐうして、いまだ京どころか摂せつ津つにも姿を見せていない。川の上流の堤つつみを切る『水攻め』に苦しんでいるようだ」

「官兵衛が小早川さんの水計に苦しむとは。俺が知っている『歴史』とは逆になっている……皮肉なものだな」

「織田信奈はおそらく岐阜城の弟君を救うために戦略を変へん更こうし、そしてきみがその書状を届けに来たのだろうが、このように西軍は想定を超こえる危機的状じよう況きように陥おちいっている。細川藤孝は『未来』を知っている。知っていて、敢えて『歴史』の流れをぎりぎりまで変えないためにきみと織田信奈とに自由を与あたえ、自らは今まで姿を消していたのだ。織田家が畿き内ないを統一し、日ノ本の全武将が東軍と西軍に分かれて決戦をはじめるこの時を見計らって、織田信奈を『歴史』から消すために戻もどって来たようだ」

　細川藤孝。会ったことがない。良晴は、必死で記き憶おくをたぐり寄せていた。

「そうだ。信奈が上洛する直前のことだった。死ぬはずだった足利義輝がなぜか二条御所で死なずに妹の義昭とともに明へ亡命するという奇き妙みような事件が起きた。だから本来の『歴史』では、足利義昭を信奈のもとに連れてきて将軍候補として担かつがせるはずだった十兵衛ちゃんは、信奈が捕虜として捕とらえていた今川義元を将軍候補として推すい戴たいせよ、と信奈のもとに俺が知っている史実とは異なる策を──あの時は、桶おけ狭はざ間まで死ぬ運命だった義元ちゃんを俺が助命して歴史の流れが狂くるったから、歴史が帳ちよう尻じりを合わせるために足利義昭を歴史から退場させたのだと思っていたが……」

「きみが歴史を狂わせた帳尻を合わせた主体は、漠ばく然ぜんとした『歴史の意志』などではない。『人間』だったのだ、相良良晴。細川藤孝は、織田信奈ときみがこねた『天下餅もち』を食くらうために、足利家に食らわせるために、われわれを泳がせていたらしい……そして今、『天下』という収しゆう穫かくを刈かり取りに来たのだ」

　なぜ今まで細川藤孝の動きに気づかなかったんだ!?　観測術プレビシオンはどうした？　と良晴は思わずガスパールに問うていた。

「彼の姿は今までプラトン立体にも映らなかった。彼はきみと同等、あるいはそれ以上の力で『未来』に干かん渉しようしており、私にもまるで読めない。残念ながらプラトン立体が映し出す私の記憶は断片的で不完全なのだ。だが細川藤孝は下手をすれば、きみよりもさらに正確で詳しよう細さいな『未来』を知っている。『古今伝授』を解読した細川藤孝は、織田信奈にとって最強の敵だ」

「信奈にとっての、最強の敵……」

「そうだ。細川藤孝はきみが改かい竄ざんした戦国ジパングの『歴史』をその最終段階で再修正し、織田信奈を『消す』つもりだ。藤孝が祝言を持ち出して強きよう烈れつに揺ゆさぶりをかけてきた明智光秀は、どうやら織田信奈とこの国の歴史にとって私の想像以上に重大な人物らしい」

　良晴は、この時はじめて知った。

　ガスパールは「本能寺の変」という「未来」の全体像を知らないこと。彼が知り得ている「未来」はあくまでも「安土城炎上」であること。つまり、ガスパールはまだ「本能寺の変」の「主犯」を知らないということだ。

　もしもガスパールが「二周目の良晴」なのだとしたら、完全に忘れてしまっていることになる。あるいは、「主犯」を知り得ぬままに「二周目」に突とつ入にゆうしたということに。

　いずれにせよ、光秀にとっては幸運なことだった。ガスパールが、もしも光秀が信奈殺しの「主犯」だと確信していたら、信奈の「運命」を変更するためにこの本能寺で光秀を殺しかねなかった。彼は、「すべての実は拾えない」「取しゆ捨しや選せん択たくしなければならないのなら、織田信奈を救うためならば何人たりとも犠ぎ牲せいにする。たとえ自分自身であろうとも」という、ほとんど常じよう軌きを逸いつした信奈への想おもいを抱いだいているのだ。

　本能寺に到着した良晴が「ガスパールが十兵衛ちゃんを殺そうと毒を盛ったに違いない」と誤解したのも、そのためだった。

　しかし、不幸中の幸いとでも言おうか、そうではなかったらしい。

「相良良晴。どうやら、明智光秀はきみに恋こいしている。かねて、きみと織田信奈の恋れん愛あいが織田信奈の『破は滅めつ』という結末に至ることを私はずっと危き惧ぐしていた。だが、京に来てはじめてわかった。織田信奈を待ち受けている事態はもっと複雑なものだったらしい。織田信奈と明智光秀の関係には、いずれ決定的な亀き裂れつが入る。きみという存在が、二人の関係を最終的に破は綻たんさせるのだ！　そして細川藤孝はまさにそこを突ついてきた！　この求きゆう婚こんは、藤孝の罠だ。彼は織田信奈と明智光秀の仲を、友情を、主従関係を、真っ二つに割るつもりだ！」

　ガスパールは、言った。私が男性恐きよう怖ふ症しようともいえる大友宗麟を織田信奈の親友にして副将の座に据すえようと努力していたのは、姫武将である織田信奈と副将との間に「男」が入り込めば必ず三角関係のようなこじれた事態が発生する、それが織田信奈を滅ほろぼす原因になると予感していたからだ。男嫌ぎらいで潔けつ癖ぺき症しようの大友宗麟ならば、決してそのような滅びの道には走らないはずだ、と。だから大友宗麟を織田信奈にとってのヘファイスティオン役に据えるつもりだった。だが相良良晴、きみが九州で大友宗麟の心を奪ったことで私の当初の計画は頓とん挫ざした。しかもすでにきみは、織田家の宰さい相しよう・明智光秀の心まで奪ってしまっている！

「この戦いくさ、京の軍団を率いている明智光秀がきみを奪い取るために主君の織田信奈を裏切れば、言うまでもなく西軍は敗れる。しかしながら、仮に私が背に腹はかえられないと決断して明智光秀を暗殺すれば、主君を失った京の明智軍団はその瞬間に崩ほう壊かいし、やはり西軍は敗れる。今や西軍が敗戦を免まぬかれるもっとも確実な方法は、明智光秀と細川藤孝の祝しゆう言げんを認めて足利義輝との和睦に持ち込む『水入り』だが……織田信奈が明智光秀に祝言を命じれば、その時こそ、二人の姫武将の友情は、壊こわれるぞ。ご母堂まで人質に取られている光秀は、追い詰つめられている。東軍方に寝ね返がえって大垣城へと攻め入るかもしれない。相良良晴。きみが、すべての実を拾う、あらゆる姫武将を『運命』から救いたい、と奔ほん走そうした結果だ……私の記憶がもっと完全に近いものだったら。もっと早く、京に入っていたら。島しま津づの力が予想以上に急激に膨ふくらんだためとはいえ、私は九州に長く留とどまりすぎたようだ。大友宗麟を織田信奈の副将として育成することに、時間を割さきすぎたらしい」

「……宗麟に『情』でも湧わいたのか、ガスパール。次々と家族を失った痛手から心が壊れつつある宗麟を放ってはおけない、と？」

「……いや、それは違ちがう。そうではない相良良晴。私は、織田信奈の『運命』を変えるためだけにジパングに来たと言っていい。大友宗麟に、個人的な情などは……」

　ガスパールは否定した。が、この男にしては珍めずらしく言いよどんでいる。良晴には、彼が信奈に対してだけでなく、大友宗麟に対しても深い「情」を抱いているかのように見えた。

「相良良晴。すでに大友宗麟がきみたちの助力を受けて姫大名として精神的な自立を果たし、鍋なべ島しま直なお茂しげとの『決着』をつけるために九州に留まった今となっては、もう言っても仕方のないことだが……どうしても織田信奈には大友宗麟という『親友』が必要になるはずだったのだ。織田信奈が『運命』を乗り越こえるために」

「信奈の『運命』を乗り越えるために、宗麟の力が必要になる？　それはつまり、どういうことだ？」

「だから、今さらそれをきみに語ったところで、もう間に合わない。だが、相良良晴。われらは手段は真逆でも目的は同じ。織田信奈を救うことだ。彼女を消そうとしている『敵』は強い。織田信奈率いる西軍がこの決戦に勝ち抜ぬくまで、われらは一時休戦すべきだ」

「俺はお前に何度も消されかけたんだぜ、信用できねえよ！　自分は『二周目の相良良晴』だという確信を抱いた今でもお前は、信奈を救うためならば自分の存在ごとこの俺を消しても構わないと考えているはずだ！」

「そう考えているのは、きみのほうではないか？　たとえ織田信奈を救うためとはいえ、暗殺などは決して許されない。だが、『自分自身』が相手ならば例外的に許される、と」

「いずれにしても、この議論は堂どう々どう巡めぐりだなガスパール。休戦するのなら、保証が欲しい」

　ガスパールは、布に包んだプラトン立体を、良晴のもとに差し出していた。

「これは私の記憶の断片を拾い上げてくれる貴重な宝具だが、細川藤孝を『観みる』ことができない以上、当面は役に立たない。細川藤孝から織田信奈を守りきるまでは、きみに預けよう。石は人間ではないが、私の肉体の一部と言っていい。これが、『休戦保証』だ」

「……事態はそこまで切せつ迫ぱくしているということか……！　だが俺とお前が一時休戦するとして、細川藤孝という共通の敵を乗り越えたその先は？」

「むろん、敵同士に戻り、お互たがいの信念を賭かけて最後の決着をつけるだけだ。『織田信奈』という実を救うためにすべてを捨てた私か。『すべての実を拾う』という信念を曲げないきみか。いずれかが、この世界に残る。あるいは、対決の果てに二人とも消えてしまうかもしれない──きみが『一周目の私』ならば、たとえば私がきみを殺してしまった瞬間に、過去の自分を殺した私もまた消えることになるのだから。私自身、その覚かく悟ごはすでにできている。きみを排はい除じよしなければ織田信奈を『運命』から救えないのならば、私自身がこの世界から消えてしまってもいっこうに構わない。私の夢は、織田信奈が天てん下か布ふ武ぶを達成し、ジパングのアレクサンドロス大王となって大海に漕こぎ出すことであって、私自身の栄光や栄えい華がなどはどうでもよい。だが、われわれが最後の決着をつける以前に肝かん心じんの織田信奈がこの合戦に敗れて滅びてしまっては、なんの意味もない。そして細川藤孝は、この合戦で彼女を『歴史』から消すつもりだ」

「……わかった。お前のその信奈への想いだけは、信用するぜ。お前が俺であろうが、人違いであろうが……」

「グラーシアス、相良良晴」

「だが、一時休戦し、細川藤孝に対して共きよう闘とうすると言っても、なにをどうすればいい？」

　相良良晴。きみに「細川藤孝と祝言をあげて織田信奈を救ってほしい」と説得されれば、きみに頼たのまれれば、あるいは明智光秀も承しよう諾だくするかもしれない。彼女を説得できる人間がいるとすればきみだけだ、とガスパールは良晴に告げていた。

　良晴はもちろん、「わかった」と承知するはずもない。できるはずがない。

「それは、できない。十兵衛ちゃんの心が、完全に折れてしまう」

「……きみの主義からすれば、当然の返答だな。だが、他ほかに細川藤孝に対たい抗こうする手段はあるのか？　あの男はプラトン立体にいっさい映らない。私には、まるで先が読めない」

「対抗策はあるはずだ。ガスパール、お前がプラトン立体で覗のぞき見ることのできる『未来』は断片的なものだ。お前はだから、『未来』を予知するためには、欠けている情報を補完し推察しながら埋うめていくしかない。だが、俺は違う。書物やゲームで知った知識にすぎないが、ひと繫つながりの『物語』として『歴史』を知っている。今、藤孝がわざわざ丹後の田辺城に籠ろう城じようしたという点が、引っかかっている。日本海に面した城に籠城するならば、若狭でも越前の敦つる賀があたりでもよかったはずだ。北陸道の要かなめである敦賀を占せん拠きよすれば、北陸の半兵衛と近江おうみの信奈を完全に分断できたはずだ。なぜ、丹後なのか？　丹後という『場』を、『未来』を知っている藤孝が敢あえて選んだことに、なにか重要な意味があるはずだ」

「ジパングの地図を広げて、東軍と西軍の軍勢を『駒こま』として配置してみよう、相良良晴」

　黒い駒を西軍、白い駒を東軍と見なす──とルールを告げながら、ガスパールは本州の拠きよ点てん上に東西両軍の「駒」を置いていった。

　その、各拠点に配置された「駒」をじっと凝ぎよう視ししながら、良晴は「もしかして」とつぶやいていた。

「この『駒』の配置は、どこかで見覚えがある。丹後の田辺城に東軍方の細川藤孝。西近江の坂本城に東軍方の京極竜子。ほんの少し前まで徳とく川がわ家いえ康やすたち西軍陣じん営えいの領国だったはずの三み河かわ、遠江とおとうみ、尾お張わり、伊い勢せと連なる東海道筋が、すべて東軍陣営の手に落ちている。信奈の盟友だった徳川家が忽こつ然ぜんとして東軍方についたためだ。そして──摂津の大坂城に、毛利両りよう川せん。そもそも、大坂本ほん猫びよう寺じが大坂城と改名されるのは、もっと未来の話だったはずなのに……」

　良晴は、天てん啓けいを受けたかのような衝しよう撃げきを受けて、身体からだを震ふるわせていた。

「待て。おかしいぞ。この『配置』は、もっと先の未来に発生するはずだった『関ヶ原の合戦』に酷こく似じしている！　武将の顔ぶれや城の位置が微び妙みように異なるから完全に一いつ致ちしているわけじゃないが、まるで相似形だ！　しかも！　半兵衛も信奈も、そして家いえ久ひささえも、決戦場を大垣城の西の『関ヶ原』に想定している！　あそこは日ノ本の東西を分かち、しかも大会戦に適した土地だから、決戦場として選ばれることは不思議ではないが、あまりにも……東軍陣営の『配置』が、似すぎている！」

「相良良晴。もしや『関ヶ原の合戦』とは、織田信奈亡き後に発生するはずの」

「そうだ。信奈が『運命』に抗あらがえずに天下布武を果たせずに倒たおれた後、最後の天下人の座を巡めぐって日ノ本全土の武将が東軍と西軍に分かれて戦う全国規模の合戦だ。俺が知っている知識によれば、関東を根こん拠きよ地とする東軍と、尾張美み濃の以西を根拠地とする西軍は本来、尾張の清きよ洲す城あたりで激げき突とつするはずだった。しかし東海道筋の三河、遠江などの大名たちがいっせいに東軍についたために、東軍が一歩先に尾張清洲城を奪だつ取しゆ。西軍は美濃の岐阜城まで防衛線を下げざるを得なくなったんだ！」

「それは、徳川家康が突とつ然ぜん東軍に降くだり、織田信奈が尾張清洲城を放ほう棄きして美濃まで撤てつ退たいしたという今回の合戦の経けい緯いと符ふ合ごうしている、相良良晴」

「それだけじゃない。西軍方として西近江の大おお津つ城に入ったはずの京極軍が、東軍に寝返って西軍を背後から脅おびやかした。この大津城とは、十兵衛ちゃんの居城・坂本城が廃はい城じようになった後に新たに西近江の拠点として建てられた城だ。そして今、坂本城には今川義元の従者だったはずの京極竜子が、東軍方の将として担かつがれて籠城している！　西軍はこの大津城を攻せめ落とすために兵力を割かれ、肝心の決戦で兵が足りなくなるんだ！」

「……あの壮そう麗れいな坂本城が廃城になった経緯が気がかりだが、これはただの偶ぐう然ぜんではなさそうだ。先を続けてくれ」

「喋しやべっているうちに、思いだしてきたぞ。『関ヶ原の合戦』では、丹後の田辺城にも、東軍方として籠城した武将がいた。明智光秀のかつての盟友、細川幽ゆう斎さいという名の武将だ！　一子相伝『古今伝授』の伝承者だったために、西軍の田辺城攻こう略りやくには朝ちよう廷ていつまり御所から横よこ槍やりが入って……そうだ。細川幽斎は、出家する以前は『細川藤孝』と名乗っていた！　こいつだ！　藤孝が幽斎なんだ！　藤孝は敢えて、『史実』通りに田辺城に籠城したんだ！　おそらくは、日ノ本という土地の上に、『関ヶ原の合戦』と同じ『駒』の『配置』を再現するためだ！」

　次々と、良晴は書物やゲームなどで覚えた「関ヶ原の合戦」の戦せん況きようを思いだしていた。大坂城に毛利が入ったのも、「関ヶ原の合戦」と同じだ！　伊勢を東軍が荒あらしているのも！　毛利が西軍ではなく東軍だという違いがあるが、今、目の前で現実に進行している合戦と「関ヶ原の合戦」の経緯は、そっくり同じだ！

「相良良晴。いかに『未来』を知っていようとも、生きている人間の心は容易には操れない。私とて、大友宗麟を傀儡くぐつにはできなかった。だから細川藤孝は人間ではなく土地の力──『場』の力を利用して、ずっと未来に発生するはずの『関ヶ原の合戦』の状じよう況きようを再現しようとしているということか。『場』そのものにある種の不可視の『力』があるという理論は、世界各地の呪じゆ術じゆつ文化で信しん奉ぽうされている。だが、だとしてもあまりにも藤孝に都合が良すぎる流れが続いている。不自然だ」

























「俺は以前にも何度か経験した。官兵衛はその存在を否定していたと思うが、俺が改かい竄ざんした『歴史』の帳ちよう尻じりを合わせようとする見えない力──『歴史の強制力』ってやつが働いて、藤孝に味方しているのかもしれない。というよりも、藤孝はたぶん『歴史の強制力』の原理を知っていて、逆に利用しているんだ！　誰だれも解読できなかった『古今伝授』を解読してしまったほどの奴やつだ、それほどの知ち謀ぼうがあるのかもしれない」

「……『歴史の強制力』を操る鍵かぎのひとつが『場』の力、ということか。人間の意志力とは異なる種類の未知の力を、土地と空間は帯びている……『関ヶ原の合戦』と相似形になる『配置』を完成させれば、本来は参戦する予定のなかった織田信奈を巻き込んで『関ヶ原の合戦』を起こすことができる、と？」

「そうかも知れない、ガスパール。『史実』の『関ヶ原の合戦』では、西軍が敗れるんだ！　藤孝は意図的に、その西軍の総大将の立場へと信奈を追い込もうとしている！　信奈に訪おとずれるはずの『滅ほろび』の『運命』は、俺とお前が、対立しながらもずっと阻そ止しし続けている。俺は未来人、お前も『自じ称しよう』未来人だ。このままでは信奈が『運命』を克こく服ふくして『歴史』から退場しない可能性が高まってきた。だから足利家の最終勝利をもくろむ藤孝は、『関ヶ原の合戦』というもうひとつの『未来』を、信奈が決して避さけて通れない天下布武のための決戦に『重ね合わせて』、信奈が破は滅めつするという『運命』を前まえ倒だおしして強ごう引いんに発生させるつもりなんだ！」

「相良良晴。ならば次はどうなる？　最終決戦地が『関ヶ原』になるのだとすれば、そしてそれが細川藤孝の目的なのだとすれば、津つ田だ信澄が守っている岐阜城はまもなく陥かん落らくする」

「『史実』では、岐阜城には西軍方の『織田秀ひで信のぶ』が入るが、東軍の猛もう攻こうに敗れ、捕とらわれる。織田秀信は、言うまでもなく織田家直系の武将だ。落城とともに切腹しようとしたところを東軍に助命されるが、高こう野や山さんに追放されてほどなく死ぬ……しかしこの高野山には、織田家と戦った歴史がある。織田秀信は配はい流る先の高野山で当然のように迫はく害がいされて居場所を失い、結局は自害したのだとも。つまり、東軍が直接手を下さなかっただけで、東軍に敗れて殺されたのと同じだ。最終防衛線だった岐阜城が陥落したことによって、大垣城に詰つめていた西軍の主力は関ヶ原へと下がり、東軍がこれを追つい撃げき。関ヶ原に総勢二十万近い両軍が集結し、日ノ本史上最大の決戦が発生する──そして、西軍が、敗れる。総大将は、斬ざん首しゆされる……そして織田家の嫡ちやく流りゆうは、織田秀信の死をもって断絶する……」

　さしものガスパールも、青ざめていた。

「いけない。これはいけない。相良良晴。今、岐阜城を守っている武将は、織田信奈の実じつ弟てい、津田信澄。織田宗家ただ一人の、直系男子だ。『織田秀信』と立場が似すぎている。もしも岐阜城に『場』の力があるならば、おそらく『運命』は津田信澄を敗北させ、その命を奪うばう。そしてその落城の直後に、織田信奈もまた敗れ、死ぬことになる。東軍は尾張清洲まで進んでいる。早ければ今日か明日にも岐阜城へと侵しん攻こうを開始するはずだ。もう織田信奈と津田信澄には時間がない！」

「いや。時間はまだ、ある。信奈は、信澄を救きゆう援えんするために岐阜城へと向かおうとしている。京の十兵衛ちゃんには、関ヶ原を毛利に奪われないために、先に関ヶ原へ転進してもらう──そのために俺は本能寺へ書状を届けに来た」

「やはり、関ヶ原へ……藤孝がもくろむ『配置』の相似形が完成しつつある。それでもなお『運命』を克服できるか、相良良晴」

「ああ。俺もまた、『関ヶ原の合戦』を知っている。必ず、克服する。信澄を救いだすことができれば、すべてを覆くつがえせる」

「覆せねば、きみには『二周目』に入ってもらうぞ、相良良晴」

「つまり俺が失敗した暁あかつきには、お前になれ、というのか？　どうやって？」

「私はその手段を見つけるために、高たか千ち穂ほまで赴おもむいたのだ。日向ひゆうが侵攻の真の目的は、キリシタン王国の建国ではなく、私自身が『二周目』へと移行する『入り口』を発見することだった。そう。高千穂の山中には、天あま津つ神かみが天下った際に用いた『天あまの岩いわ戸と』がその『力』を保ったまま現存している。三種の神器を用いずとも、今なお作動する巨きよ大だいな宝具──いや、高千穂の山そのものが『天岩戸』なのだ。三種の神器は、あの『天岩戸』が開く『狭はざ間ま』に入る扉とびらをどこからでも開けるように、後から作られた宝具なのだ」

「高千穂？　日本神話に登場する、高たか天まが原はらの天津神一族が最初に天下った山か。つまり高千穂の山は動かせない固定電話のようなもので、三種の神器は携けい帯たい電でん話わのようなものか!?」

「きみならば潜くぐれる。あそこへ、きみを連れて行く。織田信奈が関ヶ原で死ねばもはや問答無用だ、いかなる手段を使ってでも連れて行く。きみは、私をこの世界に導くために、この世界から『消え』る。その時、きみには選せん択たく権はないぞ」

「……その結果、ほとんどの記き憶おくを吹ふっ飛ばされてお前になっちまうんじゃ、意味がねえ気がするがな。人生にやり直しなどない。そんな抜ぬけ道みたいなやり方を覚えちまったら、三周目、四周目、ときりがなくなっちまうぜガスパール。俺は断じて、お前じゃない。必ず関ヶ原で、俺と信奈の出会いはただ一度きりで、二度目などないと、証明してやる」

「……今となってはむしろきみの成功を期待しているよ、相良良晴。もしも私が二周目のきみだとすれば、『天岩戸』を潜るたびに記憶の大部分を失ってしまう私はこれから何周したところで『古今伝授』を押さえている細川藤孝に裏を搔かかれ続けることになりかねない。時間をさかのぼる際に完全な記憶を保持する方法を見いだせねば、私もそして織田信奈も、繰くり返しの輪りん廻ねに陥おちいってしまう。私は何周しても構わないがね」

「……もしも俺がお前だったならば。俺が関ヶ原で死ぬと同時に、お前も消えるはずだ。だが俺が死んで、かつお前が生き残れば、お前は俺じゃなかったということになる。そうなっても……三周目に、突とつ入にゆうするのか？」

「無論だ。その場合は、もはや三周目とは呼べないのかもしれないが、それでも突入する」

　信奈のために、絶対にこの「俺」が「運命」を覆さなきゃならねえな、と良晴はガスパールと睨にらみ合った。互たがいに、一歩も退ひくつもりはない。

　だが、この時。

　ふらり、と部屋に入ってきた曲直瀬ベルショールが「十兵衛ちゃんが目を覚ましたぞい。ありゃ二百歳も生きられる希け有うな生命力の持ち主じゃて。命とは不平等なものよ」と告げた。良晴は、信奈からの書状を握にぎりしめながら光秀のもとへと走っていた。

　相良良晴とガスパールはこの短い会談の中で、細川藤孝が「場」の力を逆利用して信奈の「運命」を操作しようとしていることを看破した。しかしすでに藤孝は、密ひそかに光秀に対してさらなる「最後の一手」を準備し終えていた。あと少しガスパールとの対話を続ける時間があれば、良晴はそのことにも気づいていたかもしれない。だが、今は合戦中なのだ。時間が、あまりにも少なかった。




「相良先せん輩ぱい。お久しぶりですううう！　ご心配をおかけしました。体調のほうはもう、問題ありませんです。先輩の顔を見たら、五体に力がみなぎって参りました！　ただちに出しゆつ陣じんの準備をはじめます！」

「遅おくれてごめん、十兵衛ちゃん！　これが信奈からの書状だ。薩さつ摩まから援えん軍ぐんに来てくれた島津家久が詳しよう細さいな地図を描かいて指示を書き込んでいる。俺と信奈は岐阜城へ信澄の救援へ向かうから、十兵衛ちゃんは京を出立して関ヶ原の西に位置する松まつ尾お山やまに布ふ陣じんしてほしい。万が一松尾山を取れなければ、東の南なん宮ぐう山さんに」

「了りよう解かいいたしました！　それでは大坂城の毛利両りよう川せんに気取られぬよう、東山道を用いずに琵び琶わ湖この水路より移動し、近江長なが浜はまを経由して北国街かい道どうより関ヶ原に入ります！」

　明智光秀との再会は、いつ以来だったろうか？

　光秀の寝しん室しつを訪れた良晴は（よかった。倒れたと聞いて心配だったが、顔色も良くなっている。そして相変わらず頭脳明めい晰せきで決断も速い。いつもの十兵衛ちゃんだ）と思わず安あん堵どしていた。

　だが、今の光秀には「細川藤孝との祝しゆう言げん問題」がある。さらに、近江坂本城にはお牧の方や今川義元たちが捕らえられている。この二つの件について、光秀が気に病やんでいないはずがなかった。俺に心配をさせまいと、無理をして笑ってくれているんだ。そう気づくと、良晴は光秀にかける言葉が出てこなくなった。こんな時、どう言えばいいのだろうか。

　良晴が言葉に詰まっていると、光秀のほうが、祝言話について口にしてくれた。

「……相良先輩。もう、先輩は細川藤孝どのからの求きゆう婚こんの件を聞いていますよね……」

「う、うん。さっき、知ったばかりだ」

「ということは、この信奈さまからの命令は、細川藤孝どのが田辺城に出現したことを知らないで出されたものですよね？　今は状況が一変しています。このまま命令を遂すい行こうしてよいのですか？　十兵衛は、細川藤孝どのとの祝言を承知すべきなのでは」

「そんなことはない。信奈が十兵衛ちゃんに『細川藤孝と祝言をあげて和わ睦ぼくに持ち込みなさい』と命令するはずがない。もっとも、十兵衛ちゃんのお母さんが坂本城に捕らわれている。和睦に持ち込めれば、お母さんを取り戻もどすことは容易になるだろう、が……」

「いえ。母上は、『わたしごときのために公おおやけの任務を曲げて私情に走るとは。それでも土と岐き氏再興のために戦ってきた武将ですか』とむしろ十兵衛をお𠮟しかりになると思います。そういう方です」

「そうか。強い人だな……」

「命令に従って関ヶ原へと行軍するのでしたら、十兵衛は母上を奪われたことに激げき怒どしたふりをして『坂本城を総そう攻ぜめして必ずや六角承禎に報復する』と宣伝して回りながら、その坂本城を素す通どおりして琵琶湖畔はんの織田船団を動員し夜や陰いんに乗じ水路より東へ移動します。母上もそれを望んでおられます。ですが、気がかりなことが……」

　南なん蛮ばん宣教師のガスパールどのが妙みようなことを、と憂うれい顔になった光秀が良晴に打ち明けてきた。

「あの方は未来予知の術を会え得とくしており、プラトン立体とやらで『安土城炎えん上じようの未来』を見たのだと。信奈さまには、『破滅』の『運命』が待ち構えているのだと……未来から来た先輩も、ご存じなのですか？　もうすぐ、信奈さまが築いた天てん下か布ふ武ぶの象しよう徴ちよう・安土城が炎上してしまう『未来』が訪れるのですか。ほんとうなのでしょうか？」

　今、自分と信奈、そして光秀が重大な岐き路ろに立っていることを良晴は自覚していた。ここで噓うそをついて光秀を裏切り、誤ご魔ま化かしたくはなかった。だから。「未来」はなにも確定していない、流動的なものだ。だが、今のままではガスパールの見た「未来」が実現する可能性は高い……と良晴は怯おびえている光秀の肩かたをそっと抱だきながら小声で教えていた。誰が聞き耳を立てているとも限らないからだ。

「……ではやはり……相良先輩は、信奈さまに訪れる『破滅』の『運命』を覆すために、ずっとずっとお一人で戦ってこられたのですね。それで、すべてが腑ふに落ちるです……」

「いや。いつだって、一人じゃなかったさ。十兵衛ちゃんや半兵衛たち、大勢の仲間が俺を支えてくれた。だから、この過か酷こくな戦国時代を俺は生きてこられた」

「……相良先輩。細川藤孝どのは『未来』を知っているです。しかも藤孝どのは信奈さまを『歴史』から消し去るおつもりです。たとえ想定通りに関ヶ原決戦に持ち込めても、信奈さまは敗れるような気がします……藤孝どのはおそらく、関ヶ原決戦で信奈さまが敗れるように、なんらかの策を施ほどこしているはずです」

　十兵衛ちゃん？　と良晴は光秀の表情を覗のぞき込んでいた。いつもの、朗ほがらかな笑え顔がおだった。

「相良先輩？　ガスパールどのが告げた『安土城炎上の未来』を回かい避ひできるのでしたら、十兵衛は藤孝どのに嫁とつぎます。先輩がそう命じてくだされば、すぐに承しよう諾だくの返書を藤孝どのへ送りますです」

「いや、待ってくれ。それは……十兵衛ちゃん!?　そんな言葉、爽さわやかに笑いながら言える言葉じゃ……」

「今回、九州から戻ってこられた先輩が信奈さまのもとへ真っ先に救援へ向かわれたことで、もう、よくわかりましたから。いえ、十兵衛が現実をかたくなに認めなかっただけで、先輩はいつだって正直でした。相良先輩のお心は、はじめから信奈さまに。信奈さまが最後には破は滅めつする、天下布武の夢を果たすことなく死んでしまわれると、先輩は最初から知っていたのですね。そんなの、誰だれだって助けたくなるに決まっていますです」

　違ちがう。信奈だけじゃない。俺はきみをも「本能寺の変」という「運命」から救いたかった。絶対に、耐たえがたかった。俺が男として恋こいした相手は信奈だったけれど、その気持ちは絶対に噓じゃない。良晴は、光秀にそう告げたかった。だが、さまざまな重圧に押しつぶされそうになっている今の光秀に、そんな残ざん酷こくな「未来」を告げることはできなかった。光秀の心が壊こわれてしまう。このとびっきりの笑顔は、俺を安心させるための精せい一いつ杯ぱいの芝しば居いなのだ、と良晴は気づいていたから。

「先輩？　先輩は、九州で相良義よし陽ひどのというご家族に巡めぐり合われました。ですから、十兵衛にはもう、先輩のお母さん役を務める必要はなくなったです。藤孝どのに嫁ぎます。これで……信奈さまと先輩を悩なやませていた面めん倒どっちぃ三角関係も、綺き麗れいに清算できますですよ。信奈さまの『未来』も回避できます。藤孝どのの妻となった暁には主導権を十兵衛が握り、天下人の座を必ず信奈さまの手て許もとへ。先輩は近衛さまのご猶ゆう子しとなられ、関白に就任して信奈さまと祝言をあげられます。安土城下の南なん蛮ばん寺でらで。すべてが、うまくいきます」

　なぜならば、白い歯を見せながらけんめいに微笑ほほえんでいる光秀の両目から、透すき通った涙なみだが溢あふれていたからだ。

「聞いてくれ、十兵衛ちゃん。きみは、ひとつだけ誤解している。俺が救いたかった人は、信奈だけじゃない。『運命』は……信奈ときみの『運命』は、鏡の表裏のように切り離はなせないものなんだ。織田信奈と明智光秀とは、二人でひとりなんだ。どちらかが欠ければ、もう一方も欠けてしまう。ここで十兵衛ちゃんを切り捨ててしまうことは、俺にはできない！　たとえどんな結末が待っていようとも、最後まで三人でともに戦おう、俺たちの『運命』と！」

「……そうでしたね。先輩は、十兵衛にも暗い『未来』が待っていることをご存じだったのでしたね。嬉うれしいです、先輩。でも、たとえ離はなれ離れになっても十兵衛は生しよう涯がい、先輩をお慕したいし続けております。ですから……」

　もう説得できないのか!?　だが今ここで細川藤孝のもとへ十兵衛ちゃんを嫁がせてしまえば、俺も、信奈も、そして十兵衛ちゃんも、いつまでも消えない傷を心に残す。そして結局は──藤孝の意図した方向に、「運命」は確定する。おそらくは「本能寺の変」へと。それは最悪の結末だ。良晴は窮きゆうした。「すべての実を拾う」という良晴の抱いだく主義と、「男として愛する女性はただ一人だけ」という良晴の想おもいとは、常に、微び妙みように食い違っていた。その理想と感情との微妙な食い違いが生んだ矛む盾じゆんが、今、明智光秀と織田信奈の「運命」をともに暗転させようとしている。

（どうする、どうすれば十兵衛ちゃんを説得できる？　五ご右衛え門もん。どうすればいい？）

　良晴が祈いのるような思いで光秀の肩を抱だきしめていると。




「あああああ！　なんと健けな気げな……姫ひめええええ！　もはや我が慢まんなりません！　相良どの！　明智家の家老として、一命を賭としてお願いいたします！　どうか姫と今この場で祝言を！　拒きよ否ひなさるならば、この斎藤利三、切腹いたします！」




　白装束に着き替がえた斎藤利三が室内に押し入ってきて、脇わき差ざしを構えながら良晴と光秀の前に座り込んでいた。

　必死の形相を見ればわかった。光秀と良晴に祝言をあげさせるために奔ほん走そうしてきた利三は、良晴が光秀を「選ばなかった」ならば、本気で切腹するつもりだと。

「切腹って、そんな!?　ふ、藤孝に十兵衛ちゃんを嫁がせたりはしないから、落ち着け！」

「利三？　ちょ。ちょっと待つです！　先輩を脅きよう迫はくしてどうするですか！　そんな無む理り強じいしたら、かえって先輩のご迷めい惑わくに……やめるですぅ！」

「いいえ、やめません！　これが姫と相良どのに祝言をあげさせる、おそらく最後の機会！　今日を逃のがせば、次はいつお二人が再会できるか！」

「無茶言うなです、ダメですううう！　そんなことしたら、先輩を拉ら致ちして信奈さまに謀む反ほんしたことになるですよ！」

「……う、う。では祝言は次の機会といたしましょう。それでは相良どの、せめて姫にこの場でお情けを！　今！　ここで！　この利三が監かん視ししている前で！　姫に、子種を授けていただきたい！　生まれてきた赤子は、利三が立派な明智家の跡あと取とりとなるようお育ていたします！　さあ、さあさあ！」

　そんなこと人前でできるかあ！　なんなんだこの斎藤利三という子は!?　十兵衛ちゃんへの忠誠心をこじらせきっている!?　こんな時はどうすればいいんだ五右衛門～ッ！　どう対応していいのかわからない良晴は、叫さけび声をあげていた。

「うああああ！　利三！　先せん輩ぱいが泡あわを吹ふいて倒たおれそうになっているです！　こんな時にそんな面めん倒どう臭くさい脅迫はやめるですうううう！　十兵衛が先輩に嫌きらわれてしまうですう！」

「……くっ。これしきのことで動転するとは、相良どのも存外に情けない。では大おお幅はばに譲じよう歩ほして、姫に情熱的な接せつ吻ぷんを！　これしきの愛情すら相良どのが姫にお与あたえにならない、できぬというのならば、利三は自ら陰かげ腹ばらを切った上に明智軍団に即そく座ざに解散を命じて西軍そのものを解体し」

「やめろ、やめてくれーっ！　考え得うる限り最悪の結末だ、それは！　そんなことをするくらいならば、いっそ俺を斬きってくれっ！」

「もういいのです、利三！　お前の気持ちはわかったですから！　先輩も、わざわざ未来から来ていながらこんなところで利三に斬られてどうするですかっ！」

「十兵衛ちゃん。俺も斎藤利三も、揃そろって無茶を言っているけれども気持ちは同じなんだ。十兵衛ちゃんに、自分の心を犠ぎ牲せいにしてまで望まない政略結けつ婚こんを吞のんでほしくはないんだ」

「……う、う。厚かましいですねぇ……わかりましたです、先輩。藤孝どのには、『修道女になったので祝しゆう言げんはあげられない、修道会を抜ぬけるには羅馬ローマへ行く必要がある』と返書を送ります！　十兵衛は信奈さまの命令通りに関ヶ原へと向かい、松尾山を奪だつ取しゆします！」

「……それでは細川藤孝との婚約は破は棄きですね！　了りよう解かいいたしました！」

「もともと婚約など成立していなかったのですから、そこは『求婚お断り』でいいですよ」

　斎藤利三の暴走が、結果的に、光秀の「細川藤孝との祝言承諾」を思いとどまらせる結果となったらしい。

「相良先輩。やりますです。利三の狂きよう乱らんぶりを見て、この十兵衛、かえって落ち着きを取り戻せましたです。信奈さまの片かた腕うで、織田家の近きん畿き管かん領れいとして、明智軍を率い西軍に勝利をもたらすまでは、決して先輩と信奈さまを困らせるようなことは再び口走らないです。三人の関係については、この合戦で勝利を摑つかみ『未来』を切り開いたその時に、茶会を開いて話し合いましょうです。もう個人的な恋と天下盗とりの戦いを混同したりはいたしません。ご安心ください！」

　良晴は、（この笑顔はほんものだ。目の前の合戦に集中しきっている。やっぱり十兵衛ちゃんの精神力はすごいな。今回は、斎藤利三に救われた……！）とうなずいていた。

「あ、ありがとう、十兵衛ちゃん！」

「ただちに出しゆつ陣じんしましょう、相良先輩！　大垣城までの道中は危険です。十兵衛とともに琵琶湖を進んでくださいますか？　関ヶ原への道と大垣城への道の分ぶん岐き点となる近江長浜城まで、十兵衛が先輩をお守りできれば」

　良晴は「わかった、一いつ緒しよに行こう」とうなずきかけた。だが、光秀が熱を出して寝ね込こんでいた分、予定よりも大幅に京で時間を使ってしまっている。最短距きよ離りとなる東山道を駆かけねば、岐阜城救きゆう援えんが間に合わなくなりそうだ、と良晴は気づいた。

「……ごめん。俺もそうしたいが、一刻も早く大垣城に戻もどって岐阜城の信澄の救援に向かわないといけない。たしかに陸路は少々危険だが、俺は帰り道も東山道を通るよ」

「……そ……そうですか……そうですよね。ご無事をお祈りしております、相良先輩！」

　この時、未来人風に敬礼してみせた光秀の笑顔が、ほんのわずかにこわばっていた。

　だが光秀は、良晴にも斎藤利三にも、この時自分の心の中で急激に裂さけはじめた「疵きず」の存在を悟さとらせなかった。そのようなものを抱かかえていると、誰にも知られてはならなかった。これから光秀は「良晴のよき後こう輩はい」として信奈に仕えねばならないのだから。

「十兵衛ちゃんが関ヶ原を押さえてくれれば、信澄は討うち死にを免まぬかれ、西軍に勝機が生まれる。俺たちは必ず、信澄を救いだせる。信奈と信澄と、そして十兵衛ちゃんの『運命』を、ひとつも落とすことなく摑み取ろう」

　光秀は、溢れかけている心の内の「疵」を押し殺しながら、こくりとうなずいていた。

「……わかりましたです、相良先輩。すべて、この十兵衛にお任せください」




　隣りん室しつでは、細川藤孝の「罠」へと織田信奈たちが塡はまり込んでいく予感をひしひしと感じていたガスパールが、「私の思い過ごしでなければよいが」とつぶやいていた。

「今の明智光秀の精神状態は、危険だ……あるいは、『安土城を炎上させる者』とは、織田信奈を滅ほろぼす『運命』を背負っている者とは、他ほかならぬ明智光秀なのではないか？　相良良晴、きみは『未来』を知っているはずなのに、なぜ彼女をどこまでも信しん頼らいできるのだ？　それとも……これが『運命』なのだろうか？　われわれ人間はどこまで抗あらがっても、『運命』からは逃れられないのだろうか？」




　　　　※




　この前後。加賀の上杉謙信率いる越軍と睨にらみ合っていた越前・北きたノ庄しよう城でも、軍議が開かれていた。その主立った面々は──。

「たたった、たいへんだあっ！　丹後の田辺城に、先の将軍だった足利義輝公が！　近江坂本城には六角承禎が立て籠こもって、今川義元を人質に！　伊勢長なが島しま城も武田信虎に奪うばわれたし、光秀は細川藤孝に求婚されてぶっ倒れたそうだ！　あちらもこちらも敵だらけで、本猫寺一いつ揆きの同時勃ぼつ発ぱつの時よりも酷ひどい！　ああもう、姫さまのお嘆なげきはいかばかりか！」

　織田家一の武勇を誇ほこる、北陸方面軍指揮官の柴しば田た勝かつ家いえ。通つう称しよう、権ごん六ろく改め「六ろく」。六以外に謙信に対たい抗こうできる者はいない、と信奈から信頼されて北陸の「壁かべ」係を授かっている。一軍の将としては知ち謀ぼうが足りないが、謙信も知略はさほど用いないので相そう殺さいされるのだ。

「相良良晴どのの帰き還かんが間に合って、いったんは捨てた岐阜城を守れると姫が希望を抱いたことが、かえって姫を……このままわれらが越前で座していては、東軍方につく国こく人じん衆しゆうは増えるばかり。さりとて上杉謙信と互ご角かくに戦うためには、一兵とて手許の兵を割さくことは難しいです。状じよう況きようは二点です」

　副将に、信奈のお姉さん役を務める、温厚な丹に羽わ長なが秀ひで。長らく信奈の小こ姓しようを務め、武将となってからは主に築城や内政面で活かつ躍やくしている。あの安土城を普ふ請しんしたという大功の持ち主だ。実は、怒おこらせると勝家よりも恐おそろしい。

「……越前ガニ、美お味いしい……もぐもぐ……姫さまの一大事。食べて体力をつけなければ」

　朱しゆ槍やりを構えながらカニに甲こう羅らごとかぶりつく。荒あらぶる「小さなかぶきもの」前まえ田だ犬いぬ千ち代よ。こちらも信奈の小姓出身で、徳川家康と並ぶ信奈の妹分。

「くすん。皆みなさん、信澄さまをお救いするために岐阜城まで東部戦線を押し戻すという信奈さまの戦略変へん更こう、このままでは破は綻たんしてしまいます。京と大垣でもすでに良晴さんや信奈さまたちが動いておられるでしょうが、わたしたちも至急、この戦況の急変に対応せねばなりません」

　そして説明不要の「今いま孔こう明めい」こと、軍師・竹中半兵衛である。

　半兵衛は日ノ本の地図を広げて、「わっせ、わっせ」と犬千代と二人で東軍の駒こまと西軍の駒を配置していった。勝家に言葉だけで戦況と戦術を把は握あくするのが難しいほどに戦線が拡大しているので、視覚的にわかりやすく説明しなければならないのだ。

「まず伊勢長島城へは、この越前からは遠すぎますので、兵は送れません。信奈さまたちが見事に対応してくださることを信じましょう。ですが──丹後の田辺城は捨て置けません。歴戦の勇者であり自ら剣けんを振ふるって戦う剣けん豪ごう将軍であられた足利義輝さまは、現在の足利将軍である義昭さま以上の『錦にしきの御み旗はた』です。捨て置けば北陸から山さん陰いんにかけての国人衆が続々と東軍に靡なびきます。ただちに越前から大軍を送り、田辺城を包囲して国人衆の離反を防ぎ、可能ならば無理攻ぜめをしてでも陥かん落らくさせます」

　半兵衛はすでに、心を鬼おににして津田信澄を岐阜城へ「死兵」として送っている。良晴の帰還によって、その信澄を救える機会が一いつ瞬しゆん現れたはずなのに、今また消えようとしている。それだけは阻そ止しします、ときりりと目を吊つり上げた半兵衛が「田辺城を完全包囲して短期決戦で落とすには一万五千の兵力が必要です」と告げたために、勝家も長秀も色を失った。

「えええ。無茶だ！　北ノ庄城の兵力は……ええと。だいたい、そうだな、半分くらいになっちゃうぞ！　謙信の病はもう癒いえているらしい。越前の守りが手て薄うすになったと知れば、北ノ庄城目指して攻めてくるはずだ！」

「それに、田辺城に籠ろう城じようする細川藤孝どのが持っている一子相伝の『古今伝授』をどうなさいます、半兵衛どの？　やまと御所から、あの書だけは燃やさぬように、三種の神器同様に御所にとって欠かせぬもの、と越前にまで使者が。あの書こそは、われらには『人質』同然。五点です」

「丹羽さま。わたしたちは、人間の世界に生きています。本よりも、人間です。『古今伝授』が焼け落ちても構いません！　それで御所が潰つぶれてしまうわけではありません。むしろ、公く家げ衆は長らく『古今伝授』という呪しゆに縛しばられているのです。なにが書かれてあるのかはわたしにもわかりませんが、その内容がなんであれ──叡えい山ざんの結界同様に、捨て去るべきものです。信奈さまの開く新しき人間の世には無用な『過去』であり、克こく服ふくすべきものです！　細川さまは『古今伝授』がある限り田辺城を攻めることはできないと考えておられるでしょう。ですが、全力で攻めます！　『古今伝授』と信澄さま、どちらを守るべきかと問われれば、信澄さまです。『設楽したらが原はら崩くずれ』で窮きゆう地ちに追い詰つめられた信奈さまをお救いするために、いちどは信澄さまを死地へ送ったわたしが言うのも滑こつ稽けいかも知れませんが……もしもわたしが『古今伝授』を焼き払はらうことで信澄さまを死地からお救いできるのでしたら、どれほどの汚お名めいを被かぶってでも救います！」

　おおお。今日の半兵衛は松永久ひさ秀ひでみたいでかっこいい、かぶいている……と犬千代が目を潤うるませ、半兵衛の毅き然ぜんとした決意に感動した勝家が、

「よくわからないが、わかった！　総大将のあたしの命令で焼いたと言い張れ、長秀！　行ってこい！」

　とうなずき、長秀の肩かたをぼむっと叩たたいていた。

「ひぎっ!?　勝家どの、脱だつ臼きゆうしてしまいます！　というか、なぜ田辺城攻めは私の仕事と決めているんです？　八点です」

「だって長秀は若狭の国主だろ？　丹後にも詳くわしいだろ？　なにしろ若狭と丹後は隣りん国ごく同士だっ」

「んもう。私は、丹後とは縁えんもゆかりもありませんが……でも、いいでしょう。勝家どのが北ノ庄城を離はなれれば、あの軍神・上杉謙信と戦うなど不可能となりますから。私が田辺城へ参りましょう。それで満点ですね、軍師どの？」

　はい、よろしくお願いします丹羽さま、と長口上を叫さけび終えた半兵衛が息を弾はずませながら微笑ほほえんでいた。

「しかし小早川隆景め。明から元将軍を倭寇とともに呼び戻すだなんて、よくもこんな奇き策さくを繰くり出してくるもんだ！　どうやって人知れず丹後に上陸したんだろう？」

「柴田さま。これは実は、かつて大友宗麟さまが毛利家と北九州で激しく戦っていた時に用いた策と同じ手なのです──当時、宗麟さまから毛利の背後をつくよう依い頼らいされた山やま中なか鹿しか之の助すけさまは、海かい賊ぞく衆の力を借り隠岐から船団を率いて出雲いずもへ攻め入りました。毛利軍は鹿之助さまによる背後からの奇き襲しゆう反乱によって本国領内をずたずたにされ、九州戦線から全面撤てつ退たいする羽目になったんです」

「そうかぁ。隠岐島かぁ～！」

　ですから、隠岐からの奇襲上陸作戦という手札を小早川さまがここで切ってくることは、十分にありうることでした、と半兵衛は羽う毛もう扇せんをそっと仰あおいで汗あせばんだ胸むな元もとを涼すずませている。

「まあ、長秀が田辺城攻めへ向かっても問題ない。このあたしが、百人分働けばいいことだな！」

「一万五千人分戦ってくれないと勘かん定じようが合いません勝家どの。一万四千九百点足らず、です」

「あああ。長秀から、過去最低点を食くらったあ～!?」

「……犬千代と勝家が千人分ずつ働いても、無理……やっぱり兵力が足りない……どうする？」

　ちょこんと小首を傾かしげた犬千代に、半兵衛が「はい」と答えていた。

「織田領内への海からの奇襲は、想定内です。こちらもすでに手を打っています。その手札を、切ります」

「どどどどういう手札なんだっ!?　九州の大友宗麟への援えん軍ぐん依い頼らいに、奥おう州しゆうの伊だ達て政まさ宗むねへの援軍依頼、土と佐さの長宗我部元親への援軍依頼……織田家が切れる外交の手札はもう残ってないんじゃないのか、半兵衛!?」

「いえ、実はまだあと一枚、あるのです。こちらの兵が減った分、越軍の兵も減らせばよいのです、勝家さま」

　半兵衛の笑みが柔やわらかく静かなものなだけに、勝家はむしろ震ふるえていた。今、全日ノ本を舞ぶ台たいに底知れぬ智ち者しやたちが、その知謀を戦わせているんだな……そう思うと、今この織田家に上杉謙信と一いつ騎き打うちに及およんで渡わたり合える武将はあたし一人、必ずや北ノ庄城を守り謙信の上じよう洛らくを阻はばむ！　といよいよ勝家は全身に戦意がみなぎってくるのだった。

　しかしながら不満顔で、ずぶり、と勝家の胸に人差し指を突つき立ててくる者がいた。

「……むう……謙信との一騎打ちは……この犬千代に、お任せ」

「みゃあああっ？　痛いじゃないか～っ！　なにすんだ、犬っ!?　その台詞せりふとその指の動きになんの関係があるんだよっ!?　鍋なべにして食っちまうぞ！」

「……なんとなく、むかついた。姫ひめ武将の武力の高さとおっぱいの大きさには関係がないことを、こんどこそ証明する」

「そんな妄もう言げんをほざいているのは、おっぱい星人のサルだけだっ！　あと、お前越前に来てからずっとカニ食ってるけど、いくら食っても胸は膨ふくらんでないからなっ！」

「……がーん。やはり牛の乳を飲まなければ……無念」

　相変わらずの二人を眺ながめる長秀が苦笑いを浮うかべながら、「さて。田辺城へ行って参ります。細川さまが明智どのから心変わりして私に求きゆう婚こんしてくだされば、満点解決なのですが。田辺城が血の海と化すような事態は避さけたいですね。私も嫁よめ入いり前の若い娘むすめですし」と物もの腰ごしも柔らかに立ち上がっていた──。

「くすん。丹羽さまって、若いんですか？」

「ええ、若いんです！　半兵衛どの！　減点いたしますよ！」

　丹羽長秀、丹後・田辺城へ──ここに越前北ノ庄軍は二分され、兵力は半減した。そして、北ノ庄城に入りこんでいる軒のき猿ざる衆しゆうが上杉謙信のもとへこの情報を伝えるまでは、数刻もかからない。

「この決戦の勝敗の行ゆく方えは、越えち後ごの軍神・上杉謙信さまが握にぎっていると言って間ま違ちがいありません。わたしたち織田家北陸方面軍はどれほどの犠ぎ牲せいを払ってでも、越軍と武田軍・毛利軍との合流を、阻止します！」

　竹中半兵衛と、上杉謙信。戦国日ノ本を代表する「知」と「武」とがついに、激げき突とつしようとしていた。







　　　巻ノ四　神流かんな川の合戦







　一方この頃ころ、東国では──奥おう州しゆうの覇は者しや・伊だ達て政まさ宗むねこと梵ぼん天てん丸まるが、織お田だ信のぶ奈なからの外交の使者として仙せん台だいへと乗り込んできた蒲生がもう氏うじ郷さとの説得によって織田信奈側につくと宣言し、「西軍」と称しようして再び関東へと出兵していた。蒲生氏郷もまた、そのまま織田家の与よ力りきとして梵天丸に随軍している。織田信奈から、なにをやらかすかわからない梵天丸をきちんと見張るように、決して暴走させないように、と命じられているのだ。

「摺すり上あげ原はらの合戦」で会あい津づの蘆あし名な家が梵天丸に滅ほろぼされたのち、義ぎ娘じようの猫ねこ姫ひめを梵天丸の妹として送って今は伊達家に従属している常陸ひたちの「坂ばん東どう太た郎ろう」佐さ竹たけ義よし重しげが、今回の関東遠えん征せい軍でも道案内役を務めた。とにかく「打だ倒とう北ほう条じよう」に血道をあげてきた根っからの坂東武者の佐竹義重は、北条の勢力を関東から追い払いたい。関東管かん領れい・上うえ杉すぎ謙けん信しんが北条と和して上洛軍を起こしている今、頼たよれる者はもう伊達家しかいないのだった。

　大軍を率いて白しら河かわの関を越こえ、奥州街かい道どうを南下してまっすぐに下しも野つけまで進み、常陸の佐竹義重や小お田だ家、下野の宇う都つの宮みや家や小お山やま家、さらには安あ房わの里さと見み家から駆かけつけてきた援軍と合流した梵天丸は、「このまま武蔵むさしへと攻め込み、小お田だ原わら城をこんどこそ潰すにょだ。我われに秘策あり！」と奥州関東連合軍五万に号令した。

　小田原城の北条氏うじ康やすは、「あのお子さまが、また来たの!?　小田原城を囲むなら勝手に囲みなさい。上杉謙信と同じよ。どうせまたすごすご帰ることになるのよ」と当初、北関東をわがもの顔で突き進む梵天丸を無視していつもの籠城戦でやり過ごすつもりだった。武蔵の要所である河かわ越ごえ城には「河越夜戦」で勇名をはせた北条家最強を誇ほこる義ぎ妹まい・北条綱つな成しげを配備し、武蔵と相模さがみの国くに境ざかいに位置する小こ机づくえ城と玉たま縄なわ城にも鉄の結束を誇る一族や有能な武将を配備して多た摩ま川がわラインで伊達軍を防ぎ止める二段構えの防ぼう御ぎよ策を採った。武蔵入りした梵天丸がどれほど暴れようが「忍にん」の一文字で耐たえ続け、多摩川を小田原城の巨きよ大だいな「外そと堀ぼり」として用いて伊達軍を足止めし、寄り合い所帯の伊達軍が補給に苦しみはじめたところを見計らって河越城の北条綱成軍と小田原城の本隊が打って出て挟きよう撃げきするという、一種の焦しよう土ど戦術だった。仮に多摩川を抜ぬかれてもなお、「本丸」小田原城がある。

　だが、梵天丸の「小田原攻め」の前宣伝は、大おお噓うそだった。

　梵天丸は武蔵を無視して、下野から西へと──上野こうずけへと進んだのである。

　越えち後ご・武蔵・信濃しなのに接する交通の要所である上野は、上杉謙信・武たけ田だ信しん玄げん・北条氏康ら関東の三将が激しい争そう奪だつ戦せんを繰り広げてきた関東最大の戦乱地帯で、「甲こう越えつ相そう三国同盟」が成立して以後は三国がそれぞれ城代とわずかな守備兵だけを置いて不戦を誓ちかった「緩かん衝しよう地帯」となっていた。上野という土地そのものが、三国同盟の「担保」のような存在だったのである。

　つまり、上野そのものに守備兵がほとんどおらず、守りが手薄だった。

　梵天丸は、この空き家同然となっている上野へとまっしぐらに突き進み、上野のほぼ中央に位置する廏うまや橋ばし城を力押しで奪うばい取ってしまった。

　上杉謙信が関東出兵した折にも、関東における上杉方の大本営として用いられてきた要所中の要所である。

　廏橋城城主は、上杉方と北条方の間を蝙こう蝠もりのようにふらふらと行ったり来たりしていた寝ね返がえりご免めんの北きた条じよう高たか広ひろ。この時は同盟条約によって上杉方に帰参していたが、本人は謙信の上洛軍に参戦しており、廏橋城には五百ほどの留守番兵しかいなかったのだ。

　さらに、武田方の上野における拠きよ点てん・箕みの輪わ城までをも、梵天丸はネコババした。箕輪城主・内ない藤とう昌まさ豊とよもまた、信玄の上洛軍に参戦していたのだ。

「フハハハ！　北条氏康よ、いらぬというのなら上野は我がいただくにょだ！　これより上野全土をこの伊達政宗の領土とし、奥州から関東にかけて、日ひノ本もととは異なる新たな『国』を樹立する！　その名も『千せん代だい王国』にゃのだっ！　王都はもちろん仙台！　千代王国は南なん蛮ばんの羅馬ローマ教皇と同盟を結び、イスパニア海軍と提てい携けいしていずれは世界を征せい服ふくするであろう！　王国の臣民は我が開発した仙台みそを生産することを義務とするっ！　文字通り、千代王国は千年続くであろう！　聖書の黙もく示し録ろくにも書かれている。悪あく魔まサタンが大地の底に封ふう印いんされてイエスの再臨がうんぬんかんぬんで地上がはるまげどんで滅め茶ちや苦く茶ちやになるその時、千年王国が現出すると！　我こそがその千年続く千代王国の始祖にゃのだ～！」

　みよ！　我は戦乱の世を立て替かえ立て直す！　上野はもはやびぃすとの領土となり、上野の民はびぃすとに支配された！　我はこれより利と根ね川がわを越えて武蔵へと突き進み、武蔵全土を「千代王国」の領土とするであろう！　武蔵を平定した暁あかつきには、関東における王が交代したことを証明するために、平たいらの将まさ門かどの首くび塚づかをブチ壊こわす！　あと鹿か島しま神じん宮ぐうの要かなめ石いしも破は壊かいな！　砕くだいた石はすべて仙台城の石いし垣がきに用いてくれるわ！　将門の首塚が我が魔王城の要石として我がお尻しりの下に敷しかれた時、我の邪じや気き眼がんは真に覚かく醒せいし、我は聖書に預言された真の魔王として完成するであろう！　フハハハハ！

　上野を「火か事じ場ば泥どろ棒ぼう」として席巻した伊達政宗の次なる攻こう略りやく目標は、上野と武蔵の国境近くに立つ金かな窪くぼ城ということが明らかになった。実際に、梵天丸は軍を南下させはじめた。

　北条家の農本主義を重視した善政に慣れ親しんでいた武蔵の民たみは、「か、関東を、ど、独立させる？」「伊達政宗こそは、将門公の再来だというのか？」「しかもその将門公の首塚を壊すとか」「鹿島の要石まで」「大おお鯰なまずが暴れたらどうしてくれるんだ！」「アンチクライストめえええ～！」「わしらキリシタンでもなんでもないのに、なんでこんな目に」と一種のパニック状態に陥おちいった。

「イスパニア海軍ってなによ、なんなのよ？　なにを言っているのか相変わらずさっぱりわからないけれど、関東に独立国家を樹立するだなんて、北条にケンカを売っているつもり？　それも、織田信奈と武田・上杉が中央で死し闘とうを繰くり広げている隙すきに、空き巣す狙ねらい？　汚きたない。あくどい。なんて奴やつなの、伊達政宗!?　私が小田原城から絶対に出てこないと思ったら大間違いよ、北条家存続の危機が訪おとずれた『河越夜戦』では自ら出しゆつ撃げきしたのよ！」

　北条氏康は慌あわてて小田原城から出しゆつ陣じんし、河越城の北条綱成をはじめとする諸将にも出陣を命じ、一路、金窪城を目指した。




　金窪城は、利根川の支流・神流川沿いに建つ支城で、上野と武蔵の国境に位置し、北条家の武蔵における北の「関門」だった。

　利根川本流を渡と河かした伊達軍は、利根川と支流の烏からす川・神流川との間に挟はさまれた中州地帯に陣じん取どり、御おん幣べ山やまと呼ばれる美しい三さん角かく錐すいの形をした山を梵天丸の本ほん陣じんとした。

　神流川を渡れば、そこはもう武蔵である。

　唐とう突とつな、「千代王国」建国宣言。

「山奥の米よね沢ざわから海が近い仙台への居城移転に、そんな非常識な意図があったのか！」

「もう武田でも上杉でも北条でもいいから」

「とにかくなに考えてるのかわからん真の魔王だけはやめてくれ」

「このままでは西軍と東軍のどちらが勝っても、勝者が伊達成敗に乗り込んできて、関東は廃はい墟きよと化すぞ」

　関東諸将や伊達家臣団を驚おどろかせ、関東全土の民草をまたしても心底怯おびえさせていた梵天丸は、その日──。

「わんわんわん！」

「ばうばうばう！」

「きゃいんきゃいん！」

「うわああ～！　小こ十じゆう郎ろう、助けるにょだっ！　わんこが！　わんこどもが我を襲おそってきたにょだ～！　くっ、犬は猫ねこの天敵！　魔族のわれは猫属性なので、犬には弱いにょだ～！」

　御幣山の山頂で、たくさんの犬にじゃれつかれて、ひくひくと身体からだを痙けい攣れんさせていた。

「なにを大げさな。わんこたちは、姫に懐なついているだけですよ」

「猫姫っ！　姉を救え、猫を呼べ～！　犬どもと〝はるまげどん〟を戦わせろっ！」

「わかったみゃ」

　梵天丸の守もり役・男装姫武将の片かた倉くら小十郎は無視していた。だが、佐竹家からやってきて梵天丸の影かげ武む者しやとして参戦していた義妹・猫姫が、梵天丸が飼い馴ならしていた奥州猫軍団を駕か籠ごから解き放ったために、御幣山を舞台に犬たちと猫たちとの愛と悲しみのハルマゲドンがはじまってしまったのだった──。

「わんわんわん！」

「にゃああああ！」

「わふー！」

「な～ご～！」

「くっ。世界最終戦争とはこれほどの悲しみに満ちていたものであったのか……許せ犬どもよ、そして猫たちよ！　これも黙示録に預言されていた定めにゃのだ……運命には、犬猫であろうとも逆らえぬにょだ……」

「ああもう、うるさーい！」

　上野には奥州にはいない珍めずらしい虫がいる！　と虫取りに興じていた梵天丸の従い姉と妹こ・伊達成しげ実ざねが、大声をあげていた。

「毎晩これでは眠ねむれん！　貴様ら、仲良くしないと食っちまうぞ！　イナゴと一いつ緒しよに佃つくだ煮ににするぞ！」

「……きゃう～ん」

「……にゃう～ん」

　犬猫たちは、寝ね不ぶ足そくで目を血走らせている成実の剣けん幕まくに怯えて黙だまり込んだ。成実は虫愛めづる姫ひめだが、虫は羽音を立てる程度で、静かである。犬猫は、うるさい。

「こらこら。どうぶつに優やさしくせぬか、成実。だいいちイナゴと犬肉猫肉は合わんだろう、ククク」

「北条の大軍勢が迫せまっているというのに、姫のせいでそれがしは寝不足なのだ！　そろそろ本気を出していただきたい！」

　まあ、うちの姫がいつもこんな調子なのは今にはじまったことじゃないですから……と小十郎が成実の肩かたをぽんと叩たたいて苦笑していた。

「それはわかっているが、眠い！　よく眠らないと子供は成長できんという！」

「成実どのはもうおっぱい大きいですから、それ以上育たなくても」

「ふむ。閃ひらめいた。犬は、ラーメンの具には合いそうだにゃ。麵めんの上に焼犬肉を載のせて、売り出し中の仙台ラーメンの目玉にするか……ククク」

「わ、わうううっ!?」

　ちょっと待ったあ！　吾わが輩はいの犬わんわんどもを勝手に具にされては困るじゃねえかぁ！　と、梵天丸の号令のもとに集まってきた関東諸将の一人・太おお田た三さん楽らく斎さいが血相を変えて本陣に飛び込んできた。

　太田三楽斎──坂東武者らしい硬こう骨こつ漢かん。かつては武蔵を本ほん拠きよ地ちとして長らく北条と戦い続けてきたが、武運つたなく城を奪われ、今は佐竹義重のもとに身を寄せている。しかし、「こいつは北条から関東諸将に売って来たケンカでえ！」と打倒北条の情熱はますます燃え盛さかり、こたびの参戦となった。

「太田よ。この犬わんわんどもはいったいなんにゃのだ？」

「伊達のお嬢じようちゃん。吾輩たちは長らく、風ふう魔ま衆の策略にしてやられてきた。もともと武家の国・関東には、あんなずっこい忍にん者じやどもはいねえからよう。吾輩はしかし、閃いたんでえ。風魔よりも鼻が利きき、風魔の監かん視しをもすり抜けられる小こ柄がらですばしこい奴らが関東にもいる！　それは──犬わんわんだぁ！　と！」

　太田三楽斎は多数の犬を調教して、「伝令犬」として育て上げ、風魔の裏を搔かく「犬の諜ちよう報ほう網もう」を築きあげたのだった。太田三楽斎の生しよう涯がいは北条との苦く闘とうの歴史。人間の家臣たちや一族郎ろう党とうが次々と北条に靡なびき、あるいは討うち取られていく中、ついに犬が最後の希望となったらしい。

「だからって数が多すぎんか。百匹ぴきはいるぞ太田」

「うるせえやい！　弟も息子むすこも北条に奔はしりやがってぇ、人間は信用ならーん！　吾輩を裏切らない友はもう、犬わんわんだけなんでい！」

「ひ、姫も早く祝しゆう言げんをあげないと、猫にゃんにゃんだけが最後の希望、信用できるお友達になってしまいますよ？」

　小十郎が梵天丸に忠告したが、「心配無用だ。我には絶対に我を裏切らないし見捨てない小十郎がいるからな」と梵天丸が真顔でさらりと答えたので、不意を突つかれた小十郎は思わず涙なみだぐんでいた。

「里見にも八犬士がいるというし、関東は犬の国らしいな、ククク。これは猫派として負けられぬ。我われら伊達軍も『仙台八猫びよう士し』を結成しようではないか。めごと猫姫に、勇者になれそうな猫を選定させるにょだ」

「いや、それがしは八虫士がいい！　犬猫よりもさらに小さく、どこへでも潜せん入にゆうできる究極の忍しのびだ！　しかも腕わん力りよくもある！　蟻ありを見よ、姫！」

「……成実は鍛きたえ上げた八虫士を結局佃煮にしそうで、怖こわいにょだ」

「それがし、そこまで腹ぺこではない！」

　なんだか北条軍が続々と北上してこちらへ向かってきているようですが、こんなことをしていていいんでしょうか、と小十郎はため息をついた。

「そう焦あせるな。北条氏康は引きこもりだからにゃ。北条が全軍集まるまで待ってやれ。ククク」

「織田家からお目付役として従軍している蒲生氏郷どのも、いい加減怒おこりだすんじゃないでしょうか」

「うにゃ～。問題ない。なまたんは完全に鯰封ふうじの罠わなに引っかかっている、ククク」

　この時──織田家から来た与よ力りき役として従軍していた蒲生氏郷は、梵天丸の罠にはまっていた。

　梵天丸が本陣を敷いた御幣山は、古代遺い跡せき。いわゆる「古こ墳ふん」だったのだ。

　考古学者の氏郷は、

「すごいわ！　あちこちに年代ものの土器の破片が!?　しかも、山の麓ふもとをちょっと掘ほっただけで、勾まが玉たまに鉄てつ剣けん、さらにはいにしえの唐から国くにから渡わたってきた貴重な鏡までが続々と出てくるわ！」

　と、夢中になって御幣山の発はつ掘くつ調査に取りかかっており、梵天丸の軍議になかなか出られない。

「私は今まで、日ノ本の王朝は、九州の天あま津つ神かみ一族と、出雲いずも・畿き内ない・伊い勢せの国くに津つ神かみ一族の二系列が一本化されたもので、その頃ころの東国には『蝦夷えみし』と呼ばれる先住民族はいたけれども唐国と交流があるような本格的な王朝は存在しないと思い込んでいた。でも、どうやら違ちがったらしいわ。上野には、御幣山のような陵りよう墓ぼが無数にあるんだもの！　これはしばらく梵天丸のもとに留とどまって、関東の失われた陵墓を発掘調査し、関東の歴史を明らかにするために遺跡を保存しないと……！」

「いや待て、レオン。われわれは遺跡発掘のために関東に来たのではないぞ。合戦はいいのか？」

　蒲生氏郷の隣となりでは、木き津づ川口の海戦以来キリシタンの氏郷のもとに居着いている羅馬人の姫ひめ騎き士しジョバンナが、みそを塗ぬったこんにゃくをほおばりながら首を傾かしげていた。

「あくまでも伊達軍の戦いくさなのだから、私たちは余計な口を挟まないほうがいいわ。それよりも見て、この白銅製の鏡を！　間違いなく唐国のものだわ。いつの時代のものかしら。もしかしたら、魏ぎ王朝の宝物かも」

「そんなことよりも……こんにゃくは、まずい……というか、食べても食べても腹が膨ふくらまない！　これはもしかして、栄養がないのではないか!?」

　なんでも美お味いしく食べるはずのジョバンナが、ついに音をあげた。

「そうね。こんにゃくって、そのままでは食べられないアクが強い芋いもを粉にして灰と混ぜて固めたものだそうよ。普ふ通つうに考えて、栄養はほとんどないでしょうね」

「どうしてそこまでして、芋を食わねばならぬのだ。どんな苦行だ。マルタ島でも、こんなものは食わなかった」

「戦乱の関東では飢き饉きんが繰り返し起きているし、とりわけ上野は海がなくて魚が捕とれないから、じゃないかしら？　でもそんな芋をさらに粉にして固めるという水増し製法を考えたのは誰だれかしらね？　そういえば以前ケチな信奈お義ね姉えさまが、安あ土づちを訪れる観光客からぼったくるために、こんにゃく芋を粉にして固めて量を水増しした『赤こんにゃく』を試作していたような……あれが元になったのかしら」

　もうイヤだ！　伊勢のあんこ餅もちが食べたい！　とジョバンナが涙目で訴うつたえるので、蒲生氏郷は「仕方ないわね」と、上じよう州しゆう名物の「焼きまんじゅう」をジョバンナに手て渡わたしていた。

「まんじゅうか！　甘そうだな、いただきます！　はむはむ！　……って、中に、あんこが入っていないいいいい！　具がないぞ！　皮だけではないかっ！」

「上州では、あんこは貴重品だから。具を入れられない代わりに、まんじゅうの皮にみそを塗って焼いて、まんじゅうだと言い張っているらしいわよ」

「……もうイヤだ……吹ふきすさぶからっ風が身に応こたえるし、マルタ島のほうがまだマシだ……上州とは、なんという恐おそるべき不毛の地なのだ……ワタシは生まれてはじめて羅馬に帰りたくなった。なぜ東国の武将たちは、こんな土地を奪うばい合ってるのだ……」

　越後・信濃・武蔵それぞれの街かい道どうを繫つなぐ通り道だからでしょ、と氏郷。

「いいから、そのへんに生えてるキノコでも食ってなさいよ。上州はキノコの名産地なのよ、無限に生えてるわよ」

「毒キノコだらけではないか！　そもそもキノコも栄養などないぞ！」

「当然でしょ。だって、上州名物だもの」

「……ジパングは東の世界の果てだと言われていたが、来てみたら実は黄金の文明国でしかも飯が世界一美味い、とワタシは喜んでいた。ジパングは、食の天国だと。だが、実はミヤコの先に、ほんもののこの世の果てがあっただなんて……」

　ジョバンナが「しくしく」と心折れて泣いていると、常に頰ほお当てと甲かつ冑ちゆう兜かぶとを装着して素す顔がおを決して人に見せない「常在戦場」の荒あら武む者しや、「坂東太郎」こと佐竹義重がふらりと現れて、

「異国の方。ワシが常陸名物を差し入れてやるから、これを食えっ！　常陸の武士の戦場飯は、これじゃあ！　精力がつくぞ～っ！」

　と、わしづかみにした納なつ豆とうをジョバンナの鼻先へと突きつけてきた。

「…………～～～～～～ッ!?!?!?!?!?!?」

　生まれてはじめて納豆の臭においを嗅かがされたジョバンナは卒そつ倒とうし、そして、その隣でやはり納豆の臭いにやられた蒲生氏郷も「うっ!?」と鼻を塞ふさいでどさりと倒たおれていた。

「戦場に米など要いらぬ！　納豆こそ戦場の主食じゃあ～っ！　坂東武者たるもの、納豆を米代わりにもりもり食うからこそ強くなれるのじゃあ！　どうしたジョバンナどの、蒲生どの！　ワシの親切に感動して泣いておるのか!?　これくらいよいのじゃ！　ワシらはともに北条と戦う戦友ではないか、うわっははは！」

「ああああ～!?　いきなりなにを出してくるのよ、それなに？　いったいなに？　鏡を落として割っちゃったじゃないっ！　魏王朝の鏡があ～！」

「合戦中に手鏡を割って戸と惑まどうとは、西国の姫武将は愛らしいのう！　こんにゃくに納豆をかけて食するのもオツなものじゃぞ！　わっはっは！」

「手鏡じゃない～っ！　ああもう、坂東武者って、地元に眠る遺跡や宝具の価値もわからない連中ばかりなのっ？　やっぱりこんな蛮ばん地ちはいやああ、近江おうみへ帰りた～い！」

「こっ、こんにゃくと納豆の組み合わせは、やめろーっ！　ワタシを殺すつもりか！　ううう、ここはほんもののメギドの丘おかだ……ハルマゲドンの世界だ……羅馬へ帰りたい……！」

　羅馬から来た姫ひめ騎士と、近江から来た姫武将は、関東の水が合わないらしく、苦しんでいるのだった。

　ともあれ、あれこれと織田家与力として突っ込みを入れてくる蒲生氏郷が軍議にほとんど顔を出せなかったために、梵天丸の戦略は誰にも邪じや魔まされることなく着々と進んでいた──神流川を渡らないままに、梵天丸は神流川の南岸に北条氏康率いる五万の北条軍が到とう着ちやくするまで、犬いぬ猫ねこと戯たわむれ続けたのだった。




　そんな中、梵天丸が北条軍の襲しゆう来らいを待つこと数日。

　御幣山の山頂に結けつ跏か趺ふ坐ざしていた梵天丸は、ついに北条の大軍勢を肉眼で捕ほ捉そくしていた。

「やっと来たか、北条氏康め。待たせおって、ククク。法ほ螺ら貝がいをにゃらすのだ！　そして、奥州が誇ほこる南蛮音楽隊～！　グレゴリオ聖歌を、逆さまに詠えい唱しようせよ！　これぞまさにアンチクライストの所行！　フハハハハ！」

「士気が落ちますからやめましょうよ」

「えーい。やるのだ小十郎！」




　神流川を挟はさみ、北岸には梵天丸率いる奥州伊達軍と、常陸の佐竹義重・太田三楽斎・小田家、下野の宇都宮家・小山家・佐さ野の家、南なん総そう里見家ら関東諸将による「奥州関東連合軍」。その総勢は約五万。

　南岸には、「相模の獅し子し」北条氏康、その実じつ妹まいの北条氏うじ政まさ、北条家の最長老の「おばば」こと北条幻げん庵あん、氏康の義妹で「地じ黄おう八はち幡まん軍」を率いる猛もう将しよう北条綱成と、その綱成を中ちゆう核かくとする五将によって編制された「北条五ご色しき備ぞなえ」。こちらも総勢は五万。

　西軍と東軍に所属する両勢力が、関東の平原において対たい陣じんし、今まさに激げき突とつしようとしていた。




　北条氏康は、神流川の向こうでにゃーにゃーわんわんと犬猫合唱団総出で鳴き声をあげてのどうぶつ合唱を聞かされながら、青白い頰を引きつらせていた。南蛮音楽隊が奏でる楽器の奇き怪かいな音色も、耳みみ触ざわりこの上ない。

「真ま面じ目めに戦う気があるの、あのちんちくりんの娘むすめは！　この私を小田原城から引っ張りだしておきながら、あんな山に登って犬猫と戯れていただなんて……北条を、関東を舐なめているの？」

　百ひやく戦せん錬れん磨ま。初代北条早そう雲うん以来の北条一族最長老。おばばこと幻庵が「伊達政宗得意の挑ちよう発はつじゃ。兵力は五分と五分。伊達政宗にはなにやら策があるに違いなしじゃ。うかつに乗ってはならぬぞ、お嬢じよう」と氏康に忠告する。

「わかっているわよ。風魔を動かしてはいるけれど、奥州の黒くろ脛巾はばき組ぐみどもはともかく、太田三楽斎の犬わんわんが邪魔でなかなか諜ちよう報ほう活動が捗はかどらないのよ。あっちには、猫ねこや虫までいるし。虫なんてどうやって操っているのかしら？」

「ほっほっ。のどかな田舎いなかの戦らしいのう。が、神流川をいずれかが越こえれば──そこからは、『河越夜戦』以来の死戦じゃぞ、お嬢よ。伊達政宗に乗せられてお嬢自身の戦を見失っては、北条は敗れる。うつけのように振ふる舞まってはおるが、あの者、あの幼さで蘆名を滅ほろぼし、佐竹をも降くだした稀き代たいの英えい傑けつじゃぞ」

　関東制せい覇はに忙ぼう殺さつされてきた氏康が婿むこを取れぬままなので、北条四代目を継つぐことが内定している妹の北条氏政が「だいじょうぶだよ！　勝てるよ！　お姉ちゃん！　こっちには猛将の綱成と、北条五色備が集結しているんだから！」と笑え顔がおで答えたが、氏康は、その氏政の手をぴしゃっと叩たたいて、

「あなたはまた、ご飯に何度も汁しるをかけて！　一度で済ませなさい！」

　と妹を𠮟しかりつけていた。

「え～。どうして～。足りなくなるたびに、何度でもかければいいじゃない？」

「だからあなたは見通しが甘いのよ。最初にかけるべき汁の量を見定めて一いち撃げきで汁かけご飯を完成させなければ、この戦国の関東を渡ってはいけないのよ、氏政！」

　え～。汁かけご飯と関東の国盗とりを一いつ緒しよにされても……と氏政が頰を膨らませたが、氏康は「一事が万事なのっ！　動かないと見せて好機を摑つかみ、一撃で勝負を決する緩かん急きゆうこそが北条の戦の神しん髄ずいだというのに！　まだまだあなたに北条四代目を名乗らせるのは心配だわ」とため息をつくしかなかった。

「え～。わかったよ、お姉ちゃん。これからは汁ではなく、ご飯に納豆をかけようかなあ……納豆なら、ねばねばしているけれど固まってるから、分量を見定めやすいし……」

「納豆は身体からだにいい食材だけれど、仇きゆう敵てきの佐竹を稼かせがせることになるから、常食にするのはやめなさい」

「じゃあ、最近流は行やりの仙台みそをかけるよ～」

「伊達政宗が作ってるみそなんて、絶対に私は食べないわよ！　みんな最近、仙台みそを買いすぎよ！　おかげで関東の銭ぜにがどんどん奥州に流れているというのに！」

「だってぇ。仙台みそって保存がきくし安いし、それに美味しいしね♪　戦場食に最適なんだよ、お姉ちゃん？」

　おばばが北条姉妹の微笑ほほえましいやりとりを眺ながめていると、川の向こうで、梵天丸がなぜか背中に「黄金の十じゆう字じ架か」を背負って山頂に自ら登り、突つき立てた十字架の上に飛び乗っていた──。




「エリ、エリ、ラマ、サバクタニ！　うにゃあ～♪」




　まっ……また伊達政宗がおかしなことを！　鉄てつ砲ぽう隊、さっさと撃うち殺して！　と氏康が悲鳴をあげたが、そこは狡こう猾かつな梵天丸。ぎりぎり鉄砲も矢も届かない距きよ離りを取っていた。

　猫姫たち合唱団が、

「ナニャドヤラ～♪　ナニャド～♪　ナサレ～ヨ～♪」

　と奥州のみに伝わるまるで語源不明の歌「ナニャドヤラ音おん頭ど」を歌う中、梵天丸は、

「聞くがよい、関東の者たちよ──」

　神流川を越えてはならぬ、越えれば、この上野の平野はメギドの丘と化すであろう、と高らかに語りはじめた。梵天丸は、天使のような美声の持ち主である。故ゆえに、誰もがつい耳を傾かたむけてしまう。

「我が本ほん陣じんを敷しいた御幣山こそは、日ノ本の『ぴらみっど』である。未来人の相良さがら良よし晴はるいわく、世界の各地には、忘れ去られてしまった超ちよう古代文明人が築いた巨きよ石せき遺い跡せき『ぴらみっど』が残っている。その特とく徴ちようは、美しい三角錐の形をした人工の山なのだという。我われはこたびの関東出兵で、その『ぴらみっど』を見つけてしまった。それこそが蒲生氏郷に発はつ掘くつ調査させている、御幣山である！　御幣山こそは、国津神以前に日ノ本を統治していた古き神々が眠ねむる墓標にゃのだ！」

　梵天丸は蒲生氏郷からちょろまかした鏡や勾まが玉たまを取り出し、わが身を飾かざってみせた。

　返しなさいよ！　と氏郷の金切り声が響ひびいてきたが、梵天丸は「ん～聞こえんな～」とばかりに、あっけにとられている北条軍を前に演説を続ける。

「関東の諸君！　九州の天津神一族や出雲の国津神一族が東国に来る以前に、失われた超古代文明国家が信濃・関東から奥州にかけての東国に存在したにょだ！　その王国はやまと御ご所しよが派は遣けんしてきた西国の軍勢によって滅ぼされ、散り散りとなった東国人たちは『蝦夷』などと呼ばれ蔑さげすまれることになったが、山々から産出する無む尽じん蔵ぞうの黄金と港を通じた海の外の諸国との貿易によって、奥州平ひら泉いずみの藤ふじ原わら三代が滅ぼされるまでその王朝の命脈は続いていたのだ！　諸君は、奥州藤原氏の滅めつ亡ぼうによって関東と奥州の真の歴史、真の王を忘れ去ってしまったにょだ！　今、我はその幻まぼろしの東の王国を再興しようとしているにすぎぬ！　御幣山こそが、わが『千代王国』の歴代の王を埋まい葬そうする神々の墓標であり、関東最大の聖地なのである！」

　この聖地を、西国から流れてきた北条を自じ称しようする伊い勢せ氏に奪われるわけにはいかぬにょだ！　北条は西国人。われらは東国人。これは聖地を巡めぐる聖戦である！

　聖地？

　東国に、やまと御所とは異なる王朝があった？

　ざわめく北条軍の兵士たち、そして奥州関東連合軍の兵もまた。

「諸君が平将門を新皇として仰あおいだのも、東国に幕府を開いたのも、戦国の小田原や江え戸どに城を築いて西国から独立しようと戦い続けてきたのも、すべては失われた『東国王朝』を復興したいという思いのためにゃのだ！　その思いは、心のどこにも残されてはいないなずなのに、関東と奥州の大地に生きる諸君の血の中に、はっきりと刻まれているにょだ！　北条氏康よ、関東独立の夢をまことに果たしたいのならば、東国をひとつにまとめたいのならば、我に降れ！」

　梵天丸は、「聞いちゃダメよ、伊達政宗はまた意味ありげなハッタリで私たちをたばかっているのよ！」と青ざめている氏康を指さしていた。

「思いだすにょだ！　日ノ本人にとって『普ふ通つう』とされている黒くろ髪かみ黒目は、もともとは西国人の特徴にゃのだ。奥州人には、南なん蛮ばん人じんに近い血も混じっている。これは奥州と異国とが、かつて海で、港で繫つながっていたからである。奥州人は西国人よりもずっと色白であり、時折瞳ひとみの色が青い者や赤い者さえも生まれてくる。それは、旧東国人への先祖返りの『しるし』なのである！」

　金色に輝かがやく髪をたなびかせた梵天丸が、黄金の十字架の上に乗ったまま、眼帯を外した。

　その異形の紅あか瞳めを。「竜りゆうの瞳」を、十万の将兵たちが、見た。

「我の第一回関東遠えん征せいの最大の目的は、小田原城攻こう略りやくではなく、関東の港より大船を漕こぎ出して南蛮の羅馬教皇へと親書を運ぶことであった！　源みなもとの実さね朝ともが宋そうへ渡わたるために由ゆ比いヶが浜はまに巨きよ大だいな唐から船ふねを築かせ、出港しようとしたように！　実朝の試みは失敗したが、我は成功した！　わが使者支はせ倉くら常つね長ながは万里の海を渡りきり、羅馬へと到とう達たつした！　そしてこたびの遠征の目的は──羅馬教皇の名のもとに十字軍を編制し呂宋ルソンから関東沿岸へまもなく攻せめ込んでくるイスパニア艦かん隊たいと合流し、南蛮海軍と手を結んで東国政権を樹立することである！　来るぞ！　諸君がこの上野の聖地で戦っている間に、相模の海に漆しつ黒こくの南蛮艦かん隊たいが！　織田信奈が築いた鉄てつ甲こう船をも上回る破は壊かい力と防ぼう御ぎよ力を誇る最さい新しん鋭えいの艦隊である！　彼らは海上より大たい砲ほうで諸君の城を攻こう撃げきし、これをことごとく撃ち破るであろう！　武田信玄、上杉謙信の猛もう攻こうを凌しのぎ難なん攻こう不ふ落らくを誇る小田原城もまた、海上のイスパニア艦隊から長ちよう距きよ離り艦かん砲ぽう射しや撃げきを浴びせられれば、ひとたまりもない！」

　うわあああ……アンチクライストにも程ほどがある……羅馬教皇さまに日ノ本を侵しん略りやくさせようだなんて、まさに悪あく魔ま！　こんな奴やつと一緒に戦っていたら私はどうなっちゃうの？　と梵天丸の足あし下もとまで宝具を奪だつ回かいすべく這はいながら登ってきた蒲生氏郷が混乱を来きたしたのも、無理はない。

「我に降こう伏ふくせよ、それが嫌いやならばせめて小田原城へ籠こもって海の彼方かなたから来たる南蛮艦隊に備えるがよい、我は同じ東国人として諸君に慈じ悲ひを与あたえよう。この神流川で時を無む駄だに過ごせば、諸君は帰るべき城を、土地を、故郷を失うであろう──！」

　梵天丸得意の虚きよ言げんを智ち将しようの北条氏康はもちろん信じなかったが、北条軍の将兵たちの多くが蒲生氏郷以上に混乱した。

　彼らは、織田信奈が南蛮の技術を応用して建造した「鉄甲船」なるものが、わずか数すう隻せきで、無敵を誇ほこってきた村むら上かみ水軍の大船団を文字通り壊かい滅めつさせたことを知っている。

　まさか！　しかし！　本家本元の南蛮艦隊が!?　来るのか？　他ほかの者ならば無理だが、伊達政宗ならば召しよう喚かんできる！　明らかに──伊達政宗に流れる「血」の半分は南蛮人のものだ！　南蛮までの航海には何年かかる!?　羅馬ってどこだ？　わからんが、呂宋までならさほどかからん！　伊達政宗が先の関東遠征で巨きよ船せんを繰くり出したのは事実だ！　わしも見た！　あの船が無事なら、とっくの昔に呂宋へ到とう着ちやくしているはず！

「そうだ！　我が育ての父上は奥州米沢城主であった伊達輝てる宗むね公だが、我の実の父はイスパニア艦隊の東アジア総そう督とくにゃのだ！　娘が日ノ本で難なん儀ぎしていると知れば必ずや駆かけつける！　我はこの通り、誰だれよりもかわいらしい娘故に、父親に愛されているからにゃ！　まもなくだ！　まもなく到着するぞ、フハハハハ！」

　伊達政宗は、噓うそを言っていない！　あの目は、父親が必ず自分を助けに駆けつけてくると信じ切っている童女の目ゆえ……！　と、北条軍の誰かが声をあげていた。あるいは、北条軍の雑兵の中に人知れず紛まぎれ込んでいた名もなき虚こ無む僧そうの声だったかもしれない。あるいは、複数の男たちが、梵天丸の瞳の輝きの中に同時に同じものを感じ、同じ言葉を口にしていたのかもしれない。

　イスパニア艦隊は──梵天丸に導かれて、必ず、来る！

　伊い豆ずか。下しも田だか。それとも由比ヶ浜か。あるいは小田原へ直接乗り込んでくるのか──!?

　これ以上、神流川を挟はさんで対たい陣じんしてはおられぬ！　今すぐ戦うか、逃にげるか、態度を決するべし！　決戦だ！　伊達政宗か北条の姫ひめか、いずれが東国の覇は者しやとなるかをこの一戦で決めるのだ！　そうだ！　北条の姫を西国人呼ばわりされていながら、捨ててはおけぬ！　「聖地」を奪うばえ！　あの聖地は関東の女王、われら北条の姫のものだ！　と、北条軍五万が熱く沸わき立っていた。

「いけない！　南蛮艦隊だなんて、そんなものが来るはずがない！　あれはすべて、伊達政宗一世一代の道どう化け芝しば居いよ！　まだ見ぬ実の父に会いたい、父親に庇ひ護ごされたいという伊達政宗自身の願望にすぎない！　持久策を採るのよ！　挑発に乗ってはいけない！　伊達政宗は、われらに勝つ策を隠かくしているに違ちがいないわ！」

　北条氏康が、全軍を押しとどめようとか細い身体に鞭むちを打って、必死で叫さけぶ。が、その叫びは、梵天丸の燃えるような赤い瞳と天使のように澄すみ切った声に心を揺ゆさぶられて槍やりを持ち立ち上がっていた五万の将兵たちには届かなかった。

「おばば！　このままでは」

「戦いくさは頭の中でやるものではない。将兵の心を摑んだ者が戦の主導権を握にぎるのじゃ。とりわけ、野戦はな。上杉謙信もそうであったようにのう──じゃからこそそなたは謙信との野戦決戦を避さけ続けてきたのであろう。お嬢じよう？　伊達政宗はまだ子供だと、甘くみておったのう」

　幻庵が「あの小こ娘むすめのあの瞳を見れば、おのが命を賭かけて戦場に赴おもむいた男どもはみな、死し狂ぐるいに狂う他はあるまいて。あんなふうに、あのような愛らしい娘にせがまれれば……心を、揺り動かされる。放っては、おけぬ」

　北条軍最強を誇る北条綱成が、

「姉上。もはやこれほどいきり立ち燃えあがっている兵どもを、誰にも止められません。自分が、行って参ります。北条五ご色しき備ぞなえの突とつ破ぱ力に、賭けます」

　と、「地じ黄おう八はち幡まん」の旗印を掲かかげさせて、馬を乗り出していた──。

　綱成は、氏康とは血が繫がらない義理の妹である。駿する河がから流れてきた落ち武者の子だという。氏康の父・氏うじ綱つなは、綱成のその勇ゆう猛もうさと忠誠無比な心を最大限に評価し、氏康の義ぎ妹まいとして常に綱成を氏康の隣となりに侍はべらせ続けてきた。「北条」の名を与え、自らの名からも「綱」の一文字を与えることで、綱成を北条の一門衆に加えた。生まれつき虚きよ弱じやくで武辺を持ち得ない氏康にとっては、綱成は自分の半身であり、決して代わりのいない存在だった。

　もしも河越夜戦の際に、八万とも言われた当時の関東管かん領れい上杉憲のり政まさ率いる大軍に河越城を包囲されて絶体絶命となっていた城主が他ならぬ綱成でなければ、氏康は河越へ少数で突とつ撃げきして一か八かの決死の奇き襲しゆうを敢かん行こうする勇気を、持ち得なかったかもしれない。

「つな？　待って！　行ってはいけない！　伊達、政宗は……！」

「河越夜戦の折は、大軍で河越城を包囲されていたにもかかわらず、決死の奇襲を敢行してくださった姉上に命を救っていただきました。血は繫がらねど、実の姉と思っておりました。もしも北条五色備が崩くずれましたら、躊ちゆう躇ちよせず撤てつ退たいし、広大な関東平野に伊達軍を引き込んで北条家伝統の小田原城籠ろう城じよう作戦へとお移りください。おさらばです」

「つな！」

「者ども、我に続け！　この戦、北条の勝利ぞ！　勝った、勝った！」

　氏康は、綱成を追いかけようとした。

　だが、綱成は花も実もある姫武将、行かせてやれ、と幻庵が氏康の袖そでを摑つかんで引き留めていた。

「おばば！　ダメよ！　私は負け慣れしているし、逃げ慣れしている！　たとえ伊達政宗に敗れても必ず逃げおおせるし、五万の兵を置き去りにしても平気よ！　でも、つなだけは……！」

「お嬢よ。綱成がおらずば五万の北条兵は統制が取れぬまま神流川を勝手に渡り、『聖地』へと殺さつ到とうして、そして──めいめいが討うち取られよう。さすれば、当方滅亡」

　氏康は、「……伊達政宗……つなが命を落とすようなことになったら……絶対に、あなたを許さないわ……」と薄うすい唇くちびるを嚙かみ破って、馬上で耐たえていた。




「開戦にゃにょだー！　まだだ、まだ攻めるな！　北条勢が神流川を渡りきるまで、持ち場に踏ふみとどまって耐えるにょだ！」

「北条五色備、鶴かく翼よくに展開！　いっせいに神流川を渡り、御幣山を包み込め！　勝った！　勝った！」




　開戦当初の北条勢の混乱は、神流川渡と河かと同時にたちまち収まった。「地黄八幡」の旗印を翻ひるがえしながら、北条軍最強・北条綱成が馬上から下知を飛ばし、騎き馬ば兵を中心とした「北条五色備」の五部隊を見事に統率したからだ。

「奥州関東連合軍の布ふ陣じんを見よ、五万の大軍だが神流川に沿って東西に伸びている！　目指すは御幣山に陣じん取どる伊達政宗のみ！」

　なにかある。伊達政宗は自らと御幣山の本陣を囮おとりとして、無理矢理にわれら北条軍を渡河させた。必ず、われらを殲せん滅めつする策を準備している──「河越夜戦」。「国こう府の台だい合戦」。「三み増ませ峠とうげの合戦」。北条軍随ずい一いちの戦歴を誇る綱成は「勝った、勝った」と河越夜戦で河越城兵を𠮟しつ咤たした決め台詞ぜりふを大だい音おん声じようで呼ばわりながら、山頂で黄金の十じゆう字じ架かから「うんせ、うんせ」と降りはじめている梵天丸を目指して北条五色備を突とつ進しんさせた。

　北条軍はかつての歩兵・弓兵中心の編制から、いつしか騎馬隊中心の編制へと進化している。関東の大平野を舞ぶ台たいに「撤退戦・籠城戦を続けると見せて敵の一いつ瞬しゆんの隙すきを突ついて奇き襲しゆう撃げき滅めつする」という北条流の戦を繰り返すうちに、騎馬兵の割合が次第に高まっていったらしい。上杉謙信の猛攻を凌しのぐには騎馬隊で関東の大地を駆けて謙信本隊を避けながら関東に散らばる反北条勢を各個撃破する必要があり、また、上杉謙信と互ご角かくに戦い続けた武田騎馬隊の猛もう威いと速度的優位を目にしていた綱成が騎馬戦術を取り入れたのだ。

（先の関東遠征では、武田騎馬隊に対たい抗こうして伊達政宗は「騎馬鉄てつ砲ぽう隊」などという珍ちん妙みような部隊を編制していたが……あれが再び来るのか？　だが、しかし）

　綱成は見た。

　御幣山の背後から、梵天丸が潜ひそませていた「虎とらの子」の隠し部隊が、いっせいに飛びだしてきた。

　伊達軍直属の、騎馬隊であった。

　が、その指揮官の姿が、異様だった。

「わが名はイスパニアの騎士ジョバンナ・ロルテス。伊達政宗公の要よう請せいにより、呂宋より至急参戦せり！　『ドラゴン騎士団』、行け！　ジパングの侍さむらいを薙なぎ払はらえ！」

　南なん蛮ばん人じんの武士だと!?　伊達政宗のような、半分日ノ本人の血を引いた者とはまるで違う異相！　まるで出で羽わ三さん山ざんの天てん狗ぐ！

「すでにイスパニアから援えん軍ぐんが来ていたのかあ!?」

「やはり伊達政宗は……南蛮軍を召喚済みだ！」

「海から艦隊が来るぞ！　小田原も伊豆も危ない！」

　神流川を渡りきったばかりの北条軍の将兵たちは、南蛮騎士ジョバンナの姿を見るや、梵天丸がまもなく来ると称しようしている「幻まぼろしのイスパニア艦隊」を心に思い浮うかべて、再び恐きよう慌こうに陥おちいった。

　御幣山を包囲するべく散開していた軍勢の足並みが、一気に乱れる。

　むろんイスパニアから来た「ドラゴン騎士団」などというものは実在しない。実際にこの騎馬隊を率いている武将は、片倉小十郎と伊達成実なのだ。蒲生についてきて梵天丸の前に顔を出したジョバンナを一目見るなり、梵天丸が「おお。南蛮から来た姫ひめ騎士か。大おお芝しば居いに使えるな」と閃ひらめき、架か空くうの南蛮騎士団を演出するためにジョバンナを「表の指揮官」として押し出し、ドラゴン騎士団なるものを捏ねつ造ぞうしたのだ。

「はあ。相変わらず綱つな渡わたりのペテンばかりですね、われらが姫は。ボクは冷や冷やものです」

「ウラ！　だが南蛮人を見慣れていない北条勢は怯おびえている！　噓も百万回つき続ければまことになる、小十郎！」

　ジョバンナの左右に侍る片倉小十郎と伊達成実がうなずきあう。

　この詐さ術じゆつを、戦場の最前線でもなお冷静な綱成はやがて見破った。「ひるむな！　艦かん隊たいなど来ていない！　伊達政宗得意の詐術だ。よく見よ、敵兵たちはみな日ノ本人だ！　ドラゴン騎士団の実体は伊達軍直属の騎馬隊！　進め！　包囲し打ち破って、伊達政宗の本陣へ駆けよ！　この戦、勝ったぞ！」と混乱した北条勢の立て直しを図はかり、ドラゴン騎士団を数に勝まさる五色備によって包囲殲滅しようとした。

　綱成が「勝った」と叫べば、北条兵の士気は一気に高まる。

　戦局はたちまち反転し、ドラゴン騎士団は左右前方から押し込まれる形となっていた。

　だが、迫せまり来る北条騎馬隊を前にジョバンナが「引きつけろ！　まだだ、まだ撃うつな……よし射程内に入った！　撃て！」と叫ぶと同時に、ドラゴン騎士団の武者たちは馬上で種たね子が島しまを構え、いっせいに射しや撃げきを開始していた──！

「馬上射撃!?　そうか。武田騎馬隊を撤退させたという、騎馬鉄砲隊か！」

　歴戦の北条綱成はしかし、「これが手品の種か」とむしろ膝ひざを打った。

「種子島は大地に腰こしを据すえて撃つもの。不安定な馬上からの射撃は狙ねらいがつかぬ、そうそう当たるものではない！　者ども、これは伊達の虚こ仮け威おどしだ！　初見の武田騎馬隊は驚おどろいて撤退したが、同じ手品を二度も食くらうわれわれ関東兵ではないぞ！　かかれっ！」

　勝ったああああ！　と北条五色備の騎馬隊がいよいよ速度をあげてドラゴン騎士団に迫る。

　馬上から放たれた弾だん丸がんは当たらない……はずだった。

　が。

　これが、当たった。

　次々と、北条の騎馬兵へ、命中した。

　神がかりのように命中し続けた。

　北条軍が誇ほこる五色備の勇者たちが、ばたばたと倒たおされていく。

　綱成は「なんだと!?」と目を見張っていた。

「そうか！　……数が……種子島の数が、違う!?　前回の関東遠えん征せいの時とは、まるで桁けた外はずれだ！　伊達政宗！　いったいどうやってこれほどの種子島を揃そろえたというのだ!?」

　もしかしてドラゴン騎士団が抱かかえている鉄てつ砲ぽうの総数は、千丁を超こえるのではないか。総勢千人からなる、騎馬鉄砲隊。射手が馬上に乗れば命中率は大おお幅はばに下がるが、その不利を「物量作戦」によって克こく服ふくしたというのか、伊達政宗。

　恐おそるべきは政宗の財力！　奥州にいながらにして、いったいどうやってこれほどの種子島を!?

　五色備が、どっと崩れ立った。

　噓うそだろおおお!?　こいつら全員種子島持っていやがるうう！　やはりイスパニア軍だあああ！　これじゃあ鉄砲の的だ！　突撃するな、死にに行くようなものだ！　勝ち目がない！

　もはや、綱成にも彼らを留とどまらせることはできなかった。

「待て！　慌あわてるな、落ち着け！　種子島の弾たまの装そう塡てんには時間がかかる！　五色備の騎馬隊が全速力で突撃すれば……必ずやドラゴン騎士団の壁かべを突破できる、伊達政宗の本陣へと到とう達たつできる！」

　綱成の下知も、最前線の兵たちには届かなかった。いや、届いてはいるのだが、「それでも先頭を駆かける者はみな撃ち殺されます！」「この騎馬鉄砲隊を突破しても、伊達政宗にはきっと次の切り札が！」「聖地『御幣山』にどえらい南蛮の兵器を隠かくしておるに違ちがいありません！」と彼らはすっかりドラゴン騎士団に、そして梵天丸に恐きよう怖ふしていた。

「おお、北条兵どもよ情けない。だから御幣山こそはメギドの丘おかであると言ったであろうが！　行けっ、ジョバンナ・ロルテスよ！　『青ざめた黙もく示し録ろくの騎士』よ！　我をびぃすとと崇あがめぬ者は千代王国には要いらぬ！　容赦なく皆みな殺ごろしにせよ、ククク！　死んだ関東兵だけが良い関東兵である！」

　ジョバンナの隣に、「邪じや気き眼がん」をあらわにした幼い梵天丸が馬を並べた時、北条軍の恐怖は最高潮に達していた。

　逃にげよ、逃げよ！　すべての者は御幣山より逃げだせ！

　五ご色しき備ぞなえは、そして北条軍は、われ先にと敗走した。

　神流川を逆に渡わたって、伊達政宗の追つい撃げきから逃のがれようと必死で駆けた。

　もはやこの戦いくさはこれまで。かくなる上は一兵でも多く神流川の南岸へと逃がすために、自ら殿しんがりを務めんと決めて馬の尻しりに鞭むちを入れた綱成にも、なおも騎馬鉄砲隊がこれほど大増員されていたからくりがわからない。

（信じられぬ。千丁の種子島をどうやって調達した。これは一種の奇き術じゆつだが、まやかしの類たぐいの手品ではない）

　だが、これは現実である。将兵を温存し、撤退戦に移行せねばならない。

「そのためならばこの綱成、伊達政宗の追撃を少しでも遅おくらせるために、わが姉上に無事に撤退していただくために、ただ一騎になりはてようとも命尽つきるまで戦う！　者ども、加勢無用、ただちに撤退をと、ご主君に伝えよ！」

　銃じゆう弾だんが一発、二発と、綱成の甲かつ冑ちゆうに命中した。

　しかしやはり馬上からの射撃は精度が低い。致ち命めい傷しようではない。かすり傷だ。これしきではまだ散らぬ。何発食らっても落馬せぬ、馬上で立ち往生してやろう、と綱成は思った。

　退たい却きやくの鉦かねが打ち鳴らされていた。氏康自身が、綱成を撤退させるために必死で叩たたいているのだ。鉦の音色で、わかった。が、綱成は、引かなかった。




「あ、あ……いけない！　つなが……つなが、死んでしまう！　旗本衆！　神流川を渡り、つなを救出するのよ！」

　潰かい走そうしてくる兵士たちに巻き込まれて大混乱を来きたしていた北条軍の本陣では、氏康が絶望の声をあげていた。

　しかし、幻庵が、

「ふぉっふぉっふぉ。綱成のこととなると、らしくもないのう。見よ、お嬢じよう。伊達政宗は神流川を渡ってはこぬ。武蔵には入らず、西へ、西へと行軍を開始しておる。どうやら、このために神流川沿いに長々と陣じんを張っておったらしい」

　と、氏康のお尻をぴしゃりと叩いていた。

「まだまだ尻が青いのう、お嬢は」

「……西へ!?　なぜ神流川を渡って、追い打ちをかけてこないの？　今ならば北条軍を徹てつ底てい的てきに蹂じゆう躙りんできるというのに。あの伊達政宗にそんな慈じ悲ひがあるはずが」

「わからぬ。あの小こ娘むすめは、織田信奈の妹のようなうつけ者じゃ。古い人間であるこのおばばにも、わからぬが──綱成を捨て置いて、西へと駆けはじめておることは間違いなしじゃ」

　いけない。つなに西へと移動しはじめた伊達軍を「深追い」させてはならない！　つなを救う千せん載ざい一いち遇ぐうの好機！　しかも二度目はない！　と、常に慎しん重ちように戦術を組み立てて熟考する氏康が、即そく断だんしていた。

　氏康は自ら馬を走らせ、「ええ？　待って、お姉ちゃん！」と慌てて追いかけてくる氏政と旗本衆を後方に置き捨てながら、味方の将兵たちが敗走する中をかきわけて神流川を強ごう引いんに渡った。

　自分のもとに踏ふみとどまってくれたわずかな手勢で伊達軍を追撃しようとしていた綱成は、氏康その人に腕うでを摑つかまれて、制止されていた。

「あ、姉上!?　危険です、なぜ本ほん陣じんから動かれたのです!?」

「つな！　これは伊達政宗の罠わなよ！　あなたに追いかけさせて、死地へと引き込むつもりだわ！」

「しかし自分を討うつのが目的であれば、問答無用に神流川を渡って追撃すれば済んだはず。伊達政宗にはおそらくとことんまでやり合う戦意がないのです、武蔵で北条と雌し雄ゆうを決するつもりがないのです。追わねば！」

「いいえ。あなたが政宗を追えば、私もまた、あなたを連れ戻もどすために本陣から神流川を渡と河かさせられ、ともに死地へ死地へと釣つりだされていく！　北条三代目当主の私を絶対に討ち取るために、伊達政宗は逃げる北条軍を追撃するよりも、逆に撤てつ兵ぺいすると見せて私とあなたとを死地へ誘ゆう導どうしていくつもりなのよ！」

　それは考えすぎです姉上、伊達政宗は姉上が慎重な性格で考えすぎる弱点を突いているのです、と綱成は訴うつたえたかった。しかし事実、氏康はほとんど単たん騎きに近い丸まる裸はだかの状態で神流川を渡ってしまっている。他ほかならぬ自分を救いたいがために、慎重さを捨てて、無む謀ぼうとも言える蛮ばん勇ゆうを奮い起こして──。

　自分のために。自分を救うために。姉上の身に万が一のことがあってはならない。綱成は、氏康を生かして無事に小田原城へと送り届ける道を選せん択たくしていた。

「……姉上。河越夜戦に続き、またしても自分を救っていただきました。このご恩は忘れません。ですが、ご無理をなさらぬように。胃が、破れるように痛んでいるはずです」

「わ、私はそこまで小心者ではないわよ、つな。伊達政宗。あなたの釣り出しの策にはかからないわよ。あなたを小田原城まで遠征させて、必ずや奥州への退路を断ってあげる」

　氏康は、そっと綱成の手を握にぎりしめていた。




　北条軍は、神流川流域から撤退を開始した。南下し、北条綱成は武蔵の河越城へ。北条氏康と氏政は、相模の小田原城へ。当初の予定通り、伊達政宗を広大な関東平野へとおびき出して長期戦へと持ち込む北条伝統の持久戦術へと切り替かえていた。

　しかも、氏康が「挟きよう撃げき策」に用いた「手札」は、河越城と小田原城だけではなかった。

「伊達政宗。前回同様に、あなたの背後を脅おびやかしてあげる。遠征中に不仲な伯お父じの最も上がみに奪うばわれないように、海沿いの仙台へ居城を移転したことは褒ほめてあげるわ。でもね。米沢を手て薄うすにするということは、そのお隣となりの山やま形がたの守りも手薄になるということよ──あなたは必ず、すごすごと奥州に引き返すことになる」




　　　　※




「北条には、我われがどうやって種子島をこれほど集めおおせたか、いまだにわかるまい。新たな本ほん拠きよ地ち・仙台での町興おこし事業でたっぷりと稼かせいだ銭ぜにを、堺さかいの今いま井い宗そう久きゆうにぜんぶぶっ込んだのだククク。ご当地名物として開発した仙台ラーメンも、我が調合した仙台みそも、ずいぶんと稼いでくれたぞ。仙台みそは、関東武者に売れる売れる。北条の将兵どもの稼ぎが、我の種子島に化けたというわけにゃのだ。南蛮風に言えば、錬れん金きん術じゆつとでも言おうか……フハハハ！」

　追撃して皆殺しとか言いながら、やっぱり北条軍を見み逃のがしてあげるんですね。関東の将兵の命を守るために、敢あえて撤兵してみせるなんて……さすがはお優やさしい姫ひめです、と小十郎がほっとしたように微笑ほほえんでいると、梵天丸はしれっとした顔で言った。

「小十郎。我は綱成を餌えさに、氏康という大魚を釣り上げて死地まで誘導して討ち取るつもりだったのだ。そのために黄金の十じゆう字じ架かまで用意してやったというのに。氏康め、さすがに用心深いにゃ」

「ま～たまた。姫が魔ま王おうぶっても、ボクにはわかっていますよ。姫がほんとうは天使のようにお優しいお方であると」

「いいから、伊勢のあんこ餅もちを食わせろ。ワタシは一刻も早く上州から逃げだしたい」

　北条軍にこれほどの大勝利を収めたのはいつ以来かのう！　と狂きよう喜きした佐竹義重や太田三楽斎ら坂東武者たちが、続々と梵天丸のもとに集まってきた。かーっ生きててよかったあ！　酒しゆ宴えんでい酒宴でい！　と三楽斎が騒さわぐが、梵天丸は「合戦中の酒宴は禁止にゃのだ。お前ら、何度、戦勝祝いの酒宴の席を北条軍に奇き襲しゆうされれば懲こりるにょだ？」と三楽斎から酒さか樽だるを没ぼつ収しゆうし、三楽斎をしょんぼりさせた。

「……犬わんわんどもに餌をやってくらあ……」

　頰ほお当てで顔を覆おおっているので表情は見えないが、佐竹義重は感かん極きわまって大泣きしていた。

「うおおおおお！　ワシは泣いた～っ！　その紅あか瞳めを十万の将兵の前にさらし、南なん蛮ばん人じんの血を引いていることを自ら明かされた先ほどの演説、年とし甲が斐いもなく心揺ゆさぶられ感かん涙るいしたあああ！　おお、わが義ぎ娘じようよ、伊達政宗どのよ！　この佐竹義重、今こそそなたに心服したぞ～！　必ずやこの御幣山を盛大に改築し、関東に千代王国を築きあげようぞ！」

「あ、いや、待つにょだ佐竹。こらっ頭を摑むにゃっ！」

「関東に新たなる時代が来るのじゃな！　この坂東太郎と家臣団を思う存分使うがよい！」

　梵天丸の小さな頭をわしゃわしゃなで回して「うおおおお～」と泣き続ける佐竹義重。梵天丸は困ったようにそのごつい手を払はらいのけると、さらりと言った。

「あの演説はほとんど噓にゃのだ。北条の将兵が騙だまされるのはともかく、味方のお前らが本気にしてどーする。関東など後回しでよいにょだ。千代王国など築かん」

「は、はあっ!?　し、しかし、『聖地』御幣山をいかがするのじゃっ？」

「御幣山が聖地なわけなかろう。あれは、ただの山だ」

「い、いや、でも、山からは古代の鏡が出土して……魏王朝からの宝物だと、蒲生どのが」

「魏王朝の臓物など知らん。あんなものは物好きな古代神話愛好者が珍ちん重ちようしているだけの骨こつ董とう品だ。売れば儲もうかるかもな」

「え、えええええ？　それではイスパニア艦かん隊たいの話も？」

「来るわけなかろう」

　なんとおおお？　うおおおおお！　それではワシらの涙なみだは、あの感動はいったい!?　と佐竹義重が頭を抱かかえ、小十郎が「姫の仰おつしやることをいちいち真に受けていたら、心に傷を負いますよ。それに姫は、褒められると照てれ隠しでああいう憎にくまれ口を叩くんです。佐竹さまの涙が、恥はずかしかったんですよ」と申し訳なさそうに慰なぐさめた。

「この上野を大本営として関東を攻こう略りやくするのではないのか？　それではこれからどこへ行くというのだ、もぐもぐ」

「ククク。だからこうしてすでに西へ向かっているではないかジョバンナ。我は敗走する北条を追撃せず、上野から碓氷うすい峠とうげを越こえて信濃へと兵を進める！」

「「「碓氷峠を越えて信濃へええええ!?」」」

　誰だれもが、知らされていなかった。

　梵天丸には、最初から小田原城へ再度遠えん征せいするつもりなどなかったのだ。

　神流川で北条軍を撃げき退たいすれば、氏康はいつものように小田原城へ籠こもり、伊達軍を関東平野に引き込もうとまたいつもの持久戦術をはじめる。氏康が撤兵を開始した今、すみやかに「当初の予定通り」信濃へ入る、それが梵天丸が胸に秘めていた戦略だった。

「とはいえ上野を空っぽにすれば、氏康はいつもの調子で上野の城をこっそり盗ぬすみに来る。あいつはそーゆー奴やつだ。そこでわが義父・佐竹義重と関東諸将に一万二千の抑おさえの兵を預け、上野から下野、下しも総うさ、常陸にかけて防衛線を敷しいてもらい、里見家とともに北条への備えとして踏ん張ってもらう。我はドラゴン騎き士し団と小十郎、成実とともに、三万八千の大軍で東山道を進しん撃げきするにょだ！」

　信濃へ入ってどうするというのよ梵天丸？　とむしょうに嫌いやな予感に囚とらわれた蒲生氏郷が思わず尋たずねていた。

　ちょちょーん、と梵天丸が「見得」のポーズを決めて、宣言していた。

「ククク、よくぞ聞いてくれた、なまたん。わが真の目的は小田原城にあらず！　天下分け目の決戦に乱入してどさくさ紛まぎれに天下を奪うこと！　『上じよう洛らく』だ！　碓氷峠を越え東山道を駆かけて信濃を突つっ切るにょだ！」

「「「な、なんだってええええ!?」」」

　フハハ！　碓氷峠を越えれば、美み濃のの関せきヶが原はらまで東山道を一直線にゃのだ！　なにしろ奥州から関ヶ原までは遠い。我は今すぐに関ヶ原に到とう着ちやくしたい！　織田信奈を救いたい！　が、あまりに遠すぎるにょだ！　済まぬ、済まぬ！　だが上野、信濃、美濃と東山道沿いの拠きよ点てんを盗っ人としながら、ちょうどいい頃ころ合あいに関ヶ原に到着すれば……美お味いしいところ盗どりができるであろう！　フハハハハ！

「ちょ、ちょっと待ちなさいよ～！　たしかに織田家と伊達家とは同盟を組んだけれども！　お義ね姉えさまがあなたに約束した同盟条件は『関東切り取り放題』でしょう!?　火か事じ場ば泥どろ棒ぼうで天下を奪おうだなんて……冗じよう談だんはやめてよね！」

　なんてお子さまなの！　顔を真っ赤にした蒲生氏郷が梵天丸の髪かみを引っ張りながら騒いだが、梵天丸はけろっとしている。

「なまたんが織田家と伊達家の同盟の書状を完成させたのだろうが。もういちど読み返せ。『関東切り取り放題』という織田方が出した条件を、我は『日ノ本いずこの国であろうとも切り取り放題』と修正させたではないか。伊達家との外交の全権を織田信奈より委任されたなまたん自身が花か押おうを書き入れたのだから、その書状は有効だぞ、ククク」

　ああああ～っ!?　と、同盟の書状を取り出して開きながら、氏郷は完全に涙目になっていた。まさか東山道一帯を切り取り天下を横取りするつもりだったとは！

「ぼぼぼぼ梵天丸！　なんて、ずるがしこい奴！　とんでもない悪わる知ぢ恵えだわ！　お義姉さま、ごめんなさい～！　もうこいつの与よ力りき役はいやあ、助けて！」

「泣くななまたん！　天下は目前にゃのだ！　日ノ本いずこの国であろうとも切り取り放題ということは、信濃、美濃、近江、京であろうが我が好き勝手に切り取ってもいいということだが、安心しろ！　織田軍の城は盗らぬ。関ヶ原へ至る道々で、東軍の城を盗っ人するだけだ、ククク。我が颯さつ爽そうと関ヶ原に出現して織田信奈との戦いで疲ひ弊へいしきった東軍を蹴け散ちらした暁あかつきには、織田信奈と我との宿命の魔王対決、はるまげどんになるかもしれぬがな。ま、聖書で預言されてたことだし」

「やめてーっ！　日ノ本全土が、滅め茶ちや苦く茶ちやになっちゃう！」

　やっとこんにゃくとキノコと焼きまんじゅうしか食えない上州から脱だつ出しゆつできるのかと希望に瞳ひとみを輝かがやかせていたジョバンナだったが、「ウラ！　信濃はイナゴ料理の聖地！　必ずや信濃伝承のイナゴ調理法を手に入れる！」と成実が雄お叫たけびをあげたために、「ひいっ？　信濃とはそんな人外魔ま境きようなのか？　いやだあああ～！」と絶望して顔を覆っていた。

　さあ行くにょだ！　碓氷峠はきつい山道だが、日ノ本切り取り放題のお墨すみ付つきがあるにょだ！　と将兵を盛り上げる梵天丸に、そっと小十郎が、

「姫？　たった今、山形の最上さまから、至急救きゆう援えんを送ってくれとの書状が届きました。どうします？」

　と困り顔で囁ささやいてきた。

「ま～たあの狐きつねは。奥おう羽うは我と伯お父じ上うえとで平定して平和になったではないか。なんで伯父上が攻せめられているにょだ。こんどは誰の恨うらみを買ったにょだ」

「それがですね。織田方の竹たけ中なか半はん兵べ衛えどのから『がら空きになっている上杉領を背後から攻めてほしい』と依い頼らいされ、火事場泥棒で越後を盗もうとばかりに上杉と最上の紛ふん争そう地帯となっている庄しよう内ないへと出兵し、庄内をかすめ取ってその勢いで越後へと攻め入ろうとしたんだそうです。ところが……」




　　　　※




　ことのはじまりは、上杉謙信と越えち前ぜん・加か賀がの国くに境ざかい沿いで睨にらみ合っていた織田家の軍師・竹中半兵衛から『最上さまの姪めいの伊達政宗さまは、「関東切り取り放題」という条件で織田方に参戦してくださいました。一方、上洛を目指す越軍の主力は加賀に集結していまして、越後の守りは手薄になっています。今、庄内に出兵し越後を脅かしていただけましたら、最上さまのこたびの功績は伊達政宗さまを超こえる巨大なものに──あ、織田軍が負けちゃったらなにもかも反ほ故ごになりますが、よろしくお願いします。くすんくすん』と西軍へのお誘さそいの書状を受け取ったことだった。

　これで、傍ぼう観かんを決め込んでいた最上義よし光あきは「なんで書状の中で泣いているんだ、この軍師は。えらく弱気だな。まあいい。庄内、越後を切り取り放題、奪うばった土地は織田に明け渡わたさなくていいってことだな。美味しい火事場泥棒話だな。だったら西軍に加わってやるか」と決めた。

　ともかく妹の義よし姫を溺でき愛あいする最上義光、憎い梵天丸には負けたくない。

「梵天丸のチビガキめ、まーた関東へ攻め込みやがって。あの小田原城をちょっとやそっとで落とせるわけねえだろうが、懲りない奴だ。し、しかし、山形城に妹のお義が居着いて目を光らせている以上、今回は梵天丸の背後を襲しゆう撃げきするわけにはいかねえ。お義に𠮟しかられちまう。が、このまま山形で鮭さけを食いながらぼんやりしていたら、ちゃっかり西軍に加わった梵天丸だけが『東国の覇は者しや』として名をあげることに……よしっ！　留守になっている庄内を奪い取り、越後へと攻め入ってやるか！」

　蒲生氏郷が奥州の伊達政宗を動かし関東を襲撃させて北条氏康を関東に釘くぎ付づけにすると同時に、出羽の最上を動かし、上杉謙信の背後を脅おびやかす。

　これが、丹たん後ごの田た辺なべ城を奪われて北陸方面軍の兵を割さかれた竹中半兵衛が、逆に越軍の数を削けずり返すために切った「切り札」だった。

　最上義光は西軍にも東軍にも興味はないが、「奥州の覇者」から「東国の覇者」へ昇のぼりつめようとしている梵天丸への対たい抗こう心は、いかんともしがたい。もし梵天丸が関東を手中にすれば、お義は喜ぶがオレはあのチビガキに一生頭があがらなくなり、最上家は伊達家の家臣同然に。

　冗談じゃねえ！

　梵天丸が関東を切り取るなら、オレは庄内と越後を切り取ってやるぜ！

　こうして、最上義光は山形城から進軍を開始。最上川を下って、庄内へと出しゆつ陣じんしたのだった。

　庄内は越後上杉家と山形最上家の所領の間に挟はさみ込まれた、両家の緩かん衝しよう地帯だ。

　義将・謙信には領土拡張欲よくがなく、今回ついに上洛を決断して越えつ中ちゆう・加賀・能の登とを領国化するまでは、戦いくさで勝ち取った他国を奪うということをしなかった。ただ、父が春日かすが山やま侵しん攻こうをもくろんだ越中一いつ揆き勢との戦で命を落としたことが心の傷になったのか、謙信は自ら他国を奪うことを禁じると同時に、他国の軍勢が越後へ攻め込んでくる気配を見せるとこれを決して見過ごすことができず、武田家と越後との緩衝地帯・川かわ中なか島じまと、関東管かん領れいとしての拠点であり越後と北条家との緩衝地帯にあたる上野廏橋城の確保には執しつ拗ようにこだわり続けた。

　かつて直なお江え兼かね続つぐが伊達政宗のもとに視察へ行ったのも、もとはといえば庄内を巡めぐり上杉と最上との間で紛争がしばしば起きていたためだった。

　上杉謙信が越後国内にいる間は最上義光も無茶はできなかった。謙信が関東遠征に行っている間にちょっかいをかけ、謙信が越後に戻もどってきたら山形へ引っ込む、という半ば嫌がらせのような戦い方でコツコツと庄内を削り取るしかなかった。だが、謙信が越軍を率いて本気で上洛しようとしている今回は違ちがう。

「者ども、切り取り放題だあ！　庄内はいただきよ！　庄内の海へと到とう達たつしたら、そのまま街かい道どうを突っ走って越後へと侵攻するぜえ！　オレさまは戦国日ノ本ではじめて、軍神・上杉謙信の本国・越後へ進撃した驍ぎよう将しようとなるのよ！　こいつは武田信玄にも北条氏康にもできなかった痛快事だ！　お義、見ているかあ～！　お前の兄は大だい英えい雄ゆうだ！」

　と最上義光が景気よく庄内へ突き進み、尾お浦うら城へと攻めかかったその時、どっと「毘び」の旗を掲かかげた上杉勢が尾浦城から突とつ出しゆつしてきたのだった。しかも、義光が想像していた以上の、大軍であった。

「うおおっ!?　なんでだ。なぜこれほどの越軍が庄内に？　空っぽじゃねえのかよ？　チビガキが奪い取った上野の廏橋城は空き城同然だったというぜ!?」

　呆ぼう然ぜんとしている最上義光は見た。越軍の大将は、馬上で琵び琶わをかき鳴らし、行人包みを被かぶった白面の姫ひめ武将だった。

「げーっ、謙信っ!?」

　いや、違う。色白で整った顔立ちの姫ではあるが、獰どう猛もうな視線の持ち主だった。「戦意」と「野心」にみなぎっていた。雪のように淡あわい謙信とはまるで似ていない。

　同じ色白の姫でもむしろ、北条氏康によく似ていた。

「関東はしばし梵天丸に委ゆだねる、しかし越後を侵おかす者は何人たりとも許さぬ、それが謙信さまのご意志だ、最上義光よ。貴様が庄内から越後を奪おうと動くこと、すでに謙信さまはお見通しだ。謙信さまは、このわたしに越後の守りを託たくしてくださったのだ──」

「誰だぁ、てめえは？　仙台のチビガキよりは多少背せ丈たけがあるが……」

「わが名は、上杉景かげ虎とら。旧名は、北条三さぶ郎ろう。北条氏康の実の妹にして、謙信さまの義ぎ妹まい。謙信さまより琵琶の秘曲と『義』の精神を、そして氏康の姉上より『知略』を授かった者」

「なんだとう？　『景虎』だと!?　そいつは謙信の旧名では……同盟のために人質に取ったにすぎない北条の姫に自分自身の名を継つがせたというのか、あの毘び沙しや門もん天てん娘むすめは!?」

　上杉謙信。あいつは、長々と関東を巡って北条と戦ってきた恩おん讐しゆうを忘れちまっているのか？　なんで昨日今日越後に来たばかりの北条の妹なんぞをそこまで信じて重用する？　頭がどうかしていやがる、と最上義光は呆あきれた。

「最上、お前にはわからぬ。あのお方には、北条家への憎にくしみなどはない。ただ関東管領の名のもとに関東が秩ちつ序じよを取り戻し再興できればそれでよいと信じておられる。まさしく公平無私の義将。上杉家の名みよう跡せきですら、北条家から来たわたしに与あたえてくれた。越後の守りをも、託していただいた。わたしが裏切れば、北条軍を越後に引き入れることも可能だというのに、あのお方は……純真無む垢くなお方なのだ」




　北条三郎は、戦乱の関東に生まれてきた姫の宿命として、周囲の情勢に翻ほん弄ろうされてきた。短期間だが、甲か斐い武田家に人質として入っていたこともある。北条氏康には、氏政をはじめとする大勢の妹がいたために、遅おくれて生まれてきた幼い三郎は戦場に立つ機会もなく、主に外交の切り札として用いられる人質要員だった。

　もっとも、家族の和をなによりも大切にしている姉の氏康や氏政たちには愛された。が、その姉妹たちから切り離はなされ人質として他国に住まう日々は、三郎にとっては酷ひどく寂さびしいものだった。

　とりわけ、「甲こう越えつ相そう三国同盟」が成り、北条家と関東を巡って争い続けてきた不ふ俱ぐ戴たい天てんの敵である越後の上杉謙信のもとへ三郎が「義妹」として入ることが決まった時には、三郎は恐きよう怖ふと寂しさのあまり煩はん悶もんした。

　二度と、越後から出ることはできないのではないか。

　二度と、関東に戻ることはかなわないのではないか。

　姉上たちと、もはや生きているうちには再会できないのではないか。

　義妹と言っても、それは形式上の立場にすぎない。

　北条が上杉を裏切れば処断される運命の、無力な人質である。

　とりわけ、上杉謙信は「生しよう涯がい不ふ犯ぼん」を誓ちかい、独身生活を貫つらぬいている。その半生は、常人には理解しがたい、戦いに次ぐ戦いの日々だった。明らかに、「家族愛」などというものとはおよそ程ほど遠とおい存在だった。

　春日山城の人々が、憎い北条家から来た自分をどう扱あつかうか。

　想像しただけで、涙なみだが溢あふれた。

　そして、越後の山々に降り積もる、恐おそろしいほどの豪ごう雪せつ──。

（……寒い。寒い。怖こわい。小田原に、帰りたい……でも、姉上のお役に立たなければ。わたしにできることは、人質として北条家を守ることだけだから……）

　恐怖に怯おびえながら、三み国くに峠を越こえて越後の春日山城へと迎むかえられた三郎は、しかし、はじめて見る越後の軍神・上杉謙信のその目映まばゆいばかりの美しさとそして優やさしい笑え顔がおに、衝しよう撃げきを受けていた。

　この人が……軍神？　神将？　不敗の毘沙門天？

　こんなにも弱々しく、そして、誰だれよりも綺き麗れいな人が……？

　謙信は震ふるえている三郎の手をそっと握にぎりしめて、囁いていた。

「怯えなくていいの。なにも怖くないのよ。あなたは今日から、わたしの妹になったの。決して、越後で悲しい思いはさせないわ」

　まるで天てん女によのような、と三郎は思った。

　なんという孤こ独どくなまなざしなのだろう、とも。

「どうか上杉と北条の橋はし渡わたし役として、関東に真の秩序と平和をもたらして。これからはあなたは『上杉景虎』よ。わたしの名前を、あなたにあげるわ。越後の誰にも、あなたをいじめさせたりはしない」

　上杉……景虎……！

　まさか。北条家から来た人質にすぎないわたしが。まさか。

「わたし亡なき後は、姉上のお子・上杉景かげ勝かつに、越後守護を。そして関東管領は、あなたが継ぐのよ。北条と上杉の長きに渡る戦いを、関東の戦乱を、あなたが終わらせるの。北条の家に生まれ、上杉の子となったあなたにしかできないことよ。お願いね」

　この人は、他人を憎むということを知らないのだ、ほんとうに「義」のためだけに戦ってきたのだ、そして、酷く孤独なのだ、大勢の家族に囲まれて育てられてきたわたしなどよりもずっと、と三郎は知った。

「景虎。あなたが越後に来てくれた記念に、うさぎのぬいぐるみをあげるわ。わたしが縫ぬったのよ。わたしは不器用だから、ちょっと妖よう怪かいっぽいけれど」

　そこで、ついに感情を抑おさえきれなくなった。ずっと人質として彷徨さまよう運命に、耐たえてきた。抑えてきた思いが、決けつ壊かいしていた。

　ありがとうございます。このぬいぐるみを謙信さまと思い、生涯決して手て許もとから離しません、と三郎は泣きながら謙信の腕うでの中にすがりつき、誓っていた──。




「最上義光よ。わたしは、次代の関東管領たる『上杉景虎』は、わが武をもって謙信さまの信しん頼らいに応こたえる！」

　軍神・謙信さまには及およばずとも、越後の上杉景虎の名に恥はずかしくない武名を轟とどろかせてみせよう！　ゆけ越軍よ！　最上軍を蹴け散ちらし、二度と謙信さまを煩わずらわせることができぬまでに追いに追い、山形城を陥かん落らくさせよ！

　上杉景虎は、いきり立っていた。

　謙信の信頼と期待、あるいはそれらを超こえた「愛」に応えたいという想おもいとともに、目の前の敵軍と戦って領土を奪わずにはおられない北条家の血もまた騒さわいでいるのだ。

「なんだとお！　オレの領土まで攻せめてくるのかぁ!?　こいつ……謙信の融ゆう通ずうの利きかない鬱うつ陶とうしさと、北条の国を盗とりたがる貪どん欲よくさを兼かね備えていやがる！　面めん倒どくせえええ！」

「はーはははは！　謙信さまが同盟している北条にも武田にも攻め込めぬ以上、わたしが武功を立てるには山形を盗るしかないのだ！　お前が先に庄内を奪おうと動いたのだ！　悪いのはお前だ！　悪は！　討うち果たさねばならない！　越軍よ、狙ねらうは最上義光の首ひとつ！　かかれえっ！」

「うおおお!?　謙信並みの用兵術!?　タチの悪い糞くそガキめえ！　口先だけで戦下手の直江兼続のほうがまだマシだ～！」

　その直江兼続はしかし、加賀の上杉謙信のもとに留め置かれていた。

　竹中半兵衛は必ず最上を動かし越後を脅おびやかす。最上は目の前の庄内を奪うばうのでいっぱいいっぱいで越後までは盗れずとも、越後に侵しん入にゆうしようとするに違いない。それでは故郷を後にして遠えん征せいに来ている越軍の将兵が動どう揺ようする──加賀で決戦の準備をしている途と中ちゆうで背後の危機に気づいた直江兼続は自ら庄内の守備につこうとしたが、謙信は「あなたには、わたしの副将を務めてもらわないと。梵天丸に小十郎が必要なように、わたしにはあなたが必要なの」とそんな兼続を引き留めた。

　が、謙信の姉・仙せん桃とう院いんと長なが尾お政まさ景かげの子で、越後守護の座を継ぐことになっている上杉景勝はまだ幼く、実戦の采さい配はいを執とることはできない。

　代わりに謙信が庄内・越後の守将として選んだ「一門衆」こそが、三国同盟成立の際に北条家から義妹として送られてきた氏康の妹・北条三郎なのだった。謙信はこの氏康によく似た利発な少女に「上杉景虎」という名を与えた。謙信はかつて「長尾景虎」と名乗っていた。自分の名を、仇きゆう敵てき・北条の妹に与えたのだ。謙信が上じよう洛らくして以後は、上杉景虎を関東管領となし、上杉と北条の争いによって疲ひ弊へいした関東の戦乱に終しゆう止し符ふを打ちたい。それが謙信の願いだった。また、氏康同様に怜れい悧りで野心に満ち、かつ籠ろう城じよう好きの姉とは異なって武勇に優すぐれていた景虎を、どういうわけか謙信はやけに気に入ったらしい。

　越後に来る以前は「越後は北条にとって不俱戴天の敵。両国の和はいずれ破れる。わたしは人質であり間かん諜ちようだ。なにかあればこの越後で謙信と刺さし違える」と謙信を警けい戒かいし越前の国こく人じん衆しゆうたちに怯えていた景虎も、この戦場で見せる「毘沙門天」の顔とはまるで異なる謙信の無防備な姉としての情愛にほだされて、今では直江兼続と並ぶ「謙信を崇すう拝はいし信頼し支える越後の姫武将」となっていた。

　とにかく──上杉景虎は意外な数の兵を率いており、そして、これが初うい陣じんとは思えぬほどに強かった。下か越えつの国人衆「揚あが北きた衆しゆう」のうち、謙信の上洛軍に参戦しなかった者たちが続々と景虎の「毘」の旗のもとに加わり、将と兵を供給しているらしい。

　彼らは鎌かま倉くら以来下越の土地に根付いて合戦を繰くり返してきた一種の戦せん闘とう民族だが、長らく「侵しん略りやく戦争はせぬ」と無む欲よくな謙信に頭を押さえられていただけに、「山形攻めの大号令」を聞いてその戦意が大だい爆ばく発はつした。

　最上軍は大敗し、最上川をさかのぼって出羽三山の彼方かなたに奥まった山形まで退たい却きやくした。が、上杉景虎は「悪は討つ！　決して許さぬ！　それがわたしの戦だ！」と山形へ越軍を引き入れ、容よう赦しやなく最上方の支城を落とし続けていたのだった。




　　　　※




　片倉小十郎から、最上義光の現状を知らされた梵天丸は、「まったく身勝手な伯お父じ上うえにも困ったものだにゃ。協調性に欠けるにょだククク」と苦笑していた。

「上杉もさるもの、伯父上が必ず空き巣狙ねらいをやるとわかっていて、庄内に想像以上の数の守備兵を入れていた、やられたあ、というわけか。最初から我われらと歩調を合わせて庄内と上野に同時進しん撃げきすればよかったではないか」

「最上さまは姫ひめに対たい抗こう心を燃やしていましたから、自力でなんとかしたかったのでしょうね。というか、姫が素す直なおに共きよう闘とうするとも思えませんが!?」

「敵にすると厄やつ介かいだが味方にすると頼たよりない、どーしようもない伯父上にゃにょだ。まあ、庄内侵しん攻こうに失敗したくらいならたいしたことないだろう、ほっとけ」

「撃げき退たいされただけならいいのですが、上杉軍の大将・上杉景虎は異常に好戦的な姫武将で、山形城を目指して破竹の進軍中。最上さまはただ今、逆ぎやく襲しゆうを食くらっている最中ですよ！」

「あの『義将』上杉謙信の家臣に、そんな侵略好きな奴やつが加わっていたとは。謙信は、よくも北条氏康の妹に越後の留守を預けられるにょだ。これが戦下手のなまたんだったら、伯父上にボコられたに違ちがいないのに」

「姫！　このままでは山形城と最上家は！　山形城には、姫のお母上の義姫さまもおられます！」

「……うぐぐ。は、母上が……そ、そうであった。米沢から仙台へと居城を移転した折に母上と仲直りできたと思っていたが、よく考えるとまだちゃんと仲直りできていないにゃ。結局、母上は町興おこし競争で我に敗れて落ち込んでいた伯父上を𠮟しつ咤たすると山形に引っ込み、それきりお戻もどりになっていない」

「ウラ！　これは、たいへんなことになった！」

「愛姫と竺じく丸まるが仙台でお留守番しているのが、せめてもの幸いだみゃあ」

　ここは山形へと救きゆう援えんに、と小十郎が言いかけた。が、梵天丸は、「ちょちょーん」と見得のポーズを切って、涙ながらに叫さけんでいた。

「くくっ……行きたいっ！　伯父上と母上をお救いするために、ただちに全軍で山形へ駆かけつけたいっ！」

「そ、そうですよね！　行きましょう、姫！」

「だ、だが小十郎が言う通り、並み居る英えい傑けつたちに遅れて生まれてきた梵天丸が天下を盗る機会は今を惜おいてない！」

「ちょ？　ボクはそんなこと言ってませんよ！」

「ならばここは伯父上に自力で乗り切っていただくしかない！　尊敬する伯父上ならばできると、梵天丸は信じております！　申し訳ございませぬ伯父上、お許しください母上～！　よくぞ申した小十郎～っ！　我が揺ゆれ動く心によくぞ鞭むちを入れて、山形を捨て置いて天下を盗れと、鬼おにと化して諫かん言げんしてくれた～！　我は小十郎の忠義心を生涯忘れぬぞ！」

「待ってください！　勝手にボクの発言を捏ねつ造ぞうして、既き成せい事じ実じつにしないでくださいて！」

　ウラ！　援えん軍ぐん要よう請せいを断れば、せっかく仲直りできそうだった義姫さまとまたしても不仲に、最悪の場合今こん世じようでは二度と会えぬことに……と慌あわてた成実が梵天丸を翻ほん意いさせようとした。が、梵天丸は、ふふっ、と微笑ほほえんでいた。いつもの「邪じや気き眼がん魔ま王おう笑い」ではなかった。諸将の前では決して見せることのなかった、愛らしい少女の笑みそのものだった──。

　蒲生氏郷が思わず見とれてしまうような、どこか酷ひどく寂さびしげな、しかし凜とした覚かく悟ごを感じさせずにはいられない、天使の笑顔だった。

「我がここで天下を捨てて山形へ向かえば、母上にほんとうに𠮟しかられる。さりとて、北条への抑えに多くの将兵を割さいたわが軍をこれ以上分割すれば、天下も山形もいずれも逃のがす。だから、これでいい」

「……姫……」

「我は天下に伊達政宗の名を轟かせ、母上に……お褒ほめの言葉をいただくのだ」

　戸と惑まどい迷う自分自身に言い聞かせるように、あるいは瞳ひとみに浮うかぶ涙を悟さとらせないために、梵天丸は上野の澄すみ切った青空を見上げていた。




　　　　※




　小十郎はしかし、その梵天丸が書き書きして最上義光に差し出した書状が、これほどに人を食ったものだとは予想もしていなかった。




『拝はい啓けい　伯父上さま　上杉の守備隊に山形まで攻め込まれて困られているご様子。家族愛が深く優やさしい梵天丸はすぐさま関東から取って返して伯父上をお救いしたいのですが、鬼の小十郎が〝やりましたな姫、ご運が開けましたな！　姫と長らく不仲な狐きつね野や郎ろうはこの際見捨てて、上杉に山形を盗らせてしまいましょうぜ！　上洛を目指す謙信本隊が織田軍と戦っている間に、山形で両軍がボロボロになったところへ我ら伊達軍がどっと攻め入れば、忌いま々いましい狐野郎も上杉の守備隊も皆みな殺ごろしにできますし、しかも謙信は当面戻ってこられません。山形の城も土地もすべて姫のものになるどころか、大国越後までかすめ取れますぜ！　これで奥州、羽う州しゆう、越後はすべて姫のものに！　千代王国万歳万歳万々歳、フハハハ！〟と悪あく魔まの囁ささやきを梵天丸の耳元で呟つぶやいて参ります。ああ、恐おそろしい。優しい顔をした小十郎がこんな鬼だとは知りませんでした。ですが、とても梵天丸にはそんな不義不忠な真ま似ねはできません。伯父上を討ちたくはない！　我に毒たこ焼きを食べさせたり、我が関東出兵してる隙すきに米沢に襲おそいかかってくるような素敵な人格者の伯父上と戦えるはずがない！　山形は伯父上の土地です！　いよっ、最上義光公こそは山形はじまって以来の名君！　しかも美男！　妹にもモテモテだ！　伯父上さまは上杉ごときに負けぬと、この梵天丸は信じております！　ですから、梵天丸は涙なみだを吞のんでこのまま西へと──関ヶ原へと進軍いたします。どうぞどうぞ、山形はご自分でお守りくださいませ。ぼんてんまる』




　山形城に籠こもりながら、次々と支城が上杉勢に落とされていくさまを眺ながめながら鮭さけをかじっていた最上義光は、太田三楽斎の忍にん犬けん・犬わんわんが咥くわえてきた竹たけ筒づつの中から梵天丸の手紙を読み終えて激昂していた。

「あんの、糞ガキいいいいいい～！　小十郎がこんなこと言うわけねえだろうが、オレをおちょくりやがってえええええ！　西の関ヶ原ってどこだ？　ええっ？　もしかして美濃か？　ふざけんなあ！」

　と大だい激げき怒どしていた。怒ど髪はつ天を衝つくとはまさにこのこと。

「あああああ、やっちまったああああ！　なぜだ！　なぜ、庄内に上杉の軍勢が待ち構えていやがったんだ？　しかもオレさまの軍勢を追い払はらって満足するのかと思いきや、意い気き揚よう々ようと山形領内まで進撃してくるとは！　上杉は侵略戦争をしないんじゃなかったのかよう？」

　容赦なく最上領まで攻め込んでくる「上杉景虎」の登場は、最上義光にとって完全に計算外だったのだ。

「くそっ。北条氏康め……！　あの女め狐ぎつねめ！　こんな好戦的な妹を謙信のもとにねじ込んで、越軍を用いてオレと梵天丸の動きを封ふうじさせようとはな！　どこまでも狡こう猾かつな奴だ！　まずい。あらかた支城を奪われた。あとは、最終防衛線となっている長は谷せ堂どう城が陥かん落らくすれば、もう山形城は丸まる裸はだかだ……！」

　最上義光は智ち将しようだが、謙信の性格を熟知しているだけに裏をかかれた。まさか北条家の姫武将が上杉軍を率いて山形まで攻せめ込んできて、問答無用で最上家を滅ほろぼすための大合戦をはじめるとは予想もしていなかった。しかし元祖戦国武将の家系である北条ならば、やる。北条は三代にわたって関東で戦い続け、伊豆、相模小田原、武蔵、上野、と容赦なく国を切り取ってきたのだ。

　山形城に籠城した最上義光は、「これで伊達軍が遠征を中断しちまったら完全に氏康の思う壺つぼだが、あのチビガキに援軍を頼たのむしかねえ」と仕方なく恥はじを忍しのんで梵天丸に救援要請の書状を送ったのだった。

　ところが、梵天丸は、なんと救援を拒きよ否ひしてきた。

　それどころか、関東を素通りして美濃の関ヶ原まで進軍するのだという。

「そんなに遠くまで行っちまったら、決戦を終えてから山形まで引き返してももう間に合わねえぞ～！　オレを見捨てるのは構わん！　チビガキの足を引っ張るために今まで無茶苦茶してきたからな！　だがよう……こっちには、お義がいるんだぞお、梵天丸よおお～!?　おめえまさか、お義を見捨てるというのかあ？　ありえねえ。娘むすめが母を見捨てるだなんて、あっちゃあならねえ！　どれほど、お義がおめえを産み育てるためにわが身を犠ぎ牲せいにしてきたと思っていやがる！　お義が不ふ憫びんすぎらあ！　うおおおお～ん！」

　手紙を握にぎりしめながら巨きよ体たいを揺らしておんおんと号泣する最上義光の背後に、いつの間にか──義光の妹が、梵天丸の母が、義姫が、薙なぎ刀なたを構えて立っていた。

　南なん蛮ばん商人との恋こいに墜おちて梵天丸を生んでいなければ、今いま頃ごろはお義こそが「奥州の覇は者しや」になっていたことは疑いない、梵天丸さえ生まれなきゃあ、と義光が信じ、溺でき愛あいし続けている妹だった。

「おおお、お義!?　こ、この手紙は、その、なんでもねえ。オレがいたずらに書いた偽にせ手紙だ！　ほんものの梵天丸の手紙じゃないぞ！　上杉軍を騙だますためのオレの策だ！　上杉軍の陣じん中ちゆうにこいつをバラまいてだな……！　上杉景虎を油断させてやるのよ！　そこをすかさず夜や襲しゆうだ！」

「はあ。兄上。梵天丸に援軍を断られたからって、うろたえないで頂ちよう戴だい。そんなものを敵陣にバラまいたら、山形にはどこからも援軍が来ないと知れ渡わたって最上家は滅めつ亡ぼうでしょう？」

「しししかし、そそその、ぼぼ梵天丸がお義を見捨ててはるばる美濃くんだりまで進軍を続けようとしているだなんて、お前には知られたくなかったんだ！　うおおおお～ん！」

　なにを言っているの兄上？　と、義姫は薙刀をぶんと宙に一いつ閃せんさせていた。はらり、とその細い身体からだを両断された蜻蛉とんぼが落ちて、そして。




「偉えらいわ。よくぞ言ったわ、梵天丸！　辛つらかったでしょうに、よくぞ決断したわ！　だいじょうぶ。この日のために、私はあなたを産み落としてからも日夜武を磨みがいてきたのよ！　山形は、私と兄上とで必ずや守りきってみせる」




　なんだと？　お義が梵天丸を褒める言葉なんて、聞いたことがねぇ……そうか。あのチビガキも、ひとかどの戦国大名に成長しやがったってことか……奥州から『天下』を望むたぁ、狂くるっているかそれともお義の資質を継ついだのか、いずれかだな。ま、前者だろうがよう、と義光は鮭をかぶりながらつぶやいていた。




「だからあなたは迷いを振ふり捨てて『天下』へと駆けなさい！　梵天丸、これが出羽三山の神々があなたに与あたえてくれた最初で最後の機会よ。行きなさい、関ヶ原へ！」




　でも、謙信の義と北条の知略とそして生まれながらの武を兼かね備えた上杉景虎。その景虎が率いる、歴戦の揚北衆。対する最上軍は庄内での大敗で消しよう耗もうし、兵数が違いすぎる。なかなかに手て強ごわそうね。義姫の目元から頰ほおへと、一筋の冷や汗あせが流れ落ちていった。







　　　巻ノ五　父娘おやこ再会







　武たけ田だ・徳とく川がわ連合軍は、尾お張わりまでを占せん領りようしていた。

　かつて織お田だ家の本城だった清きよ洲す城は、すでに武田軍の大本営となっている。本ほん多だ忠ただ勝かつと服部はつとり半はん蔵ぞうら徳川家家臣団が織田方との交こう渉しようの結果、清洲城を無血開城せしめたのだ。

　武田軍、徳川軍ともに、信しん玄げんの渡と河か命令が出ると同時に木き曾そ川がわを押し渡って岐ぎ阜ふ城を攻め立てる準備を整えていた。

　信玄は清洲城に入って以後、膨ぼう張ちようした上じよう洛らく軍を再編し、新たに東軍に加わった諸勢力との連れん絡らくを密にし、岐阜城をはじめとする織田方西軍諸将の調略を試みていた。もはや東海道はことごとく信玄のものとなっていた。尾張と伊い勢せを繫つなぐ要所の伊勢長なが島しまを父・武田信のぶ虎とらが奪だつ取しゆしたことが、なによりも大きかった。残るは、東山道の要地・岐阜城のみである。

　岐阜城を陥落させれば、関せきヶが原はらを抜ぬけてついに近江おうみへと進しん撃げきできる。

　武田家悲願の「上洛」達成まで、まさに、あと一歩だった。

　加か賀がの上うえ杉すぎ謙けん信しんが「今いま孔こう明めい」竹たけ中なか半はん兵べ衛えと北陸で睨にらみ合い膠こう着ちやく状態となっている今、「天下」にもっとも近い姫ひめ武将は武田信玄。

　小こ早ばや川かわ隆たか景かげと吉きつ川かわ元もと春はるの「毛もう利り両りよう川せん」が京を奪うばうと見せて大おお坂さかに大本営を移し、短期決戦・長期戦のいずれにも対応できる態勢を取ったことも、信玄にとっては圧あつ倒とう的てき有利に働いていた。もしも毛利が目先の上洛一番乗りの功に囚とらわれて京に進撃していれば、情勢はどうなっていたかわからない。信玄は、毛利家が貪どん欲よくに管かん領れいの座を欲ほつしているわけではないのだ、と知った。「天下人を見定める、それが毛利の役目。誰だれもがその器うつわにあらずと判断すれば、毛利家自らが天下人となる」と小早川隆景は宣言しているという。謙信とはまた異なる意味で、奇き妙みよう人だった。

　当初、信玄は一いつ気き呵か成せいに岐阜城を力攻めで潰つぶすつもりでいた。だが、大おお垣がき城まで撤てつ退たいしたはずの織田信のぶ奈なが相良さがら良よし晴はるの援軍を得て「岐阜城の信のぶ澄すみを救きゆう援えんするのよ」と戦略を変へん更こうし、揖い斐び川を渡り長なが良ら川沿いの墨すの俣また目指して進撃してくるらしいと忍しのびから知らされたため、作戦を練り直さねばならなくなっていた。

「大垣から関ヶ原にかけてが決戦場になると思っていたが、あくまでも弟を救うために岐阜城に舞まい戻もどろうとするのか。『岐阜の合戦』を繰くり返すつもりか、織田信奈？」

　あの合戦では、斎さい藤とう道どう三さんと山やま本もと勘かん助すけがともに天に帰った。

　季節は冬ではない。もう、「クリスマス停戦」もない。

　織田の鉄てつ砲ぽう隊が雪で使用不能に陥おちいることもなければ、武田騎き馬ば隊が積雪に足を取られて進軍困難になることもない。

（広大な平野で激げき突とつすれば、わが騎馬隊に圧倒的な利がある）

　美み濃の尾張の地図を眺めながら、信玄は美濃攻こう略りやく部隊の再編制策を閃ひらめいていた。奇才・山本勘助が作り上げた軍法は、すべて信玄の頭の中に引き継がれている。

「名うての暴れ川・木曾川には、何カ所か浅あさ瀬せがある。清洲城からまっすぐ北上すれば、河こう田だの渡しに突つき当たる。この河田を渡河すれば、岐阜城までは目と鼻の先だ。河田にはあたし自らと、そして武田四天王が進軍する。木曾川下流からは、徳川の別働隊を渡河させ、木曾川と長良川の中州地帯・墨俣を占領させて、進軍してくる織田信奈に当たらせる。長らく盟友だった織田信奈と徳川軍とが真しん剣けんに合戦をするかどうかはわからないが、両軍が『攻め』を躊ちゆう躇ちよすればむしろ足止めになるはずだ。もしも織田信奈の動きが鈍にぶければ、徳川軍もそのまま北上させて岐阜城攻めに参加させる」

　駿する河がを追われた後、父・信虎がこれまで正体を隠かくして「影かげの軍師」として反織田家包ほう囲い網もうを何度も構築し続けてきてくれたことが、信玄には意外でもあり、嬉うれしくもあった。

　信虎はかつて、反りの合わない娘だった信玄を廃はい嫡ちやくしようとした。

「小心者」の信玄を駿河へ追放し、万事にそつのない「優等生」の妹・次じ郎ろう信のぶ繁しげに家か督とくを譲ゆずるつもりだったのである。

　が、「小心者」の信玄は、流る浪ろうの軍師・山本勘助と手を組んで、己おのれの父・信虎を逆に追放したのだった。

　以後、「父上から家督を奪ったからには、天下最強の名将にならねばならない」と覚かく悟ごした信玄は、様々な戦いと謀ぼう略りやくの日々を過ごしてきた。

　多くの家族や家臣団が、散っていった──。

　鬼き謀ぼうの軍師・山本勘助も。

　信玄を姉として慕したい続けてきた、次郎信繁も。

　きかん坊ぼうだった、弟の太た郎ろう義よし信のぶも。

　旧「武田四天王」の板いた垣がき信のぶ方かた、甘あま利り虎とら泰やす、横よこ田た備びつ中ちゆう、飯お富ぶ兵ひよう部ぶ虎とら昌まさに至っては、ついに一人として生き延びることがなかった。板垣、甘利、横田は村むら上かみ義よし清きよとの戦いで討うち死にし、飯富兵部は駿河を攻めるは是ぜか否かで信玄派と義信派とに武田家が真っ二つに割れた「義信事件」の折に、炎えん上じようする義信館やかたへと飛び込み、幼なじみで互たがいに惹ひかれあってきたにもかかわらず信玄の婚こん姻いん同盟政策に引き裂さかれた義信と、事実上の心中を遂とげた──。

　信玄を戦いの場へと誘いざなう役目を果たした天てん真しん爛らん漫まんな真さな田だ忍び、初代・猿さる飛とび佐さ助すけも、あの戦国史上最大の血戦となった第四次川かわ中なか島じまの合戦であっけなく死んだ。

　信玄の半身とも言える最愛の妹・次郎信繁もまた、あの戦いくさで──。

　敵味方の無数の屍しかばねの中に交じって息絶えた骸むくろとなった。

　以後、信玄は家臣を死なせる戦を、できる限り避さけるようになった……。

　あの合戦のあとも、関東に戦場を移して越軍と戦ったり、川中島で兵を率いて睨み合うことはあったが、少なくとも川中島で信玄と謙信が直接兵を交えることは、なかった。

　しかし川中島で何度も謙信と戦うことで時間を浪ろう費ひした信玄は、誰も注目していなかった尾張の織田信奈に上洛を先んじられることとなった。

　その焦しよう燥そうも、今はもうない。長らく武田に抵てい抗こうしてきた徳川家いえ康やすの東軍への帰順が、決定打となった。武田は、天の時を、摑つかんだ。あとはもう、最強武田軍を率いて前へと突き進むのみである。

（あと少しだ。織田信奈はもはや、武田徳川・上杉・毛利に三方より包囲され、越えち前ぜん、近江、美濃に押し込められた「死に体」となっている。岐阜城を落とせば事実上、決着がつく）

　源げん五ご郎ろう、と信玄はもっとも信しん頼らいしている旗本姫武将の名を呼びかけそうになった。だが、真田源五郎には信濃しなのの留守居役を任せていたと、気づいた。おかしい。あたしとしたことが、なぜ勘かん違ちがいしたのだろう。さあ、全軍に出立命令を下そう。そうだった。この戦には、百足むかで衆を縦横に動かすための伝令将校として真田の「双ふた子ご」を連れてきているのだ。源五郎の姉たちを。真田信のぶ綱つなと、真田信のぶ輝てる。第四次川中島の合戦の折にその「真田忍にん群ぐん」としての異能力を限度を超こえて用いたために、「双子」は著いちじるしく体力を消耗し、長らく戦線を外れていた。もはや再起は不能だと思われていた。だが、「信濃の防備は」「母者と源五郎たち妹衆に」「われらは」「信玄さまとともに、瀬せ田たに旗を」と、無理を押して参戦してきたのだ。

　まるで見分けがつかない青白い顔と瘦やせた身体。「双子」が音もなく信玄の面前に現れるとともに、信玄は、下知を下そうとした。

「……『双子』よ……これがお前たちにとって引退の花道を飾かざる最後の戦となる。全軍に、出しゆつ陣じん、命令……を」

　しかし、その下知の言葉は、途と中ちゆうで途と切ぎれていた。

　信玄はにわかに意識を失い、机の前に突っ伏ぷして、倒たおれていたのだ。

「「信玄さま!?」」

　滅めつ多たに感情を表さない「双子」が、信玄の左右へと飛んでいた。




　　　　※




「信玄、倒れる」という異変を知った武田陣営の重臣たち──その場に居合わせた真田の「双子」も、山やま県がた昌まさ景かげたち「新」四天王も、信玄は上洛軍を率いる過労がたたって風か邪ぜをひき一時的に体調を崩くずしたのだ、と信じていた。それ以外に、考えられない。長らく対立してきた父・武田信虎との和解は、成りつつあった。武田は、瀬田に旗を立てようとしていた。「天下最強」の称しよう号ごうも、「戦国の覇者、最後の天下人」という「実」も、すでに信玄の掌しよう中ちゆうにあった。それに、遠えん征せい先であろうとも常に温泉で養よう生じようして健康を気き遣づかってきた信玄には、これまで重い持病など、なかった。

　しかし、急きゆう遽きよ招かれた曲ま直な瀬せベルショールの見立ては、四天王たち武田家臣団の予想とはまったく異なるものだった──。

　信玄の寝しん室しつを真田の「双子」に固めさせながら、曲直瀬ベルショールは四天王と別室に詰つめて、信玄の病状を報告しなければならなかった。

「これは……よからぬ病じゃ」

　名医の曲直瀬ベルショールがこれほどの絶望感を表情に出すことは、まずないと言っていい。元来、医者という者は見立てがどのようなものであれ、ひょうひょうとしていなければならないのだ。

「……よいぞ、よいぞとは、言っていただけないのですか」

　四天王の一人、「山」こと馬ば場ば信のぶ春はるが、いつもは眠ねむそうに半開きになっている目を見開きながら、ベルショールに詰め寄よった。

「もしかしたら尾お張わり一帯に、病が流は行やっているのではなくて？　でも曲直瀬さまは神医。かつては安あ芸きまで出向かれて、毛もう利り元もと就なりを見事に快復させたお人」

　四天王最小最軽量、「火」こと山県昌景が、茶を点たてながら眉まゆをひそめる。

「信玄さまは用心深いお方。戦場で傷つき疲ひ弊へいするごとに、温泉で療りよう養ようしてきました。これまで大病を患わずらわれたことがありません。ましてこたびの上洛作戦では、慎しん重ちようの上にも慎重な体調管理を……」

　四天王筆頭格、「武田の副将」こと「林」、内ない藤とう昌まさ豊とよが言い知れない不安を感じながら、曲直瀬に繰り返し説明した。信玄は健康そのものである、病の兆候はなかった、と。

「……そうです。信玄さまは、妹の信繁さまと弟の義信さまを亡なくされています。残る下の妹の逍しよう遙よう軒けんさまは信玄さまの影かげ武む者しやを務めておられますが、武将仕事は継つがず画家として生きられる所存。ですから信玄さまが子をもうけないままに亡くなれば、武田家の跡あと取とりは諏す訪わ家より義ぎ妹まいとして迎えた四し郎ろう勝かつ頼よりさましかおられません。武田の血を引かず、まだ童女の勝頼さまでは武田家をまとめるのは困難。故ゆえに、信玄さまは一日でも長く生きねばならないと、養生を……もしも信玄さまの病が篤あついのでしたら、天下争いよりも信玄さまのお命こそが第一。いったん清洲城から、逃にげましょう」

　信玄の小こ姓しようから四天王の「風」となった高こう坂さか弾だん正じよう昌まさ信のぶが、最悪の場合を想定して「退たい却きやく」という禁断の言葉を口にしていた。

　曲直瀬ベルショールの見立ては、しかし、高坂弾正ですら想像もしていないものだった。

「そうじゃのう。これ以上戦場に留とどまれば、いかぬ、いかぬ。静かに退却して養生せねば、信玄ちゃんのお命は長くはもつまい。じゃが……たとえ諏訪や甲か斐いへと戻って養生しても、この病は治せぬ。死病じゃ」

　山本勘助が生きていれば、あるいは、信玄の宿星を占うらない、見定め、この時が来ることを予見していたかもしれない。

「……死病!?」

「そんな馬ば鹿かなことがあるはずが！　あなたは東洋南なん蛮ばんの医術を修めた神医！」

「ありえません！」

「ししし信玄さまは、いったいどんな病なのですかっ!?」

　信玄さまはお若い！　天下まで、あと一歩なのに！　お父上との再会まで、あと少しなのに！　死病などと、そんな馬鹿なことがあっていいはずがない！　と、温厚な馬場が声を荒あららげていた。涙なみだで、目の前が見えなくなっていた。冷静沈ちん着ちやくな山県も。内藤も。陽気な高坂も。

「……信玄さまはほんとうは三み方かたヶが原はらの合戦のあとまもなく、狙そ撃げきされて暗殺されるはずだったと伺うかがっている」

「相良良晴が、その未来を、信玄さまにさりげなく教えてくれたのだわ」

「ですが信玄さまは、ご自分の力で、意志で、不動の勇気で、死の運命を乗り越こえられたのです」

「『天下最強』の座も、お父上との和解も、上じよう洛らくも、ほんとうに……もう、指を伸のばせば届くところまで来ているんです！　噓うそだと言ってください！　そんな酷ひどいことがこの世にあるはずがない！　信玄さまは、ここまで来たのに……これほどの犠ぎ牲せいを払はらったのに……絶対に、逃げたくはないはずです！」

　曲直瀬ベルショールは、しかし、動どう揺ようして泣き崩れる四天王たちに「噓」をつくことはできなかった。医師として、自分が知りうる限りの「現実」を告げる他ほかはなかった。

「虫じゃ」

「……虫!?」

「道教にいわく、人の身体からだには、生まれながらに三さん尸しと呼ばれる虫が巣くっておる。頭の中に、上尸。腹の中に、中尸。足の中には、下尸。これらの虫は、六十日に一度訪おとずれる庚こう申しんの日の夜に、人体から抜ぬけ出して天てん帝ていに宿主の悪行を告げ口し、人の命を縮めると言われておる。故に、平安王朝時代、貴族たちは命を削けずられることを恐おそれて、庚申の日の夜は眠らずに過ごしたのじゃ」

　そんなものは迷信です！　信玄さまは「人間の国」を築くために、信濃の「神々」と戦ってこられました！　諏訪の神みわ氏も滅ほろぼし、善ぜん光こう寺じの秘仏を甲斐へと持ち去り、戸と隠がくしの山のご神体をも破は壊かいして地中へ埋うめ戻もどしました！　その信玄さまが、三尸だなんて、そんな迷信にすぎない虫に命を奪うばわれるなんてありえません！　と、内藤昌豊はなおも抗こう議ぎした。

「そうじゃのう。三尸なるものは、迷めい信しんじゃ。じゃが、順番が逆なのじゃよ。今、信玄ちゃんの身体の中……おそらく肝かんの臓に、ほんものの小さな虫が寄生しておるのじゃ。おそらくは米こめ粒つぶよりも小さく、もしかしたら目には見えぬかもしれぬ。この虫が信玄ちゃんの身体を内側からむしばみ、死に至らしめようとしておるのじゃ。じゃが東洋医術は、人体を解かい剖ぼうせぬし、まして生きておる人間の腹を割さいての外げ科か手術などできなんだ。故に……病に倒れた患かん者じやの身体の中にかような寄生虫の実体を見つけることができず、『三尸』という架か空くうの虫に憑つかれて死んでいくのだと、想像したのじゃろう。悪行がどうの、天帝がどうの、という物語は、後付けじゃよ」

　南蛮医術をも学び、外科手術にも挑ちよう戦せんしている曲直瀬ベルショールだからこそ、「三尸」の真の正体──宿主の体内に巣くう寄生虫──を見み抜ぬくことができたのだ。

　しかし南蛮医術など知らない世間では、ついに信玄がこれまでの数知れぬ悪行のために三尸に祟たたられて天命を失った、と囁ささやかれるだろう。

　信玄は「神」を恐れず、どこまでも「人間」として戦い続けた。

　とりわけ信濃平定事業は、信濃の「神々」との戦いでもあった。

　やまと御ご所しよの姫ひ巫み女こよりも古いと言われる信濃の神氏・諏訪一族を攻せめ滅ぼした。

　信濃の民たみの信しん仰こうの中心である善光寺から秘仏を甲斐へと持ち去り、「甲斐善光寺」を強ごう引いんに建こん立りゆうしてしまった。

　修しゆ験げん道どうと戸隠忍群の聖地、戸隠山のご神体の破壊。

　しかも信玄は、山国・甲斐に押し込められた弱小大名にすぎない「武田家」を「天下最強」と成すために、他ならぬ武田一族と……自らの家族とも争わねばならないという宿命を背負っていた。

　父・信虎の駿河追放。

　諏訪頼より重しげに嫁とついでいた妹の禰ね々ねは、夫が信玄に攻め滅ぼされて自害に追い込まれたことを悲ひ嘆たんし、早世した。

　さらには、父・信虎を引き取らせていた駿河今いま川がわ家への裏切りと駿河侵しん略りやく、今川家から妻を娶めとっていた弟・義信の反はん抗こうと切腹──。

　人々は、神をも恐れず父親や家族すら犠牲にする信玄に畏い怖ふすると同時に、「いつか信玄には天てん罰ばつが下されるのではないか」「最強を誇ほこる武田家は因果応報でいずれ滅めつ亡ぼうするのではないか」と囁きあっていたのだった。

「……つまり、正体の知れない虫が、信玄さまの肝の臓に？　いったいいつ……なぜ、そんなものが……？　お毒味役は常に、毒味の仕事を誠実にこなしていた」

「腹を割き、信玄さまの肌はだに傷をつけることになるけれど、命には代えられないわ。手術はできないの？」

「すまぬが、南蛮医術をもってしても、内臓に巣くっておる見えない虫を取り出すことは不可能じゃ。むろん肝の臓そのものを摘てき出しゆつすれば、信玄ちゃんは死んでしまう。やがて世が進み医術がさらに進歩すれば、いずれは治ち療りようも可能となるかもしれぬがのう」

　もしかしたら、あの時に……と、農民出身の高坂弾正が震ふるえながら、口を開いていた。

「甲斐は山国で米が穫とれない国として知られていますが、実は、甲斐にも水田地帯はあるんです。釜かま無なし川の下流地帯には平地も水もあり、水田での米作は可能なんです。ですが、その一帯で水田を開いて米を作った者は、次々と原因不明の病にかかり、命を落とすのです。信玄さまが甲斐国主になる以前は、『祟り』だと恐れられていました。みな祟りを恐れて米を作ろうとはしませんでした……土地に住まう人々は米作もできず、日々の暮らしにも困こん窮きゆうしていました。信玄さまは、『武田の国は人の世、神の祟りなどない』と仰おつしやって、自ら、『祟りの水田』へ入られ、苗なえを植えたのです──」




　　　　※




　それは武田信玄が改名する直前のことだった。「信玄」という名は、上杉謙信と彼女が信濃で邂かい逅こうした際に「謙信」という名と同時に偶ぐう然ぜん誕生したもので、お互たがいの名を交こう換かんしあったものである。信玄の本来の名は「晴はる信のぶ」であり、謙信もまたほんとうの名は「景かげ虎とら」だった。

　その年──甲斐は慢まん性せい的な飢き饉きんに苦しんでいた。釜無川の氾はん濫らんを防ぐために信玄は当主となって以来「堤つつみ」を築かせていたが、この堤が完成に近づき治水事業が成功しつつあってもなお、甲こう府ふ盆ぼん地ちの低地地方では領民が水田へと戻ってこず、米が穫れないままだった。

　田はあるが、耕す民がいないのだ。

「これでは、いくら堤を建造し治水を進めても慢性的な米不足を解消できない」

　信玄は、その土地の領民たちが水田に入ると祟られるという古い言い伝えを恐れている、と知った。

　現実主義者の信玄は「神の祟り」などを信じない。

　好敵手の謙信が「毘び沙しや門もん天てんの化け身しん」として振ふる舞まい、信濃川中島や関東を震しん撼かんさせていることも、信玄にとっては耐たえがたいことだった。信玄が信濃の善光寺や戸隠に祀まつられた神仏を無力化しようと努力し、「人間」の時代の到とう来らいを人々に感じさせようとしても、謙信が出兵してきてすべてを振り出しに戻してしまう。川中島では、「神」と「人」との間で、堂どう々どう巡めぐりが続けられていたのだ。まして甲斐ですら、この現状では。

（乱れに乱れた国を治めるためには、人々の意識を変えねばならない。「神」の時代は終わり、「人間」の時代が来たことを、甲斐信濃の領民たちに知らしめねば──）

　信玄はいわくつきの「祟りの水田」へと馬を走らせて、自らその水田へと足を踏ふみ入れ、恐れおののく領民たちの前で苗を植えてみせた。

「皆みなの者。釜無川の堤工事は半ば完成し、これまでのような大水害は容易には訪れない。いずれ完成すれば、再び水害が起きることはなくなる。甲斐でも米は作れる。『祟り』など案ずることはない。水田に憑ついている神とやら。祟るのならば、甲斐の国主であるあたしに祟るがいい！」

　領民たちは、

「御お屋や形かたさまが」

「祟られてしまう！」

「おやめくだされ！」

「その田は、まことに呪のろわれておりまする。その水に身体を浸ひたせば、呪いに憑かれて病にかかってしまうのです！」

　と信玄を押し退のけようとしたが、信玄は「物事には必ず原因があり理り屈くつがある。水田の『祟り』も、正体は別のものだ。水の中に、なにか毒が混じっているのかもしれない。この水を飲まなければ危険は薄うすまるはずだ」と笑って人々を抑おさえた。信玄が甲斐で「名君」として讃たたえられている最大の理由は、徹てつ底ていした内政主義を採用して治水事業や金山開発を行い、かつ国こく人じん衆しゆうをよく統率し、貧しい甲斐から「飢うえ」と「紛ふん争そう」を同時に一いつ掃そうしたことにある。信玄は内政でも戦いくさでも、常に攻め続けた。信玄が君主となって以来、甲斐の領内に攻め込んできた者はいないのだ。

　だが、この時ばかりは、領民たちは青ざめて信玄を水田から無理矢理にでも出そうと暴れた。彼らは「御屋形さまにもしものことがあったら甲斐も武田家も滅びてしまう」と必死だった。

　最終的には、当時はまだ「春日かすが弾正」と旧きゆう姓せいを名乗っていた高坂弾正が慌あわてて現場に駆かけつけて、信玄を説得し、水田から引き上げにかかった。

「姫さまっ！　いけません！　あたしは農民出身ですから、この『祟りの水田』に詳くわしいんです！　祟りなどはほとんどの場合は迷信ですが、この『祟りの水田』だけはほんものなんですよ！　逃にげましょう！」

「源五郎ちゃん。あなたはすぐに、逃げましょう、逃げましょうって。だいじょうぶよ。水がなにか未知の毒に汚お染せんされているのだとしても、水を飲まなければ」

「ちょっと、姫さま？　源五郎ちゃんではありません、春日弾正ですっ！　あたしを源五郎ちゃんと呼んでいいのは添そい寝ねしている時だけですっ！」

　あの二人……こ、恋こい人びと同士だったのかあ、そういえば御屋形さまは甲斐一の美女でありながらいまだに独り身……春日さまもとびっきりの美少女だもんなあ……と領民たちがはやし立て、春日弾正が「むふー」と自じ慢まんげに胸を反らした。

「ふふ。領民の皆さんにバレてしまいましたね！　そうです。この春日弾正は、姫さまの最愛の恋人……長なが尾お景虎などには負けません！」

「ちょっと。やめなさい。やめて！　あたしが誰だれかに添い寝してもらわないと眠ねむれないことを、領民にバラさないで！　天下の名将・武田晴信の名が地に落ちてしまう！　だいいちそんな噂うわさを、景虎が聞いたら……」

「なんですか！　二言目には景虎、景虎って。姫さまは、景虎とこの春日とどっちが好きなんですかーっ！　さんざんあたしの心を弄もてあそんでおきながら、越えち後ごの敵将に目移りするだなんて、許せません！」

「あ、あたしが憎にくき景虎とそんな仲だなんて、あらぬ誤解よ。白はく山さんの神、諏訪大明神、八はち幡まん大だい菩ぼ薩さつに誓ちかってそんなことはないから、これ以上領民たちの前でおかしなことを言わないで！」

「まーったく。神さまなんてこれっぽっちも信じていないくせに、こういう時だけ神さまに誓ってみせるんですから、姫さまも長生きしますよっ！」

「……しょうがないわね。今日のところはあきらめるわ。でも、あたしはいずれこの水田の『呪い』も無力化してみせるから。いつか戸隠山のご神体を破壊して、景虎を『毘沙門天』から『人間』へと引きずり落とすのと同じに。甲斐の水田に潜ひそむ祟り神なども、駆く逐ちくしてみせる。いいわね」

「ほんとうに気をつけてくださいよ。すぐに積せき翠すい寺じ温泉に参りましょう。あすこのお湯で急いで身体を清めないと危険です、逃げましょう。あたしが姫さまのお背中を流しますから！」

「……ここで武田家の当主たる者が慌てて逃げたら、ますます『祟りの水田』の噂が広まってしまうわ。一晩くらいはこの地で踏ん張ってみせないと。温泉は、明日にしましょう」

「そうですか？　危険からは逃げるに限ります。急いだほうがいいと思いますが……でも、姫さまのお志のためには……仕方ないですね……」

　さすがは「逃げ弾正」どの、おかげで御屋形さまは助かった、と領民たちは喜び、二人をその夜、祭りに招待したのだった──。




　　　　※




　高坂弾正の話を聞き終えた曲直瀬ベルショールは、嘆たん息そくしていた。

「おそらくその時に、目に見えぬ小さな虫に憑かれたのじゃろうな。そやつはおそらく、水田の中におるのじゃろう。それが、なんらかの形で信玄ちゃんの体内に」

「で、でも、信玄さまは用心深いお方で、あの『祟りの水田』では一いつ滴てきの水も口にされませんでした！」

「口から入れなくても、肌から入り込む類たぐいの虫なのじゃろう」

「そんな!?」

　なぜ水田に入るだけで「虫」に寄生されるの!?　甲斐以外の国では、そんな奇き妙みような祟りは聞いたことがないのだわ！　日ひノ本もとは古来より稲いな作さくの国なのだわ！　米を作るたびに病にかかっていては、国も民たみの暮らしもそもそも成り立たないはずだわ！　と山県昌景が高坂に反論した。が、

「……甲斐は、米の穫れぬ国。ずっと古来から、そうだった……かろうじて水田を設けられる土地にすらそのような『祟たたり』があったからこそ、領民たちはいくら困窮しても、米を作れなかったのでは……」

　馬場が結論を下し、内藤がうなずいていた。

「信玄さまは、米の道と塩の道を確保するために信濃や駿河を切り取ると同時に、甲斐国内では洪こう水ずいを収めるための治水工事に巨きよ費ひを投じ、甲斐の民の暮らしをよきものにするために戦ってこられた。お父上を追放してなおも合戦を繰くり返す信玄さまが甲斐の領民にこれほど慕したわれ、崇あがめ続けられているのも、信玄さまはどこよりも貧しい甲斐の民を救うために国を丸ごと造り替かえているのだと、みなが知っていたから……米が欲しいためでもあっただろうけれども、『祟り』があると恐おそれられてきた土地の民を、周囲の民からのいわれなき差別から守りたいがために、信玄さまは敢あえて自ら水田に。でも、その信玄さまのお優やさしさが、このような形で……酷ひどすぎる……」

　信玄さまが上じよう洛らく途と上じようで命を落とすという未来を知っていた相良良晴ですら、このような形で信玄さまが倒たおれられることは知らなかったのでしょうね、と山県は唇くちびるを嚙かみしめていた。

「あるいは、種たね子が島しまで暗殺されるという未来こそがほんとうに信玄さまが辿たどるべき未来だったけれども、信玄さまがその未来を回かい避ひされたからこそ、『帳ちよう尻じり』を合わせるかのように第二の運命の刺し客かくが──」

「暗殺されればそこで、死の運命が成じよう就じゆ。暗殺を回避して生き延びれば、虫の病が発病。つまり、どのような行動を選せん択たくされても、信玄さまは上洛途上で」

「違ちがいます！　そんなはずはありません！　そんなはずは……！　だったら、あたしたち人間は……いったいなんのために生き、なんのために戦い、なんのために己おのれの運命に抗あらがっているのですか！　絶対に、信玄さまの運命から、あたしたち四天王は逃げてはなりません！　最後の、最後まで！」

　高坂弾正が、立ち上がっていた。「逃げ弾正」の口くち癖ぐせはもう、そこにはない。

「あたしたち四人が心を合わせ力を合わせ、命すら投げ出せば──武田家を支えるわれら四人が、自らの運命を乗り越こえることができれば──信玄さまの運命だって、必ずや変えることができるはずです！」

　信玄が見み出いだして育成してきた武田四天王の姫ひめ武将たちが、高坂の言葉にいっせいにうなずいていた。

「……相良良晴は、直接口にはしなかったが」

「われら武田四天王はいずれ、戦場で種子島の銃じゆう弾だんを浴びて倒れていく運命なのだわ。最強の武田騎き馬ば隊は、南なん蛮ばんの新兵器・種子島に敗れる。そう、相良良晴の悲しそうな目が、告げていたのだわ」

「ええ。もっとも、高坂はちゃっかり逃げおおせそうだけれど」

「その運命を、覆くつがえしましょう！　そのためでしたら、この高坂は、一歩たりとも逃げません！」

　曲直瀬ベルショールは、痛ましさのあまり無言で顔を伏ふせていた。武田四天王は、武田軍団は、滅ほろびへと向かっているのではないか、そう予感したのだ。信玄ちゃんが意識を回復したらただちに、彼女自身に病状を正しく伝えねばなるまい、と曲直瀬は決めていた。




　　　　※




「ありえぬ。なにをしておるのじゃ、晴信は！　なにをぐずぐずしておるのじゃ！」

　娘むすめ・晴信こと武田信玄のもとに、四天王から「信玄さま、ご重態」と知らされた父・武田信虎が、すぐに駆けつけてきた。

　信虎は、武田軍が岐阜城を落とし、織田軍を破って瀬田に武たけ田だ菱びしと「風林火山」の軍旗が翻ひるがえったその時こそ、信玄のもとを訪おとずれ父娘おやこの再会を果たすつもりだったはずだ。

　だが、その予定は、信玄のにわかな発病によって、大おお幅はばに狂くるった。

　四天王は急きゆう遽きよ、伊勢長島から清洲へと信虎を呼んだ。

「信玄さまのお命はもう長くありません。どうか、今のうちにご対面を」

　と、懇こん願がんしたのだ。

　信虎は、来た。

　清洲城本丸の最さい奥おう部に隠かくれ家の如ごとく設置された信玄の寝しん室しつに、年老いた信虎が案内されていた──。

　父を寝室の手前まで案内した信玄の妹・逍遙軒信のぶ廉かどは、

「父上。孫まご六ろくの出番はここまでサ。姉上の影かげ武む者しやとして大広間の軍議に顔を出さなきゃならないのサ。ここから先は二人きりでね。父娘で斬きり合ったりしちゃダメだヨ」

　と、きびすを返して廊ろう下かを進んでいった。




　信玄も、そして信虎も、曲直瀬ベルショールから信玄の病が不治であること、余命いくばくもないことを、すでに知らされている。

　恩おん讐しゆうを越えてついに父と娘が再会を果たした時、信玄は、薄うす暗ぐらく小さな部屋の片かた隅すみで咳せきをしながらじっと寝ていた。起き上がる体力は、なかった。

　だが、老いた父の姿を見るや否いなや、信玄は身体からだを起こしていた。

　何度も激しく咳せき込みながら、居住まいを正し、信虎に深々と頭を下げていた。

「……父上。よくぞこれまで正体を隠し、不ふ肖しようの娘のために尽つくしてくださいました」

「隠さねば、惰だ弱じやくなうぬは甘えを見せたであろう。川中島などに固こ執しゆうしてぐずぐずしおって。ましてや織田信奈に浅あざ井い朝あさ倉くらを滅ぼす機会を与あたえるなど、言語道断の甘さよ」

　信虎は仁に王おう立ちしたまま、座ろうとしなかった。

　信虎と信玄とは、元来、鋭するどい眼光の持ち主だった。その目つきは、よく似ていた。だが、今の信玄の視線からはすでに、生気が失われていた。自分がまもなく死ぬという逃のがれられない運命を曲直瀬ベルショールから告げられた時、信玄は（それではあたしの、戦いに次ぐ戦いの生しよう涯がいはいったいなんだったのか）と絶望した。その絶望から、いまだ、信玄は這はい上がっていない。

　たかが病ごときでもはや心が萎なえたか。わしが影かげの軍師として反織田家連合軍を組織して戦ってきたのは、うぬのためなどではないわ、と信虎は声を震ふるわせながら吐はき捨てるように叫さけんでいた。

「晴信よ、うぬの如き臆おく病びよう者のためにこの父が近この衛えや六ろつ角かくを巻き込んであくせく奔ほん走そうしてきたと思うたか。違う。すべては、次郎や太郎たちのためじゃ！　うぬの野望のために散っていった武田の家族たちのためじゃ！」

「……次郎。太郎。禰々。定さだ。みな、死んでいきました。このあたしも、遠からず、次郎たちのもとに。武田の血を引く子供たちのうち、生き延びた者は孫六だけとなりました、父上。申し訳……ありません」

「黙だまれ、晴信よ。うぬはまだ死んではおらぬぞ！」

「……父上」

　信虎は殺気をみなぎらせながら、足あし下もとに這うように土下座している信玄をにらみつけてきた。

「もういちどだけ問おう。うぬはなぜ、かほどの臆病者でありながら、戦国大名となって戦い続ける生涯を選択したのじゃ。くだらぬ答えであれば、わしがこの場で次郎たちになりかわって、うぬを斬り捨てる」

「……あたしは日ノ本に、『人間の国』を築きたかったのです。武田の血を引いた一族だけではなく、領民のすべてが等しく武田の家族として合戦や飢き饉きんや水害などの苦しみから守られ、人間として生きられる、そのような国を……とりわけ、海も塩も米すらもない甲斐の民は、貧しかった。毎年のように釜無川の水害に苦しみ、わずかばかりの水田にさえ言い伝えられる祟りを恐れて、米を作ることすらできなかった。領民たちは、自分たちを苦しめる大自然の力を『神』と呼んで畏おそれ、貧しさと不幸をも『運命』と甘んじてきました……彼らの力を束ね、国を富ませ、人々の心を『神』への畏れから解放するためには、『神』をも畏れぬ『人間の王』が必要だと……あたしは……そのような者に、なりたくて」

　何度も咳き込んで、言葉が途と切ぎれた。

　しかし、信玄は、言葉を紡つむぎ続けた。

　これが父との最後の対面になるだろう、そう、思っていた。

「晴信よ。それほどに神が恐ろしいか。諏訪の龍りゆう神じんが恐ろしいか。戸隠の山の神が恐ろしいか。毘沙門天の化け身しんが、恐ろしいか！　それは、違う！　晴信よ。うぬがほんとうに恐れている者は、わしじゃ！　そなたの父じゃ！　妹の次郎を偏へん愛あいし、うぬを愛さなかった己の父親をこそ、うぬは恐れているのじゃ！　その父の姿が、わしへの恐きよう怖ふに縛しばられたうぬの心の中で──『神』という幻まぼろしを見せていたにすぎぬ！」

「……そうだったのかも、しれません」

　信玄は、力なくうなずいていた。

　反論する気力が、湧わいてこない。

　信虎の目を睨にらみ返す勇気を、手に入れたはずだった。信虎を前にしても、怯おびえてはいない。どれほど罵ば倒とうされようが、もはや恐怖はない。だが、身体が言うことを聞いてくれなかった。全軍出しゆつ陣じんの下知を出そうとしてにわかに倒れて以来、身体から生命力が流れ出てしまったかのようだった。

　双ふた子ごのようにずっと一いつ緒しよだった次郎信繁。相良良晴と出会った瞬しゆん間かんに、思いださずにはいられなかった陽気で一本気で馬ば鹿かな弟、太郎義信。諏訪家に嫁とつぎ、幸薄うすく死んでいった禰々。駿河今川家で病没した定。武田家を守るために国主の座を奪うばった。それなのに、武田家の人間のことごとくを、信玄は死なせてしまった。信玄の影武者・逍遙軒として世捨て人のようにひっそりと生きている孫六信廉を除いて──。

「……父上。あたしは……これまでです。たとえこの決戦に勝っても、仮に上じよう洛らくを果たして天下人となっても、もはや武田家には、あたしの跡あとを継つげる者が、おりません。四天王はみな天下人の器うつわなれど、残念ながら武田の血を引いてはおりません……あたしが織田信奈を撃げき破はして上洛し、武田政権を築きあげる途と上じようで死ねば、あたしの跡継ぎの座を巡めぐって天下は再び大乱に。かえって、武田家を滅ぼす結果になりましょう」

「黙れえええっ！　まだそのような理り屈くつをほざくか、晴信よ！　『天下人』の座など、結果にすぎぬ！　うぬが求めていたものはあくまでも『天下最強』、天界にも下界にも己を脅おびやかす者は誰だれもいないという絶対的強者の境地そのものではなかったのか！」

「……父上」

　怯えを見せてはならない、成長した姿を父上にお見せせねばならない、反論しなければいけない、と気力を振ふり絞しぼった瞬間、信玄は、えずいた。

　胸の内側から、熱いものがこみ上げてきた。

　咳ではない。

　これは、あたしの血だ、と信玄は気づいた。

　畳たたみの上に突つっ伏ぷしながら、信玄は大量に吐と血けつしていた。

　自分の命が身体から抜ぬけていくのが、わかった。

　生と死の狭はざ間まで、信玄は、己の短い生涯を瞬時に回想していた。

　次郎たちの顔が浮うかび、信玄が憧あこがれてやまなかった越後の姫武将・上杉謙信の顔が浮かび上がった。ずっとずっと、憧れていた。川中島の決戦で謙信がたった一人で自分のもとへ飛び込んできた時、太た刀ちで軍配を切り払はらわれて首筋に刃やいばが激げき突とつし死を覚かく悟ごした時、信玄は無意識のうちに手を伸のばして、謙信が頭に被かぶっていた行人包みを外していた。美しい、と思った。彼女のような身体にも心にも穢けがれのない美しい少女になりたかった、と思った。信玄の首から飛び散った赤い血が、真っ白い謙信の頰ほおを濡ぬらした時、謙信は「毘沙門天」ではなくなっていた。唐とう突とつに我われに返ったかのように、涙なみだを流しながら去っていった──。

　そして──。

　意外にも、男たちの顔が、見えた。

　鬼おににも見えた父・信虎との激しい対立と、信玄による拒きよ絶ぜつ、唐突な別べつ離り。

　積翠寺温泉にいきなり飛び込んできた、山本勘助との出会い。

　相良良晴との出会いもまた、奇くしくも温泉だった。

　織田信奈に敗れ、己の誇ほこりを取り戻もどすために自分を狙そ撃げきした、杉すぎ谷たに善ぜん住じゆう坊ぼう。

　信玄への恋こい心ごころを打ち明け、「勝利と家族は等価交こう換かん」という信玄が抱いだいた思い込みを、打破するために戦い、彼をひそかに想おもっていた孫六の腕うでの中で散っていった横田備中。

　そして、炎えん上じようする義信館やかたの中で武田家の分ぶん裂れつを回かい避ひするために自ら切腹して果てた太郎義信。

　あたしはついに殿との方がたと恋に墜おちることがなかった、いつも殿方を恐おそれていた。太郎の恋心と命とを野望の炎ほのおで燃やし尽くしてしまったからだろうか、それともあたしは……ずっとずっと、父上の影に怯えていたのだろうか。駿河へ父上を追放したその時から。いや。善住坊の狙撃に立ち向かって運命を乗り越こえた瞬間から、あたしは、父上への恐怖を乗り越えていたはずだ。ただ、気づけなかっただけだ。

　しかも、あたしの心の中の父上があたしを𠮟しつ責せきし続ける間も、ほんものの父上は甲斐に続いて駿河からも追われてなお、あたしを上洛させるために陰かげでこれほどに戦ってきてくださっていたのだ。

　ならば、あたしは父上に……殿方に怯える必要など、はじめから、なかったのだ。

（上杉謙信は、安あ土づち城で相良良晴に恋をしたという。謙信も、相良良晴と出会ったことで──殿方への恐怖を、乗り越えたのだ。もう、毘沙門天の化身でなくても、謙信は一人の姫ひめ武将として、生きられるのだ。そうだ。こんどこそ……今こそ……あたしと謙信とは、憎にくみあうことも命を奪い合うこともなく、親友として）

　謙信を、迎むかえに行きたい。

　まだ、その約束を、果たしていない。

　自分も謙信と同様に「壁かべ」を越えたのだと、父親への恐怖を克こく服ふくしたのだと、謙信に証明したい。

　しかし、もう、その夢は、叶かなわない。

　これが、「走そう馬ま燈とう」なのかもしれない、と信玄は思った。

　だが信虎は──幻ではなく、影でもなく、虎とら髭ひげを震わせながら信玄を見下ろしている生きているほんものの信虎は。

　血を吐きながら身体を震わせて這っている晴信の背中をさすることなく、立ちはだかったまま、雷かみなりのような大声で叫んでいた。




「晴信よ。もはや立つこともかなわぬか！　この老いた父よりも先に逝ゆくというのか！　この……親不孝者めがああああああっ！」




　怒いかり狂くるい叫び続けている信虎の目に大おお粒つぶの涙が浮かんでいるさまを、信玄は、生まれてはじめて、その目で見た。

　まるで、不ふ動どう明みよう王おうのような、と信玄は思った。

「ここでうぬが身勝手に力ちから尽つきるなど、決して許さぬ！　なんのために次郎たちは死んでいったのじゃ！　次郎たちは、うぬを『天下最強』たらしめるために戦ってきたのではなかったか！」

　信玄は、畳の上に指を突き立てて、立ち上がろうとあがいた。ああ。父上が、あたしを𠮟しかりつけてくださっている、これほどにも熱く、これほどにも激しく。その指が、生温かい血で、滑すべった。

「そなたはなんのためにこれほどの犠ぎ牲せいを払って、上杉謙信と互ご角かくに渡わたり合える最強武田軍団を築きあげたのじゃ！　わが旧武田四天王を使い潰つぶし、武田一家を葬ほうむり、山本勘助を最後の最後までうぬの野望の炎で焼き尽くしておきながら、ここであきらめてしまうなど、そのような我が儘ままが許されるはずがない！　そなたの命はもはや、そなた一人のものではない！　武田家の家臣団と領民すべての命ではないか！」

　父上、と信玄はうめいた。

　身体からだの中に、先ほど吐いた血の塊かたまりとは違ちがう熱いなにかが、こみ上げてきた。

「晴信よ、立て！　『天下最強』は、もう目の前じゃ！　瀬田に『風林火山』の旗を立てる時は今ぞ！　立たぬかああああっ！」

　信玄は、血の海と化した畳の上を這いずり回り、えずき、咳せき込みながら、信虎の腕に抱きつき、片かた膝ひざを起こしていた。

　信玄は驚おどろいた。信虎の老いた腕が、かつてとは別人のように、瘦やせ衰おとろえていたからだ。

「よいか、晴信よ。そなたの敵は、そなた自身の心に巣くう恐怖ぞ」

　信虎の肩かたにすがりつきながら、かろうじて己おのれの足で立ち上がった信玄へ向けて、信虎はその猛もう虎この如ごとき鋭するどい視線を放っていた。

　信玄は、その信虎の眼光を、顔と顔がぶつかりそうな至し近きん距きよ離りから受け止めていた。息が詰つまり、足が震ふるえ、それでもなお耐たえた。

「なればこそ、戦えども戦えども、そなたは恐ろしいのじゃ。しかしもう、恐れることはない。わしは父としてそなたの肩を担かつぎ背中を支えておるぞ、晴信よ」

「……父上」

「戦うのじゃ晴信！　そして、勝ってみせよ！　『天下最強』は神がかりの上杉謙信にあらず、南なん蛮ばんの兵器に頼たよる織田信奈にあらず、文武ともに完成し大将として日ノ本の誰もが到とう達たつできなかったはるかなる高みに昇のぼった武田信玄であると知らしめてみせよ！　心優やさしきそなたには過か酷こくな姫武将の生しよう涯がいなどは送れぬ、駿河の海を眺ながめながら孫六とともに静かに絵を描えがいておればそれで幸せであると考えた父が間違いであったと、証明してみせよ！　上杉謙信に、そなたの野望に憑つかれた戦いが『悪』などではなかったと、認めさせよ！」

　信玄の目に、生気が蘇よみがえっていた。

　あたしは川中島で何度も上杉謙信と戦い続け、時間を浪ろう費ひし、次郎たちの命を犠牲にした。

　ここで倒たおれれば、川中島での戦いが、謙信と過ごしたあのかけがえのない時間が、無む駄だだったことになる。越前突とつ入にゆうの時を待っている上杉謙信を永遠に迎えに行けなくなる。そうだ。謙信は今でも、あたしを待ってくれているはずだ。北信濃の川中島ではなく、その最後は、日ノ本の中央、関ヶ原で──。

　上杉謙信との戦いの中で鍛きたえ上げてきた「力」と「勇気」を。あの未来から来た、天運すらを左右することのできる少年・相良良晴に与あたえられた「時間」と「命」を。あたしは、あたし自身のために、謙信のために、そしてあたしのために戦い続けてきた武田家の人々のために、最後まで使い切らなければならない。勘助や次郎があたしのためにそうしてくれたように。

　逝くならば、戦場で。

　悔くいのない、最強武田軍の、戦いを──。

　生涯の強敵・上杉謙信に、見せねばならない。

　あたしもまた、己の心に巣くう恐怖に打ち勝ったと、謙信に伝えねばならない。

　川中島ではあたしはついに、謙信を迎えに行けなかった。しびれを切らした謙信が、あたしのもとへと単たん騎きで突とつ進しんしてきた。しかしこんどは。こんどこそは、あたしのほうから謙信のもとへ、生きて、辿たどりつく。迎えに行く。あたしは父上の影かげからついに解放されたと、謙信に伝えねばならない。

　父の愛情に飢うえ渇かわいていた二人の姫武将の間で永遠に続くかのように思われていた川中島の戦いは、その時こそ、ほんとうに終わるのだ。

　あたしの時間も、謙信の時間も、その時こそ、再び動きはじめるのだ。

　しかしそのためには、どうしても倒さなければならない者がいる──「天下人」織田信奈だ。織田信奈に勝たずして、最強を名乗るなどおこがましい。しかも織田信奈は弟に──津つ田だ信澄への愛に目が眩くらんで、この期ごに及およんで「本気」を出せずにいる。織田信奈の逡しゆん巡じゆんにつきあって、戦線を膠こう着ちやくさせてはならない。織田信奈が岐阜城の後ご詰づめに到とう着ちやくするよりも早く、岐阜城を、陥かん落らくさせなければ。

「……父上。あたしはこれより岐阜城を落とし、関ヶ原を抜き、瀬田に武たけ田だ菱びしと風林火山の旗を立ててご覧に入れます。『天下最強』は武田信玄率いる武田騎き馬ば隊であると、天下の人々に明らかにいたします」

　信虎は、信玄の肩を支えながら、「ならば軍議の席へ向かえ」と一歩、足を踏ふみ出していた。

「急げ、晴信。もはや時間がない。わしがそなたに甘い言葉を吐はくのは、そなたが『天下最強』となったその時ぞ」




　　　　※




　足あし利かが義よし輝てると細ほそ川かわ藤ふじ孝たかの丹たん後ご上陸。

　近江坂さか本もと城を巡めぐる陽動戦・情報戦。

　長ちよう宗そ我か部べ元もと親ちか軍の大坂上陸と東軍入り。

　そして、武田信玄の吐血。

　いくつかの不確定要素によって各陣じん営えいの動きの速度が少しずつ予定から遅おくれた結果、織田信奈と武田信玄のいずれが先に岐阜城へ到達できるかはいまや「壁」役を務める徳川軍にかかっていた。

　墨俣へ進んだ徳川軍が織田軍の長良川渡と河かを阻そ止ししている間に、武田軍が木曾川を一直線に北上して岐阜城を猛もう攻こうで落とすと、信玄は決めている。

「持ち時間」の少ない信玄は上じよう洛らくを急いでいたし、武田騎馬隊が最大の力を発揮するためには山々に挟はさまれた文字通りの「関」である関ヶ原よりも、遮さえぎるもののない美濃の平野で戦うべきだった。長良川で足止めされている織田信奈の目の前で岐阜城を陥落させれば、織田信奈は関ヶ原決戦を放ほう棄きし、墨俣から岐阜城にかけての平地で勝負に出るかもしれない。三方ヶ原の合戦で、浜はま松まつ城から松まつ平だいら軍が釣つりだされたように。

　その形まで持っていけば、武田は九割方、勝てる。

　しかし、なおも不ふ透とう明めいな徳川軍の動向次第では、武田軍のほうが逆に岐阜城に釣りだされて織田・徳川から逆ぎやく襲しゆうを受ける形になる。

　清洲城、出しゆつ陣じん直前。表向きの「信玄」役を妹の信廉に委ゆだねて休養していた信玄は病びよう軀くを押して、清洲城の茶室に徳川家康と本多正まさ信のぶの主従を召集していた。徳川家が武田に降くだって以来、初の面通しである。

「徳川家康。お前は『あの』松平元もと康やすではないな。徳川家は三方ヶ原の大敗以来、武田の軍法戦術をたぬきのように取り入れ続けてきた。ついには、あたしが得意とする『影かげ武む者しや』戦術までをも取り込んで、松平元康と徳川家康とが堂々とすり替かわったというわけか──」

　信玄は三方ヶ原でほんものの家康を見ている。目の前にいる家康が影武者だということを、百ひやく戦せん錬れん磨まの勘かんによって一目で見み抜ぬいていた。当初から、本ほん猫びよう寺じ一いつ揆きで家康にたてついておきながらいつの間にか軍師として復帰している本多正信が怪あやしい、おおかた影武者を連れてきたのはこの本多正信、と踏んでいた。

「実によく似ているが、たぬき耳の被かぶりものと南蛮眼鏡めがねを取り去れば、微び妙みように顔が違う。影武者を用いることにかけては天下一の、あたしの目は誤ご魔ま化かせんぞ。ほんものはどこにいる？　すり替わった目的はなんだ？　ことと次第によってはうぬら二人、生かしてはこの部屋から帰せぬ」

「わ、私は、ただの影武者。もともとは名もなき本猫寺門徒でしたが、武士としての名は世せ良ら田だ二じ郎ろう三さぶ郎ろうと申します。私はただ、一揆の折に命を救っていただいた恩人・本多弥や八はち郎ろうさんの意のままに動くのみ」

　織田信奈にも看破されなかった正体を、一ひと睨にらみで見破られた。知勇を兼けん備びした戦国最強の武将だとは覚かく悟ごしていたが、信玄のこの異様な気力はなにごとだ。偽にせ家康こと世良田二郎三郎は、慌あわてた。思わず漏もらしそうになったのは、本家・家康の影武者ぶりが板に付いてきたからかもしれない。

「や、弥八郎さん。武田信玄には隠かくし立てしても無駄みたいです。しかし、いったいどこまで話せば!?」

「……はぁい。お見事、これでこそ信玄さま。それがしから、信玄さまに申し開きをいたしましょう」

　鼻から下を黒いマスクで覆おおった「闇やみの姫ひめ軍師」本多弥八郎正信が、口を開いていた。




　本多弥八郎正信は三河の国人・本多家の娘むすめで、「鷹たか匠じよう」として松平家に仕えていた。「ほんもの」の徳川家康とは歳としが近く、家康がまだ竹たけ千ち代よと呼ばれていた頃ころからの親友で幼なじみだった。家康が鷹たか狩がりに出る際には、必ず正信も付き従っていた。

　しかし家康と正信の仲は、戦乱によって幾いくたびか引き裂さかれることになった。

　三河松平家は弱小国人にすぎなかったが、近年になって松平清きよ康やすという若き英えい傑けつが出た。松平清康は戦えばすなわち勝つという戦いくさの天才で、二は十た歳ちになるかならぬかという若さで三河を軍事統一。隣りん国ごく・尾張を併へい吞どんするべく、「尾張の虎」こと織田信のぶ秀ひでを相手に合戦をはじめた──。

　だが、この三河の英傑・松平清康は、尾張攻こう略りやくにかかった途と上じようで、家臣によって暗殺されてしまう。清康に臣従することを内心快く思っていなかった松平の分家の者に襲しゆう撃げきされたのだという。

　清康の嫡ちやく子しで家康の父・松平広ひろ忠ただは、一時は三河に居場所を失って伊勢まで逃にげた。駿河の今川家に従属することで三河に返り咲ざくことができたが、代だい償しようとして尾張併吞と上洛を目指す今川家の「壁かべ」役を引き受けねばならなかった。広忠は清康以来の宿敵・織田信秀との戦いに忙ぼう殺さつされることとなり、家康を駿河へ人質として送らねばならなくなった。これが、岡おか崎ざきで出会って以来親友となっていた正信と家康との最初の別れである。

　だがここで──家康が子供攫さらいに攫われて、織田家に売り飛ばされるという誰だれも予想していなかった事態が起きた。

　織田信奈と家康とが出会い親しくなったのは、家康が織田家の人質として過ごしていた時期のことだ。

　これで、正信と家康とは、敵同士になってしまった。

　幼かった正信が本猫寺門徒となり、にゃんこう宗の熱心な信者となったきっかけは、この家康に降りかかった二重の不幸と、思いがけない形での家康との別べつ離りだと言っていい。三河は、理り屈くつが多く観念的な禅ぜん宗しゆうや銭ぜに儲もうけを是ぜとする法ほつ華け宗しゆうよりも、日ノ本古来の素そ朴ぼくなどうぶつ信しん仰こうが盛さかんな田舎いなか臭くさい土と地ち柄がらだったが、この当時は土着のたぬき派と新興の本猫寺系であるねこ派とに割れていた。正信はなにごとも家康に合わせていたのでたぬき派だったが、家康のあまりの不幸を見て失望し、たぬき派を捨て、本猫寺の門徒となった。

　その後、今川義よし元もと（というよりも太たい原げん雪せつ斎さい）が織田軍を撃うち破り、家康が今川陣営に帰ってきたことで、二人は再び親友として過ごす時間を取り戻もどせた。同じ本多一族の平へい八はち郎ろう忠ただ勝かつとともに、三人は再会を果たした。

　だが、その時にはすでに、家康の父・松平広忠までもが家臣に暗殺されてしまっていたのだ。

　三河武士は犬のように主家に仕える無骨な田舎武士たちで戦えば強いが、獰どう猛もうで短たん慮りよで、ある意味狂きよう犬けんのような部分がある。正信が、武辺一いつ本ぽん槍やりの三河武士と、主家でありながら三河の国人や家臣たちにこうも舐なめられる松平家に限界を感じたのは、清康・広忠と二代にわたって主君が家臣に暗殺されたためだ。「松平宗そう家け」としての立場を強化するために「徳川」へと改かい姓せいするという家康の着想は、この頃に生まれている。

　この事件によって今川家に組み込まれてしまい岡崎城へ帰ることすらできない家康もまた、いずれ遠からぬ「未来」に家臣に暗殺されてしまうのではないかという恐きよう怖ふに、正信は悩なやむことになった。

　少なくとも、土ど俗ぞく的なたぬき信仰は松平家当主を救わない。

「未来」を知りたい、家康を「運命」から守りたいという正信の焦しよう燥そう感かんと、そしてまったく新しい信仰の体系である本猫寺への信仰心はますます深まった──。

　そのような「未来」への不安と戦いながら、正信は、尾張で姉妹のように親しくなっていた「吉きち」こと織田信奈と引き離はなされ、さらには父を失い、岡崎城を失って駿すん府ぷ城に留とどめられる立場となってもなお笑え顔がおを絶やすまいと耐たえ続けている家康を元気づけ続けた。

　正信は、幼き頃に過ごした家康との駿府での日々を回想していた──。




　　　　※




「姫。尾張では、『那な古ご野やおもてなし愚ぐ連れん隊たい』とかいう軍団に入れられて暴れられていたとか！　この弥八郎と平八郎も、負けておれぬとばかりに本日から『駿府義元さまおもてなしどうぶつ姫武将隊』を結成いたしました！　もちろんわれらが隊長は、姫です！」

　まだ本猫寺一揆に身を投じる以前の弥八郎正信は、引っ込み思案な家康こと竹千代を引っ張る、快活な少女だった。顔を覆い隠すということもなかった。

「……なんであたしまで。弥八郎には付き合いきれないけど、父上を失われた姫さまは今川義元のご機き嫌げんを取らねばならぬ立場。渋しぶ々しぶ了りよう解かいしてやる！　だが、その部隊名、長い！　覚えられん！　短くしろ！　三文字に！」

　対する平八郎忠勝はこの頃からすでに武辺者で、暇ひまさえあれば槍やりの修練に熱中していて、鷹匠の正信とは反りが合わない。

　だが、二人はともに家康の妹分同士であり、同じ本多一族として歩調を合わせていた──忠誠心と信仰の狭はざ間まに立たされて窮きゆうした正信が本猫寺一揆陣じん営えいに奔はしるまでは。

「ふええ。弥八郎さん、またしてもどうぶつ軍団ですかあ？　尾張では、いつ吉姉さまに吊つるされてたぬき汁じるにされるかわからぬ日々でしたというのに……こんどは、鷹たかに狩かられる日々ですかあ？」

「そうですよ！　姫さま！　姫さまが尾張に拉ら致ちられていた隙すきに、弥八郎のやつ、ねこ派に改宗していますよ！　腸はらわたの腐くさった娘だ！」

「平八郎？　失敬なことを言わないでください。ねこはねこ！　武士としてのお勤めはまた別ですよっ！　もっとも……義元さまは鷹を用いてたぬきを狩るのがお好きです。われら三人でガンガンたぬきを狩って、義元さまのご機嫌を取りましょう！　姫が今川家に忠誠心を示せば、いずれは岡崎城を返してもらえるはず！」

「結局、たぬきを狩るのではないか！　弥八郎、やはり腸の腐った娘」

「姫を狩るわけじゃないので問題ありませんっ！　そもそも平八郎の特技『蜻蛉とんぼ斬ぎり』で蜻蛉を狩っても、受けませんよっ！」

「ええい！　『蜻蛉斬り』は、蜻蛉を狩るために修練して編み出した技じゃないっ！　姫を戦場でお守りするべく、敵将を倒たおすために……お前も、鷹を用いて足軽くらい倒せるようになれ！　たぬき狩りの名手になっても、戦には勝てないぞっ！」

「……ヘッ。今川義元の奥おう義ぎ『白鳥風流円えん舞ぶ』には手も足も出ないくせに」

「う、う、うるさいっ！　戦場で蹴け鞠まりなど役に立つかっ！」

「蜻蛉を斬る曲芸なら、役に立つんですかねえ～？　鷹匠はすっごく役に立ちますよう。索さく敵てきとか、伝令とか、諜ちよう報ほうとか、兵ひよう糧ろうが尽つきて飢うえた時にはたぬき調達とか」

「弥八郎、うぬという娘は……！　へらず口をたたくなあっ！　今は蜻蛉しか斬れないが、いずれ甲かつ冑ちゆうだって斬ざん撃げきしてみせる！」

「ぷっ……空気で甲冑が斬れるとか、種子島の時代に根こん性じよう論者はこれだから。こけの一念もなんとやらと言いますし、せいぜい頑がん張ばってくださいな」

「……弥八郎……いつか殺す」

　正信と忠勝の不仲の種は、この当時からすでに蒔まかれていたらしい。お互たがいに三河者で頑がん固こだから、一歩も退ひかない。

　ともあれ、苦労人の家康は、以後しばらく、たぬきのような苦り切った笑顔で二人を仲裁し続けることになる。

「えへへ……弥八郎さんと平八郎さんは、ますます不仲になったみたいですね……ま、まあ、そういがみ合わず、仲良くいきましょう。私にはもうお父上も城も残されていませんが、三河以来のお友達が……あなたたちだけが、私に残された『未来』への希望ですから……ケンカはやめましょう。お腹なかがすきますよう」

「ひ、姫……」

「うるうる。これほど筆ひつ舌ぜつに尽くしがたい苦難の日々を過ごされていながら、なんとお優やさしい……」

「たぬき狩りの練習をしながら、八丁みそをいただきましょう～。あっ。今から二ふた股またをかけておいて今川家と織田家、どちらが勝っても生き延びられるよう、吉姉さまにも、こっそりと八丁みその付け届けを」

　尾張で悲ひ惨さんな目にあったせいか、ちょっとせこくなったな姫は、と忠勝が思わず本音をつぶやき、正信が「たぬき派だから」とうなずいていた。

「吉姉さまはすぐに私をたぬき汁にしようとしますが、お優しいお方でしたよ。義元さまと仲良しになっていただければ、すべて丸く収まるんですけれど、なにしろ食うか食われるかの戦国の世ですからねえ……」

「弥八郎、思わず嫉しつ妬とです！」

「平八郎も嫉妬だ！」

「ま、まあまあ。ともあれ弥八郎さん、平八郎さん。こうして再び会うことができたのは、僥ぎよう倖こうです。それぞれ松平家の知と武を分け持って、どうか私を支えてください。いつの日かみんなで、岡崎城に戻りましょう」

　正信は、尾張から戻って来た家康が父の死を聞いても涙なみだひとつ流さず、岡崎城を今川家の城代に事実上奪うばわれてしまったことに対しても不平ひとつ漏らさず、ただ微笑ほほえみながら「いつの日か、この戦乱の世が終わればいいですね、弥八郎さん」と友たちに、そして零れい落らくした自分になおも付き従ってくれる家臣団に感謝の意と笑顔だけを惜おしみなく与あたえ続ける姿に感激し、同時に自分の無力を恥はじた。鷹匠はたしかに、伝令をはじめとする様々な役に立つ特とく殊しゆ技能者だった。しかし、家康を攫われ、家康の父・広忠への家臣による暗殺を阻そ止しすることもできなかった。家康を翻ほん弄ろうする「運命」に、まるで正信の力は及およばなかった。

　家康を守る「武」については、平八郎忠勝がいれば、間ま違ちがいないだろう。

　だが、武だけでは足りない。他ほかならぬその武によって、松平家二代は命を奪われたのだ。

　松平家には決定的に足りないものがある。それは、「知」だ、と正信は信じていた。

（わたしは必ずやいつか天下一の智ち者しやとなり、「運命」に抗あらがう軍師となって、こんどこそ姫を守るの。誰にも姫を傷つけさせたりしない。そのためなら、なんだってする。どんな人間にだってなる。たとえ相手が神仏であろうとも、戦ってみせる──！）

　今川義元たちの前で家康とともに屈くつ辱じよくの「たぬき狩りおもてなし演芸」の出し物を披ひ露ろうして大受けを取りながら、正信は、そう誓ちかった。







　　　　※




「姫ひめが、あまりにもおかわいそうだったのです。祖父を家臣に殺され、父上を家臣に殺され、ご自身は幼き頃ころから人質としてあちこちの大名家を売り飛ばされて渡わたり歩くというご不幸。武辺者だけでは、姫をお守りすることはできない。三河にも、太原雪斎や山本勘助のような腹黒い軍師が、知ち謀ぼうの士が必要だ、自分しかいない──それがしは子供心にそう思ったのです」

「そのお前がなぜ、三河の本猫寺一いつ揆きに参加し、家康と袂たもとを分かった？」

　武田信玄の問いに、本多正信は、「松平家はすでに斜しや陽よう。たぬき派は激減しており、三河の松平家臣団の半数が、本猫寺門徒でしたために、迷いに迷いましたが心ならずも一揆に加わりました。彼ら三河の本猫寺門徒衆たちを暴走させては、姫が討うち取られてしまう。それがし自身が一揆衆を統制すれば、姫を討ち死にさせることはあるまい、防げる、と考えたのです。ですが……姫に弓をひいたそれがしは、三河を出しゆつ奔ぽんせねばならなくなりました」と答えていた。

「敢あえて裏切り者となって、主君を守ったか。だが家康は、一揆に加わった家臣をすべて許すと宣言し、呼び戻したはずだが？」

「それがし自身が、姫に叛はん逆ぎやくした自分を、許せなかったのです。姫は、それがしが一揆に加わったことに深い衝しよう撃げきを受けておられたようです。気がつけば、それがし自身が『松平家の主君は家臣に殺される』という『運命』を成じよう就じゆする犯人になりかけていたのです。恐おそろしい、と震ふるえました。武家として主家のために生きるべきか、信仰者として生きるべきか、わからなくなりました。それがしは武家であることを捨て、三河から逃にげておりました」

「『運命』からの逃とう避ひ、か……ならばなぜ、再び家康に仕えると決めた」

「『運命』に、立ち向かうため」




　三河から出奔した正信は、もはやどこにも行き場がなかった。

　やむを得ず本猫寺のネットワークを介かいして、伊勢長島や大坂本猫寺、加賀一揆などにも加わり、軍師としての実戦経験を積んでいったが、一時期、軍師に必要なものは戦術だけではない、もっと多角的な「知略」が必要だと気づいて、大和やまとの松まつ永なが久ひさ秀ひでのもとに仕えた。

　当時、松永久秀は織田信奈に従属していた。信奈と同盟を結んでいた家康に謀む反ほんした正信は、久秀にとっては討ち取るべき謀反人だったはずだが、久秀は「わたくしは謀反人が大好きですの。とりわけ姫武将は」と面おも白しろがって流れ者の「本猫寺軍師」正信を重用した。むろん、信奈に知れるといろいろと面めん倒どうになるので、人前には出さなかった。正信が顔の下半分を黒いマスクで隠かくすようになったのは、この頃からだ。

　一門衆がいない久秀のもとには、得体の知れない人間が溢あふれかえっていた。剣けんと忍にん術じゆつに生きる隠れ里の柳生やぎゆう一族や、「本猫寺軍師」本多正信などである。

　正信は久秀のもとで軍学や謀ぼう略りやく、薬学に毒学などを貪どん欲よくに学んだ。自らの毛もう髪はつを埋うめ込んだ「生き人形」を間者として操り、居城にいながらにして各地から情報を集めるという「傀儡くぐつの術」も、覚えることができた。それまで久秀以外には習得できた者がいなかったという困難な外げ道どうの術だったが、正信は持てる知略を振ふり絞しぼってこの傀儡を操れるようになった。




「その松永弾正どのが織田信奈に謀反し、多た聞もん山やま城で織田家への降こう伏ふくを拒きよ否ひして自ら爆ばく死しされる折に、それがしども外と様ざまの家臣たちはいっせいに暇を出されました。やむを得ずそれがしは本猫寺一揆衆へと再び身を寄せることになったのです。生前の弾正どのは──『運命』と『未来』について、いろいろと語っておられました。この世はただひとつではない。裏の世とでも言うべきもうひとつの世がどこかにある。われわれ人間の『運命』は、その二つの世の繫つながりの中で織りなされている糸のようなものだと語る、奇き妙みようなお方でした。自分はまもなく織田信奈に叛そむいて死ぬが、ある意味それは裏の世でもう一人の自分がすでに成したことで、その時点で半ば確定していた『運命』である。だが、たとえ結末が同じであっても、己おのれの意志で異なる過程を押し通ることはできる。自ら異なる過程を突つき進めば、結末を変えられなくても『運命』を乗り越こえられる。人間は『運命』に抗うことができる、と。だから、予言書や占せん術じゆつなどに頼たよって自らの『未来』を一足飛びに知ろうとしてはならない。それでは『運命』の糸に捕とらえられてしまう。人間は命ある限り生き続け、自分の目で『未来』を見て、自ら『未来』を生きねばならないのだと」

　あのお方はそのお言葉の通りに不老の術を学び、年老いずに永遠に若く美しい姿のままに生きると豪ごう語ごし、事実、死ぬ瞬しゆん間かんまで年ねん齢れいをまったく感じさせないお方でした。ほんとうに奇妙なお方でした、と正信は久秀の在りし日の姿を思い返しては感かん嘆たんしていた。

「たとえ結末が同じでも……己が選び取った道筋を、押し通ることはできる……『運命』に抗うことができる、か……不思議な世界観だな、それは」

　信玄も思わず、「松永久秀に会ってみたかったな」とつぶやいていた。

「弾正どのは生前、足利義輝の家臣・細川藤孝の動向が怪あやしい、まるで『未来』を知っていたかのように動いていた、と仰おつしやっていました。かつて弾正どのは三み好よし三人衆を操って足利義輝を襲しゆう撃げきさせ、足利幕府を断絶させようとしました。しかし細川藤孝は弾正どのの計画を察知し、足利義輝を奇き跡せき的に救出して、しかも朽くつ木き谷だにや近江坂本ではなく海の彼方かなたの明みんへと亡命させてしまったのです。藤孝自身も、明へ去りました。このため、弾正どのは、藤孝がいかにしてご自分が立てた将軍襲撃計画を察知したのかを調べることができませんでした。傀儡の術にも、有効な距きよ離りというものがあります。明は、その距離の範はん囲い外がいでしたから。藤孝はなんらかの形で将軍横死という『未来』を知り、その『未来』を回かい避ひさせたのだと、弾正どのは信じておりました。おそらくもっとも厄やつ介かいな自分が死んだ後で、藤孝は再び日ノ本に戻もどってくるだろう、とも──」

「『未来』を読む男か。勘助も、人間の宿星を読むことのできる異能者であったが」

「細川藤孝がやまと御所の三さん条じよう西にし家より伝授されている、一子相伝の『古こ今きん伝でん授じゆ』。おそらくあれが、藤孝が『未来』を読むための種本なのだろうと弾正どのは仰いました。藤孝が明へ去った一因は、弾正どのに『古今伝授』の秘密を暴あばかれることを防ぐためだったと……細川藤孝がいかなる『未来』を知り、その『未来』をどう変へん更こうしようとしているのかを、しかし、弾正どのは調べようとしませんでした。『未来』はなにも確定していない、人間の意志で摑つかみ取るべきものだ、わたくしは興味がない、『未来』などを知ろうとすれば細川藤孝に踊おどらされるだけですわ、と──ですがその弾正どのもまた『運命』に導かれるかのように、奈な良らの大仏を焼き払はらったその日に亡なくなられてしまった！」

「……弾正が死んだ日の前後には、弾正星なる妖よう星せいが、天に輝かがやいていたというな。勘助が生きていれば、弾正の命運が尽きた、と彼女の死を予知していただろう」

「それがしは、弾正どのを通じて波斯ペルシヤの異教などに触ふれたこともあって本猫寺への信しん仰こう心は捨てましたが、弾正どのの忠告に叛そむき、一揆を指導する本猫寺門徒という立場を利用して日ノ本の各地に眠ねむる予言や伝承の類たぐいを調査し続けました。『古今伝授』だけは藤孝が明へ持ち去ったために真相を摑めませんでしたが、おおむね、外そと堀ぼりは埋まりました──もうひとつの世界、裏の世、陰いん世せとでも言うべき世界には、われわれの分身とも言うべき人々が生きております。彼らとわれらとは直接会うことはできませんが鏡の裏表のような関係で、お互たがいの行動がお互いの『未来』に干かん渉しようしあっているのです。つまり──陰世でのもう一人の自分の行動と結末とが、われわれ人間の『未来』に干渉する。だが、その干渉の力は、なんらかの術を習得した限られた能力者にしか、見えない。ですからその目に見えぬ力を、それがしどもは『運命』と呼んでいるのです」

「ならば正信。『運命』をあたしたち人間がそう容易に変えることができぬのは」

「はぁい。陰世の分身に対して、こちら側から干渉することができないからです。宿すく曜よう道どうや陰おん陽みよう道どう、密教、修しゆ験げん道どうなどを習得し、陰世を透とう視しする力を得て『予言』をすることはできても、その『未来』を変えることは困難なのです。ですが。しかしながらただ一人、例外がおります」

「勘助が言っていた者──『天命』を変えることができる者。未来人の相良良晴、だな」

「御ぎよ意い。相良良晴は、陰世の戦国時代には存在しなかった不確定要素なのです。宿曜道を修めた山本勘助が相良良晴を『天命を覆くつがえす者』と見なし、南なん蛮ばん宣教師ガスパールが相良良晴の『未来』を予知できないのもそのためでしょう。相良良晴は、ただの人間ではありますが、陰世からの干渉の力を受けづらいのです。しかもわれらの『未来』を知っている。あの者にはわれらの『運命』を丸ごと書き換かえてしまうことはできませんが、それでもなおわれらの『運命』に割り込み激しく抗うことができる希け有うな存在なのです。彼一人の力ではなにもなしえませんが、ともに『運命』に抗おうと、この世界の人間の背中を力強く押すことができる者なのです」

　正信は、そう答えていた。

　もともとは素そ朴ぼくな本猫寺門徒だった世良田二郎三郎にはもう、二人の智者の会話はまるでわからない。

　だが、信玄には、正信が語る言葉の意味のすべてが、理解できた。

「相良良晴は、織田信奈の『運命』、あたしの『運命』、上杉謙信の『運命』。それらすべてに首を突っ込んできた。『運命』に抗え、とあたしたち姫武将の背中を支え続けてきた。敵味方の別もなく。あたしが生き延びれば、織田家が窮きゆう地ちに陥おちいるとわかっていながら。ほんとうに……おかしな奴やつだ」

「はぁい。相良良晴が知っている『未来』知識は膨ぼう大だいなもので、あの者はお調子者に見えて実は『未来』知識の秘ひ匿とくに関しては用心深い。『未来』をみだりに口にすれば、言葉に出せば、その言葉が干渉の力を生みだして『運命』を確定させてしまうと薄うす々うす気づいているのでしょう。勘のよい男です。神々の世が終わりを告げ人間の世が到とう来らいした今の日ノ本では、『未来』を知ることができる者は相良良晴とガスパールの二人だけになってしまいましたが、かつては山本勘助どのをはじめ、『未来』をかいま見ることのできる者が幾いく人にんかおりました。彼らの一部は、予言書などの形で情報を残していきました。それがしは諸国を旅し、御所のように自ら立ち入れぬ場所には傀儡を用いて、それらの情報を集め、本来の『未来』の断片を握にぎりました──楠くすの木き正まさ成しげが天てん王のう寺じで見たという聖しよう徳とく太たい子しの『未み来らい記き』。その失われた古い『文章』を、東とう大だい寺じの正しよう倉そう院いんで発見したのです。細川藤孝が所持する『古今伝授』の内容は『未来記』と重複しており、実は『未来記』は聖徳太子が書いたものではなく、『古今伝授』を底本に用いた後世の偽ぎ書しよとも言われております。ですが、出自が『古今伝授』であるが故ゆえに、むしろその予言は『ほんもの』だと信じ得ます」

「正倉院、か。あすこには、蘭らん奢じや待たいをはじめとする御所の宝具が数多く秘蔵されているはずだが。よく忍しのびこめたな」

「弾正さまがその蘭奢待を切り取るために東大寺で兵を率いて騒そう乱らんを起こした際に、忍びこんだのです。京の公く家げ・甘かん露ろ寺じ家に伝わる南北朝時代の家伝書『吉きつ口く伝でん』には、聖徳太子の『未来記』の写本は複数あると書かれております。藤ふじ原わら家所有の写本。唐とう招しよう提だい寺じの写本。奥おう州しゆうに伝わる写本。そして──『未来記』の『最後の一文』を記していると言われている、東大寺正倉院に所蔵される『方ほう広こう寺じの梵ぼん鐘しよう』。他ほかの『書物』は戦乱の中で焼失してしまいましたが、正倉院に眠る『未来記』の文章は、書物ではなく『梵鐘』に刻み込まれていた故に、損失を免まぬかれたのです。それがしは蘭奢待争そう奪だつ戦せんの隙すきをつき、その梵鐘をこの目で見ました。驚おどろきました。そこに、わが姫ひめの名が──しかも、姫が名乗っていた『元康』ではなく、いずれ改名する予定だった『家康』という未来の名が刻まれていたのです」

　方広寺などという寺は聞いたことがない、と信玄は口走っていた。合理主義者の信玄は敬けい虔けんな信仰心など持たないが、国を統治する上で神社仏閣との提てい携けいは必要である。そのために、神社仏閣には詳くわしい。叡えい山ざんの甲斐への移転を計画したことすら、あったのだ。

「はぁい。『方広寺』はいまだ建てられておりませんが、いずれ建こん立りゆうされるはずの『未来の寺』です。戦乱で失われた『未来記』に、その登場が予言されていたと言います。そしてその方広寺の『梵鐘』に、『未来記』の『最後の一文』が記されることになるとも。その『梵鐘』が、時間の壁かべを越えて、正倉院に」

「……臭くさいな。楠木正成は天王寺で読んだ『未来記』に『鎌かま倉くら幕府が倒たおされる』と予言されていたために倒とう幕ばくに踏ふみ切ったというが、正成が予言に突き動かされて鎌倉幕府を倒したその結果、かえって世が乱れ、南北朝の戦乱を招いてしまったではないか。そもそも予言文はわざと曖あい昧まいな表現で書かれているから、いかようにも解かい釈しやくできる。正信、お前はお前の願望を予言文の中に見み出いだしているだけかもしれんぞ。あるいは細川藤孝に踊らされているだけかもしれん。藤孝がわざわざお前に発見させるために『未来記』の『最後の一文』を正倉院に仕し掛かけていたとすれば、なんとする？」

「はぁい。これは徳川家を織田家から切り離はなそうともくろむ細川藤孝の罠わなかもしれません。しかし、だとしても細川藤孝が『未来』を摑んでいることは確かです。相良良晴の行動との辻つじ褄つまも合います。『未来記』の『最後の一文』を知り、相良良晴がなにをしようとしているのかをも知ったそれがしは、恥はじも見み栄えも迷いもなにもかもを捨て、一いつ揆きの中で出会ったこの影かげ武む者しや二郎三郎を連れて姫のもとへ舞まい戻る決意を」

　この正信の言葉を聞いた武田信玄は怯おびえるどころか、「お前の見た『未来記』の『最後の一文』とは？　『未来』の結末とは？」と、目を細めて微笑ほほえんでいた。正信にも、二郎三郎にも、意外な笑みだった。まるで、この世に生きることへの執しゆう着ちやくを捨ててしまったかのような──。

「……言って構いませんか、信玄さま。あなたにとっては、決してよき『未来』ではありません」

「構わん。言え、本多正信。あたしとて己の『運命』に抗あらがう勇気くらいはある。むしろ隠し立てするならば、この場で殺すぞ」

「……では、申しあげます。その結末へと至る詳しよう細さいはわかりませんが、なんらかのかたちで織田家は天下人の座から転がり落ちます。最終的に、天下は──姫の。徳川家康さまのものに。『方広寺の梵鐘』にいわく。戦国日ノ本の結末は──『国家安康、君臣豊楽』。家康さまが国を安んじて、君臣ともに平和を享きよう受じゆする、と書かれていたのです」

　われわれの本来の歴史は、「徳川家康の天下」に帰結するはずなのです。相良良晴はその事実を知っていて、破は滅めつするはずの織田信奈に天下を握らせようと奔ほん走そうしているのです！　彼が織田信奈とともに「運命」に抗うのは構いません。それは彼の自由です。彼自身が戦国時代に流された時から、彼もまたわれわれの世界を生きる人間となったのですから。しかし……相良良晴は重要なことを見落としている。わが姫を──家康さまをないがしろにしているのです！　織田信奈の「運命」を変えるために、家康さまの「運命」を犠ぎ牲せいにしているのです！　と正信は頰ほおを紅潮させて訴うつたえていた。




　　　　※




　設楽したらが原はらに、正信が影武者二郎三郎を連れて参陣したあの時。

　正信は、家康に自分が放浪生活の中で知った「未来」と相良良晴の行動原理のすべてを、訴えた。信玄に打ち明けた時以上の情熱を持って。涙なみだを流しながら、「本来、天下は姫のものです！　どうか、書き換えられつつある『運命』に抗ってください！　今ここで姫が武田方に降くだれば、織田信奈は天下人の座から転がり落ちます。相良良晴に改変され続けた『運命』を元の道に戻せる千せん載ざい一いち遇ぐうの機会なのです。織田家との手切れを！」と懇こん願がんした。

「相良良晴が織田信奈の『運命』を変えるのは構いません、歴史を変えてはならないとも思いません。『運命』に抗う自由が、誰だれにもあります。ですが、なぜわが姫が天下人となる未来を奪うばわれねばならないのでしょうか。姫に、いかなる咎とががあったというのでしょうか。それがしが一揆に身を投じなければ、今いま頃ごろは……！」

　しかし、家康は（まだこの時点では「松平元康」だったが）、正信に「その『未来』を決して人に言ってはなりません、弥八郎！　私たちの『未来』はまだなにも確定していません！」と命じ、正信の進言を肯がえんじなかった。

「弥八郎。私はあくまでも吉姉さまの妹分です。吉姉さまこそがこの日ノ本を平定するにふさわしい英えい雄ゆうであり、自分はその器うつわではないと知っています。吉姉さまは、千年に一人出るかどうかという希有なお方。日ノ本を革命することができる、まことの天才児です。小心な私では、せいぜいキリシタンの禁教と鎖さ国こく政策を採用して日ノ本の植民地化を防ぎ止めるくらいが限度です。それでは百年、二百年の平和な時を稼かせげるとしても、未来からの平和の先借りにすぎません。後世の日ノ本にどれほどの損失が出るか。いえ。南蛮諸国はすでに世界各地を切り取り続けています。いまや世界最強の軍事力を誇ほこると言っていい日ノ本が国を閉ざせば、世界中にどれほどの悲劇の種が蒔まかれるか。良晴さんは、私が天下人になった以後の日ノ本と世界とがどうなったかをも、知っているのでしょう」

　家康には、織田信奈というくびきを脱だつするつもりがない。生しよう涯がい、織田信奈に妹分として仕え続けるつもりなのだ。正信は、狼ろう狽ばいした。鎖国だの開国だの、そのようなことは、天下を盗とったあとでいかようにもできます！　姫ご自身が天下人になれば、文字通り自由自在です！　と正信は訴えた。

「姫が天下を争う覇は者しやの道を恐おそれる気持ちはわかります。そのような真ま似ねをして家臣団に犠牲を強しいれば、いつ何時暗殺されかねないと。この弥八郎ですら、一揆に加わって姫を裏切りました。しかしそれがしが三河で二度目となる本猫寺一揆を起こした折には、一揆勢をかき集め面談を続け、松平家の血筋を引いているであろう『影かげ武む者しや』を探していたのです。それが真の目的だったのです。この世良田二郎三郎こそが、その影武者です。この者、幼い頃ころから両親を知らぬささら者にして、本人ですら自分の氏うじ素す性じようを知りませんが、顔立ちも声も姫と瓜うり二ふたつ。おそらくは三河松平家の血筋の者。世良田二郎三郎とは、それがしが与あたえた名です。いえ、彼女の血筋はこの際、どうでもよいのです。区別ができぬほどに姫に似ているということが大事なのです。この二郎三郎を『影武者・徳川家康』として押し立てて、それがしが軍師として最前線で戦います。姫には決して暗殺される恐れのない安全な場所から下知していただきます。万一にもこと破れた時には、二郎三郎とそれがしとが腹を切り、すべての罪を背負って去ります。どうか、それがしの流る浪ろうの日々がすべて無む駄だであったなどとは言わないでください。姫に、わが友に、『戦国最後の覇者、天下人』という最後の栄光を必ずや！」

　弥八郎さん。やはりあなたは、私の終生の友だったんですね。ありがとう。でも……それだけはできません、と家康は首を振ふっていた。

「弥八郎さんとの友情も永遠ですが、吉姉さまとの姉妹しまいの契ちぎりもまた、永遠。むしろ、吉姉さまの破滅の『運命』を回かい避ひするためならば、私自身が犠牲となってでも」

「いけません！　あなたの目の前には、輝かがやかしい『未来』が開けているのです！　なぜその『未来』への門を、自ら閉じられる!?」

「吉姉さまを裏切り、良晴さんを裏切ってまで天下を強ごう引いんに奪うことが、私にとって輝かしい『未来』だとは、私にはとても思えませんから。弥八郎さん。あなたも私とともに吉姉さまとしばしの時間を過ごせば、わかってもらえるはず。あなたは、三河から飛びだして諸国を放浪する間に、私を案ずるあまり苦労をしすぎたんです。私などよりもずっと心を痛めつけられ希望を削けずり取られ続けて、思い詰つめて私以外の誰も見えなくなっているんです。こうして晴れて松平家に帰参したのですから、これからは私とともに過ごしましょう。時が、癒いやしてくれます」

「力ずくでも姫を天下人の『未来』へと押し上げる、と申せば？」

「……この期ごに及およんで織田家との同盟を解消するくらいならば、吉姉さまとともに戦ってここで死にます！　私の取り柄えは、『律りち儀ぎ』だけです。弥八郎さん。それを捨ててしまえば、私は、もはや」

「……姫……さすがに頑がん固こですね。もはや説得している時間はないようです。二郎三郎。やむを得ません、例の計画に移行します」

　了りよう解かいしました、と二郎三郎がうなずき、唇くちびるを尖とがらせて「ぷっ」となにかを家康めがけて吹ふき付けてきた。

「……こっ、これは……毒矢……？　口の中に、含ふくんで……」

「申し訳ありません、姫。二郎三郎がささら者として各地を流れているうちに身につけた護身術です」

「……弥八郎さん。ダメです。冷静になって……今ここで私が眠ねむれば、吉姉さまが。取り返しが……」

「ほんもの」の家康の身体からだは、どさり、と正信の腕うでの中に崩くずれ落ちていた。

「みたびあなたを裏切ってしまいました……申し訳ありません、姫。次に目覚めた時には、決して刺し客かくが入りこめない安全な場所に、あなたはおられます」

　しばしの間。織田信奈が没ぼつ落らくするまでの間だけ。隠かくれていただきます……織田信奈が倒れれば、姫は織田信奈の後こう継けい者しやとして、天下人の志を継承する者として、必ずや立ち上がってくださるはずです……と正信は家康を抱だきしめながらつぶやいていた。

「二郎三郎。服部半蔵に気取られる前に、例の場所へ姫を隠します。しかし生きている人間が動いては、半蔵が察知する。命なき傀儡くぐつに、定めておいた場所まで運ばせます」

「少し遠すぎませんか？　傀儡の術を強引に用いると、弥八郎さんの身体が」

「……構いません」

　眠っている家康の身体をそっと抱きしめ、その頰に自分の頰をすり寄せながら、正信は誓ちかっていた。

「姫。やっと、帰ってこられた。もう絶対に、姫を誰にも苦しめさせない。あなたを待っているすべての『運命』から、あなたを守ってみせるからね。あなたが決してわたしを疑わないというあなたの優やさしさに甘えて、何度もあなたを裏切って……ごめんなさい……あなたが次に目覚めた時には、『天下』はあなたのものよ。もう誰にも、あなたを翻ほん弄ろうすることはできない。わたしが、やらせないわ」

　こうして──影武者・世良田二郎三郎と徳川家康は、設楽原の陣じん中ちゆうで忽こつ然ぜんと「すり替かわった」のだった。




　　　　※




「……なるほど。主君の『運命』を切り開くために、敢あえてみたび主君を裏切ったか、本多正信。それほどの覚かく悟ごか」

「はぁい。これは相良良晴という未来人とそれがしとの、『運命』を巡めぐる戦いなのです」

　ほんものの家康がどこにいるのかは決して口を割るまいな、割らねば殺すと言っても無駄だろうな、と信玄はうなずいていた。

　正信もまた、即そく座ざに「むろん」と返答していた。

「それがしと二郎三郎が死ねば、ほんものの姫ひめが神かみ隠かくしからお戻もどりになるだけ。そのように手配を済ませております」

「だが、これほどの陰いん謀ぼうを為なした謀ぼう臣しんは最後には粛しゆく清せいされるぞ。たとえ家康本人がうぬを許したとしても、いずれうぬは本多忠勝ら三河侍ざむらいたちに殺されるだろう。家康が天下を盗ろうが、盗るまいが、うぬの命運はこのすり替えを行った時点で定まっている」

「はぁい。それは、むしろそれがしが望むところです。ひとたび天下が定まれば、それがしのような謀臣は去るのみ。姫の『律儀』を守るためならば、徳川家に天下を奪わせた悪名のすべてをそれがしは背負って逝ゆきましょう。二郎三郎にお供をさせるのは少々申し訳がないところですが」

　うふふ～。私の運命は弥八郎さんに命を救われていなければ一揆に敗れて飢うえ死にするか討うち死にするかの二択たくでしたから、どこまでもお供いたします～、と二郎三郎が苦笑いを浮うかべた。家康の小心そうな笑え顔がおを再現するために、そうとうな鍛たん錬れんを積んできたらしい。

　二郎三郎と正信の間の信しん頼らい関係もそうとうなものだ、と信玄は悟さとった。

「正信よ。あたしは、聖徳太子の予言書など信じぬ。言こと霊だまの力も陰いん世せとやらの存在も信じぬ。そんなものは、不確定な『未来』に怯おびえる人間の心が生んだ幻まぼろしだ。あたしが信じるものは、人間の実質のみだ。徳川家康は──その影武者の二郎三郎ではなく、あたしが知っている『ほんもの』の家康は、天下を治め乱世を終わらせることができる器か。まこと、保証できるか」

「はぁい。亡なき太原雪斎さまも仰おつしやっていましたが、姫は大器晩成のお方。苦難を糧かてとして己おのれを教育され成長されていくお方。今はまだ天下を望んではおりませぬ。ですがそれは、姫ご自身が自分以上の英えい傑けつと認めている織田信奈がいるからです。織田信奈が天下人の座を失えば、織田家がこたびの合戦に敗北して再起不能なまでに転落すれば──姫は織田信奈の志を継つぐことを覚悟し、天下人として覚かく醒せいされます。必ずや」

「なるほど、よくわかった。武田信玄の居場所はうぬの想定している『未来』にはないということだな本多正信」

　信玄がすうっ……と目を細めていた。

「武田、織田、上杉、毛利をこたびの決戦で競わせ摩ま耗もうさせて、最後に徳川が天下という餅もちを奪い取り食くらい尽つくす。はじめからそのつもりで織田家と手切れし、武田家に降ったな。そのためならば主君を押し込めて影武者とすり替えるとは。本多正信よ。お前は、まことに腹黒い軍師だ。とても三河侍とは思えぬ。見事だ。だが──織田を倒たおすために武田の武力を利用し勝ちを収めたとしても、最後には徳川家そのものがあたしに粛清されるとは思わないのか？」

　正信は、息を吞んでいた。相手があの戦国の巨きよ凶きよう・武田信玄であることは忘れてはいなかった。だが、信玄は自分の策を利用しようとするはずだ。

「……無論、そうなりましょう。武田と徳川とは、お互たがいにぎりぎりまで連れん携けいし合い、織田から奪った天下を賭かけた最後の勝負を土ど壇たん場ばですることになりましょう。ですが、武田信玄さまはそれを承知で徳川軍を使いこなせる自負心をお持ちでしょう」

「その時間が惜おしい、とあたしが今、この場で言いだせば？」

「……まさか!?　今ここで武田徳川が内ない紛ふんに突とつ入にゆうすれば、東軍は瓦が解かいいたします。信玄さまらしくもない!?」

「あたしは今、性急になっている。悠ゆう長ちように慎しん重ちようにことを進めてきたことだけが、あたしにとっての失敗だったからな」

「……そ、それでは、われら二人を、この場で……!?」

「弥八郎さん！」

　だがこの時、信玄の口から出た言葉は、正信と二郎三郎が想像もしていないものだった──。




「そうではない。この件、他言無用だ。あたしの命は、もう長くない」




　武田信玄が自ら明かした彼女の「運命」を前にして。

　正信ほどの智ち者しやですら、にわかに言葉を返せなかった。

「なにを驚おどろく、本多正信。うぬは、徳川が天下を盗る、それが本来の『未来』だと結論したのだろう？　ということは、織田家だけでなく、武田家もまた天下人の座から転がり落ちねばならないはず。ならば、あたしは天下を盗る前に、あるいは天下を摑つかんですぐに死ぬということだ。『武田幕府』体制を構築し終える前に、命が尽きるということだ。違ちがうか？」

　信玄は、言った。上杉謙信と北ほう条じよう氏うじ康やすにはもともと「天下人」になる野心はなく、毛利家もまた「天下人を見定める役割」を任じてきた。毛利家自身が天下を盗るとすれば、それは他ほかの英傑たちに天下人の器うつわを持つものがいないと小早川隆景が判断した時なのだという。だが、あたしだけは違う。

「この武田信玄は常に天下最強を目指してきた。今、そのあたしは天下最強を決める決戦を戦っている。勝ち抜ぬくはずだ。その結果、天下人の座を手に摑んでいるはずだ。しかし、お前の予測が正しければ、天下は徳川に。ならば、あたしは途と中ちゆうで歴史から退場するしかあるまい」

「……ですが、それは、あまりにも」

「本多正信よ。父上を駿河へ追放して甲斐の国を奪うばい取って以来、あたしは合戦に勝ち城を奪うごとに家族を、家臣を次々と失ってきた。まるで、勝利と家族とを交こう換かんするという契けい約やくを、魔まと結んでしまったかのように。そしてこたびのにわかな発病で、おぼろげながらに理解できた。どうやら──天下とあたし自身の命は、等価交換らしい。それが、あたしの『運命』なのだ」

　正信も、二郎三郎も、言葉を失っていた。織田家と武田家を嚙かみ合わせて消しよう耗もうさせるという策はたしかに練っていた。織田家が勝てば、相良良晴による「未来」の書き換かえは、おそらくほぼ完成してしまう。それでは永遠に徳川の天下は来ない。この切せつ羽ぱ詰つまった状じよう況きようを打開するための、武田家への従属だった。織田家を倒し没落させれば、次は武田家から徳川家へと天下を簒さん奪だつする新たな戦いがはじまるはずであり、正信はそのための長期計画をも練っていた。その戦いは十年、二十年に及ぶかもしれないが、覚悟の上だった。むろん三河武士がいかに精強といえど、正面から戦国最強の信玄と合戦をして勝てるはずもない。影かげ武む者しや戦術の元祖たる武将だから、暗殺も不可能だ。正信はだから、信玄の「寿じゆ命みよう」の尽きる日をひたすらに待つつもりだった。

　だが、まさか、天下を目の前にして、当の武田信玄が──。

「正信。二郎三郎。合戦に次ぐ合戦の生しよう涯がいを送ったあたしは、誰だれとも祝しゆう言げんをあげる機会がなかった。天下人になったところで、同じだったろう。武田政権の礎いしずえを築く仕事で手て一いつ杯ぱいで、子を生なす猶ゆう予よはなかったろう。父を裏切り妹や弟たちを己の野望のために死なせたあたしには、人の親になる資格などないからな。片かた腕うでだった信繁は川中島で討ち死にし、弟の義信は駿河侵しん攻こう問題であたしと対立し、切腹した。勝頼は武田の血を引いておらず、あたしの影として生き続けてきた信廉は武将の仕事に興味がないし、天下人の資質もない……戦国大名家としての武田家は、あたしが死ねば、そこで事実上終わるのだ」

　そうだ。だからこそ、信玄との戦いは「時間の戦い」になるはずだった、すでに信玄はそこまでそれがしの考えを見み抜ぬいている、と正信は冷や汗あせを流していた。

「もはや後継者なき武田家。畿き内ないの大部分を平定した天下人の織田信奈を倒したあたし自身が天下統一の総仕上げの仕事を片付けられず、後継者も準備できずに死ねば、かえって天下は麻あさの如ごとく乱れる。今まで以上の乱世となる。だからこの戦いには、躊ちゆう躇ちよがあった。果たして、織田信奈を倒してしまってよいものかと。あたしは、臆おく病びよう者だからな」

「……それは」

「だが、本多正信よ。あたしが倒れても徳川家康が『天下』を一統し乱世を終わらせることができるならば、もう後こう顧この憂うれいはない。武田は必ずや瀬田に旗を立て、織田信奈に勝ち、上杉謙信を超こえる。もしもそこであたしの命が尽きれば──あの子こ狸だぬきに天下などくれてやろう。それで歴史の辻つじ褄つまは合う。最初から、あたしは『天下人』になることに興味などなかった。あたしはただ、『天下最強』の座を摑み取りたいだけだ。最強最大の勢力となった織田信奈に勝利し、わが生涯の宿敵・上杉謙信に、あたしこそが戦国最強の武将だと認めさせたいだけだ。あたしはただ、天と地と、そして姫武将の頂点に輝かがやきたいだけなのだ──！」

「……天下人の座に、興味なし……!?」

「あたしの敵は常に、あたし自身だった。あたしの心に巣くう恐きよう怖ふと、戦ってきた。武田に後こう継けい者しやがおらず、あたしが婿むこを取れないこと、お前はすでに読んでいたのだろう？　だから相良良晴という想おもい人を得た織田ではなく、孤こ高こうに生きるあたしについた。そうだな、本多正信。お前は五年先十年先どころか、もっと先までを見通している。まさに異能の軍師だ。勘助の後継者役、見事に務めてみせよ」

「……はっ」

「ただし。この合戦に決着がつけば、一刻も早く家康をお前の『籠かご』から解き放ってやれ。家康の『時』を、お前の『籠』の中で浪ろう費ひさせてはならない。川中島という『籠』で、あたしと謙信は限りある時間を消耗してしまった。あの子狸に、同じ愚ぐを繰くり返させてはならぬ。徳川家による天下支配の体制を固めた暁あかつきには、家康を独り立ちさせてやれ。あの子狸は、内政をやらせればお前よりはるかに上だ。よいな」

　本多正信は、徳川家康の前に立ちはだかり続けてきたこの戦国の巨人が、どれほどに強大な武将であったかを、思い知らされていた。

（死病に憑つかれていながら、この闘気。この精神力。長年敵対してきた姫に対するこの器量。そして、このようにまるで童女のようなまなざしで「夢」を語られるお方だったとは──まさしく、戦国最強最高の名将。それがしがどれほど知ち謀ぼうを巡らせようが、このお方に勝つことなど不可能だった）

　信玄は咳せき込みながら、本多正信と二郎三郎に下知を伝えた。武田軍の全力をもってこれより岐阜城を攻せめ落とす。一日あれば十分だ。徳川軍はただちに墨俣を押さえ、大垣から岐阜城の後ご詰づめに来る織田信奈軍を「壁かべ」として足止めせよ。「壁」役をやらせれば、武田の侵しん攻こうを防ぎ続けた徳川軍以上の軍団は日ノ本広しといえども、ない。

「武田が岐阜城を陥かん落らくさせれば、織田信奈は破れかぶれになって岐阜城下で決戦に挑いどむかもしれぬ。その時は敢あえて長良川を渡と河かさせてやれ。武田騎き馬ば隊を繰り出して叩たたき潰つぶす。だがもしも織田信奈が超ちよう人じん的な忍にん耐たい力を発揮して大垣へと撤てつ退たいすれば、ただちに追つい撃げきせよ。我われら武田とともに」

　本多正信と二郎三郎は、信玄に深々と頭を下げていた。

　偽いつわりの降こう伏ふくではなく、心の底からの「共きよう闘とう」を誓ちかっていた。

「不動の『山』の如く、織田軍の足止め役、務めさせていただきます」




　本多平八郎忠勝、服部半蔵、井い伊い直なお虎とらら徳川家の主立った重臣たちは、この時、変事に備えて隣りん室しつに詰つめて息を潜ひそめていた。本多正信と二郎三郎が斬きられる恐おそれが多分にあった。ほんものの家康がいない今、二郎三郎を討うたれては徳川家は霧む散さんしてしまう。そのため、武田四天王に忠勝と半蔵が直じか談だん判ぱんして、隣室に詰めることを許可させたのだった。

　半蔵は（妙みようだ。やけにあっけなく認められた。極秘の面通しではなかったのか）といぶかしんだ。なにかの策ではないのか、あるいは徳川家の重臣を全員一いち網もう打だ尽じんにして殺し尽くし、三河兵だけを奪い取るつもりなのではないか、と。武田信玄ならばやりかねない、と。

　しかし、彼らが耳にした言葉は、まったく想像していないものだった。

　武田信玄、病篤あつしかりき──。

　天下などは、頂点を目指し戦い抜いた果ての「結果」にすぎない。それほど欲しければ、家康にくれてやる、と──。

　誰よりも欲よく深ふかで、誰よりも計算高いと恐れられてきた武田信玄のまことの姿を、彼らははじめて知った。まるで、上杉謙信と変わらぬ──。

　それだけではない。家康を裏切って一いつ揆きに加わっていた「裏切り者」の本多正信が、どれほど家康を想い、家康のために奔ほん走そうしてきたか。

　本多忠勝は（我は「腸はらわたの腐くさったような奴やつ」と弥八郎を軽けい蔑べつし続けてきたが、これほどの忠義者だったとは。裏切り者の汚お名めいを背負いながら諸国を放ほう浪ろうし、三河に籠こもっていては身につけられぬ知識のことごとくを吸収してきたとは。姫ひめが、終生の親友と庇かばい続けてきた理由がわかった）と己おのれの了りよう見けんの狭せまさを恥はじた。

　徳川軍では数少ない騎馬隊を率いる女城主・井伊直虎も（やるであります。討ち死にしても悔くいはない「死に時」を得たであります）と唇くちびるを嚙んでいた。

（……われら徳川家臣団は……）

（うむ。いかなる汚名、いかなる犠ぎ牲せいを払はらってでも）

（戦国最強の称しよう号ごうを、武田どのに。われらが姫を、天下人に）

　忠勝たちは、互いの手と手を重ね合わせて、「必勝」を誓っていた。土つち臭くさい三河では好まれない織田家風の儀ぎ式しきだったが、声をあげられない以上、身体からだで互いの意思を疎そ通つうしあうしかなかったのだ。これまで三河と遠江とおとうみを守ることで精せい一いつ杯ぱいで「徳川の天下」という「未来」を考えたことすらなかった三河武士団は、武田信玄を相手に三方ヶ原であれほどの大敗を喫きつしながら決して屈くつせずに粘ねばり強く戦い続けてきた姫だからこそ、ついに信玄に認められたのだと、目と目で語り合った。

　ただ一人、服部半蔵だけが織田家そして相良良晴と家康との決別というこの事態に逡しゆん巡じゆんし、葛かつ藤とうしていた。忍しのびの半蔵は、自分は「徳川家」ではなく「家康」個人に仕えているという矜きよう持じが強い。

（桶おけ狭はざ間まの折、徳川家に独立という「未来」を与あたえてくれた相良良晴と対決することになる。正信が見た「方広寺の梵鐘」に刻まれた「未来記」の「最後の一文」なるものが正しければ、われら徳川家臣団が目指すべき姫の「未来」は、織田家の天下ではなく、徳川家の天下……姫を天下人として押し立てることかも知れぬ。それが、姫の「運命」なのかも知れぬ。だが……はたしてその「未来」は、姫ご自身が望んでおられる「未来」なのだろうか？　たとえ天下人を望まずして、三河万歳師や米商人の道を選ぶのだとしても、姫ご自身が己の「未来」を選び取るべきなのではないのか。武田信玄が疑っているように、本多正信もまた、その姫への想いにつけ込まれて、「古今伝授」を伝承した細川藤孝にまんまと誘ゆう導どうされ、操られているのではないか。ほんとうに、これでよいのだろうか）

　だが、忍びは、あくまでも忍び。「徳川家」のために一丸となっている三河武士団へ異を唱え口を挟はさむなど、忍びである半蔵としてはやってはならないことだった。

　それにしても──信玄の無念はどれほどのものか。

　三方ヶ原で信玄の人じん智ちを超えた采さい配はいと武田軍の無む双そうの強さを目まの当たりにした徳川家臣団だからこそ、理解できるものがあった。川中島で死し闘とうを繰り広げてきた上杉謙信と武田信玄との間に友情の絆きずなが結ばれたように、武田信玄と徳川家康の間にも、絆が生まれていたのだ。三方ヶ原でのあの激げき闘とうが、その端たん緒しよだったのかもしれない。信玄は、浜松城から飛びだして自分に無む謀ぼうな勝負を挑んできた家康を、三方ヶ原で粉ふん砕さいされてなお自分に立ち向かっていった家康を、己の後継者にふさわしい武将に育てたいと心のどこかで期待していたのかもしれない。それはまるで、戦乱の世でわが子を千せん尋じんの谷に突つき落とし続けてきた母と、何度突き落とされても堪たえ忍び這はい上がり続けてきた子との、絆のようなものであった。

（……父を捨て、人の親になる資格はないと子を産む道を断ったお方が……その実、母代わりとしてわれらが姫を鍛きたえ上げ、育てられていたのだ。おそらくはご自身でも、気づかぬうちに）

　本多忠勝がそう内心でつぶやきながら、黙もく然ねんと頭を下げていると。

　襖ふすまがゆっくりと開いて、そして、信玄が忠勝たちの前に姿を現していた。

　違ちがう。三方ヶ原で見た時とは違う。見る影もなくやつれておられる、と忠勝は声を失った。

　信玄は、「なるほど。素す顔がおを見るのははじめてだが、武辺者の顔だ。同じ本多一族でも、本多正信とはまるで水と油だ」と破顔していた。

「お前が『蜻蛉とんぼ斬ぎり』を振ふるって三方ヶ原での山県昌景の進しん撃げきを阻はばみ、家康を守った本多忠勝だな。お前がおらねば、家康は三方ヶ原でたぬき汁じるになっていただろうに。ふふ。子狸には、もったいない家臣だ──」

　忠勝。あたしからお前に「東国無双」の称号を与えよう、日ノ本最大の合戦で思う存分暴れるがいい、と信玄は忠勝に告げていた。忠勝は「有り難がたき幸せ」と声を震ふるわせていた。

「そして──久しぶりだな、服部半蔵。故ゆえあって真田忍群の主力を信濃に残してきている。こたびは真田忍群の役目を、服部党に果たしてもらうぞ」

「……わかった。信玄よ。貴様とはずいぶんと長いつきあいだが、まさか主従になるとはな」

「ふふ。お前だけはずいぶんと不満そうだな。相良良晴と織田信奈が気になるか？　後ろ髪がみを引かれるなら、織田方へ奔はしっても止めはせぬ」

「……わが主あるじはただ一人、姫と決めている。俺は冷れい酷こく非情の忍び、無用な気き遣づかいだ」

「半蔵らしいな。いい面つら構がまえだ……あと、そこの女は、誰だれだったか？」

「はっ！　徳川軍の騎馬隊を率いる井伊直虎と申します！　戦国乱世にも貴重な、おんな城主であります！」

「……いや。おんな城主なら、武田にも織田にも腐るほどいるが……」

「わたくしは姫武将ではなく、井伊家に嫁とつぐ予定の姫だったのであります！　しかし婿むこ殿どのが祝しゆう言げんをあげる前に討ち死にし、わたくしはやむを得ずおんな城主として井伊家を支え、婿殿が浮うわ気き相手との間に設けた遺児・直なお政まさを育てているのであります！」

「……なかなかに男運が悪いな。婚こん期きを逃のがしたか……まあいい。徳川の馬は弱い。武田の『赤備え』を割さいて貸してやる。行け」

「な、なんと!?　あの栄光の『赤備え』を、わたくしが!?　光栄至し極ごくであります！　感激であります！」

　武田家と徳川家とは今ここに、一体となった。

　祝しゆく宴えんといきたいが、戦せん況きようは一刻を争う。武田もただちに出しゆつ陣じんする。頼たのむぞ、と信玄は忠勝たちを戦場へ送り出していた。




　だが、織田家と徳川家との「戦せん闘とう」は、早くも次の瞬しゆん間かんにはこの尾張清洲城ではじまることになった。

　半蔵が率いる服部党の忍びが、服部党の者だけが解読できる「烽火のろし」をあげたのだ。

　その烽火を目にした半蔵は、おお、と思わず声をあげていた──もはや、躊ちゆう躇ちよすることは許されない。

「西軍の忍びが二人、清洲城に忍んでいた。姫が影かげ武む者しやと入れ替かわっている秘密も、武田信玄の病状も、いずれもすでに知られてしまったと見ていい。生かして清洲城から出してはならぬ！　服部党よ！　城内に結界を構築し、二人の忍びを確実に消せ！　散！」

　半蔵は、武田信玄たちに一礼する暇ひまもなく、高々と宙を跳ちよう躍やくして塀へいを乗り越こえていた。

（敵間者ははじめから命を捨てているだろう。しかもこれほどの秘事を摑つかんだとなれば……少しでも甘さを見せれば、命取りとなる）

　瞬時に己の動どう揺ようする心を──感情を殺して、「真に冷酷非情な忍び」へと変へん貌ぼうしていた。

　清洲城内に潜せん入にゆうし、武田と徳川の「秘密」を突き止めた二人の忍びこそが、清洲城の構造に熟知した蜂はち須す賀か五ご右衛え門もんと、その妹の石いし川かわ一かず宗むねだった。

　織田軍と徳川軍との激げき突とつに魁さきがけて、今、闇やみの中で服部半蔵と蜂須賀五右衛門との戦いがはじまっていた。




「長なが松まつ、服部党に気取られたでござる！　二手に分かれるでござる！」

「いずれかが必ず、相良氏うじのもとに生きて辿たどり着かねばならにゅな、姉者」

「うにゅう。拙せつ者しやは『上』を行くでござる。長松は『下』を！」

「『上』は丸見えになるぞ、姉者。それがちのために囮おとりになるちゅもりか。そんな真ま似ねはさせぬ」

「議論無用！　生き延びるでござる、長松！」

　服部半蔵率いる服部党は、体術を得意とする伊い賀が甲こう賀がの忍びたち。

　丹たん波ば忍び出身の五右衛門もまた、体術をもって生き延びてきた。

　それだけに、互たがいの力量は戦った経験がなくとも推おし量れる。

　数の上でも、「清洲城内」という地の利の面でも、服部党は圧あつ倒とう的てきに有利である。

　五右衛門と一宗の二人が、ともに討ち果たされる。その確率は、九割ほどだろう、と宙へと跳躍した五右衛門は櫓やぐらの瓦かわらの上を音もなく駆かけながら冷れい徹てつに計算していた。これで一宗は、地を駆けるしかない。無論、地を駆け堀ほりからの脱だつ出しゆつを狙ねらうほうが、その姿をさらすよりも生せい還かん率は高くなる。

（武田信玄の不治の病。徳川家康の影武者との入れ替わり。いずれも、東軍陣じん営えいにとっては決して漏もらしてはならぬ重大な機密。東軍優勢という戦況は一気に崩くずれ、「流れ」は西軍のもとに。なればこそ、われら姉妹が揃そろって生きて尾張を出ることは、もはや不可能。せめて、長松だけでも相良氏のもとに……！）

　が、それでもはたして一宗が生きて脱出できるかどうか。

　五右衛門は今、わずかでも多くの忍びを引きつけ、少しでも長く生き延びねばならなかった。

　しかし五右衛門は一宗を案ずるあまり、計算を狂くるわせていたのかもしれない。

　意外にも、服部党が大挙して櫓の上へと押し寄せてくることはなかった。

「蜂須賀五右衛門。関東の風ふう魔ま衆や九州の葉は隠がくれ忍群を相手にしてなおも生き延びたうぬほどの手て練だれに対して、忍びを十人つければ十人分、百人つければ百人分の時間を稼かせがれてしまう。忍びの王道には反することだが、一対一で勝負を決める。それが遠回りに見えて、もっとも早道よ」

　ただ一人──服部党を率いる大将の服部半蔵が、鎖くさり帷子かたびらを身にまとって「ふわり」と五右衛門の前へと姿を現していた。

　桶狭間の合戦以来、織田と徳川とは盟友同士だった。

　服部半蔵が相良良晴の「賭かけ」に乗って以来の──。

　この者、只ただ者ものにあらず、と互いに互いの力量を知っている忍び同士が、今、必殺の至し近きん距きよ離りに迫せまりつつ対たい峙じしていた。

「服部氏。信奈姫ひめと徳川氏の関係はまだ修復できるでござるよ。拙者とともに、ほんもののとくがわうぢのいばちょをちゃがち、おちゅくいするでごじゃる！」

「相良良晴の賭けに乗ったことは成功だった。われらが姫は独立を果たし、三河岡崎城に奇き跡せき的に帰ることができた。だが、『運命』は姫をどうしても関ヶ原へと誘いざなおうとしているらしい。それも、『東軍』の将として。相良良晴が来ていなければ、おそらくは……」

「おそらくは信奈姫ではない別の『西軍』大将と、徳川氏とが天下を争うかっちぇんとなったのでごじゃろうな。でちゅが、のぶなひめとたたかうにゃど」

「……左様。姫のご本意ではない。だが、本多正信が隠かくした姫を発見する時間は、もう残されていない。一刻のちには武田徳川両軍は美濃へと進撃し、織田軍と激突する」

「まだ一刻あるでござる。捜さがすでござるよ！」

「いや、無理だ。なぜならば姫は、三河にも尾張にもいない。両国は、すでにわれら服部党が捜しつくしたのだ！　西軍に勝たねば、姫の『未来』はそこで閉ざされる！」

「うにゅう。徳川氏は、信奈姫との友情を生しよう涯がい守るという志を抱いだいておられまちゅるぞ。ほんだまちゃのぶの、とくがわうぢへのゆーじょーは……」

「ええい、三十文字以上喋しやべるな！　わかっている。本猫寺一いつ揆き以来、姫ひめを救う道を探して流る転てんし続けてきた正信は今や姫への情愛に憑つかれている。主君を監かん禁きんするなど、常じよう軌きを逸いつしている！」

「それでもなお、拙者と、相良氏と、信奈姫と戦われるか」

「戦いたいはずがあろうか。だが、姫を滅ほろぼすわけにはいかぬ！」

　二つの実を同時には拾えない、それがうぬの口くち癖ぐせであったはず！　と迷いと情を断ち切るかの如ごとく半蔵は冷徹に言い放ち、忍にん者じや刀を抜ぬいて突とつ進しんしていた。

「……拾いたくても、拾えぬこともあるでござるよ。ただし今回は」

　ちゅどっ！

　半蔵ほどの実力者には効かぬとわかっていながら、五右衛門は素早く身体からだを横方向へと移動させ、宙を舞まいながら得意の焙ほう烙ろく弾だんを櫓の屋や根ね瓦がわらめがけて炸さく裂れつさせていた。

「拙者を拾い長松をあきらめるのではなく、その逆の道を選せん択たくするでござる」

　白はく煙えんの向こうから、手しゆ裏り剣けんが次々と投げ込まれてきた。

　うにゅう！　ただの手裏剣ではない！　風を利用して軌き道どうを曲げるのでござるな！　が、空中では容易に避よけられぬ！

「服部流手裏剣術奥おう義ぎ、『風ふう穴けつ』！」

　五右衛門は身体の関節を外しながら宙を舞い、襲おそい来る手裏剣を次々と避けた、が、脇わき腹ばらに一発、二の腕うでに一発、手裏剣の直ちよく撃げきを食くらっていた。

　毒が塗ぬられていれば、致ち命めい傷しようだった。が、毒はできうる限り用いず、技術のみで敵を仕留めるという半蔵独自の美学が、五右衛門に一瞬の命を与あたえてくれたらしい。

　しかし、真に恐おそろしい忍しのびは、このような奇き妙みような、そして一種高潔な独自の美学を持つ者なのだ。美学を貫つらぬき通す自信と実力がなければ、美学など忍びは背負えない。手段を選ばぬ忍びなど、物の数ではない。

　大地の上であれば、相良氏のようにタコ踊おどりを踊って手裏剣を避け続けることもできたでござろうが……と五右衛門は自らの身体に突き立った手裏剣を抜き、手ぬぐいを裂さいて止血しながら祈いのるようにつぶやいていた。

「……相良氏。どうやら拙者はこれまで。長松を、よろしくおねが……ぐふっ!?」

　その祈りの言葉は、最後まで語られることはなかった。

　ドンッ！　と、五右衛門の背中の急所に半蔵の肘ひじが容よう赦しやなく打ち込まれていたからだ。

「……あ……が……」

「この俺に背後を取らせるとは。刺ささった手裏剣を抜かずに無言で逃にげ続けるべきだったな。生き延びる意志を放ほう棄きした忍びは、その実力を十全には発揮できぬ。俺を問答無用で殺すつもりで来ていれば、勝敗の行ゆく方えはわからなかった。甘くなったものよ、蜂須賀五右衛門。相良良晴の性しよう分ぶんが、お前にも移ったのだ」

　お前はともに清洲城へ忍び入った相方の忍びへの、そして長らく戦友として一いつ緒しよに戦ってきた俺への情に敗れたのだ。だが俺は真に冷酷非情な忍び。命令遂すい行こうのためならば、うぬを葬ほうむり去ってなお涙なみだの一筋も流さぬ。許しなど、請こわぬ……これが忍びの掟おきてだ。半蔵は硬こう直ちよくして動かなくなった五右衛門の身体を片かた腕うでに抱だきかかえながら、さらに白煙の中を跳躍した──。




　この時、堀の脇わきを無言で駆けていた一宗は続々と四方から押し寄せる服部党の忍びたちの波状攻こう撃げきを躱かわしながら、

（姉者が殺やられた!?　いや、まだだ！　丹波石川流最後の手段を用いて、とどめを刺される前に自らの心の臓を止めて仮死状態に入っただけかもしれぬ！　今ならばまだ、蘇そ生せいさせられるかもしれぬ！）

　と上空を見上げ、「ちゅどっ」と煙えん幕まく弾を爆ばく破はして跳躍していた。

　半蔵には通じずとも、この一宗特製の煙幕弾は、服部党の忍びたちには通じる。少なくとも、初見の者たちには。

「いかん！　眠ねむり薬が入っている！　鼻に入れるな！」

「息を止めよ！」

　一宗を追って宙へ飛ぼうとした忍びたちは、肺に煙けむりを吸い込むと同時に次々と堀へ落ちていった。

「姉者！　今さら……今さら、それがちの身代わりになるなど、そんな最さい期ごは許さん！」

　しかし半蔵はすでに、一宗の襲しゆう撃げきを予想し、いち早く姿を消している。

「……逃のがしたか!?　姉者を取るか、任務を取るか……それがちは……それがちは」

　あくまでも半蔵を追って五右衛門を救出するか、それとも半蔵が身を隠した隙すきに良晴のもとに東軍の機密を告げるために清洲城を抜けるか。

（姉者。姉者……まだそれがちは姉者に言いたいことがたくさんあったのに。姉者が相良氏のもとでどのような日々を送ってきたかも、ほとんど聞いていないのに。こんな）

　一宗はわずかな時間、宙を飛びながら逡しゆん巡じゆんしてしまった。

　その時、一宗が予想していなかったものたちが、彼女が身を投じた白い煙の中を飛来してきた──それらの物体には、「気」がなかった。接近に気づけなかった。しかも、数が、多い。

「……にゅ？　鷹たか？　違ちがう。鷹ならば『気』を感じ取れるはず？」

　それらは。

　鷹の姿をした、傀儡くぐつの群れだった。

　一宗は、なぜ五右衛門が自ら「上」を行く、長松は「下」を行けと言い放ったのかを、ようやく理解した。

「これは……傀儡……!?　しかも空を飛ぶ傀儡とは!?」

　松永弾正から傀儡の術を伝授され体得した本多正信は、ただ術を継ついだだけではなかった。かつて本猫寺には、からくりの名人がいたという。本猫寺でからくり技術をも会え得とくした正信は「鷹」の形を模した「空を飛ぶ傀儡」を造り上げていたのだ、と一宗は気づいた。しかし、逃げる時間はもはや一宗にはなかった。魂たましいなき傀儡は、視線を逸そらすことも、眠らせることも、混乱させることもできない。異能力に頼たよらず体術を用いる系列の忍びにとっては、最悪の相手である。予期せず空中で傀儡の群れに包囲された今、一宗にできることは自じ爆ばくすることか、あるいは戦って殺されることだけだった。

「……否いな！　それがちは、どちらの道も拒きよ否ひするでござる！　なんとしても、相良氏のもとに……！　姉者、それがちに力を！」

　鷹の傀儡たちが一宗の身体へ嘴くちばしを突つき立てるべく、包ほう囲い網もうを一気に狭せばめてきた。




「無念。石川一宗、帰き還かんできず」




　一宗はそっと目を閉じていた。

　丹波篠ささ山やまの緑溢あふれる山と透すんだ川とそしてのどかな田園風景が、一宗の脳のう裏りに不意に浮うかび上がっていた。

　まるで、目の前に実体を備えて存在する、ほんもののように。

　その丹波篠山の山の中に、木から木へと飛び移っている幼い五右衛門と一宗の姿があった。

　一宗が足を滑すべらせて木から落ちかけると、五右衛門がその小さな手をはしっと握にぎりしめて、必ず救い上げてくれる。

　いつだって、救い上げてくれた。

　石川家が「抜け忍にん」となり、大おお頭がしらに人質として捕とらわれていた一宗が丹波篠山に取り残されてしまった時も、信じていた。

　いつか、姉者が自分を救いに来てくれる、と──。

　生き延びてさえいれば、いつか必ず。

　長松、迎むかえに来たでござるよ、と微笑ほほえみながら。

　丹波でその夢が叶かなった時に、なぜそれがちは素す直なおに姉者に抱きついて泣かなかったのだろう、なぜ姉者が差し出してくれた手を振ふり払はらってしまったのだろう、と一宗は思った。

　長松。

　長松。

　迎えに来たでござるよ──。

　一宗の瞼まぶたの裏で今、五右衛門が嚙かみそうになりながら、微笑んでいる。

　そうか。

　姉者は、それがちをこの地上の世界から救い上げに来てくれたのだ、姉者の魂はこの世にはもう、と一宗は思った。

　次に人として生まれてくる時は、乱世に翻ほん弄ろうされる下忍の姉妹ではなく、戦いくさなどない世界に。

　五右衛門が差し出してきた白い手を、一宗はぎゅっと握りしめていた。







　　　巻ノ六　岐ぎ阜ふ







　武たけ田だ信しん玄げん、尾お張わり清きよ洲す城を出立し、北上す。

　ついに津つ田だ信のぶ澄すみが籠ろう城じようする岐阜城は、木き曾そ川がわを渡わたり突進してきた武田軍によって完全に包囲されていた。

　援えん軍ぐん、来たらず。

　降こう伏ふく勧かん告こくすらないままに、凄すさまじいまでの武田軍の猛もう攻こうがはじまった。

　武田軍の行軍を少しでも阻はばむべく信澄が木曾川沿いに繰くり出した先せん鋒ぽう隊は、武田騎き馬ば隊の突進によってあっけなく蹴け散ちらされてしまった。

　武田信玄は、織お田だ信のぶ奈なが長なが良ら川を渡って後ご詰づめに来るよりも早く、問答無用で岐阜城を陥かん落らくさせてしまうつもりらしい。

　信玄ほどの名将が焦あせっている……津田信澄は山さん麓ろくの本丸御ご殿てんの欄らん干かんから武田の力攻ぜめを静かに見つめていた。どこかに隙はないか、突とつ破ぱ口こうはないか、どれほど目を凝こらして見ても、武田信玄の采さい配はいと軍略は完全なものだった。徳とく川がわ軍が参戦していればあるいはそこに乱れが、という信澄の淡あわい期待も、空から振ぶりに終わった。徳川軍は忠実な「壁かべ」役として、大おお垣がき城から援軍を率いて駆かけてくる信奈を長良川沿いの墨すの俣またで足止めするべく出しゆつ撃げきしたという。信奈が岐阜城の後詰めに間に合わなかったのも、おそらく徳川軍が進路を塞ふさいでしまったからだろう。

「……姉上……もはや岐阜城の落城は避さけられなくなりました。この期に及およんでぼくを救おうというのは、未練です。どうか関せきヶが原はらへ急いでください。竹たけ中なか半はん兵べ衛えはそのために、心を鬼おににしてぼくを岐阜城へ送ったんです。ぼくのために、関ヶ原の要所を東軍に奪うばわれてしまっては、取り返しがつかなくなります」

　この岐阜城を「餌えさ」として武田信玄が信奈に仕し掛かけた「罠わな」を、おぼろげながらも信澄は感じ取っていた。

　信奈がもしも墨俣で徳川軍と交戦している途と中ちゆうに、岐阜城の炎えん上じようを目にすれば、「津田信澄切腹」という報告を耳にすれば、信奈は関ヶ原での決戦という当初の戦略を放棄して武田信玄を討うつために岐阜城下へと虎とらの子の織田本軍を殺さつ到とうさせるだろう。だが、それではダメなのだ。竹中半兵衛は、岐阜城へと向かおうとしていた彼に何度も言い含ふくめた。

『最後の決戦地は関ヶ原でなければなりません。織田軍が戦国日ひノ本もと最強の武田騎馬隊に勝つためには、騎馬隊がその速度を十全に活いかしきれる岐阜の平野で戦ってはいけないのです。必ず山地を奪って野戦陣じんを構築しなければなりません』

　わかる。命の終わりが近づいているためだろうか。今の信澄には、半兵衛の言葉の意味が、はっきりとわかる。

　そうか。武田信玄は大垣城から出てきた姉上を関ヶ原へ向かわせず、岐阜城下へと誘ゆう導どうしようとしているのだ。そのためには、姉上の目の前で岐阜城を陥落させ、ぼくを殺さねばならないのだ……と。

「姉上が天てん下か布ふ武ぶを成し遂とげられるか否かは、この岐阜城を『壁』として捨て殺しにできるかどうかにかかっているのです。姉上。ぼくのことはもう、いいのです。ぼくは十二分に生ききりました。お願いです。どうか、天下を……」

　信奈がもはや岐阜城救きゆう援えんは不可能であると悟さとり、速すみやかに軍を関ヶ原へと転進させてくれることを、長良川を押し渡るために「徳川軍の壁」を突とつ破ぱしようとするという「罠」に陥おちいることなく天下を選び取ってくれることを、信澄は祈いのっていた。




　　　　※




　武田軍が岐阜城総攻めを開始しようとしていたその頃ころ、相良さがら良よし晴はると織田信奈は、因いん縁ねんの地・墨俣まで行軍していた。織田信奈軍の副将は滝たき川がわ一かず益ます。相良良晴軍の副将は相良義よし陽ひ、両軍の戦術戦略を補ほ佐さする軍師として島しま津づ家いえ久ひさ。相良妹軍団の石いし田だ佐さ吉きち、加か藤とう虎之助たち四人の姫ひめ武将も相良軍団の一員として参戦している。

　墨俣は、美み濃のを流れる複数の川が形成した中州地帯である。墨俣まで進めば、あとは残る一本の暴れ川・長良川を渡ってまっすぐに岐阜城へと進軍できる。かつて信奈が美濃を攻こう略りやくした際にも、この西美濃と岐阜城（稲いな葉ば山やま城）との中ちゆう継けい地点にあたり美濃における最大の戦略的要地だった墨俣を奪ったことが、勝因となった。

　武田軍が岐阜城を包囲するのが先か、信奈が長良川を渡って信澄のもとに到とう達たつするのが先か。

　信奈とともに軍を率いて行軍してきた良晴をもってしても、「未来」が読めない戦いだった。

「おかしいな。五ご右衛え門もんも一かず宗むねちゃんも戻もどってこない。連れん絡らくもない。まさか」

　石いし川かわ一宗単独ならばともかく、清洲城に住み着いていたこともある五右衛門が一いつ緒しよなのだから、容易に服部はつとり党に捕らわれるはずがない、と良晴は信じていた。だが、ここまでまったく二人の消息が入ってこない。斥せつ候こうからは、「徳川軍がすでに清洲城を出立した」という報告が入っている。

　大垣城に舞まい戻ってきた良晴から「十じゆう兵べ衛えちゃんはお母さんと今いま川がわ義よし元もとを坂さか本もと城に捕らわれたが、信奈の命令通りに関ヶ原へと出立した！　明あけ智ち軍は毛もう利り軍より一歩早く関ヶ原入りし、最大の要地・松まつ尾お山やまを奪だつ取しゆできる！　『二つの実』を同時に拾うのは今だ！」と告げられた信奈は、光みつ秀ひでがまたしても母親を人質に取られる苦境に追い込まれたことを案じていたが、ねこたまからも「小こ早ばや川かわどのが坂本城の人質に危害を加えぬよう厳命しておりますぞ」と知らされていたので、「十兵衛に感謝するわ！　全軍出しゆつ陣じん！　目指すは岐阜城よ！」と東へと軍を向けたのだった。

　明智光秀が京から関ヶ原へ。同時に、信奈は大垣から岐阜城へ。

　二人の連れん携けいは、完かん璧ぺきなはずだった。

　岐阜城に辿たどり着いて信澄とその将兵を救援すると同時に信奈は再び西へと反転し、関ヶ原で明智光秀と合流して、毛利・武田・徳川を迎え撃うつ。松尾山を中心として壮そう大だいな野戦陣を構築し、練り上げてきた対武田騎馬隊の新戦術を用いて、武田軍に打だ撃げきを与あたえる──大おお友とも軍を率いて猛もう然ぜんと畿内へ向かっている黒くろ田だ官かん兵べ衛えが関ヶ原に到とう着ちやくするまで粘ねばることができれば、今は戦力で押されている西軍方が一気に有利になるはずだった。

　しかし、墨俣へと軍を率いて押し入った信奈と良晴は、この墨俣の城じよう塞さいにすでに「厭おん離り穢え土ど欣求ごんぐ浄じよう土ど」の旗印が翻ひるがえっていることを知った──。

　それぞれの大名や武将が戦いに臨んで自らの信念を命がけで主張するために、旗印というものはある。「銭ぜにの力で戦に勝つ」という父親譲ゆずりの信念を持つ信奈ならば、永楽銭。良晴ならば、信奈から与えられた黄金の千せん成なりひょうたん。武田信玄ならば、孫そん子しの軍学から引用した「風林火山」。上うえ杉すぎ謙けん信しんは、「毘び」の一文字──。その戦場に、「厭離穢土欣求浄土」などというような陰いん々いん滅々とした「言葉」を掲かかげる大名家は、ひとつしかない。

「良晴、徳川軍だわ！　わたしたちの行軍を阻むために、信玄が墨俣へと差し向けていたんだわ。一歩先んじられてしまった！」

「交こう渉しようで開城してくれる余地があれば、いいんだが」

「徳川軍の意志次第ね。もしもあちらに戦意があれば、交渉を長引かせるだけ長引かせて時じ間かん稼かせぎされてしまう。それでは勘かん十じゆう郎ろうを救いだせなくなるわ。良晴、五右衛門からの報告は？」

「まだだ。音おと沙さ汰たがない！」

　滝川一益は夜目が利きく。いちはやく敵の布ふ陣じんを見てまわってきた一益から、「徳川家いえ康やす本隊が墨俣城内に。城外では、徳川家の宿老・酒さか井い忠ただ次つぐ隊を筆頭に、徳川最強を誇ほこる本ほん多だ忠ただ勝かつ隊、おんな城主・井い伊い直なお虎とら隊らそうそうたる徳川家の武将たちが、長良川沿いに長ちよう蛇だの陣じん形けいを敷しいてわれらを待まち伏ぶせておる」との報告を受けた信奈は、「デアルカ」と嘆たん息そくした。

「芝しば居いや八や百お長ちようができない本多忠勝を最前線へ出してきたということは……徳川軍は本気だわ。ここで武田信玄のために『壁』となって、わたしたちの渡と河かを阻そ止しするつもりよ」

　ただ、徳川軍が合戦する折には必ず忍しのび働きをする服部半はん蔵ぞうの姿が見えないのじゃ、闇やみに紛まぎれてしもうておるのかもしれぬ、と一益が付け加えていた。

　信奈は、一益とそして良晴とに語った。自分自身にも言い聞かせるように。

「わたしと犬いぬ千ち代よ、そして竹たけ千ち代よは、ずっと幼い頃からのきょうだい分だったのよ。織田家に竹千代が売り飛ばされてきて以来、三人はいつも一緒だった。竹千代が、人質交こう換かんによって今川家へと戻るまでの間はね……わたしが竹千代をたぬき汁じるにすると騒さわいで木から吊つるしたら、いつも犬千代がこっそり竹千代の縄なわを槍やりで切って川に落として助けていたわ。わたしは物心ついた頃からもう、手に負えない乱暴者だったから……でも、竹千代とはなぜか馬が合ったの。暑い夏場は、三人で瓜うりをかじりながら那な古ご野やの町や熱あつ田た神宮のお社を練り歩いたものよ。上品な勘十郎は、町中で片かた肌はだを脱ぬいで瓜をかじるなんてお下げ劣れつです、武士の子のやることじゃありませんよははは、と遠えん慮りよして瓜の立ち食いには参加しなかったけれど……」

　良晴には、痛いほどに信奈の想おもいがわかった。徳川軍と戦いたくない。命のやりとりなど、したくない。ただ徳川家が織田家の同盟相手だったから、というだけではない。お互たがいに「吉きち」「竹千代」と呼び合って過ごした幼き日々。かけがえのない無む垢くなあの時代。信奈と家康とは、実の姉妹しまいよりも仲が良かったのだ。

「三み方かたヶが原はらで武田信玄に潰かい走そうさせられていながら、なおも律りち儀ぎにわたしとの同盟を守り続けて戦い続けてくれた竹千代が、いきなりわたしを見限るはずがない。たとえ、わたしが絶体絶命の死地に陥っていたとしても……きっと、理由があるはず。でも、もう……」

　もう逡しゆん巡じゆんしている時間はないわね、と信奈は唇くちびるを嚙かみしめていた。

　先に、徳川軍のほうが、動いたのだ。

「あれに見えるは織田信奈どのの旗印、永楽銭！」

「岐阜城を武田軍が陥落させるまで、決して通すな！」

「われらは三み河かわの忠犬部隊よ！　たとえ織田軍を破れずとも、墨俣に立ちはだかり続ける！　『壁』として！」

「武田信玄軍との長きにわたる戦いを耐たえ抜ぬいた三河武士の粘り腰ごしを見よ！」

　いっせいに徳川軍の先鋒隊が攻めかかってきた。

　それでもなお、いざ徳川軍を前にした信奈は「かかれ！　蹴散らせ！」と全軍に下知を与えることができなかった。家康との決別を、躊躇ためらった。どこかに交渉の余地はないか、と和わ睦ぼくの可能性を探さぐりたかった。

　しかしこの時、信奈が清洲城へと放っていた斥候の一人が、生きて信奈の本ほん陣じんに辿り着き、

「城内には誰だれ一人ひとり潜せん入にゆうできず！　ただ清洲城の堀ほりにて、これを見つけました！」

　と、信奈に血に塗まみれた小さな黒くろ頭ず巾きんをひとつ、手て渡わたしていた。

　その黒頭巾には、「髑どく髏ろ」の髪かみ飾かざりが施ほどこされてあった。

　良晴は、その髪飾りに見覚えがあった。

　良晴がこの戦国時代に来たその日に、彼に仕えてくれた嚙み嚙みの忍びがいつも身に帯びていた髑髏の紋もん章しように。

「……これは、五右衛門の……まさか？　良晴!?」

　信奈の顔が、青ざめている。

　良晴にはとても、「五右衛門のものだ」とは即そく断だんできなかった。

　五右衛門は今まで、文字通り不死身の忍びだった。安あ土づちの城下町で上杉謙信と戦った際にも、箱はこ根ね行きの折に北ほう条じようが操る風ふう魔ま忍びに襲おそわれた際にも、九州で鍋なべ島しま直なお茂しげ率いる葉は隠がくれ忍にん群ぐんに追われた際にも、そして──そしてこの「墨俣」で良晴が一いち夜や城じようを築こうと戦い、斎さい藤とう義よし龍たつ率いる大軍の猛もう攻こう撃げきを受けた時にも──。

「以前この墨俣で、五右衛門の奴やつは種たね子が島しまを食くらって死んだふりをしやがった。俺たちを驚おどろかせて、泣かせやがった。ほんとうは、忍にん者じや服の下に鎖くさり帷子かたびらを着込んでいたから、生きていたんだったっけな。そうだよ。五右衛門が死ぬわけないじゃないか。やっと生き別れだった妹と再会できたばかりだというのに、そんな。そうだよな。五右衛門。そうだと言ってくれよ！　もうわかったから、死んだふりはやめろ！　お前もとうとう、『二つの実を同時に拾う』主義に転向したんだろう？　だったら、出てこい！」

　一言、一言を声に出すごとに、良晴は激していった。出てきてくれよ！　五右衛門！　と良晴は闇夜に向けて叫さけび続けていた。

「……それとも、五右衛門……お前の『死』の予行演習は……もしかして、この時のために。この『墨俣』でのお前の『死』を、俺と信奈に乗り越こえさせるための……そんなわけないよな。偶ぐう然ぜんだ。これは、ただの偶然だぜ！　もしも。もしもだよ、たとえなにかの間ま違ちがいでお前が倒たおれたとしても、その時お前は自分の命と引き替かえに妹の一宗ちゃんを生かして逃にがしたはずだ！　そのはずだ……！　二人とも、このまま二度と戻ってこないなんて、そんなわけが」

　ガスパールが本ほん能のう寺じで良晴にわずかに打ち明けた、「場」の力という推論──「歴史の強制力」は、「人間の意志の力」とは異なる次元から──「生命」と「意志」を持つ「人間」ではなく、「場」という空間から漏もれてきて人間の「運命」に影えい響きようを与えるのだという奇き妙みような「場」の力の理論を、良晴は、この時不意に思いだしていた。

（もしかしたら、ほんとうにそんなものがあるのかもしれない。たとえば関ヶ原はその地理的な構造上、天下分け目の決戦が発生しやすい条件を備えている。墨俣もそうだ。京の公く家げと鎌かま倉くらの武家が激げき突とつした「承じよう久きゆうの乱」だって、この墨俣での攻こう防ぼうが命運を分けた。西美濃と岐阜との間で合戦が発生すれば、墨俣は必ず激しい争そう奪だつ戦せんの舞ぶ台たいとなる。大だい洪こう水ずいでも起こって、木曾川の流れが大きく変わらない限りは……五右衛門はもう、墨俣一夜城を俺が建てようとしたあの時から、自分の「運命」を予感していて……もしかしたら、自分が「妹を救い任務も全まつとうする」と「二つの実」を拾いに行ったその時が、自分が死ぬ時だと、忍びの本能で察知していて）

　信奈がついに家康への想いを押し殺して「これ以上時間を浪ろう費ひしていては、勘十郎を救えない！　五右衛門の死も、無む駄だになってしまう！　徳川勢を突とつ破ぱして、長良川を渡わたるのよ！　全軍！　蜂ほう矢しの陣形を取って、徳川陣じんのもっとも薄うすいところへと一点集中！」と下知を発したのは、五右衛門の頭巾を抱だきしめながらそれでも（耐えろ。前ぜん鬼きの言葉を思いだせ。男ならば耐えろ。泣くな）と必死で涙なみだをこらえている良晴の横顔をこれ以上見ていられなくなったから、だった。

　たとえ竹千代との友情がこの戦いくさでひとたび引き裂さかれることになっても、きっと耐えられる。良晴が今までわたしのためにどれほど奔ほん走そうし続けてくれたか。無駄にしてはいけない。だから。

「全軍！　徳川軍の『壁かべ』を突破し、岐阜城へ！」




　墨俣の城塞──良晴が「一夜城」を建てた頃ころからさほど増築されておらず、砦とりでに毛が生えたような小城ではあったが──。その本陣内で徳川家康の影かげ武む者しやを務めていた世せ良ら田だ二じ郎ろう三さぶ郎ろうは、爪つめを嚙みながら、軍師の本多正まさ信のぶに問うていた。

「弥や八はち郎ろうさん。こちらからは動くなと下知していたはずですのに、やっぱり平へい八はち郎ろうさんたちは敵軍を見るなり問答無用で突とつ撃げきしてしまいました」

「はぁい。それが三河武士です、そこまでは想定内です」

「ですが。それでも織田信奈は必ず徳川軍との交渉に入ろうとする、交渉を引き延ばすことで岐阜城落城までの時間を稼げるはずという弥八郎さんの読みは、外れました。織田信奈がまさか家康さまへの想いを押さえ込んで、あるいは断ち切って、全面激突に及およぶとは……如何いかがします？」

　もうしばらく織田信奈は逡巡するだろうと思っていました。停戦交渉の過程を飛ばして長良川渡河を最優先するとは意外でした。ですがどうやら「風」はこちらに吹ふいているようですねぇ、と本多正信はうなずいていた。

「いずれにせよ合戦というものは、それ自体が巨きよ大だいな生物のようなもので、あたかも意志を持った龍の如ごとく動き続けるのです。いかなる策略をもってしても、合戦のすべてを軍師如きが操ることはできませんよ、姫ひめ。徳川家に天下を、と血ち眼まなこになっている三河武士たちを信しん頼らいされることです」

「しかし。お互いに本ほん猫びよう寺じ一いつ揆きに加わってさんざん負けてきた二人ですから、わかりますよね弥八郎さん？　織田信奈は、弟君を救きゆう援えんするために織田家のすべてを賭かけています。織田軍の戦意は今までになく高いです。平八郎さんたちをもってしても、押し切られます」

　世良田二郎三郎は、いかにも松まつ平だいら家の祖である関東世良田氏の末まつ裔えいらしい名を名乗っているが、これは本多正信が本猫寺一揆従軍中に発見した彼女を「家康の影武者」として採用する折に与えた名である。

　もともとは、姓せいもないし、名も適当なものだった。三河の山奥で生まれ育った、どこの誰だれともわからない「山の民たみ」の娘むすめである。一揆に参加したのも、本猫寺への信しん仰こう心のためというよりも、本猫寺一揆に参加しているうちは「食える」からだった。

　だが、ともに敗戦続きの一揆を戦っていた本多正信から、

「あなたは、わたしの大切なおともだちに瓜うり二ふたつだわ。きっと、天がわたしとあなたを出会わせてくれたに違ちがいない。お願い。わたしと一いつ緒しよに来て！」

　と懇こん願がんされたことから、心を動かされ、家康の影武者となることを決めた。しかし、いつ暗殺されるかわからない弱小大名の影武者役は、あまりにも恐おそろしい仕事である。何度か翻ほん意いして逃げようともした。だが、正信はそのたびに命を賭として二郎三郎を追いかけ、そのたびに野盗や敵軍の攻こう撃げきから二郎三郎を救った。正信がどれほど家康を想っているかを理解した時、ついに正信に自分の命を捧ささげることにした。

　世良田二郎三郎は……血を辿たどっていけば、あるいは、三河松平家の末なのかもしれない。何代目か以前の松平家当主のご落らく胤いんなのかもしれない。

　他人のそら似にしては、二郎三郎と家康とは、あまりにも似すぎている。

　しかし二郎三郎は正信に、決して「自分の祖先を探ってほしい」とは頼たのまなかった。そのようなものは、不要なのだ。影武者は、あくまでも影なのだ。「松平家の血筋をひく、家康と瓜二つのもう一人の姫武将」などになり、松平家＝徳川家に泥どろ沼ぬまのお家騒そう動どうをもたらすつもりはなかった。

　今、二郎三郎は、家康の「影」として振ふる舞まい、「影」として行動し、「影」として思考するべく己おのれを律し続けている。爪を嚙む癖くせを覚えたのも、そのためだ。爪を嚙まなかったために、本多平八郎忠勝に正体を見破られた。同じ失敗を二度と繰くり返さないためだった。

「ほんものの姫ならば、どう振る舞うところでしょう、弥八郎さん。やはりここは……」

「むろん、織田信奈との殲せん滅めつ戦は避さけられます。それでこそ姫です」

「ですよね、弥八郎さん。ならば、停戦のための使者を織田信奈のもとへと送り、『壁』となって織田軍を塞ふさいでいる先せん鋒ぽう隊を動かし、長良川を空けて織田軍を岐阜城へと向かわせてあげましょう。ただし……ここで、弥八郎さんの『悪あく謀ぼう』を用いねばならないわけですね」

「……はぁい。ただしわれらが停戦を申し入れて長良川への道を開くのは、岐阜城が『落城』し金きん華か山ざんが炎えん上じようしたその時です。弟君が自じ刃じんした、と織田信奈が知った時です。津田信澄は決して捕ほ虜りよにはなりますまい。弟君が生きたまま武田に捕とらわれれば、織田信奈はどこまでも譲じよう歩ほさせられます。姫への友情のために、自分の故郷とも言える清洲城を無血開城して明け渡したほどに、情の深いお方なれば」

　本多正信は、黒いマスクで口元を隠かくし、その愛らしくあどけない顔の半ばを覆おおってしまったまま、心を凍こおらせたかのような抑よく揚ようのない声で二郎三郎に告げていた。

「徳川の『壁』が開けば、弟を討うたれた織田信奈は激昂して岐阜城下の平野へと全軍で突とつ進しんし、武田騎き馬ば隊に無む謀ぼうな正面決戦を挑いどむでしょう。その時、われら徳川軍は停戦の約定を反ほ故ごにして『壁』を再び塞ぎ、長良川を封ふう鎖さして織田軍の退路を断ちます。織田軍を殲滅してしまえば、理り屈くつは後からどうとでもつけられます。これで京より明智軍が駆かけつけてこようとも、織田信奈は完全に袋ふくろの鼠ねずみです」

「……恐ろしい策です。残ざん酷こくな謀ぼう略りやくです。今の弥八郎さんは、悪人そのものです。ほんとうのあなたは……こんな人ではないのに。これではあなたは、日ノ本の歴史に稀き代たいの悪人として名を残すことに……」

「はぁい。姫が奪うばわれた『未来』を取り戻もどすためならば、それがしは悪にでも鬼にでもなります」

　ですがそうなった場合、相良良晴が織田信奈の長良川渡と河かを阻そ止しするのではないでしょうか？　と二郎三郎は正信に尋たずねていた。

　正信は、胸の奥にこみあげてくるなにかを押さえつけるかのように、しばし目をしばたたかせていたが、

「はぁい。永遠の恋こい人びとであっても、相手のなにもかもを意に沿わせることはできません。それも、織田信奈ほどに家族や仲間に深すぎる愛情を抱いだく人間であれば、なおさらです。織田信奈は、『弟の討ち死に』を経験したことがありません。かつて相良良晴が金かねヶが崎さきの退たい却きやく戦で死んだと知った時以上の衝しよう撃げきを受けましょう」

　と、無表情を装い、淡たん々たんと答えていた。

「岐阜城が炎上したその時が、織田信奈最さい期ごの時となります。ですが姫が罪の意識を背負うことはありません。すべてはこの陰いん謀ぼう家の弥八郎が勝手に行ったこと。それに……織田信奈の『運命』が、少しばかり前まえ倒だおしになるだけです。われわれが動かずとも、いずれ彼女は志半ばで……倒れる定めなのです」




　　　　※




　岐阜城籠ろう城じよう軍の中には、かつて斎藤道どう三さんに仕え、道三が息子むすこ・義龍に国を追われた後に織田方に帰順した「西美濃三人衆」が参戦している。というよりも、信澄が北陸から率いてきた直参の兵は少なく、岐阜城籠城軍のほぼすべてが西美濃三人衆率いる美濃兵だった。

　頑がん固こ親おや父じの稲葉一いつ鉄てつ。

　一鉄とコンビを組む猛もう将しよう・氏うじ家いえ卜ぼく全ぜん。

　そして、竹中半兵衛の叔お父じで育ての親・安あん藤どう伊い賀がの守かみ。

　稲葉一鉄と氏家卜全が「ぬおおおおお！」「やらせはせん！」と岐阜城死守のために最前線で戦う中、慌あわて者の安藤伊賀はしかし、顔面蒼そう白はくとなってうろたえていた。

「はははは半兵衛。まさかここで、わっちを津田信澄どのごと死なせるつもりか～。そんなおっかない子に育てた覚えはないぞ～！　ううむ。困った。困った。わっちはいかがすれば……」

　岐阜城入りを命じられた当初、安藤伊賀は織田の姫さまは弟に甘いからいずれ援えん軍ぐんが来るだろうと高をくくっていたが、徳川軍が阻はばんでいて来られないという。

「こんなことなら腹痛を訴うつたえて入城を拒きよ否ひするのであった！　おお、そうじゃ！　信澄どのの参さん謀ぼうの、藤とう堂どうどの！　藤堂どのがおったな！」

　安藤伊賀は、近江おうみ出身の姫武将、藤堂高たか虎とらのもとへと駆け込んでいた。

　藤堂高虎はもともとは近江浅あざ井い家に仕えていた。その浅井家が滅めつ亡ぼうして以後は、いくつかの主君のもとを転々としたが、今は津田信澄のもとに仕官している。合戦、築城、謀略、内政、水軍までこなすという器用な姫武将だが、「これしきでは禄ろくが足りない」「私ほどの武将にはもっと俸ほう禄ろくを払はらうべきだわ」「藤堂高虎という名にふさわしい禄というものがあるでしょう」と俸禄にうるさいところがあり、なかなか一所に居着かない。そのため、「義理がない」「忠誠心がない」「いつ何時主君を捨てるかわからぬ裏切り者」「あの若さと美び貌ぼうで主君をたぶらかしているに違いない」と周囲の武将たちから陰かげ口ぐちを叩たたかれている。それでもなお高虎が常に仕官先に困らないのは、それほどに卓たく越えつした能力の持ち主だからであった。




　藤堂高虎は近江藤堂村で半農半兵の暮らしを営んでいた家の出身で、家いえ柄がらは高いとは言えない。下げ克こく上じようの世が来なければ、藤堂村で生しよう涯がいを終えていただろう。

　しかし折しも、北近江では名門・六ろつ角かく家が没ぼつ落らくして新興勢力・浅井家が勃ぼつ興こうしていた。姫武将ながら長身で武辺を誇ほこる藤堂高虎は、新しい風を近江に持ち込んできた浅井家と馬が合ったらしく、浅井家に仕えてたちどころに頭角を現した。男装の麗れい人じん・浅井長なが政まさのもとで戦い、「姉あね川がわの合戦」でも武功を挙げている。

　だが長政の父・浅井久ひさ政まさが旧恩ある朝あさ倉くら家との共存を選せん択たくして、織田信奈との同盟を一方的に破は棄きしたことから、浅井家の「運命」は暗転した。織田信奈との乾けん坤こん一いつ擲てきの決戦となった「姉川の合戦」に、浅井家は敗れた。藤堂高虎一人がどれほどの武功を挙げようとも、合戦の大局を左右できるものではない。

　とりわけ、浅井家が誇る巨城・小お谷だに城を落とすために織田信奈と竹中半兵衛が用いた「付つけ城じろ戦術」は、まだ一人の武辺者にすぎなかった藤堂高虎にとっては驚おどろくべきものだった。浅井久政は、浅井家が誇る巨大な山城・小谷城は決して落ちないと信じていたからこそ、織田信奈に逆らったのだ。しかし、織田信奈と竹中半兵衛は小谷城へ無謀に攻せめかかる愚ぐは犯おかさず、まるで詰つめ将しよう棋ぎのように小谷城の周辺に付城を建て、あるいは支城を奪い取り、小谷城を丸まる裸はだかにしていった。戦とは武辺を誇る祭りの場であるが、それのみにあらず、名人が奏かなでる一種の芸術のようなものでもある、と高虎は知った。

　そして、ついに「運命」の時は来た。決死隊を率いた津田信澄が小谷城に攻め入り、難なん攻こう不ふ落らくを誇った小谷城がついに落城するその日、「あの浅井家がかくも容た易やすく滅亡するのね。武家とは、はかないものね」と虚きよ無む感かんに陥おちいった藤堂高虎は浅井久政のもとに顔を出し、「殉じゆん死し」を願い出た。

　長政ではなくその父・久政のもとを訪おとずれたのは、長政が殉死を許さない性格だと知っていたからでもあり、そして長政は津田信澄とともに心中するつもりだとわかっていたからでもある。利発な高虎は、長政の正体を薄うす々うす知っていた。気を、利きかせたのだ。

「久政さま。大おお殿との。みな逃にげ散ちってしまったわ。長政さまとともに死ぬと名乗り出た者は全員、長政さまに城を追われてしまった。私は浅井家に恩義がある身だし、主家が滅ほろびた後も泥どろ水みずを啜すすって流る転てんの暮らしを続けるような欲よくもない。織田家に報復したい、というような執しゆう念ねんもね。ここで、大殿とともに灰になるわ」

　しかし、浅井久政は「馬ば鹿か者ものめが！」と藤堂高虎を怒ど鳴なりつけていた。

「藤堂村の足軽から身を起こしたお前が、主家に殉じようとは笑止千万！　浅井家の滅びに殉じてよい者は、浅井一族の者だけじゃ！　主君と家臣との関係をはき違えてはならん！　武士とは、己の武と芸を主君に売りながら生きていく者のことぞ！　小谷城を出て、どこへでも仕えよ！」

「……今生き延びれば、私はいずれ織田家に仕えることになるでしょう。主君を裏切った姫ひめ武将、と後世の者たちに後ろ指を指されることになるわ」

「お前の人生はお前自身のものか、それとも後世の顔も名前もわからぬ人間どもの評判を得るためのものか、どちらじゃ藤堂高虎！」

「……それは」

「ひとたび武士となったからには、武士として生き抜ぬいてみせよ！　己の才能と能力のすべてを発揮できる家を、主君を探し求めて生き延びてみせよ！　藤堂高虎。お前ほどの才ある者が、この浅井久政などのために滅びてはならぬ。長政やお前のような若き……姫武将が……世の趨すう勢せいを見損なった老いぼれに殉じるなど、決して認めぬ！」

　それでもなお主家を見限り生き延びることを未練と恥はじる高虎に、「武士タルモノ、七度主君ヲ変エネバ武士トハ言エヌ」という苛か烈れつな言葉を久政は吐はいた。足軽頭がしらに毛が生えた程度のそなたが思いあがるでない。主家の滅亡は避けられぬ「運命」である。そなたがその「運命」に抗あらがいたいのならば、たとえ七度主君を変えてもなお生き延び、己の才と力をこの地上の世界で発揮してみせよ、いずれ藤堂高虎という姫武将の力をもって、主家を揺ゆるぎない「天下人」へと押し上げてみせよ。それまでは死んではならぬ。

　この、死を前にした久政の激げき烈れつな言葉が、高虎を生き残らせた。

「……私が仕える主家を……主君を……『天下人』へ……」

「今のお前はまだひよこのようなものじゃ。しかし戦国の世を生き延び、成長したお前にならば必ずできるはずじゃ。お前はそれほどの大器じゃ、藤堂高虎よ。いや、高虎どのよ。生きられよ」

　こうして小谷城が炎上し落城したその時から、藤堂高虎は「主君に武と芸を売る者」──すなわち「武士」となった。




　その藤堂高虎は、攻こう城じよう戦のまっただ中だというのに部屋に籠こもり、好物の餅もちをはむはむとかじりながらなにやら書いていた。

「なに？　安藤。私は今、忙いそがしいの」

「さっそく武田家へ寝ね返がえるために、仕官願を書いておるのじゃな！　さすがは主家をころころと変える御ご仁じんぞ！　藤堂どの！　武田に降くだるのならば、ぜひともこの安藤伊賀を、わっちをお連れくだされ！」

「……ふふ。違ちがうわよ。御おん曹ぞう司しが討ち死にしないように下準備をしているのよ。私は主家を裏切ったりしないわ。私に見合った俸禄をくれるならね」

　ええっ!?　と安藤伊賀はいよいようろたえた。

「御曹司が生きている限り、私は家臣としてあくまで忠義を尽つくすわ──もっとも、この戦いくさが終わったあと、加増してくれなければ出しゆつ奔ぽんするけれどもね」

「ししししかしもももはや岐阜城は陥かん落らく寸前で、わっちをもってしても戦せん況きようはいかんともしがたく」

「慌て者ね、安藤。もしも叔父のあなたが寝返ったら、竹中半兵衛は織田家に居場所を失うわよ？　それでもいいの？」

「……あ、そうか。そうじゃな。それはいかん！　半兵衛はせっかく天下一軍師として羽ばたいておるのじゃ、わっちが足を引っ張るわけには！　ともに最後まで戦いましょうぞ、藤堂どの！」

　だがそこに、「氏家卜全どの、二の丸へなだれ込んできた武田勢へと果か敢かんに突とつ撃げきし討ち死に！」「稲葉一鉄どの、敵兵を次々と斬きり捨てる大だい奮ふん闘とうも、ご負傷！　戦せん闘とう不能に！」と血に塗まみれた足軽たちが騒さわぎながら駆けていった。城主・信澄のもとに報告へ向かっているのだろう。

「なんじゃとおおお、氏家がああああ!?　あ、あの歴戦の勇者が？　ば、馬ば鹿かな……もう無理じゃ、もういかぬ！　武田信玄め、わっちらを問答無用で皆みな殺ごろしにするつもりじゃ！　やっぱり降こう伏ふくしよう藤堂どの！」

「落ち着きなさい安藤。氏家はもともと覚かく悟ごの上の討ち死によ。みじめに命いのち乞ごいをして織田を裏切るよりも、武士として名めい誉よの最期を選んだのよ。稲葉といい、あなたよりよほど性しよう根ねが据すわっているわ。半兵衛の血けつ縁えんではないにもかかわらず、矢や尽つき刀折れるまで、果敢に戦ったのよ」

　藤堂高虎は落城寸前でありながら、泰たい然ぜん自じ若じやくとしている。

「氏家と稲葉、そしてわっちは西美濃三人衆として、生涯をともに過ごしてきたようなものじゃ……氏家が哀あわれじゃのう……」

「かわいそうと言えば、戦うために生きている武士という存在はみな哀れな者だし、さらに言えば死という定めを背負いながらけんめいに生きている人間はみな悲しい生き物だけれども。もののあわれ、ね」

　安藤伊賀も「……そうじゃな。氏家は幼き頃ころから半兵衛をずいぶんとかわいがってくれたわ……天あつ晴ぱれな最期であったな」と瞑めい目もくした。

　が、氏家の冥めい福ふくを祈いのり終えた次の瞬しゆん間かんには、

「おう、そうじゃ！　心の優やさしい半兵衛は、氏家の戦死を嘆なげき悲しむじゃろう！　この上、わっちが死んだら半兵衛の悲しみはどれほどのものとなるか！　やはり、わっちはまだ死ねぬ～！　藤堂どの、なんとかしてくだされ！」

　と高虎にすがりついていた。高虎は「私は、お年とし頃ごろの姫武将なんですけれど」と呆あきれながらも、

「はい、書き上がったわ。この書状を、武田軍の本ほん陣じんへと届ける使者役を受けなさい。届けたら、そのまま腹痛で倒たおれなさい。それで安藤、あなたは岐阜城から出られるでしょう？」

　と、書状を安藤伊賀の顔へと押しつけていた。

「御曹司の助命嘆たん願がんの書よ。私自らが信玄のもとへ持っていくつもりだったけれども、あなたが代理人として届けてくださる？」

「……し、信玄に、首を落とされはすまいな」

「籠ろう城じようして抵てい抗こうしている将兵は皆殺しにするかもしれないわね。これは、その皆殺しを思いとどまっていただくための書状だけれど。まあでも、さすがに使者は斬らないでしょう」

「お、おう、そうか。しかしこたびは信玄らしからぬ戦じゃな……家か督とくを継ついだ頃はこのような力押しもやったらしいが、近頃では人の命を奪うばわぬ堅けん実じつで巧こう緻ちな戦ぶりを覚えて名将と呼ばれるようになっておったのにのう」

「敢あえて非道な戦いをやることで、織田信奈を挑ちよう発はつしているのでしょう。目の前で岐阜城を焼かれて弟を討うたれたら、あの情の深い姫は暴走するでしょうから」

　わっちは氏家が討ち死にしたと聞いていよいよ慌あわててなにも見えぬありさまじゃというのに、藤堂どのはお若いのに腹が据わった御仁じゃな、と安藤伊賀は感かん嘆たんした。

「私はなにごとにも執しゆう着ちやくしないの。浅井家が滅びて以来、ね。武士とは、主君に仕えて己おのれの武と芸を売る者。人の生涯とは、旅のようなもの。でも執しつ拗ように生に執着する安藤のような御仁も、面おも白しろいわね」

　浅井家が滅びて以来……か。浅井久政どのも炎えん上じようする小谷城で切腹したのであったな。その小谷城を攻め落としたお方こそ、他ほかならぬ信澄どの……因果じゃな、恨うらみはないのか、と安藤伊賀は藤堂高虎に問うた。

「ないわ。御曹司は、武士として己の役割を果たしただけ。そして、今もまた。武士とは、悲しいもの」

「半兵衛もまた、悲しみを背負って軍師として生きておるのじゃな。菩ぼ提だい山やまで静かに晴耕雨読の暮らしを全まつとうさせておったほうが、半兵衛にとっては幸せだったのかもしれぬのう……わっちは、まだ死ねぬわ」

「いいえ。そうではないわ。悲しいということと、不幸ということは違うのよ、安藤」

「ふむう。藤堂どののお言葉は、よくわからぬ。わっちはただただ、長年の連れ合いであった氏家の死が悲しい。悲しゅうてならぬわ……」

「そろそろ行きなさい安藤。ただし。武田信玄の前で、内通だの寝返りだの武田家への仕官話などを口にしてはだめよ。あなたは口が軽いけれど、信玄にその口の軽さを知られたら、有害無益の者と警けい戒かいされて始末されるわよ」

　ししし承知した、気をつける、と安藤伊賀は怯おびえながら立ち上がっていた。

「もうひとつ。死にたくないのならば、書状の中身を決して覗のぞき見してはいけないわ。封ふうを閉じたままで、信玄に渡わたすのよ」




　　　　※




　岐阜城陥落の時は近づいていた。

　あっという間に、二の丸までを落とされた。もはやこれ以上の抵抗は全軍の将兵の死を意味するばかりだった。

　信奈が築きあげた本丸御ご殿てんが炎ほのおに包まれる中、槍やりを取り武田兵たちを振ふり切りながら奥の部屋まで押し込まれた信澄は（弱者なりの戦いがあると姉上には言ったけれど、武田信玄はあまりにも強すぎた。手て堅がたく城を包囲するかと予想していたが、ぼくはやっぱり甘かったらしい。容よう赦しやのない苛か烈れつな包囲戦をされてしまえば、ぼくなどひとたまりもなかった）と苦笑していた。ぼくは姉上を補ほ佐さできるような強い武将にはついになれなかったのだろうか、と悔くやし涙なみだを流しながら。

（お市いち。最後に、三人の子の顔を見てから逝ゆきたかった）

　ついに、室内にまで炎が伸びてきた。

　白装束に着き替がえる猶ゆう予よもなかった。

　血に塗れた甲かつ冑ちゆうを脱ぬぎ捨て、火が回りはじめていた畳たたみの上に正座し、脇わき差ざしを抜いた。

　介かい錯しやく役を務めるは、かつて近江浅井家に仕えていた姫武将・藤堂高虎。

「これまでだね、高虎。小谷城を焼き尽くし浅井家を滅ほろぼしたぼくが、浅井家の旧臣であるきみに介錯されるのも、戦国の因果という奴やつかな。きみは落ち延びるも、武田に仕えるも、自由にするがいい。殉じゆん死しはならないよ」

「言われずとも、御曹司。殉死など武士のすることではないわ。武士とは、主君に武と芸とを売る者のこと」

「できることならば、サルくんの副将となったばかりの相良義陽どのに仕えてもらいたいな。彼女は、妹君に家臣をすべて譲ゆずり渡した。ご自分は肥ひ後ごから一人の家臣も連れてきていないからね。今いま頃ごろは、慣れない本州でなにかと苦労しているだろう」

「主君が死んだら新たな奉ほう公こう先を考えるわ。もっとも私を高く買ってくれる者が次の主君よ。でもまだ、それを考える時ではない。御曹司はだって、生きているでしょう？」

　今は、ね。まもなく浅井久政どのや氏家卜全たちのもとへ向かう、と信澄は微笑ほほえんでいた。

　だが藤堂高虎は不意に、

「まだその時ではないわ。御曹司の切腹と引き替かえに城兵たちの命を救ってもらうという保証を、まだ取り付けていないでしょう？　来客が、まもなく訪おとずれるわ」

　と、信澄の手を押さえて、腹に脇差しを突つき立てようとした信澄の動きを制止してしまった。

「ぼくに、来客!?」

「ええ。安藤伊賀に書状を委ゆだねて、手て渡わたさせたから。その者はこの炎の中を突き進んで、すぐに来るわ。自らの『運命』に立ち向かうためにね」

「……『運命』……？」

　炎の向こうから。

　弟とはよいものだな、と姫ひめ武将の声が、聞こえてきた。

　誰だれが現れたのか、すぐに信澄にも理解できた。

「……武田信玄!?　まさか!?　なぜ、こんな危険な場所へと乗り込んで……まもなく本丸御殿は焼け落ちてしまうというのに、どうして」

　あの信玄がなぜ？　信澄には理解できなかった。

　が、信玄は「なるほど。織田信奈にそっくりだな」と微笑みながら、信澄の手から脇差しを奪い取り、炎の中へと放り捨てていた。

「岐阜城主・津田信澄。談判途と中ちゆうでの自決は許さぬ。藤堂高虎からの書状は読んだ。ここに、武田信玄自らが最後通告を申し渡す。藤堂高虎、稲葉一鉄、安藤伊賀、そして岐阜城に籠もっているすべての城兵を救う。お前の首ひとつと交こう換かんで。拒きよ否ひするならば、交こう渉しようは決けつ裂れつしたとみなし、城兵を皆殺しにする」

　そういうことよ御曹司。織田信奈の後ご詰づめが徳川に阻はばまれ、岐阜城がこうして事実上陥落した以上、枕まくらを並べて将兵全員が討ち死にする意味はもうなくなったわ、と藤堂高虎が目を伏ふせながら告げていた。

「……なるほど。そうだね。ぼく一人の首でみんなを救えるのならば……ぼくとともに無む駄だ死じにしろ、と死力を尽つくして戦ってくれた将兵たちに殉死を強要するなど、大将の取るべき態度ではない。武田信玄どの。承知しました。拒否などしません。ぼくの命と交換で、高虎たち全員を──救ってください」

　拒否せぬのか、お前の命はお前のものだ、拒否する自由はお前にもある、と信玄は静かな微び笑しようとともに「死」を即そく座ざに選せん択たくした信澄に憐れん憫びんの情を見せた。抑おさえようとしても、抑えきれるものではなかったらしい。

「妻のお父上である浅井久政どのを、ぼくは救えませんでした。小谷城を焼き尽くし、妻の実家である浅井家を滅ぼしました。そのぼくがこんどはこうして焼け落ちる岐阜城で果てるのは因果であり、ぼくの『運命』なのでしょう。せめて武田軍に一ひと太た刀ちなりとも反はん撃げきし、打撃を与あたえてから散りたかったですが、あなたはあまりにも強すぎました。まさに、『侵しん掠りやくすること火の如ごとし』でした」

「この戦いは、時間との戦い、だからな──」

　その言葉には二重の意味があった。「織田信奈の後詰めの到とう着ちやくと、武田軍の岐阜城陥落、どちらが先になるか」という戦い。そして、武田信玄自身の命の残り時間との戦い。もちろん信澄には、後者のほうの意味はわからない。だが、武田信玄が前回の上じよう洛らく戦の時とは比べものにならないほどにこの決戦にすべてを賭かけていることは、信澄にも感じ取ることができた。鬼き気き迫せまる覚かく悟ごで、信玄が本気で攻せめかかってきたのだ。抵抗などできるはずもなかった。

「ですが、高虎の口から告げさせれば済んだことです。なぜ直接乗り込んでこられたのです。慎しん重ちようなあなたが。この館やかたはもう、いつ崩ほう落らくするかわかりません。危険です」

「たしかに危険だな。だが、津田信澄が炎上する岐阜城内で華か麗れいに切腹したのでは、足りぬ。このあたし自身が、津田信澄を刺さし殺し、この手で直接命を奪い取らねばならないのだ。信澄よ。こたびの織田信奈の甘さはなんだ。設楽したらが原はらで突とつ如じよ寝ね返がえった徳川家康と戦わずに撤てつ退たいするという醜しゆう態たいをさらし、その家康に織田家発はつ祥しようの地である尾張清洲城を無血で明け渡し、大垣城から関ヶ原を決戦場に用いるための『壁かべ』としてお前を送り込んだ岐阜城に今さら自ら後詰めを行おうとは。あまりにもふがいない！　これが、『天てん下か布ふ武ぶ』のために武田信玄と上杉謙信を相手に回した天下人の戦いくさか！　織田信奈は、自分が今、絶体絶命だということが理解できているのか？　相良良晴との再会を果たしたことで、浮うかれて戦局を見失っているのではないか!?」

　信玄は怒おこっていた。

　なぜこれほどに激げき怒どしているのかわからない信澄は、戸と惑まどいながら、

「姉上はお優やさしいのです。身内にお優しすぎるのです。いちど心を開いた相手には、どこまでも甘いお方なのです。ぼくは、そんな姉上が好きでした」

　と、答えていた。

「あたしが求めるものは『天下最強』、『日ノ本最強』の座だけだ！　この合戦の結果、誰が天下人になろうが構わぬ！　だが、天下人の織田信奈が──あたしが倒たおすべき宿敵がこのようなていたらくでは、たとえ織田信奈に勝ってもあたしは『天下最強』を名乗れぬ！　織田信奈にほんとうの『本気』を出させるためには、天下人としての『全力』を発揮させるためには、犠ぎ牲せいが必要だと、あたしは見切った。むろん、時間を重ねれば、このような暴挙に出る必要などない。しかし、もう、時間がないのだ！」

　その信玄の振り絞しぼるような言葉の熱さに、信澄は「はっ」と胸を打たれていた。

　そうだったのか。この人には、もう──ほんとうに「時間」がないのだ、川かわ中なか島じまで上杉謙信がこの人を倒すために彼女の「本気」の力を解き放つまでに、四度の対戦を繰くり返さねばならなかった。この人自身が、自分が認めた強敵に対して、酷ひどく優しいのだ。姉上に浅井朝倉家を倒す機会を敢えて与えたのも、その優しさ故ゆえだ。だがもう、この人は、姉上と何度も関ヶ原で対たい陣じんしている「時間」がないのだ、と。

「……そうでしたか……姉上をほんとうの『本気』で戦わせるために……全力を振り絞らせるために……ぼくの命を、あなたご自身がその刀で奪うというのですね」

「そうだ。あの者をあたしと対等の地の上に立たせるには、弟という犠牲を払はらわせねばならない。織田信奈から、迷いも甘えもすべてを捨てさせる。あたしと武田軍とを殲せん滅めつし尽くすという怒いかりを解き放たせる。津田信澄。お前があたしに討うたれれば、織田信奈は──その時こそ、『天下最強』の武将となる。設楽原では見せなかった、戦国最強武将としての真の実力をあたしへとぶつけてくる。おそらくその時、織田信奈は、あたしをも超こえる。だが、あたしはそれでもなお、織田信奈の上を行く！」

　信澄は（もうこの人を止めることはできない）と悟さとると、そっと目を閉じていた。

「……ぼくはもともと、尾張で姉上に謀む反ほんして誅ちゆう殺さつされる定めでした。それがぼくと姉上の辿たどるほんとうの『運命』でした。その『運命』を、サルくんが変えてくれたのです。サルくんは、母上に拒きよ絶ぜつされて傷つかれていた姉上を常に支え、励はげまし、姉上を強い姫武将へと育ててくれましたが、同時に姉上に『第六天魔ま王おう』への道を歩ませまいと努力していました。姉上があなたから見て本来の武将としての力を発揮しきれていない、甘い、と見えるのは、そのサルくんの力があってこそです。サルくんが、姉上に『弟殺し』の『運命』を辿らせる道を塞ふさぎ止め、姉上のお心を守ったからです。ぼくがここで死ねば、あなたに討たれれば、姉上はあなたを超える武将となるでしょう。『天下最強』の武将と戦い、そして勝ちたいというあなたの希望は、叶かなえられるでしょう」

「……そうか。相良良晴が……もしも織田信奈のもとにではなく、あたしのもとに良晴が来てくれていればな……」

　太た郎ろうが己おのれの屋や敷しきに火を放って切腹することもなかっただろう、と信玄はつぶやいていた。涙なみだ声ごえになっていた。

　彼女はもう、「武田信玄」を演じ続けることが、できなかったのだろう。

　駿する河がを奪うばうか否いなかで対立し、ただ一人の弟を、太郎義よし信のぶを死なせてしまった。彼女が政略のために太郎との仲を引き裂さいてしまった飯お富ぶ虎とら昌まさとともに。

　その後こう悔かいの想おもい、生しよう涯がい癒いえることのない傷、自分にはもう人の親になる資格などないと恋こいを遠ざけ殿との方がたを遠ざけてしまった戦いの生しよう涯がい、「子をお産みなされ」という勘かん助すけの遺ゆい言ごんについに応えてあげられなかったという罪の意識、もしも相良良晴が甲か斐いに来てくれていれば太郎も飯富虎昌も失うことはなかったという取り返しのつかない理り不ふ尽じんな「現実」への悲しみ。

「……信澄……あたしは織田信奈に、自分の痛みと苦しみを押しつけて、ともに藻も搔がき苦しめ、と引きずり下ろそうとしているだけなのだろうか？」

　いえ。決してそうではありません、乱世はここで終わらねばならず、誰かが終わらせねばならず、そのためにはそれぞれの英えい雄ゆうがこの戦いこそを最後の「決戦」にするという覚悟を固めねばならないのです。ぼくの死は、そのために必要です──と、信澄は刀の鍔つばに指をかけたまま涙を流していた信玄に、そっと囁ささやいていた。

「……あなたに残された時間はもう、長くはないのですね」

「ふふ。あたしとしたことが取り乱してしまい、気取られたか、お前があたしの『弟』の姿と被かぶってしまってな……」

　信玄は、涙を拭ふこうともせずに苦笑していた。

「では、やはり」

「そうだ。どうやらあたしは自分の『時間』を、川中島で使い切ってしまったらしい。もしも相良良晴と出会っていなければ、三方ヶ原の合戦の直後に、あたしは種子島で暗殺されていた。その暗殺者の銃じゆう弾だんを防ぎきった時、『運命』を覆くつがえした、勝った、とあたしは信じた。しかし──『運命』は、そう容易にはあたしを逃にがしてはくれなかったらしい」

「ならば、同じサルくんに命を延長してもらえた者同士、遠えん慮りよすることはありません。ぼくの命もまた、サルくんに与えられた命です。ぼくは幸運にも妻を娶めとり、子も生なしました。ぼくが成すべきことは、あとひとつだけです。姉上に『天下布武』を成し遂とげていただくための礎いしずえとなることです。ぼくが死ねば──姉上は、躊ちゆう躇ちよなくあなたを倒そうと本気を出すでしょう。今日明日のうちに、最終決戦がはじまります。間に合います。あなたの願いも、叶えられる」

「……最後には姉が勝つと、信じているのだな」

「はい。ぼくの姉上は上杉謙信よりも、そしてあなたよりも強い。姉上は、日ノ本の歴史上にただ一人、全世界に誇ほこることのできる破格の英雄です。まもなく証明されます。どうぞ──あなたご自身の命の火がこれ以上削けずられて手て遅おくれになる前に。ぼくの、首を」

「その織田信奈にも滅ほろびの『運命』が待ち構えている、と言ったら？」

「姉上ならば、乗り越えてくださいます。姉上の隣となりには、サルくんがいます。ぼくはあの二人が手をたずさえて『運命』を乗り越える瞬しゆん間かんを、何度も見てきました。何度も、救われてきました」

「そうか。わかった。お前の心にはいっさいの後悔も迷いもないのだな。見事だ……ならば逝ゆくがいい、津田信澄。あたしも、すぐに追いかける」

「……どうか最後まで。悔くいの、ないように」

「『弟』をこの手で殺すとは、これほどに耐たえがたいものだったのだな。だが、あたしは……武田信玄は、もはや引き返せぬ。引き返せないところまで、来てしまった。許せ……！」

　信玄が信澄を一刀両断しようとしたその時。

　信玄は、見るはずのない幻まぼろしを見た。

　かつて「岐阜の合戦」の折に、斎藤道三軍との交戦中に脳のう溢いつ血けつで急死を遂げた隻せき眼がんの老ろう翁おう──山やま本もと勘助。出家名を「道どう鬼き」と称しようした、信玄の軍師だった。

　その山本勘助が、信玄を隻眼でにらみつけていた。

　必死の形相だった。そして、どこか必死すぎるその形相におかしみを感じさせるところが、ほんものの山本勘助のようだった。だが、生前の勘助と比べると、目元が、どこか優しい。まるで、仏のような──。




『なりませぬ！　御お屋や形かたさま。もう、よいのです。御屋形さまは東海道筋を平定し、織田信奈どのの本ほん拠きよ・尾張を飲み込み、ついに岐阜城を落とされました。それがしは、これでもう十分でございます。もう、〝風林火山〟の旗を瀬せ田たに立てずともよいのです。お父上と御屋形さまとは和解されたのです。御屋形さまは、お父上との、そして御屋形さまご自身との長きに渡わたる戦いに勝利されたのです！　あなたさまが鬼おにになってしまってはならないのです！　織田信奈どのと御屋形さまとの間に、お互たがいの家族を殺し合う鬼の因果などを持ち込んではなりませぬ！　太郎さまも次じ郎ろうさまも悲しまれまする！　なにとぞ。なにとぞ、思いとどまってくださいませ！』




　勘助。死してなお、あたしのためにこの地上に留とどまってくれていたのか。

　お前の魂たましいはずっとこの、岐阜城に留まっていたのか。

　だが、許せ。

　せめてあと一年の命が、残されていれば。

　あたしはもう、この道をまっすぐに突つき進むしかない──。




　信玄が、勘助の幻を振ふり払うかのように、刀を一いつ閃せんしていた。




「死」を迎むかえようとしていた津田信澄もまた、この時、幻を見ていた。

　だが、信澄の目に見えていたものは、武田軍の軍師・山本勘助の姿ではない。信澄は信玄が振り下ろした刀が自分の首筋に激げき突とつするまでのわずかな一瞬の間に、驚おどろくべき密度と速度で、自分自身の生涯のすべてを回想していた。

　片かた肌はだを脱ぬいだ姉の吉きちとともに、野山を駆かけまわっていた子供時代。

　吉の小こ姓しよう・犬千代と、吉が「餌え付づけ」と称して与あたえてくれるういろうを奪い合った日々。

　三河のたぬきこと竹千代を引き入れて、「那古野おもてなし愚ぐ連れん隊たい」と称して暴れ回った日々。

　いつか吉……信奈との間に距きよ離りが生まれ、そして、ついに家か督とく争いの内戦を起こしてしまったあの日のこと。

　謀反を起こした信澄に「死」を賜たまわろうとした信奈の、あの表情。生涯忘れることはない、と思った。あの気き丈じような姉の、深く傷ついた寂さびしげな顔。

　そして。切腹を覚かく悟ごして信奈を諫いさめ、信澄の命と信奈の心とを同時に救ってくれた時の、相良良晴の必死の形相。

　信奈のいたずら心故か、あるいは竹中半兵衛がすでにお市の正体を見破っていたためか、まったく予期せぬかたちで訪おとずれたお市との出会い。

　お市との、恋。

　朝倉家と織田家との間に立たされて窮きゆうした浅井久政の裏切り。

「浅井長政」に戻もどったお市との別べつ離り。

　炎えん上じようする小谷城で、せめて最後は浅井長政ではなく信澄の妻・お市として死にたいと泣き崩くずれたお市と心中をはかったこと。浅井久政の「遺言」を届けるために駆けてきた相良良晴から再び「命」を与えられたこと。

「黄金の髑どく髏ろ」の芝しば居いを演じてくれた姉。お市との再会。

　近江の大おお溝みぞ城で、夫婦めおととして誰だれに邪じや魔まされることなく過ごす幸福を与えられ、茶ちや々ちや、初はつ、江ごう。三人の娘むすめに恵めぐまれたこと。

　思えば、なんと幸福な生涯だったのだろうか、ぼくには過ぎた人生だった、と信澄は思った。

　だが、悔いがないと言えば噓うそになる。お市、信奈、三人の幼い娘の将来。彼女たちを夫として、弟として、父として、見届けることも支えることも、もうできないのだ、そう思うとやはり、無念だった。

　だが、心配することはない。

　ぼくの遺志を継ついでくれる者がいる。

　岐阜城籠ろう城じようを決めた際に、すでにお市宛あてに、遺言状を託たくし終えている。

　お市には、きみは「未亡人」などではない、ぼくに殉じゆんじることも出家することも必要はない、どうか自由に生きてくれ、と心を尽つくして告げた。

　そしてぼくとお市の三人の娘のうち、サルくんの顔を見るたびに引っ搔かかずにはいられないほどに懐なついている長女の茶々には──ぼくの死によって立ち直れない打だ撃げきを受けるかもしれない姉上とサルくんを支え繫つなぐ「絆きずな」として生きてもらおう、それが二人への恩返しになるはずだ。

　すでに、姉上とサルくんは大垣城で秘密の祝しゆう言げんをあげたはず。

　妻と夫にとって必要なものは──姉上のお心を救える存在は──「子供」だ。

　あなたは、弟を失ってしまう「運命」からは逃のがれられなかった。でも、ぼくは生きられないはずだった生涯をたしかに「生きた」。「すべての実を拾う」というサルくんの志までを失ってしまってはいけない。どうか、天下も。恋も。そして「家族」も。すべてを手に入れてください、姉上。




「……さらばだ、サルくん。どうか、茶々のよき義ち父ちになってくれたまえ」




　永遠とも感じられるような信澄の長い長い「一瞬」は、そこで終わった。




「──見事だった、津田信澄。まさしく、まことのもののふだった」




　信澄の身体からだが、畳たたみの上に、どう、とうつぶせに倒たおれ込んでいた。

　御おん曹ぞう司し、と喜き怒ど哀あい楽らくを滅めつ多たにあらわにしない藤堂高虎が声を漏もらし、顔を伏ふせていた。

　燃え盛さかる本丸御ご殿てんのその部屋の中で、武田信玄は叫さけんでいた。

「織田信奈。これであたしとお前は対等の地に立った。五分と五分だ。設楽原での醜しゆう態たいはなんだ。関ヶ原で武田軍を仕留める戦略を破は棄きして今さら捨てたはずの岐阜城に後ご詰づめに来るとはなんだ。甘さを捨てよ！　これは、日ノ本すべての武将が集結して『天下最強』を決める決戦だ！　もう、水入りも和わ睦ぼくもない！　本気を出せ、織田信奈！　滅びの『運命』など、乗り越こえてみせよ！」

　これで織田と武田の決戦は、あの川中島を超える総力戦に。日ノ本史上になかった容よう赦しやない殲せん滅めつ戦になってしまったようね、と高虎は信澄の身体に白い布をかけながら首を振っていた。

「藤堂高虎。約定通り、信澄と引き替かえに城兵すべての命を救おう。すでに城は落ちた。安藤伊賀も稲葉一鉄も兵士たちも、解放する。好きにするがいい。ただし──藤堂高虎。うぬは東軍に加わり、徳川勢とともに武田を補ほ佐させよ。うぬの知ち謀ぼうと胆たん力りよくは戦場で使える」

「拒きよ絶ぜつしたら？」

「言うまでもなかろう。うぬはいろいろと知りすぎた。あたしが余命いくばくもないことまで。このままうぬを織田方へ戻らせるほど、あたしはお人ひと好よしではない」

「仕方がないわね。でも、私の寝ね返がえりを恐おそれないの？　私は、主家を次々と乗り換かえる女よ。忠誠心など誰にも持たず、武芸のみを売り歩く女よ。小谷城が焼け落ちた時も、そして今また岐阜城が焼け落ちようとしているこの時も、こうして恬てん淡たんとしている」

「そうだな。だが──主君が生きている限りは、お前は裏切らないのだろう？」

「……ええ、そうね。生きている限りは、ね。俸ほう禄ろくで揉もめて出しゆつ奔ぽんすることはあっても、裏切るような真ま似ねは決してしないわ」

「言っておくが藤堂高虎。この武田信玄、織田信奈と西軍を破り瀬田に武田の旗を立てるまでは、死なぬぞ」

　拒きよ否ひする選せん択たく肢しは、私にはないみたいね、と藤堂高虎はつぶやいた。




「……勘助、すまない。あたしはついに殿との方がたと恋こいに落ち、子を生なすことはできなかった。ならば、鬼となってでも『天下最強』の座を摑つかみ、瀬田に風林火山の旗を立ててから、お前のもとへ逝こう。あたしと、お前の、旗だ──」







　　　　※




　岐阜城本丸御殿が、崩ほう落らくしていく。

　安土城とともに、信奈の「天てん下か布ふ武ぶ」の象しよう徴ちようだった岐阜城の陥かん落らく。

　斎藤道三から受け継いだ、夢の城。

　金華山の炎上。

　その光景は、長良川を押し渡るために徳川軍が築いた「壁かべ」に何度も突とつ進しんを繰くり返していた信奈たち織田軍からも、ありありと見えた。




「……勘十郎……勘十郎……いやああああああっ！」




　信奈は、あと一歩及およばなかった。

　ひとたびは信澄を死地へ送り込み、今こん生じようの別れを交わした。だが、相良良晴の帰き還かんと明智光秀の丹波平定がぎりぎり間に合ったことで、信澄を救うことができる！　と長良川を越えようとしていた、その目の前で──。

「……勘十郎……わたしが好きになった人は……みんな……例外なく……！　あ……ああ……うわあああああああ！」

　かろうじて言葉として聞き取れたのは、そこまでだった。そこから先は、もう、言葉になっていなかった。信奈は感情の起き伏ふくが激しいが、これほどに取り乱した姿を、良晴は今まで見たことがなかった。金ヶ崎の退のき陣じんの折に「良晴討うち死に」の報を聞いて激げき怒どし、「叡えい山ざんを焼き払はらう」と魔ま王おうの表情を見せた時の信奈は、松まつ永なが久ひさ秀ひでの薬で酩めい酊ていしていた。だが、今は違ちがう。しかも、天下分け目の決戦のまっただ中である。徳川軍の「壁」に何度も打ちかかっていた最中なのである。

　おそれながら姫ひめさまの精神は崩ほう壊かいしたのではないか、乱心されたのではないか──と織田軍の将兵の誰もが恐れおののくほどだった。

「信奈！」

　良晴は信奈の馬に自らの馬を寄せ、信奈を後ろから抱だきしめて、かろうじて徳川軍へと一いつ騎きがけしようと暴れ続ける信奈を止めるしかなかった。

「放して！　徳川軍も武田信玄も絶対に許さない！　絶対に！」

「だからって、お前が討ち死にしてどうするんだ！　織田軍の当主が！　西軍の総大将が！　天下人のお前が……！」

「勘十郎……！　勘十郎！」

「耐たえろ。耐えてくれ。信奈。お前になら、できる！」

　良晴は、赤子のように泣き叫んでいる信奈を抱きしめながら、（見えない「運命」が帳ちよう尻じりを合わせてきやがったのかもしれない）と気づき、戦せん慄りつしていた。

　本来、信澄は信奈による尾張統一戦の途と上じようで、信奈自身に誅ちゆう殺さつされるはずだったのだ。しかしそれは、信奈が「天下布武」という志を遂とげるために、自ら人間の少女であることを捨てて第六天の魔王として生きる道を選せん択たくしてしまうということでもあった。良晴が、阻そ止しした──。理り屈くつらしい理屈は、なかった。ただ、信奈に、魔王になってほしくない、そう良晴自身が思ったから、「運命」に干かん渉しようした。思った、どころではない。良晴は自分でも説明のつかない激しい情動に、突き動かされていた。後から思い返せば──あの時からすでに良晴は、信奈に恋をしていたのだ。どうしようもなく。そして今、信奈の生しよう涯がいが「人間の少女」から「魔王」の道へと切り替わってしまう「運命」の分ぶん岐き点こそが、「信澄誅殺」だと、気づいた。

　母親・土つち田だ御ご前ぜんとの幼い頃ころからの不和が、信奈の心を不安定なものにしていたのだろう。

「わたしが好きになった人はみんな死んでしまう」

　という信奈の痛ましい思い込みは、唯ゆい一いつの理解者だった父・織田信のぶ秀ひでの急死、初はつ恋こいの人とも言える南なん蛮ばんから来た宣教師ザビエルの死、「爺じい」こと守もり役の平ひら手て久ひさ秀ひでの死、と繰り返されるごとに強くなっていった。

　信澄誅殺は、信奈が自ら「好きになった人」をその手で殺してしまうことで、「相手を失う悲しみ」を自ら遮しや断だんしてしまおうという、突とつ発ぱつ的な「誘ゆう惑わく」だったと言っていい。泣かぬのなら、不如帰ほととぎすなど殺してしまえばいい、殺してしまえばもう、いずれ不如帰を失ってしまうという「運命」に怯おびえる必要はないから──。

　信奈のその自傷行こう為いにも近い捨て鉢ばちぶりは、父・信秀の葬そう儀ぎ場で抹まつ香こうを投げつけて大暴れし、葬儀を滅め茶ちや苦く茶ちやにしてしまったあたりから、はじまっていたと言える。

　そしてさらに、信奈の「運命」は、「天下布武」という同じ志を持つ義父の斎藤道三が「長良川の合戦」で息子むすこの義龍に討たれるという形で成じよう就じゆするはずだった。本来の「歴史」では、「長良川の合戦」が勃ぼつ発ぱつした際に信奈は尾張から援えん軍ぐんを率いて道三を救きゆう援えんしようとしたが、尾張と美濃の国境線となっていた木曾川を渡と河かする際に義龍軍に襲しゆう撃げきされ、救援は間に合わなかったのだ。

　つまり本来の「歴史」では、道三は義龍との戦いで討ち死にするはずだったのだ。

　だが、この「道三討ち死に」という未来も、良晴は阻止した。木曾川・長良川を自在に渡わたる「川かわ賊ぞく」川かわ並なみ衆しゆうの力を借りて道三を救出し、信奈の運命を完全に変えたはずだった。

　信奈の「わたしが好きになった人はみんな死んでしまう」という思い込みは、信澄救出と道三救出という良晴の捨て身の無む謀ぼう行こう為いの連続によって次第に薄うすらいでいき、信秀を失って以来荒あれ続けていた信奈は徐じよ々じよに──人を愛し、愛される自分を受け入れるという、人間の少女らしい心を取り戻もどしていったのだった。

　常に良晴は、いつ何時また悲しみと絶望から壊こわれるかわからない信奈の心を、守り続けてきた。

　なにがあっても俺は絶対にお前の味方だ、お前のために俺はこの時代に来た、と良晴が不器用ながらも信奈に繰り返し行動で示し続けてきたからこそ──金ヶ崎で信奈が「天下布武」の志を遂げるために良晴を戦場へ殿しんがりとして置き去りにしなければならなかった時──そしてその良晴が光秀、家康たちの助力を得て奇き跡せき的に生せい還かんを果たした時、土田御前に愛されなかったという悲しみに傷つき、自分自身を責め続けて人に愛されることを恐れていた信奈のなにかが、決定的に変わったはずだった。

　それなのに。

「……放して！　お願い、放して！　わたしが、わたしが勘十郎を岐阜城に置き捨てにしたから、こんな結末に……わたしが勘十郎を殺したんだわ……！　あ……あああああ……！」

　信奈は今、「信澄誅殺」と「道三討ち死に」という本来味わうはずだった二つの喪そう失しつの苦しみを同時に受けている。

　しかも、道三は本来「長良川の合戦」で死ぬはずだった。

　そして今、信奈はその「長良川」を突とつ破ぱすることができずに、信澄を失った──。

（偶ぐう然ぜんにしてはあまりにもできすぎている。「運命」は、あるのか？）

　この墨俣の地で「五右衛門の死」を知った良晴の心もまた、揺ゆらいでいた。平常でいられるはずがない。この世界にもしもほんとうに「歴史の強制力」が存在し、俺たちがどれほどあがき続けて異なるルートを選択し続けてもいずれ「未来」は定められた結末へと「収束」するのならば、俺たちのこれまでの努力はすべて無む駄だなあがきだということになり、結局は「運命」を回かい避ひできたとぬか喜びさせた分だけ信奈をより苦しめただけだということになる。今、信奈は母親に捨てられた赤子のように取り乱して泣き叫んでいる。もしも俺がこのまま、「本能寺の変」を回避するために行動し続けてもなお、「本能寺の変」という「運命」は決して回避できないのだとしたら……!?

（だとしたら、俺が失敗して信奈にその最後の「運命」が訪おとずれた時、俺はそれでもなおも信奈の「運命」に抗あらがうために、「二周目」へと突とつ入にゆうするのだろうか？　俺は恋と天下布武という二つの実を信奈に届ける試みに失敗し、取しゆ捨しや選せん択たくしなければ信奈を救えない、お互いの恋こい心ごころを消し去らなければならないと決断してしまうのか？　天下布武を果たさせるために信奈から恋も愛も奪うばい取って「処女王」にしてしまうのか？）

　違う。そんなはずはない。

　俺は──俺は、信奈へのこの想おもいを、決して捨てられない。

　たとえ「二周目」の人生などというものがほんとうにあったとしても、捨てられるはずがない。

（俺は、絶対にガスパールじゃない！　俺は、天下にただ一人、相良良晴だ！　だってよ……この俺が信奈に、二度もこんな苦しみを繰り返させるはずがない！　たった一度ですら、こんなにも耐えがたいのに……二度も三度も信奈にこの苦しみを繰り返させるなんて……できるはずがない！）

　それにしても、わからなかった。

　あの武田信玄が、どうして信澄を討ったのか。武田四天王たちは、こぞって助命したはずだ。

「なぜだ、武田信玄。『川中島の合戦』で妹の信のぶ繁しげを失い、駿すん府ぷ攻ぜめを巡めぐって弟の義信を自じ刃じんへと追いこんでしまったきみは、きょうだいを合戦で失う辛つらさを、悲しみを、誰だれよりも知っているはず。なぜなんだ……！」

　織田軍全体が混乱に陥おちいっていた、この時。

　徳川軍がいっせいに、信奈の前へ「道」を開いていた。

　激昂した信奈率いる織田軍にこのまま長良川を渡らせ、岐阜城下の武田軍へと突進させるために。

　これは本多正信の「罠わな」だ、信奈を岐阜城下へと釣つりだすつもりだ、と良晴は気づいた。

　だが、その一いつ瞬しゆんの隙すきに──信奈の身体からだが、良晴の腕うでの中からすり抜ぬけていた。

　信奈は自らの馬を駆かけさせ、良晴のもとから離れていた。

　二人が習得している馬術には、圧あつ倒とう的てきな力量差がある。

　もう、追いつけない。

　ああ。

　落としてしまう。

　俺は、信奈を、「運命」から守れない。

　五右衛門。

　斎藤道三。

　松永弾だん正じよう。

　信奈を、押しとどめてくれ。

「信奈！　長良川を、渡るな！　こちらから武田軍めがけて平野を遮しや二に無む二に突とつ進しんすれば、三方ヶ原で敗れた家康と同じ結果になる！」

「……良晴。勘十郎と引き替かえの天下なんて、わたしは手に入れられない。なにも捨てるなとあなたが教えてくれたのよ、良晴……だからもう、わたしは魔王にはならない。でもね、勘十郎の亡なき骸がらを岐阜城に放置したまま退ひくこともできないの。わたしは、一人で行くわね。ごめんね……」

「信奈！　天下布武は、どうなるんだ！　お前がいなければ、日ノ本は……」

「良晴。織田家はあなたが継ついで。あなたはもう、わたしの夫よ。あなたなら、できるわ。上杉謙信、武田信玄、小早川隆たか景かげ、そして十兵衛。戦国の姫武将たち全員の『運命』を救い上げて、そして、天下をひとつに。関白・藤ふじ原わらの良晴として」

「そうじゃない。俺は、お前に成り代わって天下人になるために戦国の時代に来たんじゃない！　お前とともに、お前の『運命』を変えるために……！」

「……良晴。わたし、気づいたの。あなたがこの時代に『来た』その時に、あなたの身代わりとなってこの時代の誰かが命を落としたはずだわ。そうでしょう？　たしか、藤とう吉きち郎ろうとかいう名の足軽だったはず……きっと、藤吉郎はわたしが志半ばで倒たおれた後、わたしの志を継いで『天下人』になる『運命』の持ち主だったのでしょう？」

　良晴は、言葉に詰つまった。

　戦国時代に突とつ如じよ流されてきた良晴を救うために「歴史」から最初に「消えた」人物は──。

　出自も定かでない素す浪ろう人にん・木きの下した藤吉郎だった。

　しかし藤吉郎こそは、後に織田家に仕官して「墨俣一夜城」「金ヶ崎の退き陣」などの大功をあげて破格の出世を遂げ、近江長なが浜はま城主に取り立てられた羽は柴しば秀ひで吉よしその人だった。

　そして羽柴秀吉は「本能寺の変」の後に、織田家が進めてきた天てん下か布ふ武ぶ事業を受け継いで戦国日ノ本を統一し、近この衛え前さき久ひさの猶ゆう子しとなることで関白の位を得、ついには「豊とよ臣とみ」という新たな姓せいを御ご所しよより与あたえられ、太たい閤こう・豊臣秀吉と呼ばれるようになる──。

　墨俣一夜城も。金ヶ崎の退き陣も。近江長浜城の経営も。姫ひめ路じ城入りも。対毛利戦も。

　すべては、藤吉郎が成すべき仕事だったのだ。

「……あなたはね、良晴。ほんとうは藤吉郎の『運命』を成就するために、この時代に来たんだわ。姓もない出自不明の浪人から、関白へ、天下人へ──きっとそれが、この国であなたが成すべきほんとうの『使命』よ」

　噓うそだろう。冗じよう談だんじゃない──良晴は、震ふるえていた。

「歴史」が、「最後の帳尻」を合わせようとしている？

　この俺を、藤吉郎のおっさんの代わりにしようとしている!?

「良晴。わたしがいる限り、あなたはわたし以外の姫ひめ武将たちのあなたへの想いを切り捨てねばならないでしょう。わたしがいるために、この戦乱はいつまでも終わらない……わたしは、ここで消えたほうがいいのよ。それできっと、良晴が知っている本来の『未来』へと、『歴史』は収束するんだわ。『未来』を知っているあなたならば、わたしよりも日ノ本の『歴史』をより良き方向へと導いていけるはずだわ。そうでしょう？」

「違ちがう。違う！　俺は、藤吉郎のおっさんの身代わりじゃない！　俺は俺だ！　相良良晴なんだ！」

「……良晴……」

「信奈！　たとえ『歴史』がほんとうに俺に与えた役目が、おっさんの身代わりとして生きることだったとしても……それが俺の『運命』なのだとしても……俺はそんな『運命』など、認めない！　俺にはなによりもお前が大事なんだ！　行くな、行かないでくれ！」

　滝川一益が。

　島津家いえ久ひさが。

　そして相良義陽が。

　単たん騎きで本ほん陣じんから離はなれようとしている信奈の異変を察知して、良晴の背後まで馬を飛ばして猛もう然ぜんと迫せまってきた。

「のぶなちゃん、行ってはならぬ！　まむっしーの志を、他ほかならぬ岐阜の地に捨ててはならぬのじゃ！」

「今こそ、こらえどころぞ！　もはや岐阜城は落ちた！　速すみやかに関ヶ原へと転進し明智光秀と合流せねば！」

「弟君を失ったお気持ちはわかる。だが、耐たえるしかない。天下を放りださないでくれ！　良晴のこれまでの努力を無にしないでくれ、頼たのむ！」

　ううん。ごめんなさい。あなたたちにはわからない、と信奈は微笑ほほえんでいた。

「だって。あなたたちは、きょうだいを合戦で失ったことがないのだから……良晴が、本来は繫つながらないまま切れてしまうはずだったあなたたちときょうだいとの絆きずなを、繫いでくれたのだから。わたしも、そうだった。わたしも……今まで、知らなかった……こんな……こんなのって……正気でいられるはずがない……！　勘十郎を死なせておきながら、わたしだけが良晴と結ばれて天下を手にして生きていくだなんて、そんなこと、絶対にできない……！」

　一益も、家久も、義陽も、信奈にかけるべき言葉を見つけることができない。

　信奈は、長良川へと、自ら乗った馬の足を踏ふみ入れさせていた。

　渡わたってしまう。

　信奈が、長良川を渡ってしまう。

　良晴は、自分自身が今までまったく見落としていた「事実」に、気づいた。気づくのが遅おそすぎた、と思った。

（そうか。ガスパールが、十兵衛ちゃんではなく、次々と弟を失ってきた大友宗そう麟りんを信奈の「親友」に選んだ理由は……！）

　ガスパールがプラトン立体を用いて行う「観測術プレビシオン」が、「未来予知」能力なのか、あるいはガスパール自身が言うように彼の断片的な「記き憶おく」を覗のぞいているにすぎないのかはともかく、ガスパールは「津田信澄の死」という「未来」を予想していたのだ。

　家族愛に飢うえ渇かわいていた信奈は、ひとたび心を開いた相手に対しては、どこまでも愛情を注ぐ。とりわけ、その相手がただ一人の実の弟であれば──そのかけがえのない弟を失った信奈は、平常心を失い、一気に破は滅めつへの道へと転落していく。もはや誰も、信奈を抑おさえきれない。

　その時、信奈を押しとどめることができる者は、修しゆ羅らの国・九州で両親から愛されずに「破滅の予言」に怯おびえ暮らし、何人もの弟を失ってきた姫武将、大友宗麟しかいない。「弟を戦場で死なせてしまった」と絶望した信奈の「傷」を共有できる者は、宗麟だけだ。

　ガスパールは、だから、大友宗麟を信奈の片かた腕うでとして育成してきたのだ。

　しかしその宗麟は、良晴たちとの出会いを経て「弟殺し」の「運命」を自ら克こく服ふくするために、九州戦線に留とどまり大友軍の守備兵を指揮している。今から本州へ宗麟を呼んでも、絶対に間に合わない。ガスパールの計画通りに、宗麟を信奈のもとへ向かわせて二人を出会わせていれば、あるいは、今いま頃ごろは。だがもう、悔くいてもやり直すことはできない。

　俺は信澄の代わりにはなれないが、信澄を死なせたという絶望と罪悪感に押し潰つぶされてしまった信奈の心をもういちど繫ぎ止めることはできるはずだ。が、信奈へ追いつくことはもう不可能だ。どうする。どう言えばいい？　どう行動すればいい？　どうすれば、信奈を地上に留めることができる？　五右衛門。前鬼。松永弾正。蝮まむしのおっさん……！

「相良さぁ！　今川義元に続いて織田信奈を失えば、もはや西軍の『命運』は尽つきる！　なんとしても関ヶ原へと織田信奈を連れていかねばならん！　明智光秀は必ず関ヶ原に一番乗りを果たし、関ヶ原最大の要地『松尾山』に布ふ陣じんしているはず！　毛利と明智が激げき突とつする前に、一刻も早く、関ヶ原へ……！」

　追い詰められた良晴の耳元に、家久の「言葉」が飛び込んできた。

　今の良晴の精神は、極限状態にある。

　知覚も思考力もなにもかもが、鋭えい敏びんになっていた。

　彼は、気づいてしまった。

「……『松尾山』……!?」

「史実」の「関ヶ原の合戦」で「松尾山」に布陣した武将は、豊臣秀吉こと木下藤吉郎の甥おいにあたる「金きん吾ご中ちゆう納な言ごん」こと小早川秀ひで秋あき。

　彼はれっきとした豊臣家の人間であり、徳川家康を打だ倒とうするために集結した西軍方の堂々たる主力武将だった。

　だが、その金吾中納言秀秋は関ヶ原での決戦の最中に、西軍から東軍へと──徳川家康側へと寝ね返がえり、あろうことか西軍を滅ほろぼしてしまった。

　もしも関ヶ原最大の要地である松尾山に大軍を率いて布陣していた金吾中納言秀秋が西軍の将として戦っていれば、東軍は、徳川家康は、決戦に敗れていたはずだった。

　しかし、如い何かなる理由があってのことかはもう誰にもわからないが、「史実」での秀秋は西軍を「裏切った」──豊臣家における自分の扱あつかいに不満を抱いだいていたのだとも言われている。寝返りの真意が定かではないことでも、「関ヶ原の合戦」での秀秋と「本能寺の変」の光秀とは、似ている。しかも、これほどの寝返り劇を演じて「裏切り者」の汚お名めいを被かぶったにも拘かかわらず、まったく報われることなくただ消えない汚名を残したまま自らも敢あえなく死んでしまう、というその「結末」まで──。

　もしもガスパールが言っていた「場」の「力」の理り屈くつがほんとうにあるのならば──すでにこの合戦は史実の「関ヶ原の合戦」とほぼ同じルートを進んでいる。

　少なくとも、たった今「岐阜城」で「織田宗家最後の男子」が東軍に滅ぼされて死亡した、その瞬しゆん間かんから。

　もしも信奈と俺たちが、関ヶ原へと転進すれば──。

　その「松尾山」に、十兵衛ちゃんが布陣している。

　お母さんをまたしても人質に取られ、坂本城まで奪うばわれ、俺に失しつ恋れんし、打ちひしがれている十兵衛ちゃんが……！

　もしかして……細ほそ川かわ藤ふじ孝たかは、「松尾山」という「場」を本能寺の代わりの「呼び水」として用いて、「関ヶ原の合戦」と「本能寺の変」を同時に引き起こそうとしている!?

　関ヶ原──松尾山──「裏切りの武将」小早川秀秋。

　京──本能寺──「裏切りの武将」明智光秀。

　この、戦国時代最大のふたつの「裏切り劇」を。

　ふたつの「未来」を、ひとつに「収しゆう斂れん」させようとしている。

　未来から来たこの俺を出し抜ぬくために。

　俺は、京の「本能寺」に信奈を孤こ立りつさせない限り、「本能寺の変」は起こらないと思い込んでいた。その俺の未来知識による思い込みを、「場」の力を利用して藤孝は突とつ破ぱしようとしている……!?

　十兵衛ちゃんが本能寺で別れ際ぎわに見せてくれたあの笑顔は、「作り笑い」だったんだ、「相良良晴のかわいい後こう輩はい」を演じていたんだ。ほんとうは……と、良晴はようやく理解していた。

「そうだ。十兵衛ちゃんは今、限界状じよう況きように陥おちいっている。関ヶ原へ出立する際に、俺の前で笑顔を見せてくれたけれど、あれは……演技だ……俺は本能寺で早々に十兵衛ちゃんと別れて信奈のもとに戻もどるのではなく、せめて行軍の途と中ちゆうまで、十兵衛ちゃんに寄り添そってあげるべきだったんだ！」

　信奈をこのまま岐阜城へと向かわせれば、信奈の「運命」は間違いなくそこで終わる。

　しかし信奈を奇き跡せき的に連れ戻すことに成功して全軍で関ヶ原へ転進しても、すでに光秀が「松尾山」に入っている。細川藤孝はその光秀に激しく揺ゆさぶりをかけている。唐とう突とつな「求きゆう婚こん」もまた、光秀を寝返らせるための「一手」なのではないか。藤孝は松尾山に布陣した光秀に、さらなる「手」を繰くり出してくるのではないか。傷心の信奈が今、関ヶ原に入れば──信奈と光秀、二人を待ち受ける「運命」が関ヶ原で成じよう就じゆするのではないか。

　良晴にはもう、打つ手がない。起死回生の策を閃ひらめくことすらできなかった。信奈の「運命」も、光秀の「運命」も、完全に「詰つんで」いた。そうとしか思えなかった。

「……この俺が……すべての実を拾う、と決めた瞬間から……信奈も十兵衛ちゃんも、どちらも犠ぎ牲せいにしない、二人とも『運命』から救うと決めた時から……こうなることは、確定していたんだ。五右衛門まで、死なせてしまった。五右衛門が、あれほどすべての実を拾うなと俺に警告し続けてくれたというのに。その五右衛門まで、二つの実を拾おうと決めたとたんに、死んじまった……！　ガスパールが言ったとおりだった。俺は……俺は、失敗した……！」

　いっせいに、良晴とともに「運命」を乗り越こえてきた姫武将たちが、声をあげていた。良晴に「それは違う」と教えるために。

「そんなことはないのじゃ、よっしー！　よっしーは、姫とわが二人の姉との仲を取り持ってくれたではないか！」

　姫ひ巫み女こと信奈との間で板いた挟ばさみになり、良晴に背中を押されて立ち直った滝川一益が。

「んにゃ！　そんなことはなか、相良さぁ！　島津四姉妹しまいの仲をも、相良さぁは取り持ってくれたど！　おいは、相良さぁに救われたんじゃ！　たとえ相良さぁの嫁よめになれんでも、おいは相良さぁと出会うことができただけで、十分ぞ！」

　島津四姉妹のうち、自分一人だけ母が違う、血が違う、と苦しみ続けてきた島津家久が。

「そうだ。失敗したなどと言うな、良晴！　それはお前の心こころ得え違ちがいだ。お前は、私と徳とく千ち代よとをともに救ってくれた。胸を張れ。自信を持て。お前のこれまでの行動と軌き跡せきは、間違いなどではなかった。その証しよう拠こに、お前に『運命』から救われた私たちがいる。忘れるな。この世界におけるお前の『使命』は、他の誰だれでもない、お前自身が決めることだ！」

　そして、響ひびき野の原はらで死ぬという「運命」を超こえて自らの「人生」を見み出いだした相良義陽が。

「……みんな……ありがとう。だけど、信奈はもう長良川を渡ろうとしている。今すぐに信奈を連れ戻す方法は、もう」

「良晴！　世界にはあらかじめ『すべて』が定められた『未来』などなく、人間は『運命』に抗あらがうことができる！　お前が、私たちにそう教えてくれたのではないか！　お前はこれまで姫ひめ武将たちの『運命』を変えるために生き抜き、戦い続けてきた。無む駄だだったはずがない！　必ず、お前は『運命』をたぐり寄せることができる！　それだけの努力と決断と行動を、お前は成してきた！　『運命』を摑つかみ取るに相応ふさわしい者は、『歴史』から姿を隠かくしていた細川藤孝などではない！　『運命』は、叫さけび続け、抗い続け、血を流し続けてきたお前に微笑みかける！」

　相良義陽が、良晴の背中を押していた。迷うな。駆かけろ。織田信奈を連れ戻せ。お前にならばできる。きっとできる。お前が奔ほん走そうしてきた「結果」は必ず出る、と叫びながら。

「そうだ。そうだった。俺は知ち恵え者じゃない。いつだって考えるよりも先に、身体からだが勝手に動いていた。信澄を殺すなと信奈に直言した、あの時から、ずっと……！」

　良晴の表情が、蘇よみがえっていた。信奈が信澄を斬きろうとしていると察知したあの日、あの時。信奈の「運命」を変えるためならば斬られたって構うもんか、とさえ良晴は考えていなかった。ただ、信奈を、救いたかった。それだけだった。身体が、勝手に、動いていた。「結果」は、あくまでも行動の果てに摑み取った「結果」にすぎない。

　もう、理屈は不要だった。俺は俺自身に敗れない限り、負けないんだ、と良晴は思った。

「見ていてくれ、五右衛門……！　俺は最後の最後まで、俺の信念を貫つらぬき通す！」

　良晴は、長良川へと馬を入れていた。

　夢を。信奈を、追いかけるために。




　　　　※




　夜の関ヶ原に、雨が降りはじめていた。

　大おお坂さかの小早川隆景に気取られぬよう敢えて東山道を経由せず、琵び琶わ湖この水路を用いて船で近江を横断し、北国街かい道どうから関ヶ原へと駆けていた明智軍。

　その明智軍が、ついに「運命」の地・関ヶ原へと到とう達たつしていた。

　岐阜城が炎えん上じようし、津田信澄が討うたれたことを、明智光秀も副官の斎藤利とし三みつもまだ知らない。奇くしくも、岐阜城の炎上と光秀の関ヶ原到達とは、ほぼ同時刻だった。

　光秀の旗印「土と岐き桔き梗きよう」が関ヶ原北西部の入り口である北国街道に翻ひるがえると同時に、雨はたちまち豪ごう雨うとなり、強風が吹ふき荒あれ、「土岐桔梗」を照らしだしていた月の光は消え、そして山々に囲まれた関ヶ原あちこちで雷らい鳴めいが轟とどろきはじめた。

「姫！　すさまじい稲いな光びかりです！　このまま雨に打たれていては危険です、ただちに松尾山へと登りましょう！」

　斎藤利三が、土砂降りの雨の中で身じろぎひとつしない光秀に、松尾山への登山を促うながした。しかし、全身を軋きしませる高熱に耐たえたばかりで、坂本城に捕とらわれたお牧まきの方かたを救いたいという想いを押し殺し、心身ともに疲ひ弊へいしきっていた光秀は、心ここにあらず、とばかりに虚こ空くうに視線を彷徨さまよわせている。分厚い雨雲によって月光が奪われた深夜の関ヶ原は、どこまでも無明の闇やみ。

「……母上……相良先せん輩ぱい……失策続きの十兵衛でしたが、ついに、信奈さまのご期待に添そうことができました。これで。これで、すべてが終わるのですね……これで。天下も。相良先輩も。なにもかもが、信奈さまのものに。道どう三さんさま、これでよろしいのですね。十兵衛は、立派に使命を果たせましたでしょうか……」

「ひ、姫？　如何いかがなされました？　もしやまだ、身体のお具合が？」

「……なんでもありません、利三。ただ、十兵衛は……放ほう浪ろうし続けてきた日々に、少しばかり、疲つかれました……十兵衛が帰るべきところは……もう、どこにも」

　あの「運命」の本能寺で……光秀は、大垣城へと帰き還かんする良晴は途中まで自分とともに行軍してくれると、心のどこかで信じていた。近江長浜城の港までは、一いつ緒しよにいてくれると。近江長浜城は、良晴の居城なのだ。しかし、良晴は本能寺から大垣城の信奈のもとへ向かう最短ルート、東山道を一直線に駆けていった。それが正しい選せん択たくだということは、光秀にもよくわかっていた。良晴は、ただちに大垣城へ戻らねばならなかったのだ。迂う回かいしている余よ裕ゆうはなかったのだ。岐阜城に信澄を救きゆう援えんに行くために。

　近江長浜城までの同行を光秀から勧すすめられた良晴が「ごめん。俺もそうしたいが」と十兵衛の「感情」を汲くみつつ、「理」を採って「俺は帰り道も東山道を通るよ」と答えた瞬間に、光秀の心はついに決けつ壊かいしていた。ああ。これが「失恋」なのだ、と光秀は知った。今後は、「良晴のよき後輩」として振ふる舞まい続けねばならないのだ。だから、内心の動どう揺ようを押し隠して「良晴のよき後輩」を演じた。しかし、いったいいつまで？　命が続く限り？　生しよう涯がいを終えるまで？　いつかこの苦しみから逃のがれられる時が来るのだろうか？

　良晴が信奈をどうしようもなく愛していることは、知っていた。それでもなお光秀が心の片かた隅すみにわずかに抱いていた最後の希望も、本能寺で、潰ついえた。ひとたび心に生じた「疵きず」の広がりを、光秀はもう、止められない。相良良晴の心は、織田信奈のものなのだ。明智光秀のものではない。どれほど良晴が「二人でひとりなんだ」と言ってくれても。明智光秀と織田信奈とは、別の人間なのだ。同じ男を愛してしまっていても──。

　斎藤利三が（おかしい。姫のご様子がおかしい。丹波で追い詰められた時ですら、このような虚うつろな表情はお見せにならなかった。それほどに、相良どのに決定的に失恋されたことが、心の痛手に？）とただならぬ予感に憑つかれて震ふるえていると。

　やまと御所からの「勅ちよく使し」が、こちらも突とつ然ぜんの大雨に襲おそわれてずぶ濡ぬれになりながら、光秀と利三のもとへと駆け寄ってきた。

「三さん条じよう西にし大だい納な言ごんさまから、『古こ今きん伝でん授じゆ』の『切紙』を持って参りました。細川藤孝どのとの間で交わした約束だったそうです。『古今伝授』は藤孝どのよりいずれ三条西家へと返へん還かんするが、『古今伝授』のうちただ一枚の『切紙』だけは、明智十兵衛光秀どのに伝授すると。その明智どのへの伝授は、明智どのが『関ヶ原』へと入ったその時に行うべし、と」

　古今伝授。

　細川藤孝から、いずれ伝授すると伝えられていた、やまと御所の秘中の秘。それは、日ノ本の「歴史」を左右するほどの力を持つという──。

　光秀は無造作にその「切紙」が収められている漆うるし塗ぬりの筺はこを開いていた。中には、色いろ褪あせつつも紅色に染め上げられたたった一枚の和紙が、丁てい寧ねいに「五ご芒ぼう星せい」の形に折りたたまれて仕し舞まわれていた。

　五芒星とは、桔梗を示す象しよう徴ちようである。光秀が用いている「土岐桔梗」もまた、五枚の花はな弁びらが五芒星をかたどっているものだった。

　この切紙は明智家に、いや、土岐氏にまつわるものらしい、と光秀は察していた。

「姫、なにか悪い予感がします！　その『切紙』は、細川藤孝の策です！　ただ一枚の切紙とはいえ、一子相伝の『古今伝授』を外部に漏もらすなど、おかしいです！　開いてはいけない気がします！」

　利三が制止しようとした。が、光秀は、なにかに憑かれたかのように、その切紙を手にとって開いていた。

　そこには、「歌」が一句、書かれていた。




「ときは今　あめが下知る　五月さつき哉かな」




　関ヶ原に雷鳴が轟く中。

　明智光秀は──自分自身の「運命」の結末を、今、知らされていた。




「……『土岐は、今』……」




　相良良晴が必死で覆くつがえそうと奔走し続けてきた、「運命」の正体を。




「『天あめが下領しる、皐月さつき哉』」




　ああ。

　土岐氏の。土岐源げん氏じの末である十兵衛は。

　信奈さまを弑しして、天下を奪うばい取ろうと。

　青い土岐桔梗の花は血に染まり、あたかも、皐月のような紅の花に。




　これが。

　この最悪の「結末」が。

　十兵衛の「運命」だったのですね。




　相良先輩は──十兵衛が信奈さまを弑する「未来」を知っていながら、ずっと十兵衛を守り続けてきてくださったのですね。

　今この場に、十兵衛の隣となりに、相良先輩さえ、いてくれたら。

　もしも、今。

　きっと、まだ、引き返せる。

　でも、もう。

　先輩は、信奈さまのもとへ。

　信奈さまが、天てん下か布ふ武ぶを成し遂とげれば。

　先輩は、決して、私のもとへは戻もどってこない。

　ならば、私が取るべき道は──。




「利三。ただちに全軍を、松尾山へ」




　切紙にはなにが書かれてあったのですか!?　とうろたえている斎藤利三に、光秀は震える声で下知を与あたえていた。切紙を引き裂さいて、闇やみ夜よの彼方かなたへと舞い散らせながら。

　明智軍は、「運命」の松尾山へ、移動を開始していた──。




　　　　※




「『力をも入れずして天地あめつちを動かし、目に見えぬ鬼おに神がみをもあはれと思はせ、男女の仲をも和やわらげ、猛たけき武士もののふの心をも慰なぐさむるは歌なり』──歌こそは、鬼神をも動かす力を持つ言こと霊だま。言霊の力も神仏の加護も一切信じない織田信奈には通じずとも、教養人の十兵衛には、いにしえの時代より密ひそかに受け継つがれてきた『歌』は、絶大な効力を持っているでしょう」

　越えち前ぜんより進軍してきた丹に羽わ長なが秀ひで軍を待ち受けている、丹たん後ごの田た辺なべ城で。

　細川藤孝は、兄・足あし利かが義よし輝てるを前に、天下争そう奪だつ戦せんの最後の最後に局面をひっくり返すための「秘策」が成ったであろうことを、ついに告げていた。

「武田信玄は、父・信のぶ虎とらの期待に応こたえて瀬田に『風林火山』の旗を掲かかげるまでは歩みを止めますまい。『岐阜城』という『場』に入った津田信澄は、決着を急ぐ信玄によってすでに討たれているでしょう。丹後の田辺城にわたくしが籠ろう城じようし、近江坂本城に京きよう極ごく家が旗を揚あげ、岐阜城で織田宗家最後の直系男子が絶えた今、この合戦は『古今伝授』に予言されていた『関ヶ原の合戦』そのものとまったく同化いたしました。あとは、『弟の死』という本来の『運命』へと引き戻されて惑わく乱らんし絶望した織田信奈が、弟の跡あとを追って岐阜城下で討ち死にしたという一報を待つのみです」

　足利義輝は、「織田信奈はそのような弱い姫ひめ武将ではないはずだ」と異を唱えていた。

「織田信奈は、耐えられぬのか。冷静に戦局を見定めて、関ヶ原へと転進はできぬのか？」

「はい。相良良晴が改かい竄ざんしたこの歴史では、織田信奈は『信澄殺し』という経験を経ておりません。第六天の魔ま王おうには、なりきれますまい。彼女が決して魔王にならぬように、相良良晴は『運命』に抵てい抗こうし続けてきたのですよ。本来ならばもっと以前に経験するはずだった弟の死を、織田信奈は、これまで経験せずに生きてきたのです。叡山焼き討ちも、果たしておりません。伊い勢せ長なが島しまで一いつ揆き勢を相手に行うはずだった大だい虐ぎやく殺さつをも、実行しておりません。彼女は、その心の美しいままに、優やさしいままに、相良良晴に庇ひ護ごされ続けてきたのです。ですから──悲しいことに、こたびの試練には耐えられません」

「それでもなお、相良良晴が……あるいは他ほかの何者かが、無明の闇へと落ちつつある織田信奈の心を救い、関ヶ原へと転進させれば？」

「たとえ『関ヶ原』に織田信奈が入ろうとも、その時にはすでに『関ヶ原の合戦』で東軍へと寝ね返がえる武将が入るはずだった『松尾山』に、自分の『裏切り』の『運命』を知ってしまった十兵衛が。十兵衛はぎりぎりまで惑まどいましょう。織田信奈が勝てば相良良晴は決して自分のもとには戻ってこないことを知りながら、西軍の一部将として戦うか。それとも『運命』に従って東軍へと寝返るか──」

「寝返るだろうか？　あの善良で正直な娘むすめが、そのような寝返りを？」

「もちろん土ど壇たん場ばまで迷うことでしょう。ですが十兵衛は最終的には、東軍へと寝返ります。なぜならば織田信奈が津田信澄を失った今、相良良晴は織田信奈以外の女によ人にんにはもはや愛情を注ぐことができません。そのことをいずれ知ることになる十兵衛は、相良良晴への想おもいを、最後の最後のところで、断ち切れなくなります」

　ですから、織田信奈が関ヶ原へ向かおうが岐阜城へ突とつ進しんしようが、この戦いくさは東軍の──足利家の勝利で終わります。ですがこのわたくしはすでに十兵衛の「運命」を知っております。たとえ彼女が忌いまわしい「運命」を成じよう就じゆしようとも、必ずや十兵衛を救いましょう、と細川藤孝は微笑ほほえんでいた。

「殿との。この細川藤孝もまた、『運命』に抗あらがっているのですよ」




　　　　※




　京の南なん蛮ばん寺でらには、いち早く「岐阜城落城」「津田信澄討うち死に」という情報が舞い込んでいた。本州各地に広がるキリシタン門徒の情じよう報ほう網もうを、ガスパールは活用していたのだ。

　やまと御所の公く家げたちも、京に暮らす町人たちも、「清洲城に続いて岐阜城までが落ちはった」「残るはもう安土城だけや」「やはり、武田信玄にはとてもかなわへん」「この上、まだ上杉謙信も毛利もおる」「織田信奈はんの天下はこれで終わりや」とうろたえ、騒そう然ぜんとしている。

　いつこの京が炎ほのおに包まれるかもしれない中、「悔くいのないように、ジパングの歴史を、ノブナさまの生涯をヨーロッパの人々に、そしてジパングに生きる後世の人々に」とフロイスは黙もく々もくと「日に本ほん史し」の執しつ筆ぴつを続けていた。豊ぶん後ごの女王・大友宗麟を襲った数すう奇きな「運命」。宇う佐さ八はち幡まんの神しん託たく。日ノ本の常識を覆した破格の英えい雄ゆう・織田信奈の人となり。そして相良良晴の活かつ躍やく。なにかに憑かれたかのように、自分がジパングで見聞きした人々のすべてを、フロイスは書き残そうとしていた。

　そのフロイスの隣では、ガスパールが「宗麟さまさえ、おられれば。京へお連れしていれば」と九州からあれほどこだわり続けていた大友宗麟を連れてくることができなかった自分の失策を悔いていた。

「信奈さまの弟君がいずれ合戦で命を落とされることは、わかっていた。あの弟君は、ずっと以前から死すべき『運命』にあったのだ。相良良晴が、強ごう引いんに彼の『運命』を変えて、短い命を延長していたにすぎない。しかし、ついに彼の抵抗にも限界が来た。細川藤孝は相良良晴と同等以上に『未来』を把は握あくしている。ならば、この時代の人間であり、しかも圧あつ倒とう的てきな智ち力りよくを誇ほこる藤孝に相良良晴が勝てる道理はない……。織田信奈さまをお救いするためには、戦乱の中で弟君を次々と失われた大友宗麟さまをお連れし、信奈さまを説得していただく他はなかった。その宗麟さまは今、九州戦線で鍋島直茂と決着をつけ、『弟殺し』の『運命』を完全に終わらせるために自ら戦われている……もはや、今から宗麟さまを信奈さまのもとへお連れしたくても、手て遅おくれだ。だが、まだだ。まだ、信奈さまが関ヶ原へと転進する可能性はわずかに残されている……相良良晴ならば、この『運命』をも突とつ破ぱするかもしれない。が、その彼をもってしても避さけられぬ最大の危機は……その先だ」

「ソウリンさまをノブナさまにとってのヘファイスティオンにするという、あなたの計画は、それではノブスミさまの死を予期してのことだったのですね」

　思わず筆を止めたフロイスが、ガスパールに尋たずねていた。

「そうだ。それも宗麟さまを信奈さまの『片かた腕うで』かつ『分身』に選んだ理由のひとつだった。無論、弟君が死なずに済めば、それで問題はなかったのだがね……ここまで、状じよう況きようはことごとく細川藤孝の思惑通りに進んでいる。あるいはこの私も相良良晴もともに、藤孝の策さく謀ぼうによってここで消されるのかもしれない。フロイス。たとえこの南蛮寺が炎えん上じようすることになろうとも、私の『観測術』が正しければきみとオルガンティノは生き延びられるはずだ。『日本史』を必ず完成させるように。私がこのジパングで、織田信奈さまと大友宗麟さまの『運命』を変えるために奔ほん走そうしてきたことも、書き留めておいてほしい。たとえ私がこの地上の世界から消しよう滅めつしても、きみが書いた言葉の中に、私の軌き跡せきは残る」

「ガスパールさまが、消滅する、とは!?　どういう意味なのでしょう？」

「……いや、こちらのことだ。これ以上秘密を漏らせば、きみの『運命』まで危あやうくなってしまう。それでは、この戦国時代のジパングの歴史を南蛮人の視点から書き残す人間が不在となる。細川藤孝は、すべてを成就させた後、客観的な歴史を誰だれにも書かせないだろう。足利家にのみ都合のよい史書だけを後世へ伝えようとするだろう。しかし南蛮人が書いてしまえば、海の向こうへと持ち去ってしまえば、藤孝をもってしてももはや真の歴史を闇やみに葬ほうむり去ることはできまい」

「……そうですね。時の権力の都合とは無関係なほんとうのジパングの歴史を、わたしは、後世に届けたいです」

「だが、これだけは伝えておかねばなるまい、フロイス。きみも見ただろう。高たか千ち穂ほの洞どう窟くつの中に眠ねむるあの、『天あまの岩いわ戸と』を。私が牟む志し賀かから別働隊を率いて高千穂の山々を捜そう索さくして発見した、あの古代遺い跡せきを」

　はい。あの「岩で築かれた穴」の底には、なにが眠っていたのでしょう？　とフロイスが尋ねていた。

「歴史を乱すことになるので書かないでおいてもらいたいが──あの『天岩戸』は、古代の天あま津つ神かみ一族が高千穂へと天下った折に用いられたもの。耐たい性せいを持つ人間があれを潜くぐれば、生きたまま空間や時間を移動することができる。ヨーロッパ人が『ヤコブの階段』と呼ぶ奇き蹟せきと同種のものであり、織田信奈さまが天てん王のう寺じで三種の神器を発動させて開いた『扉とびら』の本体だよ。このまま織田信奈さまが敗れ、細川藤孝が勝ちを収めた時には、あそこへなんとしても相良良晴を生かしたまま連れて行かねばならないのだが……相良良晴自身がそれを許すまい。容易ではあるまいね。ならば、今は別の手段を取るべきだろうな」

　フロイスには、ガスパールが言っている言葉の意味が半分ほどしか理解できなかった。これ以上尋ねてもガスパールが口を開かないことも、経験上、わかっていた。

　ガスパールは、「日本史」の執筆に再び集中しはじめたフロイスを残して一人で南蛮寺の庭園へと歩を進めていた。

　庭園に植えられたソテツの木の陰かげに、黒い人間の影かげが、ゆらり、と揺ゆれていた。

　なに？　どうしたの、ガスパールさま？　もしかして出番が来たの？　と、その黒い影は少女の声を発していた。たどたどしいが、日本語を話せるらしい。月明かりが、ゆっくりと影を照らした。細い腰こし。長い手足。華きや奢しやな少女だった。織田信奈とみまがうばかりに、美しかった。そして彼女は、日ノ本人とも南蛮人とも異なり、肌はだが黒かった。

「私は、織田信奈さまの『運命』が尽つきるその事態は『京』で起こると予測し、切り札であるお前を南蛮寺に呼び寄せて待機させていたが……細川藤孝は、『場』の力を利用して『歴史』を前まえ倒だおしするつもりだ。ならば私も、切り札を切らねばならない。相良良晴を高千穂へと連れて行くことこそがお前の本来の任務だが、それは最後の手段だ。これより新たな任務を与える。こちらの任務を優先するように」

　人殺しだって人攫さらいだってなんだってやるわよ。私は、父親は南蛮人だけれども母親は黒人奴ど隷れいだったもの。父親が貴族であろうとも、奴隷の子は、しょせん奴隷。私自身も南蛮商人の慰み者にされるための奴隷として売り飛ばされるはずだったところを、ガスパールさまに救っていただいたのだから、とその黒い肌を持つ少女は答えていた。

「グラーシアス。もしも明智光秀こそが織田信奈さまの『運命』を成就させる『その者』であったならば、たとえ『関ヶ原の合戦』の趨すう勢せいがどうなろうとも、緊きん急きゆう手段に──『暗殺』に訴うつたえる他はない。行け、ヤスケ。明智光秀が東軍に寝返る動きを見せたその時、光秀を──惟これ任とう日向ひゆうがの守かみを、殺せ」

「ヤスケ」って、ジパング風の名前よね？　かわいくない名前ね。でもいいわ、ガスパールさまのためなら誰だって殺してきてあげる、とその瘦やせた少女は笑い、高々と跳ちよう躍やくして壁かべの彼方かなたへと消えていった。




　　　　※




　小早川隆景が仕し掛かけた数々の「罠わな」を突破し、畿内入りを目指して街かい道どうを行軍中だった黒田官兵衛率いる大友軍は、とある川を渡と河かするために「橋」の建設にかかっていた。すでに官兵衛は、隆景が水計を仕掛けられる地域を突破している。この川の突とつ然ぜんの増水は、猛もう然ぜんと降ってきた記録的な大だい豪ごう雨うがもたらした偶ぐう然ぜんの産物である。

「むふー！　この予期せぬ豪雨はまずいぞ。『天運』は東軍にある！　ぎりぎりで決戦に間に合う計算だったが、シメオンは最後の最後に運に見放され続けてきたからな！　それに」

　川沿いの神社の境けい内だいににわか作りの本ほん陣じんを設けて渡河作業の指揮を進めていた官兵衛は、越前北きたノ庄しよう城で越軍と睨にらみ合っている竹中半兵衛の安否を心配していた。

「丹後の田辺城に、明みんへ亡命していたはずの剣けん豪ごう将軍と細川藤孝が現れた。これは東軍側の策だ。半兵衛はそれでもなお、越前から兵の半数を割さいて田辺城を落とすだろう。同時に出で羽わの最も上がみ義よし光あきを動かして、越えち後ごを背後から突つかせることで、越軍の半数を越後へと戻もどさせるつもりだろう。だが、今回ばかりは半兵衛の策はうまくいかない気がする。上杉謙信は常に決戦主義を取り策を弄ろうしない武将だが、謙信のもとで宰さい相しようを務めている直なお江え兼かね続つぐ。あれは、戦下手だが半兵衛に匹ひつ敵てきする智力と胆たん力りよくの持ち主だぞ。半兵衛は、あるいは越軍をなんとしても決戦に間に合わせぬために、玉ぎよく砕さいを覚かく悟ごして……」

　大坂城へ入った後の毛利軍の動向も、まるでわからなかった。斥せつ候こうをいくら大坂へ送っても、戻ってこないのだ。岡おか山やま城から出しゆつ撃げきして山陽道を突き進んでいった宇う喜き多た軍の行ゆく方えも、摑つかめなくなった。小早川隆景も宇喜多直なお家いえも、情報戦に長たけている。自軍の行軍状況を官兵衛に摑ませまいと、全力を挙げているのだ。どれほど斥候を送っても、あたら斥候の命を無む駄だに失うだけかもしれない、そう思うと官兵衛はいたたまれなかった。

「ここの神社のおみくじは、よく当たるそうですよ。困った時には神かみ頼だのみですよ。おみくじを引きましょう、軍師どの！」

　立たち花ばな宗むね茂しげがおにぎりをほおばりながら、官兵衛を励はげます。

「むふー！　そうだな！　悩なやんでいても仕方がない！　気分転てん換かんに、おみくじだっ！　一発で大だい吉きちを当ててやるぞ！」

　官兵衛が腕うでまくりしながら、おみくじをひくと──。

「大だい凶きよう」。

「大凶」。

「大凶」。

「大凶」。

「大凶」。

「うわあああ！　何度ひき直しても、『大凶』しか出てこないじゃないかああ！」

「お、おかしいですね……さすがに、ありえない確率のような……」

「また『大凶』だあ！　おかしい！　絶対におかしい！　いかん、これは小早川隆景の罠だ！」

「そ、それは考えすぎだと思いますよ？」

「うあああ。だって隆景のせいで、ちっとも行軍が進まないじゃないかあああ！　決戦予定地の関ヶ原に一番乗りを果たすつもりだったのに、間に合わなくなってしまう！　これほどの大軍を率いていながら遅ち参さんなどすれば、またしても『二流軍師』と呼ばれる羽目に！」

「ま、まあ、占うらないというものは当たるも八はつ卦け当たらぬも八卦ですから……軍師どのはキリシタンだから、この神社に祀まつられている神さまがいたずらしているのかもですね！」

「そんな意地悪な神などに、シメオンは屈くつ服ぷくしなーい！　ああっ、そうだ！　宗茂！　シメオンが会え得とくしている南なん蛮ばん渡と来らいの最新の『タロット』でこの合戦の吉凶を見定めよう！」

　たろっと、ですか？　と立花宗茂が首を傾かしげる。

「わが主あるじの宗麟さまも、『宇佐八幡の神託』に振ふり回されて苦しまれることになりました。南蛮渡来のたろっとはちょっと、悪い予感がしますね。『宇佐八幡の神託』同様に、軍師どのとわれらを振り回すことになるのでは」

「神社のおみくじはよくて、なぜタロットはダメなのか、宗茂！　これは宇佐八幡のなんたらとは大おお違ちがい！　とにかく適中するんだ、実証済みだ！　ただのおみくじとは違う！　タロットの札をひく人間自身が、自らの『運命』を引き当てるんだ！　『この天下分け目の決戦に西軍が勝てるかどうか』を心に問いながら、宗茂、きみがひけっ！」

「え？　私が、ですか？」

「シメオンは本来はひいてはならない術じゆつ者しやだし、以前にひいているからな。いちどひいたら、しばらくはひけないんだ！　まあ、毎日こんなものをばんばんひいて常に適中させられるなら、人間の生しよう涯がいなんてものは一いつ切さい苦労せずに楽勝だからな！　さすがにそうはいかないのだ！　というわけで、人生でいちどもタロットをひいたことのないきみが適任者だ！」

　それでは、ひかせていただきます……と宗茂が緊きん張ちようしながらうなずき、官兵衛が差し出してきたタロットカードの山のいちばん上に置かれているカードを素す直なおにひいた。

「ぐ、軍師どの。ひきましたが、これはなんの札なのですか？　吉なのか凶なのかすら、私にはさっぱりわかりません。わかることは、上下逆になっているということだけです」

　官兵衛は、宗茂が見せてきたカードを一目見て、息を詰つまらせていた。

　そのカードは──「審しん判ぱん」。

「これは、聖書の『ヨハネの黙もく示し録ろく』に預言されている『最後の審判』を表したカードだ！　つまりこの合戦は文字通り戦国時代の覇は者しやを決める最後の戦いとなる！　だが……」

　そう。

　宗茂がひいたカードは、「逆位置」なのだ。

「正位置」であれば、「審判」は、西軍の織田信奈たちに微笑ほほえむ幸運のカードとなるはずだった。これまで信奈と良晴たちが成してきた行動は、最後の合戦において清算され、彼らは報われるはずだった。

　しかし、「逆位置」の「審判」は、まったく反対の「運命」を予言していた。

「これは……か、考えられる限り最悪のカードだ、宗茂！　われら西軍に待っている『運命』には……織田信奈と相良良晴たちの『運命』には……もはや、切り開くべき『未来』がない！　織田信奈たちが積み重ねてきたすべての努力は、この合戦で清算などされない！　なにもかもが、無に帰してしまう！　織田信奈と相良良晴は敗れ去り、志を打ち砕くだかれ、いっさいの『未来』を喪そう失しつする！　われらは、完全に『行き詰づまった』ぞ！」

「ええ？　それでは、西軍は敗れるということですか、軍師どの!?」

「ただ敗れるだけでは済まないぞ！　いったいなにがどうなるのか、このシメオンにも予想ができない！　私情を排はいして敢あえて冷れい徹てつに予測するのならば、この日ノ本を東西に割った合戦は文字通りの『最後の審判』となり、そして──そして、その先は、どうなってしまうんだ？　まさか……まさか」

「で、ですが、軍師どののお知ち恵えをもってすれば、回かい避ひする方法はあるはずです！　このたろっとの札は、『運命』を予言しているだけではなく、その『運命』の回避方法も告げられているのですよね？」

　回避方法は、ある。示されている。

　あるが、それは、と官兵衛は言いよどんでいた。

　冷や汗あせが、止まらなくなっていた。




「『過去へと戻り、やり直す』──『逆位置』の『審判』が告げた破は滅めつの『運命』から織田信奈たちが逃のがれる術すべは、おそらくこの一手しかない。だが、『過去へ戻れ』とは、いったいどういう意味だ？　『歴史』そのものをやり直せ、すべてをなかったことにしろ、とタロットが告げているのか？　馬ば鹿かな。そんなことが許されるはずがない！　だったら、相良良晴たちのこれまでの生き様は、どうなってしまうんだ？　われら日ノ本の人間が築き上げてきた『歴史』を、この世界のなにもかもをなかったことにしろ、と言うのか？　だいいち生身の人間に、どうやって過去へ戻れというんだ！」




　官兵衛は、ひとつの忌いまわしい「可能性」に、気づいてしまった。

　そうだ。そうだった。

　この世界には、織田信奈の「運命」を変えるためにすでに「過去へと戻った」者がいる。

　相良良晴だ。

　そのような奇き跡せきを起こせる者は、万人に一人も存在しないだろう。

　千年に一人も現れないだろう。

　ごく限られた人間だけだろう。

　だが、過去へと戻る奇跡は、可能なのだ！

　だとすれば──ひとたび織田信奈の「運命」に抗あらがって志半ばで失敗し、「二周目」に入っている者もまた、存在するのでは？

　あの「観測術」を用いる南なん蛮ばん宣教師ガスパールの正体は、まさか。

　織田信奈の恋こいを否定し、すべての実を拾うという相良良晴の主義を否定し、おそらくは織田信奈のためならば暗殺すら実行するであろう、あの正体がわからない南蛮人は実は──あらゆる意味で相良良晴の逆の道を行き、相良良晴の志を妨さまたげ続けてきたあの男の、ほんとうの「名前」は。



















「軍師どの？　軍師どの？　札を落とされましたよ。如何いかがされました!?」

「……宗茂。今ひいたタロットのことは忘れろ。他言無用だ。タロットが示した『未来』は、今はまだただの『兆きざし』にすぎない。下手に人々に伝われば、その言こと霊だまが巡めぐり巡って『成じよう就じゆ』してしまう。われらは、なにも見なかった」

「……ぐ、軍師どの……!?　どうか泣かないでください。われらが心をひとつにして『運命』に抗えば、神しん託たくを覆くつがえすことができるはずです！　あなたはいったいなにに気づかれてしまったのですか、軍師どの!?」




　そんなはずがない。お願いします。どうか、シメオンの迂う闊かつな思い込みであってください、と黒田官兵衛は思わず両手を合わせて、祈いのっていた。




























　　　あとがき




　戦国日ひノ本もとを代表する「決戦」と言えば、「川かわ中なか島じまの合戦」と、そして「関せきヶが原はらの合戦」です。これまで、司し馬ば遼りよう太た郎ろう先生の名作「関ヶ原」と、その小説を原作として制作されたＴＢＳの同名のドラマを、何度も読み返し観返しました。このドラマは、制作費も凄すごいのですが、ほんとうに素晴らしい豪ごう華かキャストです。小こ早ばや川かわ秀ひで秋あき（国くに広ひろ富とみ之ゆき！）の「とんぼじゃ～」という迷台詞。島しま左さ近こん（三み船ふね敏とし郎ろう！）が石いし田だ三みつ成なり（加か藤とう剛ごう！）に告げる「さらばじゃ正義のお人」という名台詞。直なお江え兼かね続つぐ（細ほそ川かわ俊とし之ゆき！）がその美声で家康にケンカを売る「直なお江え状じよう」。大おお谷たに吉よし継つぐ（大河ドラマで織お田だ信のぶ長なが役を演じた高たか橋はし幸こう治じ！）と石田三成との男の友情。そしてなによりも、ウッキウキで仲良く悪あく謀ぼうを練る徳とく川がわ家いえ康やす（森もり繁しげ久ひさ彌や！）と本ほん多だ正まさ信のぶ（三み國くに連れん太た郎ろう！）の東軍狸たぬきコンビ。画面を観ただけで、ダメだ、この妖よう怪かい二匹ひきには絶対に勝てない……と絶望したものです。さらに、これほどの超ちよう大作ドラマに最後まで出番がない黒くろ田だ官かん兵べ衛え（苦笑）がオチまでつけてくれます。ちなみに第三話のタイトルが「男たちの祭り」というのも、現代の歴女ブームを先取りしていた気がします。

「織田信のぶ奈なの野望」のクライマックス編を──関ヶ原を本戦の舞ぶ台たいとして全国の姫ひめ武将たちが「天下」とそしてそれぞれの志を賭かけて決戦する「姫武将たちの祭り～関ヶ原編」という形にしようと本格的に構想しはじめたのは、実はもう五年ほど前の話でして、二〇一一年に大おお垣がき城と関ヶ原を取材旅行していたんですね。

　春日は関ヶ原周辺の地理には不案内だったのですが、関ヶ原マニアの堀ほり君という友達に「あちらが南なん宮ぐう山さん、こちらが笹ささ尾お山やま、あそこが松まつ尾お山やま」と懇こん切せつ丁てい寧ねいに案内してもらって、「大谷吉継の陣じん跡あと」から「烏う頭とう坂ざか」、「関ヶ原ウォーランド」に至るまで、実に効率よく見学することができました。堀君が言うには、子供の頃ころ関ヶ原を訪れていた時にはなーんにもない山と原っぱだけだったのに、いつの間にか笹尾山の「石田三成の陣地」をはじめあちこちにいろいろな建物や旗印が立っている上に、ご当地武将隊やらグッズやらまで登場していて驚おどろいたとのことでした。そうだよねえ。よもや友人が「織田信奈の野望」という姫武将ライトノベルを書くことになるとも思っていなかっただろうねえと思いきや、「お前は子供の頃から同じものばかり書いているな」と言われました。そうでしたっけ……？

　ただ、徳川家康と島しま津づ義よし弘ひろはともかく、織田信奈、明あけ智ち光みつ秀ひで、上うえ杉すぎ謙けん信しん、武たけ田だ信しん玄げん、毛もう利り両りよう川せん、長ちよう宗そ我か部べ元もと親ちかといった史実の「関ヶ原の合戦」とは微び妙みように活かつ躍やく時期やら条件がずれていて本来は参戦できないはずの姫武将たちをどうやって関ヶ原に集結させるかというところで、いろいろ伏ふく線せんを張ったり、謙信と信玄を掘ほり下げるために「天と地と姫と」を書いたり、島津家久と黒田官兵衛を関ヶ原へ送るために「九州編」を書いたりしなければならず、ここに至るまでに予想外に時間がかかってしまったというわけです。

　さて、ついにこの巻からスタートしました史実と異なる信奈たちの「関ヶ原」では、やはり「運命の武将」明智光秀が最大の鍵かぎを握にぎることになるんじゃないかと思います。「関ヶ原の合戦がはじまるということは、本ほん能のう寺じの変はまだ来ないんでしょう？」と思わせておいて実は！　という展開になるかもしれません。人間は「運命」を乗り越こえられるのか否か？　が「信奈」シリーズ全ぜん般ぱんを通してのテーマなのですが、とりわけこの関ヶ原編では、今まで以上に容よう赦しやないかたちで「運命」の波が姫武将たちを襲おそってきます。この巻ではこれまで身を潜ひそめて「歴史」から隠かくれていた「細ほそ川かわ藤ふじ孝たか」が、明智光秀の「運命」を動かすべく登場します。信奈にも、相良さがら良よし晴はるの奔ほん走そうによって回かい避ひできたはずの「運命」が。そして良晴もまた、自分自身の「運命」と対たい峙じしなければなりません。信奈の「運命」を巡めぐり対立するガスパールと相良良晴の戦いも、関ヶ原の合戦と同時に進行していくでしょう。

　もちろん、小早川隆たか景かげ、宇う喜き多た直なお家いえ、上杉謙信、本多正信、武田信玄──西軍・東軍に属するそれぞれの姫武将たち（一人、姫じゃないのが交じっていますが）もそれぞれの「運命」と戦わねばならないのです。そういう意味で「関ヶ原編」は良晴と信奈を主役としつつも、一種の「群像劇」というかたちになると思いますが、司馬遼太郎先生の昔から関ヶ原の合戦とはそういうものなので、ここはご容赦いただければと。十六巻では、みやま先生に表紙を飾かざるキャラクターとして描いていただいた武田信玄が「運命」と対峙することになります。

　武田信玄と上杉謙信については、良晴と出会うまでの二人の物語とそして「川中島の合戦」が、この十六巻と同時発売される「天と地と姫と」で詳しよう細さいに描えがかれる予定ですので、「関ヶ原編」に突とつ入にゆうした本編ともども、「天と地と姫と」もどうかよろしくお願いします。

　武田信玄のドラマをはじめ、今巻はなにぶんシリーズのクライマックスということで展開が重厚なのですが、作者と読者の心のオアシスとして久々に梵ぼん天てん丸まるが好き勝手に暴れてくれます（今後も定期的に暴れる模様）！　はたして梵天丸は関ヶ原にどう絡からむのか？　絡まずにひたすら暴れているだけなのか？　こちらもご期待ください。

　なお、いつまでも出てこない長宗我部元親ですが、原げん稿こうは書いたのですがまたしても構成上の都合で毛利両川姉妹ともども登場が先送りされてしまいました！　決して四国を無視するつもりではないのですが、巡り合わせなのでしょうか。申し訳ありません。ですが、十七巻には必ず登場いたします。お楽しみに。





春日みかげ










春日みかげ

●かすがみかげ



前巻で良晴が本州に帰還して信奈と再会を果たし、いよいよこの巻から戦国日ノ本のクライマックス、姫武将たちのオールスター絵巻「関ヶ原編」に突入します。

炎天下の関ヶ原ウォーランド取材を活かす時がついに！


















口絵・本文イラスト／みやま零

カバーデザイン／アフターグロウ
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